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     第一章　頭取デビュー


    



    　夜一〇時から始まるニュース番組。


    　その冒頭から日本商業銀行特集が組まれ、恒こう太たが颯さつ爽そうと登場していた。


    　電撃的な頭とう取どり就任で恒太が世界を騒がせたのは今日の夕刻。それから恒太は各テレビ局をハシゴしてまわり、どこのチャンネルを見ても、このニュースで持ちきりだった。恒太は部室に戻ることなくテレビに出まくっていた。


    　一六歳の銀行経営者誕生は驚異的な事件だ。銀行は社会の公器である。経営が悪化したからといって、軽々しく破は綻たんさせたりできるものではない。万が一の場合は、国家が救済しなくてはならないのだ。


    　テレビに映る恒太は、実に堂々としていた。不敵そのものである。


    　キャスターが微笑を浮かべて身を乗り出す。


    「では、世界最年少頭取就任は、数年前から決めていたことだったと？」


    「そういうことだ。中学二年の時から決断していた。自分でも、筋書き通りで恐ろしくなるよ」


    　恒太は王のように胸を張り、キャスターの質問に尊大に応じた。その態度は、いつでもどこでも変わらない。


    「にわかには信じがたいのですが……」


    「愚ぐ民みんどもが信じようと信じまいと、そんなものはどうでもいい。自分の人生をポートフォリオとして見る姿勢。それが、天才エコノミストと呼ばれたこの俺を形作ってきた」


    　平然と言い放つ恒太に、キャスターの笑顔は消える。


    「愚民……というのは、いささか銀行のトップとしてふさわしくない言葉遣づかいと考えますが」


    「ククク、その通り。ふさわしくなかろう。だがしかし、問題はまさに、その貴様らのスタンスだ。視聴者に媚こび、広告主に媚びるその姿勢！　だから世界はよくならない。たとえ苦しくとも、認めなくては前へ進めないこともある」


    「……け、決してそのようなことはありません。報道は公正にあるべきだと常に考えております」


    　さしものキャスターもたじろいだ。恒太は大おお仰ぎように肩をすくめてみせる。


    「おやおや、ウソつきにも困ったものだ。スポンサーの影響を受けないニュースなど、この世に皆かい無む。古今東西、いかなるニュースといえども発信主の意図がある。それにふれずして、なにが公正だ」


    「……」


    　キャスターは苦にが虫むしをかみつぶす顔をした。


    　恒太のような人間を相手にするのは生まれて初めてのことだろう。ショックなはずである。


    　悠ゆう々ゆうと恒太は続けていく。


    「ふさわしくない言葉遣づかい？　ふざけるな。愚ぐ民みんは愚民なのだ。事実から目を背そむけない力強い視点こそ、報道人に真に必要なものだろう。もっとも今のマスコミ業界に、俺のように神かみ懸がかった報道人はひとりもおらんがな。この俺が統治する革命部は、そんなまやかしを破壊するためにやってきた」


    　いつの間にか恒こう太たは、報道人になっていたらしい。


    　キャスターは気を取り直すように咳せき払ばらいし、話を変える。


    「……話がだいぶ逸それてしまいました。頭とう取どりの出身は、あの羽は月づき社長で知られる革命部だということですが、それは事実なのですか？」


    「もちろん事実だ。巳み継つぐは俺の親友でもある。しかし微妙にニュアンスを訂正しておかねばならんだろう。革命部はもともと俺の戦略・戦術に則のつとって経営してきた。急成長を成なし遂とげることができたのは、やはり俺の存在によるところが大きかったと言える」


    　恒太はニヤリと微ほほ笑えんだ。


    　その模様に俺は呆あつ気けに取られた。革命部の急成長は、戦略面で莉り音おんが力をふるい、戦術面では再三にわたる綱渡りを乗り越えてきた結果である。それを、よくもまぁ自分がやったことのように言えるものだ。


    「たしかに革命部の急成長は国民の大きな関心事でした。しかし実は、裏方として経営面の戦略を練ねってきたのは……頭取だったと？」


    「そういうことになる。いよいよ俺自身が、経営の第一線に立つときが来たと判断したのだ」


    「頭取が引き継いだ日本商業銀行は、中小企業を支援するために設立された銀行として話題になりました。しかし同じ時期に設立され有名になった新銀行東とう都とは、経営不振にあえいでおります。日本商業銀行の業績は我われ々われにはわからないのですが、今後経営が悪化することはありませんか？」


    「ないと断言しよう。なぜなら、この春かす日が恒太が経営するからだ！」


    　恒太は拳こぶしを握りしめ、カメラ目線で断言した。


    　──まったく理由になってねぇ！


    　テレビ画面に向けて俺は声にならない声を上げた。


    「中小企業支援の方針に変更はありますか？」


    「ある」


    　恒太が明言すると、キャスターは鋭く質問を続ける。


    「それは、現状のままでは業績悪化が懸け念ねんされているからでは？」


    「違う。日本商業銀行は世界最強のメガバンクを目指す。中小企業への融ゆう資しは、ひとつの業務として我が行を支えつづけてゆくだろう」


    　あまりの自信のほどに、キャスターはおどろいた表情を見せた。


    「頭取は、これからの銀行に大切なものはなんだとお考えですか？」


    「ズバリ言おう。銀行に大切なものは『英えい傑けつの存在』なのだと」


    「英傑……？」


    「そうだ。日本の銀行経営は長らく護ご送そう船せん団だん方式と言われ、お役所の方針につき従う存在だった。しかしグローバル化した世界の中、銀行は変わらなくてはならない。そこには英えい傑けつが必要なのだよ」


    「……なるほど！　銀行を引っ張る力が必要ということですね」


    「俺という英傑が降こう臨りんした日本商業銀行は大躍進を遂とげるだろう。全行員は俺を見み倣ならい、自みずからも英傑として活躍するという強い意志を持ってほしい。我が行員は英傑たるべし。行内で徹底させていきたい」


    「ず、ずいぶんご自分に自信があるのですね……」


    「当然だ。俺の頭脳に組み込まれた過去の膨ぼう大だいなデータベースを参照しても、失敗した記録が見つからない。日本商業銀行の未来は……いや、世界人類の未来は、この俺によって切り開かれるであろう」


    　討論はさらに続いた。そのライブ放送を部室で見ながら、俺と莉り音おんと沙さ織おりはこれから先の成り行きに目の前が暗くなっていた。一方、柚ゆずさんだけは爛らん々らんと瞳を輝かせている。


    　部室の空気はどんよりしていた。


    　沈黙してテレビに見入る俺たちに、沙織が戸と惑まどった声をかけてくる。


    「どうしよう……」


    「俺の責任だ……。たしかにアイツは『俺が銀行を引き継ぐ』って何度も言っていたんだけど、冗じよう談だんだと思って相手にしなかったんだ……まさかこんな……」


    　心底から俺は責任を痛感していた。やはり恒こう太たに任せてはいけなかったのだ。


    　さしもの莉音も押し黙り、頭を抱かかえ込んでいた。


    「恒太くんってとっても面白いですね。キャスターさん、たじたじだったって思います」


    　飛び上がらんばかりに語る柚さんに、沙織はクギをさす。


    「ううん柚さん。キャスターの人が困ってたのは、恒太の話がメチャクチャすぎたからよ。テレビ局だって、まさかあんなヤツだとは考えてなかったと思うわ。生放送で出しちゃいけないヤツなのよ」


    「……やるしか、ないわね。銀行再建、うまくいかなきゃ恒太が世界中から非難を浴びかねない……だから、なんとかがんばらないと……」


    　やっとのことで莉音が言葉を絞り出した。


    「そうは言っても、日本商業銀行、まだどんな銀行か、経営実態がハッキリと掴つかめていないんだぞ。これから金きん融ゆう庁ちようと協力し合って調査していかなくちゃならない。盛り返せるかどうかは未知数だ」


    　俺の言葉に、莉音は失意のどん底といった様子で首をふる。


    「それでも、こうなった以上、やるしかないでしょう」


    「でも、恒太が勝手に独走したんだよ。アイツの責任でしょ。莉音が悩む必要なんてないわ」


    　そう沙織が言ったとき、ガラガラと玄関の扉が開く音が聞こえてきた。


    「恒太？　もう帰ってきたの？」


    　沙さ織おりのあとに続いて、俺たちは玄関へ向かった。


    　つい今、テレビの生中継に出演している姿を見たばかりだ。こんなに帰りが早いはずがない。


    　みなでそろって玄関に出てみると、やはり恒こう太たではなかった。


    　おじさん──恒太の父親がスーツ姿のまま、玄関に倒れ込むようにしてうずくまっていた。
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    　部室リビング。


    　おじさんは悲痛な面おも持もちで、俺と莉り音おんと沙織に向かい合ってすわっていた。俺たちは昔から、家族ぐるみの付き合いだ。おじさんとは身内のようなもので気を遣つかう必要もない間柄である。だからこそ、おじさんの苦悩が誰よりもわかった。


    　おじさんは総そう務む省しように勤める官かん僚りようだ。それだけに、仕事は公的なものばかりで、身辺に不ふ祥しよう事じがあってはならない。今回の事態に一番狼ろう狽ばいしたのは、間違いなくおじさんだろう。


    　空気を読めない柚ゆずさんが笑顔でお茶を置く。


    「はい、どうぞ。恒太くんのお父さん」


    「……ありがとう」


    　莉音が口を開く。


    「総務省は？　今日はいつもより帰りが早いのね」


    　テーブルに視線を落としながら、おじさんはポツリポツリと語り出す。


    「恒太のニュースを見ておどろいちゃってさ……転げるようにして帰ってきたんだ。仕事も途中で投げ出して、部下にも伝えてないや……あとで電話しておかないと……」


    　生き真ま面じ目めなおじさんが仕事を投げ出すなんて、よほど慌あわてていたのだろう。


    　突然、おじさんはバッと顔を上げた。


    「莉音ちゃん。これはいったい、どういうことなんだい!?」


    「それが──」


    　俺たちは、事細かく事情を説明しはじめた。厳しい経営状況にある日本商業銀行を、金融庁の同意のもとで買収すること。譲渡作業を恒太に任せたところ、知らないうちに頭とう取どりに就任してしまったこと。日本商業銀行は経営実態が明らかではない部分が多く、きわめてデリケートな買収なのだということ。


    　説明を聞き終えたおじさんはテーブルを叩たたき、悔くやしそうに憤ふん慨がいする。


    「恒太が勝手に……！　あのバカ息子！」


    「ううん、私たちの方もね、日本商業銀行での業務を、あるていど恒太に任せちゃったの。張りついて監視しておくべきだったかもしれない。もっと厳しくしておくべきだった。だから、ごめんなさい」


    　莉音の謝罪に、沙織と俺も続く。


    「ごめんなさい、おじさん」


    「すみません」


    　しかしおじさんは、涙目ながら首をふる。


    「いや、それは違う。誤解しないでほしい。ぼくはいつでも君たちに感謝している。いつ何なん時どきでも、その気持ちは変わらない。それだけは、どうか忘れないでほしい。君たちがいなかったらと思うと……」


    　おじさんはそこで一いつ旦たん言葉を切り、うつむいた。


    「小さなころは良かったんだ。優秀で……あれでも本当は頭がいいんだよ。でも、ぼくが勉強を強要しすぎたせいかもしれない……。それとももしかしたら、ぼく自身に、自分でも気づかない驕おごりやエリートを気取るような部分があったのかも……それが恒こう太たに影響したとか……」


    　おじさんの言葉は、聞き取れないほどか細くなっていった。


    　優しく言い聞かせるように莉り音おんが口にする。


    「考えすぎよ。おじさんは昔から謙けん虚きよだったし、私たちにもずっと優しかった」


    「いいや、子供は親を見て育つという。これはぼくの責任なんだ。自分でも悩んでいるよ……」


    　おじさんは下を向きながら、苦く渋じゆうの表情で、自分の胸を鷲わしづかみにする。あまりに困り果てた様子に、俺たちには、かける言葉が見つからなかった。


    　俺たちにできたことは、ただ黙って、テーブルに突つっ伏ぷすようにしているおじさんを眺め下ろすだけだった。


    「莉音ちゃん、巳み継つぐくん、沙さ織おりちゃん……うちの恒太が……本当に申し訳ない……。それでも……君らだけが頼りなんだ……。これからも恒太を、どうか、どうか傍そばに置いてやってほしい。自分勝手な物言いで申し訳ないが……」


    「おじさん、大丈夫よ。だから顔を上げて。私たちもできるだけがんばるから」


    　莉音は弱り果てたおじさんの肩に手を置いて、そう約束した。
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    　時刻はすでに深夜一二時になろうとしている。


    　おじさんは「俺たちが恒太を見捨てることはない」という約束を信じ、仕事を放り出していた総そう務む省しようへ足早に戻って行った。


    　日本商業銀行の話題で盛り上がるテレビを見ながら、俺たちは恒太の帰りを待った。恒太が生出演しているニュースはもうないようだから、そろそろ戻ってくるはずだ。


    　恒太の携帯にかけても応答しないため、今は待つしかない。電源を切っているようだ。テレビ出演の依頼やらなんやらで、ひっきりなしにかかってくる携帯に出ているヒマはなかったのだろう。俺も速はや水み半導体工業の社長に就任したときは、延々と鳴りつづける携帯に辟へき易えきとし、電源を切ったままにしていた。


    　柚ゆずさんがテレビの感想を嬉き々きとして語るのを聞いていると、ガラッと玄関が開く音が聞こえた。間違いなく恒太だ。誰も出迎えに行かなかった。


    　ギシギシと廊下がきしむ。恒こう太たの場合、足音まで尊大だ。すぐにリビングに姿を現す。


    「着任した。我が帰還を祝福することを許可しよう」


    「恒太、すわりなさい」


    　開口一番、ピシャリと莉り音おんが言った。声には叱しつ責せきのニュアンスが混じっている。


    　横おう柄へいに恒太が椅い子すに腰かけると、ギシギシと音が響いた。


    「おやおや、どうしたのかね莉音。まさか莉音ともあろう者が、この俺の頭とう取どり就任を嫉しつ妬とするわけではあるまい」


    「あんた！　まだそんなこと言ってるの!?」


    　沙さ織おりの言葉を莉音が制する。


    「日本商業銀行の頭取になるっていうのは、大変なことなのよ。恒太、ちゃんとわかっているの？」


    「心配は無用だ。俺には人を意のままに操あやつるギガスが備わっているのだからな」


    「どうして勝手にこんなことしたの？」


    　厳しい口調で莉音は追及した。


    「おや、俺が引き継ぐことは既き定てい路線だったはずだが？　ならば頭取就任は早い方がいい。世界中の下々の者が待ちわびているのだ」


    「恒太もよく知ってるでしょう。日本商業銀行は、経営実態がまだ明らかじゃない部分が多いの。これから調査していかなくちゃならない。だからすべてがクリアになるまで、前頭取に残ってもらわなくちゃならなかった。それなのに、どういうこと？」


    　莉音は真剣に怒っていた。俺たちにあからさまな怒りをぶつけることがない莉音にしては、珍しい。まして莉音が、恒太を本気で叱しかろうとする場面は何年かぶりだ。


    　しかし恒太はまったく動じていなかった。


    「だからこそ銀行は、俺が引き受けねばなるまい。前頭取・片かた山やま……あんな小者など不要なのだよ」


    　ふいに莉音は、テーブルの上の恒太の手に手を重ね、熱心に語りかける。


    「恒太、いい？　よく聞いて。もし調査した結果、メチャクチャな経営実態だったらどうするの？　それは前頭取の責任であって、恒太の責任じゃないの。それをハッキリさせる前に就任するなんて大変なことなのよ？　金きん融ゆう庁ちようの方はなんとかなっても、世間ってヤツは納得しないわ。いつでも怒りをぶつける相手を探してるんだから」


    「愚ぐ民みんどもがどう思おうが痛くもかゆくもない。日本商業銀行が悪徳な銀行であろうと構わない。それがどうしたという？」


    「どうしたって……大変なことでしょう？」


    　やれやれといった風に恒太は首をふる。


    「どうやら莉音はわかっちゃいないようだ。教えてやろう。全世界、いかなる英雄にも事業家にも革命家にも、善ぜんと悪が同居する。急激な成長を望むなら、広い視野で清せい濁だくあわせ呑のむことは必ひつ須すなのだよ。俺たちはケツの青いガキじゃないのだからな。……ならば、激烈に巨大化するグループにおいて、悪は誰かが引き受けねばなるまい」


    「帝王学の議論をしようとしているんじゃないの。恒こう太たに責任がこないようにしたいのよ」


    「責任……だと？　ククク、そんなもの、俺がまとめて引き受けてやる」


    　恒太の言葉に、莉り音おんは意表をつかれたように目を丸くした。


    「え？」


    「たしかに、日本商業銀行はロクでもない銀行だよ。だがしかし、ヤツらがどんな悪事を働いていたとしても、これから俺が行おこなう巨悪にはとうていかなわない」


    「恒太の巨悪って……」


    「今一度、莉音に確認する。俺たちは全世界を革命するのだろう？」


    　今度は逆に、恒太が真剣に莉音を見み据すえた。その様子に、莉音は戸と惑まどった面おも持もちを見せる。


    「え……ええ、そうよ」


    「ならば、日本商業銀行ごとき何ほどのものでもない。ただ利用せよ。革命家なら、悪事なんて乗り越えろ。愚ぐ民みんどもの敵意なぞ振り払え。立ちはだかるものを殺し尽くしてでも、俺たちは前へ進まなくてはならないのだ。本物の英雄はみな、善ぜん悪あくあわせ呑のめる大器を持っている」


    「言い分はわかるわ。でもね、私は、敵意を向けられる相手を恒太にしたくないの」


    「俺でいい。他に誰がいるというのだ？　莉音が背負うとでも言うのか？　それとも巳み継つぐか？　そこの小娘か？　冗じよう談だんではない。俺ほどの器量の持ち主など、革命部には他に見当たらぬ。巨悪を背負うのは、俺でなくては務まるまい」


    　得意げな表情で恒太は断言した。


    「……ほ、本気で言ってるの？」


    「君くん子しに二に言ごんはない。日本商業銀行は悪だが、虫けらのように小さな悪にすぎない。だが革命部の目標は高く、善も悪も地球規模になる。当然誰かが悪を引き受けねばならぬだろう。ならばその悪を、丸ごと俺が背負ってやる」


    「……」


    　莉音は目を見開いて沈黙した。恒太はどこまでわかって言っているのだろうか……。


    　代わりに沙さ織おりが口にする。


    「……な、なんかアベコベにまともなこと言ってるような錯さつ覚かくがするんだけど……よくわからないわ」


    「フ、小娘にはわかるまい。だが莉音ならば、俺の言わんとしていることがわかるはず」


    「恒太に覚悟があるってことだけはわかった。たぶん……」


    　莉音は自信なさげに言った。正直、恒太の態度は年中無休でいつでも同じだから、明確にはわからないのだろう。


    　そして莉音は戸惑いながらも続ける。


    「とにかく、こうなった以上、今さら恒太の頭とう取どり就任を撤回なんてできない。日本商業銀行はなんとしても再生させなくちゃ……」


    「安心しろ。この俺にはギガスがある。すべてを見通しているのだからな。さらに俺が有名になり、世界最強の銀行家として名を馳はせることにしよう。さすれば我が革命部に大いなる利り益えきをもたらすことになるはずだ。莉り音おんたちは俺の手足となって努力してもらいたい」


    　たまらず沙さ織おりが指摘する。


    「なんであんたの手足になって働かなくちゃならないのよ！」


    「さっそく、明日はクイズ番組『ハンマーチャンス』に呼ばれている。なに、軽く優勝できるだろう。俺の名が世界を駆け巡ることで、革命部グループにとてつもない利益が転がりこむはずだ。ククク、俺という逸いつ材ざいがすぐ傍そばにいたこと、ありがたく思うのだな」


    「い、今の話が、どうすれば『ハンマーチャンス』に繋つながるのよ……」


    「おまえは有名になりたいだけなんじゃないのか……？」


    　呆あつ気けに取られつつ俺は言った。


    　どこまで恒こう太たが本気で言っているのかわからない。しかし少なくとも恒太は、日本商業銀行の現状を知った上で頭とう取どりを引き継いだことはたしかなようだった。


    　いったい日本商業銀行は、これからどうなってしまうのだろうか。


    



    
      ◇

    


    



    「さあみなさん、今日の『ハンマーチャンス』には、なんとあの、大物ゲストが登場します！　最年少の巨大銀行経営者！　頭取──春かす日が恒太さんです！」


    　人気タレントでもある司会者は、大げさな身振り手振りを交まじえて恒太を紹介した。


    　画面には煙が巻き起こり、やたらと壮そう麗れいなＢＧＭとともに、余よ裕ゆうの笑みを浮かべる恒太が現れた。


    　日本商業銀行はちっとも巨大ではない。恒太の話が大げさなだけの銀行である。


    　こういう演出ひとつとっても、本当にうさんくさいテレビである。


    「ククク、日本商業銀行頭取、春日恒太だ。すでに今日の番組は終わったようなもの。なぜなら、トップは俺に確定しているからだ」


    　まったくいつも通りの恒太の言葉。


    　司会者は興奮したように恒太へマイクを向ける。


    「いやぁ、すごい自信ですね！　ぜひ優勝して一〇〇〇万円を勝ち取ってください！」


    「一〇〇〇万円？　なにを誇らしげに言っている？　子供のお年玉か？　俺のポケットマネーにすらならぬ。なるほどしかし、愚ぐ民みんどもにはちょうど良い目くらましなのだろう。赤せき十じゆう字じにでも全額寄付してやろうではないか」


    「さ、さすが頭取！　赤十字寄付宣言、出ました！　こうなると、ぜひ頭取に勝ってもらいたいですね！」


    　多少あたふたしつつも、司会者はそつなくまとめた。


    　ゲストは恒太だけではない。すぐに他の芸能人たちの紹介に移っていく。


    　登場したのは有名な芸能人・政治家・スポーツ選手・学者ばかりだったが、恒太のせいでほとんど曇くもって見えた。


    　俺はあまり見たことがない番組だ。しかし、高視聴率を誇る人気番組であることは知っている。第一線で活躍するさまざまなゲストが毎回三〇人近く集まり、知恵をしぼって一〇〇〇万円獲かく得とくを目指すという。


    　この番組では、二択や四択ではなく、答えを直接言わなくてはならない。


    　問題は総じて難なん易い度どが高いため、各人の前には親切にもパソコンが設置されている。それで検索して調べることができるのだ。調べる速さが重要になってくる。


    　答えがわかれば目の前のボタンをハンマーで勢いよく叩たたく。正解すれば自分のすわる場所が少しずつ上昇し、答えを間違えばすわる場所の床に穴が空いて、下の小麦粉のプールに落ちてしまうそうだ。番組の最後のあたりになると、みなが小麦粉まみれになっていることがこの番組の売りだという。正直、どうでもいい。


    　いよいよ第一問が始まった。司会者が出演者たちを見回しながら語る。


    「まずは手て馴ならし問題です。『世界三大がっかり名所』と呼ばれている観光名所、ひとつはコペンハーゲンの人魚姫の像、もうひとつはシンガポールのマーライオン、では残りひとつは？」


    　恒こう太たがハンマーでボタンを叩く。


    「ブリュッセルの小便小僧だ」


    「正解です！　頭とう取どり、どうして知っていたんですか!?」


    「なんだと？　簡単すぎる。幼稚園の入試問題なのか？」


    　表情こそ変えない恒太だったが、本当に呆あきれているようだった。


    　司会者がいくつかお世辞を述べ、すぐに次の質問に入っていく。


    「コンピュータの入力装置であるマウスの感度を示す単位はなんと言うでしょうか？」


    　みなが一いつ斉せいにパソコンに向かったが、ひとり恒太だけは目もくれずにハンマーを振り下ろした。


    「ミッキーだよ。マウスを一〇〇分の一インチ動かした場合の単位が一ミッキーだ」


    「な、なぜこんな細かいことをご存じなのですか？」


    　戸と惑まどう司会者に、恒太は眉まゆをひそめる。


    「なにを言っているのだ？　マウスだぞ？　貴様はマウスを使わないのか？　こんなもの、今どき小学生でも知っている」


    「さすが頭取です……。で、では次の質問と行きましょう。『公然の秘密』『無知の知』などのように、正反対の意味を組み合わせて、なおかつ矛む盾じゆんに陥おちいらずに意味をなす表現法をなんと言う？」


    　またもや恒太である。


    「撞どう着ちやく法だ」


    「なんということでしょう！　正解です！　たったひとりだけ調べもせず、悠ゆう々ゆうと答えていますね。どうしてこんなことまで知っているのですか!?」


    「こんなこと……だと？　撞着法のことか？　貴様らは言語を話しているだろう？　こんなものは、基本ですらない」


    　どんどん問題が繰り出されるが、恒こう太たのひとり舞台だった。司会者が問題を言い終わる前に恒太がボタンを押してしまうため、もはや諦あきらめたのか、黙って恒太を見つめているだけの出演者もいた。


    「オセロが発はつ祥しようした国と街はどこでしょう？　国と都市名、両方答えてください」


    「日本の水み戸と市だ」


    　次の質問。


    「海底に郵便局が設置されている国があります。さて、その国はどこ？」


    　珍しく恒太が動かなかった。その様子を見た出演者たちは、バッと一いつ斉せいにパソコンへ向かう。


    　恒太だけパソコンに目もくれず、冷笑を浮かべている。


    　まわりをゆっくり見渡した恒太は、悠ゆう然ぜんと声を張り上げる。


    「おやおや、この俺ばかりが答えているから、しばらく待ってやろうと思っていたが……とうてい俺の足下にも及ばない参加者ばかりらしい。仕方がないから答えてやろう」


    　わざとらしくため息をつきながら、恒太はボタンを押した。


    「バヌアツ共和国だよ」


    「せ、正解です！　すごい、大正解！　まさか調べもせず答えられるゲストがいるとは！」


    　誰も頼んでいないのに、得意げに恒太が解説し始める。


    「ハダウェイ島の海洋自然保護区内、水深三メートルの海底に郵便局が設置されている。局員はダイビング用具を着用して業務をするのだよ」


    「……と、頭とう取どり、あなたは天才ですか!?」


    　演技がかったように司会者は後じさってみせた。


    「なにをわかりきったことを。だがしかし、この程度の問題で才気を判断するなど愚おろかしいことだ。むしろ三〇人も解答者がいて、バヌアツのことを誰も知らないことが異常だよ。まったく困ったものだ」


    　恒太の言葉に、となりの政治家が嫌いやな顔をした。


    　次の質問である。


    「カード型の液えき晶しよう温度計などに使われるコレステリック液晶──実は、生き物の肝かん臓ぞうが原料です。さて、その生き物とは何でしょうか？」


    　質問が終わる前に、となりの有名な政治家がハンマーを振り上げた。さすがに恒太だけに答えさせるのはマズイと思ったのだろう。


    「豚」


    　床が開き、無む惨ざんにも政治家が小麦粉の中に落ちてしまった。


    　すぐに後ろのタレントがボタンを押す。


    「牛」


    　このタレントも小麦粉まみれになってしまった。


    　口元に笑みをたたえてこの様子を眺めていた恒太が、大げさに首をふってみせる。


    「やれやれ、こうまで押すのを遠慮してやっているのに、誰も答えられないとは……。まったく、日本の未来は暗いようだな」


    　もったいぶって会場を見回した恒こう太たが、尊大な面おも持もちで続ける。


    「イカだよ。こんなもの、幼稚園児でも知っている」


    　そんな調子で恒太はすべての質問に答え、番組終了間ま際ぎわまで、圧倒的存在感を放ちつづけた。


    　恒太はあっさりと一〇〇〇万円を獲かく得とく。


    　目も当てられないのは、番組始まって以来の天才降こう臨りんと大騒ぎになってしまったことである。たかがクイズ、そんなもので天才の判定ができるのだろうか。


    　俺たちは仕事をしながらその様子をテレビで見ていたが、大しておどろくようなことでもなかった。恒太の博はく識しきをもってすれば、ごく普通のことである。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日のスポーツ新聞各紙では、恒太の天才ぶりが一面扱いで大々的に報じられていた。


    　電撃的な頭とう取どりデビューに続いて、あらゆることを知っている賢人というイメージが加わっていた。


    　恒太の知名度が拡大するのと比例して、日本商業銀行に預金をしたいというバカ者が急増し、預金量は着々と増え始めていた。


    



    
      ◇

    


    



    　沙さ織おりと一緒に部室のサーバルームへ行くと、莉り音おんが頭を抱かかえ、ひとり悩んでいた。


    　莉音にとっては、日本商業銀行が破は綻たんする可能性を、それほど重要に考えていなかったはずだ。


    　成功も失敗も時の運。破綻するかもしれないし、もしかしたらうまく切り抜けられるかもしれない。二〇億で銀行を手にできる可能性があるゲームなら、悪い取引じゃない。


    　しかし、恒太が頭取になってしまうと、話はまるで違ってくる。


    　昔から莉音は俺たちのボスで、俺たちも自然にそれを受け入れてきた。莉音は決して俺たちを見捨てない。それだけに、恒太が頭取になってしまった以上、莉音は何があっても日本商業銀行を放り出すわけにはいかなくなったのだ。


    　俺と沙織には、その気持ちが手に取るようにわかっていた。


    「莉音、俺たちにできることはないか？」


    「私も手伝うよ」


    　莉音は力なく顔を上げた。気丈に装ってはいるが、その疲ひ弊へいした様子が俺たちにはわかった。


    「恒太は？」


    「朝ちょっと部室に顔出したけど、すぐに勇いさんで日本商業銀行に出かけていったよ。未いまだかつてないほどやる気だった」


    「アイツがまじめにやって良い結果になったことなんて、ただの一度もないわ」


    　沙さ織おりの言葉に、俺はすかさず同意する。


    「きっと大変なことになるな」


    「もう十分すぎるくらい大変よ。世間はすんごい騒いでるから。テレビで大口叩たたいて、新聞にも書かれて、アイツだけ喜んでる」


    「マスコミに騒がれるのはビジネス上、悪いことばかりじゃない。でも、もしね、日本商業銀行の経営不振が明らかになれば、百倍のしっぺ返しがあるわ。とくに日本商業銀行は再建が容よう易いじゃないから、そこが心配ね」


    　莉り音おんは冷静に指摘した。


    　俺と沙織はうなずく。


    「でも、やるしかないな」


    「そうね。なんとかしないと」


    「本当はもう少し余よ裕ゆうをもって構えていられると思ったんだけど……こうなった以上、急がなくちゃ」


    　俺と沙織は腰を下ろし、ミーティングテーブルをはさんで莉音に向かった。


    「現状を分析するわね。まず恒こう太たが天才頭とう取どりだって騒がれている影響で、定期預金が増加中。大して宣伝もしてないのに、どんどんお金が流れ込んできてるの」


    　恒太は頭取就任で騒がれただけでは飽あきたらず、数々のテレビ番組に出演し、我が物顔で持論を披ひ露ろうしている。困ったことに口だけは達者であるため、なかなかウケが良いのだ。しかもさまざまなクイズ番組にまで登場し、あらゆる難問奇問を軽々と答えてみせ、賞金をかっさらっていく。世間が天才頭取と誤解するのもやむを得ず、そのせいで預金者がどんどん増えているのだった。


    　莉音は続ける。


    「でね、私たちが緊急に解決しなくちゃいけない問題は、日本商業銀行の定期預金の金利が二・一％もあって、それを預金者に払っていかなくちゃならないこと。だから、集まっている預金量の二・一％以上の金額を、どうやって稼かせぎつづけていくかってことが重要なの。それを稼げなくちゃ破は綻たんする」


    「でも今、日本で銀行に預金をしたって、金利〇・一％にもならないんでしょ？　だったら、金利二・一％なんて払えるわけないわ」


    「金利二・一％をやめるわけにはいかないのか？」


    「既き存そんの預金者に対して、こっちの一方的な都合で条件を変更することは難しいわね。新規の預金者だけ大きく金利を落とすとなると、今度は預金者同士に大きな差がついちゃう。そうなれば銀行への信頼も落ちて、自みずからの首を絞めることになる。それに、恒太が頭取になったとたんに金利を下げれば、恒太が叩たたかれるでしょう」


    「なんとか二・一％以上を稼ぎ出せる運用先を見つけるしかないのか……」


    　俺はため息をついた。


    「そして問題は、お金が増えまくっていること。たとえば一兆円の預金量があったとして、三〇〇〇億円を利回り五・〇％で運用できても、残り七〇〇〇億円が眠っているだけじゃ、結局全体の利回りは二％未満になっちゃう。だからね、お金があるだけ次々と貸し出す先や運用先を見つけていかなきゃならないの」


    「とんでもない仕事だな。そんなにお金を貸し出したりする先があるかな？」


    「海外に回すのは？　さっきネットで見たら、アメリカの銀行に預ければ四・〇％くらい金利がつくみたい。アメリカ国こく債さいでも、利回り二・六％だったわ」


    　沙さ織おりの提案に、莉り音おんは首をふる。


    「為替かわせリスクがあるから怖いのよ。とくに今はアメリカやＥＵの金きん融ゆう基盤が弱体化してるせいで、日本円が強くなる可能性が高い。だから海外にお金を回すと、大損をする可能性もある」


    　たしかに海外に資金を預けて、その間に日本円が値上がると大変なことになるのだ。


    　たとえば一ドル一〇〇円のときに、一万円をアメリカドルに換えれば一〇〇ドルになる。この一〇〇ドルを金利四・〇％のアメリカ銀行に預けたらどうなるだろうか。簡単だ。一年後、四・〇％の利息が付いて一〇四ドルというわけだ。


    　しかし、その間に日本円が強くなり、一ドル九〇円になったとすると、まったく様相が変わってしまう。


    　運用した一〇四ドルを日本円に戻せば、なんと九三六〇円。一年で一万円が九三六〇円にまで目減りしてしまうということである。


    　いくら他国の利回りが日本よりずっと良いからといって、軽々しく円やドルやユーロを移動させると、悲ひ惨さんな事態になりかねないのだ。銀行の資金は単位が大きいだけに、損失も利り益えきも巨額になって跳はね返ってくる。


    　莉音は腕を組みながら言う。


    「まずは私たちのグループにお金を回しましょう。そうすれば二・一％以上で運用できるからね。一兆六〇〇〇億円くらいまでならそれで吸収できる。銀行の私物化って言われるかもしれないけれど、そんな話に構っているヒマはないわね」


    「あと、日本商業銀行の調査もしなくちゃならないな。もともと運用していた資金が、どれほど不良債権化しているか不明だろ？　早いところ調査して、回収できるお金はしておかないと。何もかもが闇やみの中だ」


    「そうね。前頭とう取どり・片かた山やまが隠していた銀行の実態調査が最優先。すべてを急がなくちゃ」


    「調査業務はどうする？　どこか監査法人に依頼しないと」


    「スピード優先と考えると……そうね、先日の芝しば山やま監査法人に頼みましょうか」


    「ああ、猪いの口くち会計士ね！　それはいい。ある程度は内情を知ってるし、話が早いだろう」


    「じゃあ巳み継つぐ、さっそくアポ取ってもらえる？」


    「わかった」


    「日本商業銀行の再建には、沙織にも手伝ってもらうからね。慣れない分野の仕事だと思うけど、私と巳み継つぐが指導するから。猫の手も借りたいの」


    「そのつもりよ。私も勉強するから。それにしても、大ごとになっちゃったね……。せっかく莉り音おんが銀行を買収したのに、いきなり敗戦処理みたい……」


    　沙さ織おりは憂ゆう鬱うつな表情でつぶやいた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音と沙織は、三人そろって日本商業銀行へ乗り込んだ。


    　なし崩し的に物事が進みすぎているにせよ、とにかく日本商業銀行は俺たちの銀行である。


    　速はや水み半導体工業やアクアスの場合には、有能な経営者がいた。会社は隠していることなどなくクリーンだったし、業務はすでに定まっていた。経営を、そのまま任せればよかった。


    　だが日本商業銀行はまるで違う。そもそも以前の経営方針はメチャクチャであり、財務状態は悪く、さらにひどいことに経営実態が隠されている。しかも、恒こう太たが片かた山やま頭とう取どりを追い出す形になってしまっていた。


    　片山頭取の方も渡りに舟で、金きん融ゆう庁ちようの本格的調査が入る前に俺たちに日本商業銀行の株式を二〇億で売り渡し、喜んで逃げ去ったに違いない。片山は著名な経済評論家として、世間的には有名な人物だったのだが……。


    　銀行に着いてすぐ、恒太がいるであろう頭取室へ向かう。


    　すると、頭取室で恒太が椅い子すにふんぞり返っていた。高級ソファの肘ひじ掛けに腕をつき、足を組み、いかにも帝王といった風だ。


    　俺たちが入ってきたのを認めた恒太は、その格好のまま尊大に口にする。


    「ようこそ、我が城へ。ずいぶんやってくるのが遅かったな。この俺だけを働かせるとは困ったものだ」


    「あんたねえ！　私たちがどれだけ心配してるか、ちょっとは考えてみたらどうなの!?」


    　すぐに沙織が食ってかかった。


    「おやおや、俺ほど革命部の未来を見通している戦略家はいないというのに……。小娘にはそんなこともわからないのか？」


    「──ッ！」


    　沙織は猛抗議しようとしたが、俺が割って入った。


    「まぁまぁ沙織、とにかく今は銀行を健全に運営することが最優先だ。こうなった以上、恒太には頭取としてリッパにやってもらわなくちゃならない」


    　莉音もうなずく。


    「そうね。最速でやることはふたつ。実態調査に必要なデータを押さえるのと、とりあえず今まで通りに銀行が運営していけるよう行員たちへ指示を出すことね」


    「ククク、もう手は打ってある。行員たちへの訓辞は今朝方、すでに俺がやったばかりだ。全員、涙を流さんばかりに俺の話に聞き入っていたぞ」


    「危険な頭とう取どりすぎて、将来が不安で泣いたんだろ……」


    「ちなみに銀行のほとんどすべてのデータなら押さえてある。前頭取から俺が引き継ぐとき、ほぼすべての資料を俺が押おう収しゆうした。もちろんサーバルームのデジタルデータも確保済みだ」


    「ちゃんと押さえるべきところは押さえたのね」


    　意外そうに莉り音おんは感心した。


    「だがしかし、この俺がざっと調べたところ、前頭取のデータだけはごっそり削除されているようだがな。その部分の実態が不明だ。俺に引き渡す前、自分のデータだけ急いで消し去ったのだろう」


    「なるほど……。他の資料と照らし合わせて解明するしかなさそうね……」


    「恒こう太たが勝手に頭取を引き継がなきゃ、その部分だって残ってたんじゃないのか？」


    「なにを言う巳み継つぐ。もし俺が強引に頭取を引き継がなくては、前頭取にメチャクチャにされていたかもしれないのだぞ。片かた山やまが恐れるのは金きん融ゆう庁ちようだけではない。横おう領りようや背はい任にんが明らかになり、警察が介かい入にゆうしてくることを恐れていた。だからこそ片山が頭取のままであれば、俺たちは永遠に本当の実態を知ることができなかったはずだ。いわば俺が、片山が下へ手たな工作をやる前に、強引にヤツを頭取から引きずり下ろし、すべてを確保してしまったというわけだよ。これぞまさにブリッツクリーク、電撃戦というものだ。……ククク、俺の深しん謀ぼう遠えん慮りよには敬服を禁じ得ない」


    「……自分で自分に敬服するっておかしいと思わないの？」


    　ポツリと沙さ織おりはつぶやいたが、恒太は気にする風もない。


    「事実、買収折せつ衝しようをいくら重ねても、俺が書類やデータを確保することを片山は渋りまくった。だから俺は、銀行株式の売買契けい約やくの締てい結けつが終わった直後、ヤツが油断した隙すきに、一気に強硬手段に出たのだ。ヤツは危険を察したが時すでに遅く、なんとか自分のデータを削除するだけに終わったのだ。それ以降、ヤツはまともな引き継ぎなど何もせず、逃げてしまったよ」


    「へぇ……意外と、自分がただ頭取になりたかっただけじゃないんだな」


    「巳継、信じちゃダメよ。テレビで頭取を名乗るとき、すっごく嬉うれしそうだったわ」


    「俺が愚ぐ民みんども相手にテレビでＰＲして、なんの得があるというのだ？　あんなくだらないものに、俺が出るわけがない」


    「出まくってるじゃない。しかもクイズ番組やエンタメ番組にまで！」


    　沙織は厳しく指摘した。


    「そういうことも、ごく稀まれにある。なにせ俺は、頭取という重責を担になっているのだからな。どうしても必要な取材にだけは応じておかなくてはなるまい」


    「どうして『ハンマーチャンス』が必要な取材なんだよ……」


    　俺はため息をついた。恒太相手に、まともな議論をしても始まらない。


    　莉音が身を乗り出す。


    「とりあえず議論していても仕方がないわ。まずは恒太が確保したデータを、洗いざらい監査法人に調査させましょう。実態を暴あばき出して、今後の経営戦略を練ねる。そして今から、行員たちにヒアリングして、今後の態勢を整えましょう。人数が多い銀行じゃないから、今日一日でひとまず全員と話せるはずよ」


    　椅い子すにすわったまま君くん主しゆのように俺たちを眺める恒こう太たは、今気づいたといったように言う。


    「おっと、俺には他に重要な仕事が山のようにある。細かい仕事は、莉り音おん、巳み継つぐ、沙さ織おりに任せよう。しっかり俺のサポートをするように」


    「なに命令してるの!?　ていうか、他の重要な仕事って何よ？」


    「見ろ、俺のタイムスケジュールだ。予定は一秒単位で詰まっている。日本商業銀行を世界最強のスーパーメガバンクにする仕事だ。これは俺にしかできない」


    　恒太が掲かかげたスケジュール帳を、俺たちはのぞきこんだ。


    　毎日のようにテレビ局や雑誌社の取材、番組の収録でめいっぱい埋うまっていた。一分刻みでスケジュールが組まれている。どんなに売れているタレントだって、ここまでメディアに出まくることはないだろう。


    　沙織は肩を震ふるわせる。


    「あ……あ……あんたねえ……なに勝手に自分のテレビ出演ばっかりスケジューリングしてんのよ……」


    「ま、まぁ、前向きに考えようぜ。恒太抜きで態勢を整えた方がいいということで……」


    　なだめるように俺が言うと、莉音も同意する。


    「そうね。恒太がいない方がスムースかもしれない。三人で手分けしましょう。行員たちのヒアリングと、監査法人との交こう渉しようは私と巳継でやるわね。それと銀行の事業計画を練ねり直すことや金きん融ゆう庁ちようとの折せつ衝しよう、その他もろもろ」


    「わかった。急ごう」


    　俺はうなずいた。


    「それから、沙織は明日からしばらく、部室じゃなくここに通って」


    「ここに？」


    「そう。銀行が軌き道どうに乗るまで沙織にはこの頭とう取どり室で、私が指示する銀行の仕事をしてもらうわね。私と巳継は外を出回ることが多いから、報告役をしてほしいの。あとは恒太の監視も」


    　莉音はテキパキと指示を出した。


    　完全に恒太が蚊か帳やの外である。だが、その方がいい。


    「わかった。恒太と一緒に仕事するのはムカツクこともあると思うけど……そんなこと言っていられないわね」


    「ほう……おりおりが頭取秘書というわけだ……。俺の足手まといにならないよう、せいぜい気をつけるのだな」


    「監視だって言ってるでしょ！」


    　沙織は悔くやしそうに地じ団だん太だ踏んだ。


    



    
      ◇

    


    



    　ひとまず俺と莉り音おんで手分けして、全行員と話をした。


    　彼らの経歴書一覧を持ちながらヒアリングしてみたが、前歴は大まかにいってふたつにわかれていた。銀行出身とサラ金などの高利貸し出身である。


    　主に管理部門には銀行出身が配属されていて、融ゆう資し部門はほとんど高利貸し出身が配属されていた。管理部門と融資部門は相当に仲が悪いようで、ヒアリングの大半はお互いの悪口のことばかりだった。こういう状況ひとつとっても、いかに片かた山やまが適当にやっていたかわかろうものだ。


    　俺たちは派は閥ばつ争いなどにかまけている暇ひまはない。経営は俺たちが押さえているのだし、詳細が不明な現時点ではどちらかに味方をするわけにもいかない。行員たちの争いは今しばらく放置するしかないだろう。介かい入にゆうすればトラブルに発展する可能性があり、銀行経営に大きな支障が出る。


    　とにかく実態調査を最優先し、その中で行員たちをどうしていくか検討しなければならない。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音は、芝しば山やま監査法人の簡素なミーティングルームで、猪いの口くち会計士と向き合っていた。芝山監査法人の猪口会計士には、日本商業銀行の件で以前お世話になったことがある。


    「こんなご縁で仕事に繋つながるなんて、こちらとしてもありがたいですね。ところで作成した報告書は、どこかに利用されますか？」


    「金きん融ゆう庁ちようには開示する予定よ」


    　莉音の答えに、猪口会計士は意味深にのぞきこんでくる。


    「じゃあ、まともな報告書というより、いろいろいじる必要あるんですかね？　内容によってはお断りせざるを得ないんですが……」


    「ううん、一いつ切さい合がつ切さい、すべてを調査して。悪い部分をぜんぶ暴あばき出してほしいの」


    「いいんですか？　金融庁に見せるには、ちょっとヤバイですよ？」


    「そうしてくれないと困るの。金融庁にも話はつけてあるから、そっちの方面で心配は無用よ」


    「なるほど、それを聞いて安心です。日本商業銀行の悪い部分……それはそれは……楽しそうな仕事ですね。正直なところ、最近まともな仕事がなくて悩んでたんですよ。だからこういう仕事は嬉うれしいんです。いやね、仕事はいっぱいあるし、こっちも生活かかってるからやりますけどね。つまりなんというか……クライアントを愛せないんですよ。ほら、わかるでしょう？」


    　開けっぴろげな猪口会計士の話に俺たちは笑った。


    　そりゃ、片山前頭とう取どりの日本商業銀行のような相手ばかりだったら嫌いやになるはずである。小さな監査法人だけに、危険な領域の仕事もたくさん入ってくるのだろう。


    「あはは、よくわかる。ところで、いくらかかるかしら？　すでにざっと見ているだろうから、だいたい見積もれるでしょ」


    「そうですねぇ……調査期間には二か月ほど必要でしょうか。ぼくも含めて、うちの人間が時間の空いたときに代わる代わる取り組むとして……三五〇万でどうです？」


    　莉り音おんは腕を突き出し、指を二本立てた。


    「倍、払うわ。だから二週間でお願い」


    「に、二週間ですか!?」


    「うん」


    「厳しいなぁ」


    「今すぐやってほしいの。倍の七〇〇万も払うんだから」


    「……じゃあ他の会計事務所に応援頼んでもいいですかね？」


    「お任せ。ちゃんと猪いの口くちさんがチェックしてくれるなら、他の誰使ってもいいわよ」


    「では、中ちゆう央おうさんにも協力してもらいましょうか。その方が早そうだ。うちが調整して依頼しますよ。儲もうかりますし楽ですし」


    　そう言って、猪口会計士はニッと笑った。


    　中央さんとは、もともと日本商業銀行の監査を担当していた中央監査法人のことである。


    「前の監査法人も、すべて暴あばいてくれって話なら……ずいぶん喜びそうね」


    「じゃあ今日からキリキリ動かないと！　とにかく急ぎますよ」


    「銀行内のどんなものでも自由にチェックして、指定のものすべてを開示するように全行員に徹底させておくから。遠慮はいらないわよ」


    「助かります。それにしても楽しそうな仕事だなぁ。最近、人間不信になるような仕事ばっかりだったんですよね」


    　猪口会計士は満足げに何度もうなずいた。
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    　俺たちは金きん融ゆう庁ちようへ報告にやってきた。


    　すぐに斉さい藤とうさんが応対してくれ、会議室に通される。


    「ごめんなさい。しばらく世間を騒がすことになりそう」


    　莉音はすぐに頭を下げた。


    「新頭とう取どり、おどろきです。うちの庁内でもちょっとした話題ですよ。一六歳というのもさることながら……最近クイズ番組に出まくってますよね。しかもどんな難問奇問でも答えまくってる。昨晩なんか、テレビ日につ本ぽんでやってる『教えて教育参議院』で、アインシュタイン方程式やゲーデルの不完全性定理をスラスラと答えてましたからね。みんな呆ぼう然ぜんですよ。あれ本当なんでしょうか？　あそこまでいくと、さすがにヤラセですよね？」


    　斉藤さんは楽しそうだった。


    「ううん、信じられないと思うけど、あの子なら普通のことなの」


    　莉り音おんの言葉に俺も追従する。


    「本当なんです。中学のときにやった開かい成せい高校の模試で全問正解、余よ裕ゆうで日本一だったですからね。きっとペーパー上の試験なら世界一になれますよ。アイツとは幼おさな馴な染じみなんですが、八歳のころには何十冊もある百科事典をすべて暗記していましたから。今は六法を持ち歩いてますが、一か月ほどでほとんど暗記し終えたらしいです」


    「本当ですか！　それはまた、とんでもないですね。官庁にも、そこまで優秀な人はいませんよ！」


    　莉音と俺は、困ったように顔を見合わせる。


    「優秀……とはちょっと違う、いえ、ずいぶん、ものすごく違うかなぁ……あはは」


    「違うな。かなり。柚ゆずさんのように役に立つ天才と違って、まるで無用の秀才だ」


    「ご謙けん遜そんを。そんなに優れた人物なら日本商業銀行も安心かもしれませんね」


    　斉さい藤とうさんは、俺たちがあえて謙虚な姿勢を見せているのだと誤解しているようだった。


    　俺は今一度、念を押す。


    「いえいえ、逆に不安で夜も眠れないくらいなんです。アイツのは、本当の本当に無駄な頭脳なんですよ。むしろマイナス材料にしかなってないというか……。これは俺たち身内じゃないとわからないかもしれませんが……」


    　しばらく俺と莉音は交互に、恒こう太たがいかなる人物なのか、本当のところを繰り返して述べつづけた。しかし斉藤さんの誤解を解くことはできないようだった。


    　ひととおり報告も終えたころ、斉藤さんが別の話を切り出してくる。


    「そういえば、総務省の官かん房ぼう参事官から電話がありました。私まで話が回ってきて、日本商業銀行についていろいろ質問されました。いちおうお答えしたのですが……連絡の意図を聞いても教えてくれなくて。なんなんですかね？　総務省か政府絡がらみで、何か政治工作しました？　勝手に動かれると困るのですが……」


    「あっ、それ恒太の──頭とう取どりになっちゃった春かす日が恒太のお父さん」


    「ち、父親だったんですか？　官庁じゃ少しは名前を知られた方ですよ。なんせ総務省の出世頭がしらですし」


    「うん。きっと心配だったのね。まじめな人だから、たぶん恥を感じていて、父親だって名乗れなかったのかもしれない」


    「なるほど、言ってくれればよかったのに。警戒して応じたんですが、そういうことですか。納得です」


    　斉藤さんは理解したように深くうなずいた。父が子供の心配をするのは仕方がない。


    「別に総務省が絡むわけじゃないから。銀行に関係ないしね」


    「官庁にお勤めだったんですね。それにしても優秀な息子さんを持っているなぁ。うらやましい」


    　おじさんがどれだけ困り抜いているか知ったら、どう思うだろうか。言葉でいくら説明しても、きっと信じてはもらえまい。


    「それでね、日本商業銀行を改めて調査中。この前、報告書をまとめた芝しば山やま監査法人にお願いしておいたから、内容はすべて報告するわね。なんなら金きん融ゆう庁ちようも人を派は遣けんして、一緒に調査してもいいわよ」


    「いえ、その点では信頼しています。報告をお待ちします」


    　後日、調査結果が上がったら、再び報告に来ることを約束し、俺たちは金融庁をあとにした。
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    　時刻は一九時半になるというころ──。


    　部室に戻って銀行の資料を整理していると、沙さ織おりが戻ってきた。


    　沙織は九時から一七時まで銀行に出勤するのだ。行内と俺たちを繋つなぐ連絡役として、どうしても常識的な人物が必要で、革命部に適任は沙織しかいなかった。あくまで銀行が軌き道どうに乗るまでの、一時的な措そ置ちである。本来ならば恒こう太たが務めるべきなのだが、まったく無理なことだった。


    　今ごろ恒太はテレビ局を回っているか、それとも頭とう取どり室でウーロン茶をワイングラスで傾けているかのどちらかだろう。莉り音おんはうちの取引銀行を回っていて、戻りは二一時を過ぎるという。


    　リビングに入ってきた沙織に、俺と柚ゆずさんは声をかける。


    「おつかれ、沙織」


    「おかえりなさい沙織さん！」


    「ただいま……」


    　沙織はグッタリして椅い子すに座り込んだ。


    「おつかれだな」


    「恒太がね、ぜんぜん仕事しないの。マスコミの相手ばかり。今日も取材クルーと一緒に有名なお笑いタレントが来てたわ。頭取室に入れ替わり立ち替わりテレビ局が出入りしてたから、私、他の部屋に自分の机置いて仕事してるの」


    「アイツが毎日のようにテレビで偉そうに語ってるせいで、人気がすごいことになってきてるぞ。言動が激しいからアンチも多いけど、教祖的人気が出てきてる。とくに女子がすごい」


    　恒太人気はうなぎ登りだった。とりわけ女子の集団には驚異的な人気を博していた。


    　スイーツというのだろうか。要は、テレビや雑誌で話題になったものには何にでも飛びつく一〇代二〇代の女子層ということだろう。もっとも女性はなんらかのブームがあると、おばさんになっても熱狂的な追っかけはたくさん出てくるから、若い人だけの現象ではない。おばさんばかりが一いち丸がんとなって集団的狂騒を見せつけるのはよくあることだ。


    　恒太はインパクトが強く、ここ最近はチャンネルを回すと姿を見かけない日がない。姿形だけならイケメンに見えなくもないし、世間には天才だと誤解されている。そんな恒太だけに、短期間ですさまじいブームになっているのだった。


    　そのおかげで銀行の預金量は激増の一途をたどっていたが、それが逆に俺たちの焦あせりを強くした。預金量を増やすより、お金をどうやって運用するかということの方がはるかに重要なのだ。お金を儲もうける方法（資金の運用方針）が決まっていないのに、借しやつ金きん（預金量の増大）をいくら成功させても意味がない。


    　笑顔の柚ゆずさんが口にする。


    「お昼に私ひとりで仕事してたとき、テレビつけていたんです。そしたらなんかワイドショーで、『恒こう太た様』って何度も何度も呼ばれてましたぁ。いっぱい女の子が、恒太くんのこと追いかけてて、びっくりしちゃったんです」


    　そう、『恒太様』──それが恒太の愛称である。テレビに出れば『恒太様』としてチヤホヤされ、街を歩けば『恒太様！』と女の子たちから黄色い声援を浴びせかけられた。恒太を間近で見たある熱狂的ファンの女の子は、歓喜で卒倒し、救急車で病院に運ばれたという。げに恐ろしきことである。


    「銀行にもね、女の子がたくさん来るようになったわ。入り口に行くと、いっつも女の子たちが待ってて、恒太が通ると涙を流して喜ぶの。あんなスーパーバカの何がいいのかしら？」


    　沙さ織おりは心底から不思議そうに首をかしげた。


    　俺たちは恒太のことを知りすぎている。しかし一般人から見れば有能極まりない男に見えるのだろう。
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    　ふと気づいたように沙さ織おりは声を上げる。


    「あっ、そうだ。一九時から恒こう太たが『頭脳対決！　世界全能番付二〇一〇』に出てるはず。まったく興味ないけど、いちおうテレビつけてみましょう」


    　時刻はもうすぐ二〇時。たしか番組は二時間スペシャルだったはずだから、今は真っ最中だろう。


    『頭脳対決！　世界全能番付』は四半期ごとの番組改編の合間に行おこなわれる特別番組で、東とう洋ようテレビの看板のひとつだ。


    　世界から集められた頭脳自慢のタレントたち約一〇〇人が──大半は日本人だが──トーナメント方式で世界一を決める戦いである。しかし恒太が出場した以上、俺たちには恒太が優勝することはわかっていた。


    　テレビをつけると、ちょうど恒太が戦っていた。


    　質問が映し出されている。


    



    「忍者は今や世界的に知られた存在だが、忍者が文ぶん献けん上に最初に現れたのは何年か？」


    



    　という問題らしい。


    　俺にはサッパリわからない。ピンポイントで年数を答えられる人などいるのだろうか？


    　スタートラインから一いつ斉せいに数名のタレントが走っている姿が映し出された。


    　一方、ひとり悠ゆう然ぜんと歩く恒太。


    　今戦っているのは恒太の組五人で、勝ち残った一人が最終決戦にあがれるようだ。


    　恒太以外の四人が必死で駆け、前方に設置されているテーブルの上のボタンを押す。


    　間違えば元来た道を駆け戻っていく。


    　なぜ走らなくてはいけないのか、一見意味不明な設定だが、間違えても一度スタートラインに戻れば何度でも答えられるのだ。何度間違えてもペナルティがない。だからみな必死で往復しているが、恒太だけはゆっくり歩いている姿が堂々と目立っていた。


    　タレントたちは思うところを次々に答え、間違えていく。


    「一六〇〇年」と答えるタレントもいるし、「三〇〇年」や「八〇〇年」、「一五五三年」などと言うタレントもいた。


    　ついに恒太がテーブルの前に到着。


    　ニヤリとしつつ、ゆっくりとボタンを押した。


    　アナウンサーの絶叫が響く。


    「おおーっと！　優勝候補筆ひつ頭とう、恒太様、ついにテーブルに立ったあ！」


    「ククク、答えは簡単だよ。一四八七年に決まっているだろう」


    「正解！　大正解！　やはり頭とう取どりは違ったあああ」


    　誰も頼んでいないのに、意気揚よう々ようと恒太は解説を始める。


    「テレビの前の民草の八割は知っていることと思うが、忍者が文献上、最初に現れたのは一四八七年の『足あし利かが幕府軍』対『六ろつ角かく氏し・甲こう賀が・伊い賀が連合軍』の戦いだ。その他の戦国時代のケースでは、有名な伊賀忍者、甲賀忍者の他に、紀き州しゆう根ね来ごろ衆しゆう、甲か斐い武たけ田だ氏の透すつ破ぱ、越えち後ご上うえ杉すぎ氏の鳶とび加か当とう他、相模さがみ北ほう条じよう氏の風ふう間ま党とう、奥おう州しゆう伊だ達て氏の黒くろ脛巾はばき組ぐみ、加か賀が本ほん願がん寺じの修しゆ験げん、伊い勢せ長なが島しま、出雲いずも尼あま子こ氏の鉢はち屋や一党などの記述がある。この程度、日本人で知らぬ者は異常だよ。我々は忍者の子孫なのだからな」


    「な、なぜそんなことまで!?」


    　アナウンサーが驚きよう愕がくした。


    「やれやれ。こんなこともわからない出場者ばかりだとは……。俺の頭脳はレベルが違うらしいな」


    　恒こう太たは余裕綽しやく々しやくで髪をかき上げた。


    　なぜかテレビから女の子たちの絶叫が響く。


    　演出上、女の子たちを周りに配置しているのだ。


    　画面に見入っていた柚ゆずさんは、嬉き々きとして声を上げる。


    「すごいですね恒太くん！」


    「俺も知らなかったし、普通はわかるわけないが……」


    「私も忍者さんの子孫なのに、まったくわかりませんでしたぁ！」


    　慌あわてて俺は、柚さんにクギをさす。


    「柚さん、恒太の話を信じちゃいけない。よく覚えておいて欲しいんだけど、俺たちは忍者の子孫じゃないよ。いやまぁ、探せば一〇〇万人に一人くらいはいるのかもしれないけど……」


    「そうなんですかぁ。よくわかりませんが、なるほどです！」


    　柚さんは理解したのか理解できなかったのか、わからない。


    　新たな問題が次々と続いた。案の定、恒太はいかなる難問奇問にも答え続け、出場者たちを圧倒し続けた。


    



    　この番組の結果はわかってる。


    　俺たちはテレビをつけたまま、メールチェックなどの残務に取り組んだ。


    　しばらくするとアナウンサーの熱烈な大声が飛び込んできたので、顔を上げる。やはり優勝したのは恒太だった。


    　恒太はカメラ目線で語る。


    「もし俺が四〇〇年前に生まれていたら、間違いなく天下統一を果たしたろう。もし俺が二〇〇年前に生まれていたら、間違いなく日本の初代総理大臣になったろう。だがしかし、大宇宙の意志は俺を現代に誕生させることを選択した。つまり、今こそ変革のとき！　この俺が新しい世界を創ってみせよう！　愚ぐ民みん諸君、大船に乗った気持ちで春かす日が恒太について来き給たまえ！」


    　人類史上最高レベルの高たか飛び車しやな言動だ。


    　それから恒太はさんざん自みずからのＰＲを繰り返し、日本商業銀行に預金をしろと騒ぎ立てつづけた。


    　柚ゆずさんは子供のように、瞳をキラキラさせてテレビを見ていた。


    　しかし俺と沙さ織おりは気恥ずかしくなった。


    　あんなヤツでも、俺と沙織にとっては、ガキのころから家族のようなものである。世間に申し訳ない気持ちでいっぱいだった。


    　きまりが悪くて、日本商業銀行に俺たちが関係しているとは思われたくない。


    



    
      ◇

    


    



    　世間が恒こう太たブームに沸き返るなか、日本で一番の発行部数を誇る週刊誌『週刊タイムズ』に衝撃的な記事が載った。恒太を非難する内容だ。恒太批判がまっとうなマスメディアを通して語られるのは初めてのことである。


    　記事は四ページと小さいが、週刊誌のトップ記事になっていて、目玉のスクープ扱いだった。


    　記事タイトルはこうだ。


    〝テレビ局のＡＤ激白！　あれはヤラセかも……〟


    　サブタイトルはこう。


    〝頭とう取どり・春かす日が恒太、テレビ局との結託がついにさらされる？〟


    　要は、どんなクイズ番組に出ても常に圧倒的トップに君臨し、あらゆる質問に鮮やかに答える恒太は、テレビ局と手を握ってヤラセをしているのだと匂わせる記事だった。


    　タイトルに「やらせかも」と疑問系の形を取っている通り、なんの証しよう拠こもない内容だ。単にＡＤが「ヤラセかもしれないっすね～」と語っているだけの、極めて陳ちん腐ぷなものである。


    　バラエティ番組のヤラセなんて珍しいことではない。


    　とはいえ、ほとんどの視聴者は、恒太のあまりの手て際ぎわに、潜在意識では似たような感想を抱いていただろう。『どうせヤラセだろうけど、楽しいからいいや』というのが、おおかたの視聴者の反応だったと思う。


    　つまり、記事が受け入れられる環境が整っているところへ、タイミングよく投下されたということである。


    　それだけに、この記事は話題を呼び、恒太のヤラセが既き成せい事実のように一人歩きして語られた。


    　またもや恒太は、別の形で話題の中心となってしまったのである。


    　俺は沙織と打ち合わせする予定で銀行に赴おもむいたついでに、頭取室に顔を出してみた。批判記事だけに、多少は心配だったのだ。


    　しかし俺の心配などまったくの杞き憂ゆうだったらしく、恒太はひとりで椅い子すにふんぞり返っていた。


    「よう。沙織から状況を聞いたよ。あいかわらず、マスコミ対応ばかりやってるんだって？」


    　苦笑しつつ俺は聞いた。


    「見たか、週刊タイムズ？」


    　そう恒こう太たは言って、やたらに大きい黒こく檀たんの机に記事を広げた。


    「見たよ。ひどい記事だな。しかし無視でいいだろう。だいいち、銀行の預金がこれ以上増えても困るんだ。ちょうどいいくらいだよ」


    「ククク、これを待っていた。俺の才能に嫉しつ妬とし、必ずこういう反発があることを、俺のギガスは知っていたのだ」


    　なぜか恒太は喜んでいるようだった。


    　俺は恒太をのぞきこむ。


    「待って……いた？　こいつは恒太への批判記事なんだぞ？」


    　恒太はいよいよ頭がおかしくなったのだろうか。


    「甘い、甘いな……。巳み継つぐはまだまだ情報操作戦の認識が甘いようだ」


    「どういうことだよ？」


    「教えてやる。わざと敵に指摘させて劣勢になり、それを民たみ草くさの前で華か麗れいに反はん駁ばくしてみせることで、イメージを強化できるのだ。『春かす日が恒太が天才だ』という認識より、『春日恒太は愚おろかだと思っていたのに、やっぱり天才だった』という認識の方がはるかに強烈なのだよ。これを『予防接種』という」


    「すまん、サッパリわからない」


    「ならば、もっと具体的に想定しよう。たとえば『ある政治改革が間違いだった』と視聴者に思い込ませたいテレビ番組を作るとする。その場合、どうする？」


    「どうするって……普通に『政治改革の間違い』を指摘しまくった番組を作ればいいだけだろ」


    「なるほど、たしかにそうだ。間違いを民草に徹てつ底てい教育するのはアリだろう。だが、それではあからさますぎる。最初から『政治改革が正しい』と思い込んでいる人間を説得することは不可能に近い」


    「そりゃそうだろうな。頭から『正しい』と思い込んでいる人は、そもそも番組に耳を傾けないだろう」


    「そうだ、まったくその通りだ。だが『政治改革が間違いだった』と信じさせろ。どうすればいい？」


    「どうって……無理じゃん」


    「おやおや、やはり巳継には俺の知ち謀ぼうが必ひつ須すらしいな。その場合、番組はこう作るのだ」


    　恒太はニヤリと笑みを浮かべ説明を始める。


    「まず番組の前半では、政治改革によって成し遂とげられた成果を強調する。地方への助成金を打ち切り改革を断行したことは素晴らしい成果だったと思わせる。昔の助成金まみれの地方政治を映し出し、『昔はなんてとんでもない金権政治だったことだろう！』と思わせるのだ」


    「え？　そしたら、『政治改革は正しい』ってことになるじゃん」


    「甘いな。最初に、『正しい』という視点を盛り込んでおくことが重要なのだ。真の目的は番組の後半にある。今度は一転して、地方の現状をリポートしていく。最初は淡々と、過か疎そが進む街を映し出しながら。老人ばかりの街。街にあふれるホームレス。生活に窮きゆうしたための、やむにやまれぬ傷害事件。……そして徐々に番組はヒートアップする。中小企業の倒産によって、職すら持てない若者や中高年たち。明日の食べ物すら買えない悩み苦しむ家族の姿。俺たちの将来像である年金受給者の苦痛の声。絶望のうちに死んでいく急増する自殺者たち。そして最後に、東京の雑ざつ踏とう。未来への希望が絶たたれた、翼をもがれた人々が疲れきって歩く、哀あわれなその姿……」


    「な、なるほど……。わかってきたぞ……。真っ正面から対決するんじゃなく、搦め手から攻めた方がいい。最初に『政治改革は正しい』という視点を報道して客観的に語っているように見せかけ、実のところ後半で徹底して批判的な視点をたたき込み、ひたすら感情に訴うつたえかけ、一気に『政治改革が間違いだった』という考えに転向させる。一方的に宣伝するより、その方がたしかに……」


    　俺の言葉に、恒こう太たは我が意を得たりといったようにうなずく。


    「その通り。これこそまさに、実に見事な『予防接せつ種しゆ→思想強化』だ。こういう番組はとても面白い。意図しているものが明白だから、視聴者の心に深く残る。……つまり今回のケースでは、週間タイムズが『春かす日が恒太は無能』という視点を愚ぐ民みんどもに告知してくれたことになる。その視点を華か麗れいに、完かん膚ぷ無きまでに覆くつがえしてこそ、『春日恒太は真の英雄だった』という意識がより強化されるのだよ……。ククク、春日恒太が天才だということを最初から信じていなかった勢力も、これで一掃されることになるのだ」


    「まぁ、恒太が英雄なわけないけどな……」


    「事前に反対の情報を注入しておき、鮮やかにそれを否定する。これこそ予防接種。もともと俺がしかけようとすら考えていた情報操作だが……バカどもが勝手にやってくれたらしい。どのような攻撃も、天才にとっては味方でしかないのだ」


    「どうやって記事を否定するんだよ？」


    「見てろ。もうすぐやってくる」


    　恒太がそう言った瞬間、黒こく檀たんの上の内線電話が鳴った。


    　重々しい手つきで電話を取り上げた恒太は、すばやく伝える。


    「時間通りだ。通せ」


    　誰が来るのかと思って待っていると、ぞろぞろとテレビクルーがやってきた。四～五人の塊かたまりが四グループだ。


    　なんと四社の大集団である。


    　やってきたテレビ局の大集団を満足げに見回した恒太は、俺を向いて口にする。


    「行くぞ、巳み継つぐ。ついてこい」


    　テレビクルーの大集団は、恒太について頭とう取どり室を去っていく。


    　俺は他に仕事があったが、ここはやはりついて行かざるを得ないだろう。恒太が何を企たくらんでいるのか大いに不安なため、この目で確認しておかなくてはならなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　神かん田だ神じん保ぼう町ちよう、講こう学がく館かんの本社ビル前。


    『週刊タイムズ』の発行はここ、講学館である。


    　四台のワゴン車をビル前にズラリと横付けし、俺たちは大挙して乗り込んだ。


    　以前、沙さ織おりの写真集を出すときに世話になった出版社でもあった。写真集の制作が革命部、発売元は講学館だった。大きな出版社だけに、漫画、雑誌、小説、ビジネス書などなど、さまざまな部署がある。


    　ビルに入るとすぐに受付があった。この大人数では、通路をふさぐような恰かつ好こうになってしまって迷めい惑わく千せん万ばんだと思う。


    　恒こう太たは堂々と受付を前にする。


    「日本商業銀行、華か麗れいなる頭とう取どりの春かす日が恒太だ。週刊タイムズ編集部の編集長を出せ。わざわざ取材に来てやったぞ。応対願おう」


    「へ？　あ、あの……そちらの方々もみんなご一緒ですか？」


    　受付の女性は目を見開いて俺たちの団体を眺め回していた。


    「俺が世話してやっている局の連中だよ。同行取材させてやろうと思ってな。早くせよ」


    　世話というか、恒太が番組に出演している局の関係者というだけである。


    「ただいま聞いてみます……」


    　か細い声で受付は応じた。


    　女性が必死で内線電話をかけている間、俺は恒太の耳に顔を近づけた。


    「何をするつもりなんだ？」


    「ククク、見ておくがいい。これだけの取材クルーを引き連れている以上、連中は応じざるを得まい」


    　話を終えた受付が、おそるおそる顔を上げる。


    「あの、週刊タイムズの記事を書いた記者の姿が見えないようです……」


    「姿が見えないとはどういうことだ？」


    「さっきまでいたそうですが、見つからないということでした。そのため応対が難しく、また後日、正式なアポイントを取ってからお願いしたいということです」


    　記事を書いた記者は逃げてしまったらしい。


    　恒太が受付に迫る。


    「貴様、俺の言葉が聞こえなかったのか？　もう一度言う。俺は編集長を出せと言ったのだ。早くしろ」


    「いえ、ですので今日の応対が難しいと……」


    　週刊タイムズ編集部としては、できれば俺たちを追い返してしまいたいようだった。


    「ご託はいい。とにかく話させろ。編集長とだ。この春日恒太の指令なのだぞ？」


    　本当にギガスが『絶対厳守』の力を持っているなら、こういうときこそ発動すればいいと俺は思う。恒こう太た曰いわく、『絶対厳守』の力とは、相手の大脳に介かい入にゆうして、自由自在にコントロールできるらしい。


    　恒太の剣幕に、受付の女性はたじろいだ。この女性は恒太と編集部の間にはさまれているだけなので、少し可哀かわい相そうな気がする。


    「も、もう一度だけ確認してみます。少々お待ちを……」


    　そう言って、受付の女性は電話を取り上げ、小声で必死に話し始めた。


    　待つ間、俺は恒太に、おどけた調子で口にする。


    「こういうときこそギガスを使えばいいんじゃないのか？」


    「おやおや、この程度のことで力を使うわけがあるまい。なぜならギガスの力は強大だが、恐るべき弱点もあるからだ」


    「なんだそれ、初耳だぞ」


    「ギガスを一度かけた相手には、もう二度とかけられなくなる。だから発動は控える必要があるのだ」


    「別に受付の女性を二度も三度も操あやつる用事なんてないだろう」


    「甘い、甘いな。君くん子したるもの、いつでも危機に備えなくてはならん」


    「そういえば、いつも俺たちを操っていると言ってなかったか？」


    「ククク、その通りだとも。巳み継つぐは今、この俺に操られている！」


    「二度も三度も操れないって今言ったばかりじゃないか」


    「おっと、この俺としたことが、もう少し丁てい寧ねいに教えてやるべきだった。『操っている』のではない。『操りつづけている』のだよ。つまり俺の中では一度と計算されている。まったく問題がない」


    「ったく、よくもまぁ都合のよい俺様ルールを、次から次と持ち出すものだな……」


    　そんなやり取りをしていると、受付嬢が顔を上げた。


    「ただいま編集長がこちらにやってくるそうです。すぐに参まいりますので、そちらに腰かけてお待ちください……」


    　俺たちは指示された通りに椅い子すに腰かけようとしたが、なにせ人数が人数である。二〇人以上いて、すわる場所もなかった。


    　みなですわる場所を譲ゆずり合っていると、編集長がやってきた。


    「あの、週刊タイムズ編集長、三み浦うらです……。頭とう取どり自みずから……どういうことでしょうか？」


    　恒太は悠ゆう々ゆうと向き直り、持っていた『週刊タイムズ』の記事を開いてみせた。


    「取材だ。この記事について申し入れたい」


    「いやしかし……正式に会社を通してもらわないと」


    「今通しているだろう。もしここで俺を追い返せば、貴様らがウソの記事を書いたと自ら証明するようなものなのだぞ？」


    「しかし……」


    「貴様らは、この俺がテレビ局の連中と組み、事前に問題の答えを教えられたと言いたいのだろう？　なるほど、貴様のような愚ぐ民みんが俺の天才性を目まの当たりにすれば、恐れおののき、容よう易いに信じようとしないのは理解できる。ならば自みずから証明してやろう」


    「証明……？」


    「そうだ。おまえら編集部が、いくらでも俺に質問をするがいい。政治・経済・社会・科学、いかなる分野の質問でもいい。あらゆる問題に答えてやろう」


    「そ、そんなことができるんですか!?」


    「やってみればわかるだろう。おまえらが正しいか、この俺が真の天才なのか、すぐにわかる」


    　ふいに編集長の目が輝いた。


    「いいでしょう。しかし、こちらも今日の件を記事に書かせてもらいますよ。もし答えられなければ、自じ業ごう自じ得とくということになりかねませんが？」


    　これはいわば『週刊タイムズVS．春かす日が恒こう太た』のデスマッチである。『週刊タイムズ』が勝ったということになれば、記事の正しさが証明され、大いに話題になるだろう。雑誌も売れるはずだ。


    　恒太はすかさずうなずく。


    「決まりだ。早くしろ」


    「では編集部へご案内します。みなさま、どうぞ」


    　ついに編集長は、俺たちとテレビ局の取材クルーを招き入れた。


    　いざ、戦いのリングへ！


    　もっとも俺にとっては、どうでもいい。


    



    
      ◇

    


    



    　雑然とした編集部。


    　どの机の上にもごちゃごちゃと資料や本などが積み上げられ、今にも崩れそうなほどだ。


    　部屋の中央に恒太がすわり、そのまわりを編集長や編集部員たちが取り囲んでいる。数にして一〇名。


    　壁ぎわにはズラリと取材クルーが並び、部屋の中央で戦いが始まるのを、今か今かと待っている。俺は取材クルーの連中に交じり、戦いの模様を眺めていた。


    　心なしか、みな興奮していた。そのなかで、冷静なのは恒太ひとり。ほとんど無関心なのが俺ひとり。


    　さっそく編集長が切り出す。


    「まずは肩慣らしといきましょう。『ブレンステッド・ローリーの理論』とはいかなるものでしょうか？　お答えください」


    　編集長は自信満々だった。


    　しかし恒太は鼻を鳴らす。


    「貴様、ふざけているのか？　そんな幼稚園児でも知っているようなものを、この俺に答えろと？」


    「……知らないようですね」


    「バカバカしい。『酸素を与えるものが酸であれば、酸素を奪うものは塩素。水素を与えるものが塩素であれば、水素を奪うものは酸』という定義だよ。愚ぐ民みんどもを相手にするクイズ番組ではないのだ。もっとまともな問題を出してもらいたいものだな」


    　編集長は息をのみ、目を見開いた。


    　次は別の編集部員だ。


    「では宇宙科学です。『ドレイクの方程式』って知ってますか？」


    「おやおや、愚問ばかりときた。これを下世話なクイズ番組だとでも考えているのではないのか？」


    　恒こう太たが答えられないと見て取ったのか、編集部員は身を乗り出す。


    「さあ、お答えください」


    「やれやれだ。『銀河系に存在し、人類とコンタクトする可能性のある地球外文明の数を推測するために考案された方程式』だろう？　ちなみに、一九六一年にアメリカの天文学者フランク・ドレイクによって考案されたものだ」


    「……」


    　編集部員は言葉を失った。


    　さらに別の男が、ネットを叩たたきながら口にする。


    「わかりました。今までの質問は、たしかにクイズ番組っぽいですね。自分は経済記者なんで、そのことについて質問します。いいですか？」


    「前まえ口こう上じようだけは達者なようだな」


    「クッ！　巨額の不正会計が明らかになって二〇〇一年一二月に破は綻たんしたアメリカ企業エンロン──彼らの監査法人を担当し、不正会計の責任を追及されて破綻した監査法人の名前は？」


    「俺をバカにしているのか？　簡単すぎるだろう。アーサーアンダーセンだ」


    　それなら俺も知っていた。エンロンやアーサーアンダーセンは、ビジネス上では基本用語と言っていい。不正会計を象しよう徴ちようする固有名詞になっている。


    「では、エンロン最後のＣＥＯの名前は？」


    「ケネス・レイだよ」


    　さすがに、そこまでは俺も覚えてはいなかった。


    　なぜ恒太はこうもやすやすと答えられるのだろうか。いやしかし恒太に限っては、ちっともうらやましさを感じないのだが……。


    「破綻前、どのくらいの社員を抱かかえていましたか？」


    「だいたい二万人だ」


    「……で、では破綻時のエンロンの負ふ債さい総額は？」


    「ククク、引っかけ問題のつもりなのか？　資金の流れが複雑すぎて、明確には確定していない。だが、最低でも三一〇億ドルと言われている。簿ぼ外がい債さい務むまで含めると四〇〇億ドルを超えるだろう」


    「──ッ！」


    　記者は絶句した。


    「エンロンなぞ常識だろう。今どき、小学生でもエンロンの悪事を知っている。……おや、貴様らはネットで調べないとそんなことも答えられないのか？　マスコミ人の端くれなのだろう？　困ったものだ」


    　恒こう太たの言動に悔くやしそうに唇をかみつつ、記者はパソコンを叩たたく。


    「別の質問で……。頭とう取どりは、ご自身をエコノミストと呼ぶこともありますね。ならば、答えてもらいましょう。金きん融ゆう業界にとって欠かせない『ブラックショールズ方程式』……これはどのようなものでしょうか？」


    「正気か？　大学生に算数の問題を出すようなものだぞ？」


    「難しいでしょうか。少しはヒントを出してもいいのですが？」


    　記者は少し余よ裕ゆうを取り戻したようだったが、しかし恒太は鼻で笑う。


    「フッ、バカバカしい。『ブラックショールズ方程式』……金融工学の先駆けとなった確率微分方程式のことだ。ブラックとショールズによって発表され、マートンによって証明された。オプションやデリバティブの理論価格算出に利用されるものだよ。ちなみにショールズとマートンはノーベル賞を受賞しているな。ふたりは、世界最大級のヘッジファンドＬＴＣＭを設立して名を馳はせた。だがノーベル賞受賞者とはいえど、やはり俺には一歩及ばなかった……ＬＴＣＭは一九九八年に大爆発したよ」


    　大爆発とは、つまり大破は綻たんのことだろう。ＬＴＣＭの破綻は、勉強して俺も知っていた。もっとも、ブラックショールズ方程式や、こまごまとした歴史的事項なんて俺はまったく知らなかったが。


    　記者が内心では驚きよう愕がくしながらも、なんとか平静を装おうとする様子がありありとわかった。ぎごちなく口にする。


    「……で、では続けます。二〇〇八年に破綻し世界金融大不況の発ほつ端たんとなったリーマンブラザーズについて。リーマンの創業は何年でしょう？」


    　リーマンブラザーズは今やもっとも有名な企業のひとつだが、創業までさかのぼって知っている人はほとんどいまい。俺はまるでわからなかった。いやしかし恒太なら……。


    「一八五〇年だが……しばし待て。もう少し詳しく言うと、リーマンの創業者──リーマン兄弟は一八四四年に日用品店を開いた。社名をリーマンブラザーズに変更し、経営の重点を綿めん花か取引に移したのが一八五〇年だ」


    「……リーマン上じよう場じよう廃止は二〇〇八年ですが、月日は？」


    「バカなのか？　そんなものは質問ですらない。二〇〇八年九月一八日だ」


    「で、では、まさかこんなことは知らなくてもいいのですが……リーマンの最後の住所なんてわかりませんよね？」


    　記者はすがるような目で恒こう太たを見た。間違ってほしいと祈るような面おも持もちだった。


    「何を言っている？　ただの住所だろう？　ニューヨーク州ニューヨーク市セブンス・アベニュー七四五に決まっているだろう」


    「なん……ですって……!?」


    　落ち込む記者をさえぎって、別の編集部員が名乗りを上げる。


    「私も参加させてください。いささかマニアックな、アニメに関する質問といきましょう」


    「ほう。せいぜい難問を期待させてもらうとしよう」


    「宮みや崎ざきアニメの傑けつ作さく『天空の城ラピュタ』から出題します。パズーが飼っていたハトがいますね。さて、何羽でしょう？」


    「簡単すぎるだろう。七羽に決まっている」


    　わずかな逡しゆん巡じゆんすら見せず、恒太はあっさりと答えた。


    「な……！」


    「ラピュタなど有名すぎて質問にすらなっていない。そのくらい、日本人なら全員が知っている」


    「……」


    　編集部員はたじたじになりつつも、気を取り直して質問を続ける。


    「……そ、それほど言うなら、別のアニメから出題させてもらいますよ。『いなかっぺ大将』にニャンコ先生というキャラが出てきます。さすがに頭とう取どりは世代的に知らないと思いますが。……さて、ニャンコ先生の得意技はなんでしょうか？」


    「質問のレベルが低すぎて困る。幼児にでも出題しているつもりかね？　キャット空中三回転だよ」


    「ど……どうしてそんなことまで!?」


    「どうして、だと？　逆に聞くが、この程度でおどろくのはどうしてだ？」


    　心から恒太は不思議そうに言った。


    　一方の編集部員は、ギリと唇をかみしめる。


    「……では、意地悪な質問をさせてもらいましょう……。よいですか？」


    「あいかわらず、前置きだけは達人レベルだな。早くしろ」


    「くうッ……！　で、では行きます。ぽよよん♡ろっくさん、およびろっくさんの別名義でのキャラクターデザインの代表作品を、ひとつずつ挙あげてもらいましょう。さあ、どうぞ」


    　突然、恒太は不敵な笑みを浮かべる。


    「ほう……フフフ」


    「どうしました？」


    「フフフフフ……」


    　恒太は意味深に微ほほ笑えみつづけた。


    　編集部員は少しホッとしたような、自信を取り戻した顔つきになる。


    「さすがにこれは答えられないということですね」


    「今日一番良い質問だ。少しは見直したぞ。褒ほめてやろう」


    「……え？」


    「『ぽよよん☆ろっく』名義で『アキバちゃん』のキャラクターデザインを手がけているが、それは別名義と呼ぶべきか、あるいは代表作と呼ぶべきかが難しいので除外しよう。ぽよよん♡ろっくこと渡わた辺なべ明あき夫お氏といえば原画やイラストも多数手がけているので代表作をひとつにしぼるのは悩ましいところだが、キャラデザに限定し、かつ俺の個人的な好みを加味して言わせてもらうなら、ぽよよん♡ろっく名義では美少女ゲーム『ぽぽたん』、渡辺明夫名義ならばアニメ『化物語』だろう。現在放映中のアニメ『神のみぞ知るセカイ』のキャラデザが次の代表作と呼ばれるようになることを俺は望んでいるがな……」


    　編集部員は口を大きく開き、凝ぎよう固こした。


    　その様子が、なにより雄弁に、恒こう太たが見事に正解したことを物語っていた。


    　恒太を取り巻く編集部員たちも、まわりのテレビ局のクルーたちも、口々に感嘆の声を上げる。


    「す、すごい……」


    「本物の天才だった……」


    「こんな男がいるのか……」


    「神……」


    　恒太の傍そばに進み出た編集長は、涙目で懇こん願がんする。


    「ま、参まいりました……。しかしお願いです……この模様、テレビでは流さないでいただけませんか？　その代わり──」


    「断るッ！　見苦しいぞ。マスコミ人として恥を知らなくてはならない。貴様らは負けたのだ」


    　テレビ局の取材クルーたちは恒太を取り囲み、マイクを突き出す。


    「頭とう取どり！　視聴者に何かコメントをいただませんか!?」


    「ククク、愚ぐ民みん諸君。貴様らの知能は、俺の足下にも及ぶまい。しかし、心優しいこの俺は、自みずからの叡えい智ちを諸君らに提供してやることにした。だからこそ頭取になってやったのだよ。ありがたく思うがいい」


    　わざわざ恒太はカメラ目線で言い放ち、尊大に続けてゆく。


    「俺こそ二一世紀に舞い降りた本物の英雄なのは間違いない。俺が頭取を務めるからこそ、日本商業銀行は天下統一を果たすだろう。俺が創る新国家の名は、合衆帝国日本！　愚民ども、この俺についてくることを許す！」


    　テレビ局は、ついに俺にまでマイクを向けてきた。


    「羽は月づき社長！　春かす日が頭取とは革命部グループの仲間ですよね？　どうして春日頭取がこれほどの天才的頭脳を持っているのか視聴者は知りたいと思います。なんでもいいのでコメントをいただきたいのですが！」


    「こ、恒太が天才!?　いやその……どうなんでしょうね……」


    「春日頭取とツーショットをお願いできますか!?」


    「うぐ……腹の具合が……ちょっとトイレに……」


    　俺は腹を押さえてうずくまり、取材クルーの包ほう囲い網もうを抜け出した。こんなバカげた騒動で、俺まで取材対象にされたらかなわない。


    　部屋には、居い丈たけ高だかにインタビューに応じる恒こう太たの声がいつまでも響き渡っていた。


    



    
      ◇

    


    



    『頭とう取どり・春かす日が恒太』VS．『週刊タイムズ』の話題はその日の夜にはテレビ放送され、全国の話題をかっさらうことになった。


    　もちろん恒太は自みずからその戦いを描えがく番組に出演し、あれこれ偉そうに解説してみせた。


    　この放送がされるまでは、恒太があらゆる問題に答えることができるのは、ヤラセだと信じていた人も少なくないだろう。しかし、わずか一夜にしてその勢力は完全に一掃され、恒太が天才なのだと誰しもが認めるところになってしまった。革命部のメンバー以外は……だが。


    



    
      ◇

    


    



    　緊急事態だ。お金が増えまくっていた。


    　恒太のせいで、日本商業銀行への預金者が増えつづけているのだ。銀行を引き継いだばかりで、銀行の実態解明すらまだなのに、預金量は二兆五〇〇〇億円にまで達しようとしていた。


    　設立して三年ほどしか経っていない銀行の預金量としては、異常な水準である。


    　ちなみに、メガバンク各社の預金量は次の通りだ。


    



    　五いつ菱びしＵＣＪフィナンシャルグループ　　一二六兆円


    　いずほフィナンシャルグループ　　　　　八三兆円


    　五いつ井い友とも住すみフィナンシャルグループ　　　　八二兆円


    



    　彼らは一〇〇年近くの歴史を有し、長いこと国に保護されてきた経けい緯いがある。大銀行同士が合がつ併ぺいを繰り返し、今の形になった。だから数十兆を超える預金量があっても、そうおどろくにはあたらない。


    　だが日本商業銀行の預金量の増加率はとてつもなかった。万が一、このペースで預金量が増えつづけるとしたら、メガバンクに匹敵するほどの資金になりかねない。


    　おかげで管理部門の行員の作業量も激増し、銀行内には悲鳴が満ちあふれた。俺たちは行員の給料を増やしたり、可能な限り管理部門の行員を増員したりしてギリギリの対応をしていた。


    　すべては恒太が連日連夜、しかもゴールデンタイムの番組に登場しまくり、天才の名をほしいままにしているせいである。昼間のワイドショーでも恒太の顔を見ない時間はなく、今や『恒太様』は一大ムーブメントを引き起こしていた。


    　部費五兆三六〇〇億円。借しやつ金きん四兆八〇〇億円也なり。

  



  
     第二章　銀行再建（一）


    



    「いやぁ、これはすごかった。興奮しました。オープンになれば、国論を揺るがす大事件になりますよ」


    　猪いの口くち会計士は快活に言った。


    　ここは芝しば山やま監査法人。おおかたの調査が終わったという報告を受けて、俺と莉り音おんは急ぎやってきたのだった。一〇名近い会計士が入れ替わり立ち替わり不眠不休で作業してくれたらしく、かかった期間はわずか一三日ほどだった。


    「貸出金六八〇〇億円、この流れを追う前に、まず個別の融ゆう資し実態を解明しました。まったくとんでもない融資ばかりです」


    　猪口会計士は分厚い書類をテーブルの上にドスンと置く。


    「たとえばこれ、ひとつの融資案件を例に取りましょう。会社名は横よこ浜はま洋品。この会社、横浜地域に小さな雑貨店を五店舗営いとなんでいて、年商二億五〇〇〇万円ですよ。いくら融資したと思います？」


    　そんな質問に、莉音と俺は応じる。


    「多めに見て、八〇〇〇万くらい？」


    「三〇〇〇万円くらいでしょうか」


    　まず間違いなく、融ゆう資し額が売上額を超えることはない。ましてや雑貨店となれば利り益えき率は低く、どんなに多くても数千万円が限度だろう。莉り音おんが言った八〇〇〇万円は多額すぎるが、質問の意図から推おして、多いであろうことは予想できた。


    　しかし猪いの口くち会計士は顔の前で手を振る。


    「いえいえ、四〇億です！」


    　ありえない。


    　莉音もショックを受けたようだ。いぶかしげに猪口会計士をのぞきこむ。


    「……そんな融資判断、ありえるの？」


    「融資にはふたつのタイプがあります。現時点のキャッシュフローから弾はじき出されるもの、そして将来の事業計画のキャッシュフローから弾き出されるもの。横よこ浜はま洋品は後者です」


    　猪口会計士が言うふたつのタイプというのは、次のようなものだろう。


    



    ①現時点のキャッシュフローから弾き出されるもの


    　たとえば前期の経常利益が二〇〇〇万円出ているなら、その過去の利益に信用を置き、金きん融ゆう機関は五〇〇〇万円くらいまでなら融資可能だと判断し、融資を実行するタイプ


    



    ②将来の事業計画のキャッシュフローから弾き出されるもの


    　たとえば事業計画上、来年の経常利益が一億円、二年後の経常利益が三億円出ると予想されるなら、将来の利益予想に信用を置き、金融機関は五億円くらいまでなら融資可能だと判断し、融資を実行するタイプ


    



    　世の中の九〇％以上は①のタイプだ。ましてや日本の場合、ほぼすべての融資が①だと言っても過言ではない。日本の金融機関には、リスクを取ることを極端に好まない体質が染しみついている。


    　②の方式で融資を検討する場合、よほどの信用の裏付けが必要だ。事業計画で予想される売上利益など、しょせんは希望的空想のものである。計画を立てる人間は、未来の利益予想を常に多めに弾き出すからだ。


    　事業計画を立てたのがトヨダ自動車やエグゼスエレクトロニクス（ＥＥ）なら、まぁ慎しん重ちように立てた計画なのだろうと予想はできるから、金融機関も安心して対応できる。しかし無名の一雑貨店が「来年の利益は五億です！」などと主張したところで、誰も信じない。しかし日本商業銀行は、その雑貨店に②の考え方で四〇億円もの融資をしたのだと言う。そんなことがありえるのだろうか。


    　猪口会計士は続ける。


    「融資にあたって、横浜洋品は日本商業銀行に事業計画書を提出しています。この計画書が傑けつ作さくです。なんと三年後の予測は売上五〇億、経常利益九億円！　もうこの時点で意味がわからない。無名の、ただの雑貨店ですよ？」


    「丸っきりウソの計画ってバレバレじゃない」


    　莉り音おんは呆あきれて肩をすくめた。


    「いやしかし、ご丁てい寧ねいに、各大口融ゆう資しにはルミナス監査法人の報告書がついている。正直この監査法人、頭おかしい」


    「監査法人もウソに荷か担たんしてるってこと？」


    「ウソはありません。でも、調査した内容が面白い。『事業計画における計数の正否を確認しました』という形でハンコをついてる」


    「どういうことですか？」


    　俺は首をかしげた。


    「要は、『計画書の計算は合ってる』ということを言いたいんです。計画自体がどんなに妄もう想そうでも、そんなものは関係ない。ただ単に、計画書に書かれている数字の計算が正しいということです。事業計画の責任を持つわけじゃない。たとえば人件費──給料五〇万円の人を一〇人配属していれば、合計五〇〇万円ですよね。ハイ、計算合ってます」


    「計算は合ってる……まるで小学生みたいね」


    「ええ、そういうことです。だから融資内容をざっと見れば、体面上は他の銀行以上にきちんとした調査報告がなされています。大変ごリッパに見える。しかし、ひとつひとつ分析していくとメチャクチャです」


    　莉音は腕を組んで、うなった。


    　しばらく中空に視線をはしらせ考え込んでいた莉音は、やがて静かに口にする。


    「当然、お金はどこかに流れているわけよね？　誰が儲もうけてる？」


    　猪いの口くち会計士は、我が意を得たりといった風に莉音を指差す。


    「それです。融資先の財務資料を徹底して洗ってみたところ……株式会社中小企業信用補完機構、これがすべての中心にいる」


    　そう言って、猪口会計士は調査報告書のページをペラペラとめくった。


    　ページには、関係する会社群が盛り込んである図が出てきた。矢印がたくさん書いてあって複雑な図解だ。資金の流れを追ったものだろう。


    「日本商業銀行が融資したお金のかなりの部分は、融資先を介してここ──中小企業信用補完機構に流れています。融資先企業ひとつひとつとコンサルティング契けい約やくを結んでいて、経営の支援をしているそうですが……日本商業銀行の融資には必ず顔を出してくる名前です。一三〇〇億円は流れているかと。しかしこの組織の実態が不明。まるで謎です」


    　莉音と俺は顔を見合わせる。


    「株式会社なのに、公的機関みたいな名前ね」


    「それだけでもう詐さ欺ぎっぽいな」


    「中小企業信用補完機構……調査してみないと始まらないわね」


    　猪口会計士はテーブルに身を乗り出してくる。


    「私の提案です。今すぐ銀行の融ゆう資し業務は、自主的に一時凍結した方がいい。それと、行員の融資担当者たちも、中小企業信用補完機構とグルになっているとしか思えません。すぐに危険分子は解かい雇こした方がいいかと」


    「その上で、危険な融資は強引にでも引き上げる」


    「そうです。急いだ方がいい。時間が経てば経つほど、被害は大きくなる」


    　莉り音おんはうなずいて、メモ帳を取り出した。そこに、やるべきことを列挙していく。


    



    ①融資業務を一時ストップする


    ②前頭とう取どり・片かた山やまを捕まえて融資や業務について問い質ただす


    ③金きん融ゆう庁ちようへ報告


    ④危険な融資はすべて引き上げる


    ⑤中小企業信用補完機構を調査し、場合によっては直接行ってみる


    ⑥不適切な行員を解雇する


    



    　莉音が書いていくのを見て、俺はうなずいた。


    「そうだな。片山を捕まえることも必要だ。ヤツはいろいろ知っているだろう」


    「やることが多いわね。とにかく急ぎましょう」


    　すぐに芝しば山やま監査法人を辞し、俺と莉音は銀行へ駆け戻った。


    



    
      ◇

    


    



    　日本商業銀行でもっとも広い二階の業務ルーム。行員の約半数近くがここで仕事をしている。


    　俺たちは行員全員を集めていた。もともとは小規模な銀行だけに、人数はそれほど多くない。速はや水み半導体工業よりも一回り少ない程度だ。


    　みなの前に立つのは──つまり経営陣側として立っているのは、俺、莉音、沙さ織おりの三人である。恒こう太たも立たせようと思ったのだが、テレビ局の収録に行ってしまっていた。あらゆるマスコミから引っ張りだこの恒太は、今や世界で一番有名な銀行経営者と言っていい。もっとも実際のところ、恒太は経営などしていないが。


    　俺は一歩進み出て、行員たちを見回しながら口にする。


    「集まってもらったのはほかでもありません。聞いてもらわなくてはならないことがあります」


    　ゆっくりと一呼吸おいてから続けていく。


    「我われ々われとしては銀行を買収したばかりで、状況の把は握あくに手間取っております。そこで一時的措そ置ちですが、融資業務は全面的にストップします。ご不便をおかけしますが、了解をお願いします」


    　すぐに行員から疑問の声が上がる。


    「急にどうしてなんですか？　買収いかんにかかわらず、こちらは業務を平常通りやっているのですが」


    「あくまで一時的措そ置ちです。態勢を整え次第、すぐに通常通りの運営といたします」


    　俺の説明に、行員が食い下がる。


    「それは困ります。交こう渉しようを重ねてきて、今日明日に実行をしなくてはならない相手もいるんですよ。彼らにはどうお話しすればいいんですか？」


    「なるほど、たしかに案件によって、どうしても融ゆう資しを実行しなくてはならないクライアントもあることでしょう。その場合、ぼくが最終決済を下します。個別に持ってきてください。そちらの折おり原はらまで決済を上げてもらえれば、ぼくの方が一両日中に裁さい可かを下します」


    　そう言って俺が沙さ織おりに手をかざすと、沙織はペコリと頭を下げた。


    　押すだけではダメだ。譲ゆずるべきところは譲らなくてはならない。


    　しかし、危険な融資を実行しようとしているのなら、簡単には決済を上げてこれないはずである。融資に縛りをかけることが最重要だ。


    「他の業務は今まで通りですか？」


    「はい。預金の受付などは通常通り行おこなってください。銀行の窓口を閉へい鎖さしてしまうわけにはいきませんから」


    　業務を一時的に凍結するのは、あくまでお金が出ていく融資業務だけだ。融資は表からまったく見えないので、一時凍結してもイメージを傷つけることはない。


    　ただし預金の受け入れまで凍結はしない。一般顧こ客きやくからの対応を中断してしまうと、銀行の窓口を閉じてしまうような状態になってしまう。それだけはできない。下へ手たをすれば銀行の閉鎖騒動、取り付け騒ぎに発展してしまいかねないからだ。ましてや恒こう太たのせいで日本商業銀行は一気に有名になってしまい、メディアの注目が集まっている。そんななか、印象を損そこなうような行為は慎つつしんだ方がよかった。


    　先ほど融資について食い下がってきた行員が、うかがうように視線を向けてくる。


    「何か不ふ穏おんなことでもあるんですかね？」


    「いえ、それほど何かあるとは思っていませんが。あくまで態勢を整えるためです。給料体系も変更の予定などありません」


    　安心させようと、すかさず俺は言った。


    　少なくとも融資担当者だけは危険分子である可能性があると見なくてはならない。その彼らは、よほど鈍どん感かんでなければ、面倒ごとに発展しかねないと気づいているはずだ。


    　俺の話を無表情で聞いている行員もいれば、当然だとうなずいている行員もいる。不安を隠さない行員もいた。


    



    
      ◇

    


    



    　杉すぎ並なみ区の閑かん静せいな住宅街。


    　俺と莉り音おんは前頭とう取どり・片かた山やまの自宅を訪ねていた。


    　最初は豪邸を想像していた。


    　しかし実際にやってきてみれば、周囲に溶け込んで目立たない、ごくごく普通の家だった。


    　訪問することを、事前に連絡はしていなかった。不意打ちだ。片かた山やまにとっては隠したいことばかりだろうから、アポを入れようとすれば逃げてしまうかもしれなかった。


    　玄関の前に立ちインターフォンを押して待つと、くぐもった女性の声が応答する。


    「片山です。どちらさまですか？」


    　奥さんだろう。


    　莉り音おんがインターフォンに口元を近づけた。


    「こんにちは。日本商業銀行の羽は月づきと申します。片山前頭とう取どりとお話ししたいと思ってお邪じや魔ましました」


    「あっ、今すぐ開けますね。どうぞお入りください」


    　意外なことに、すぐに玄関のカギを開ける音が聞こえた。


    　あまりにあっけなく了解してもらえて、俺と莉音は顔を見合わせる。


    　取り合ってもらえない可能性も十分に考慮していた。俺たちは何度か片山前頭取と交こう渉しようしたが、老ろう獪かいな男だけに、知らぬ存ぜぬを貫つらぬき通すだろうと踏んでいたのだ。だから電話もかけず、抜き打ちのようにいきなりやってきたのだった。すったもんだのやり取りも覚悟してきただけに、肩すかしを食らった気持ちである。


    　奥さんは何も聞いていないのか、それともただの呑のん気きなのか。


    　玄関口へ上がると、俺の母さんより少し年上の、悲しげな面おも持もちの女性が身を乗り出してきた。俺と莉音を抱き留めるかのように迫ってきたので、思わずおどろき後じさった。


    「日本商業銀行の関係者さんですか!?」


    「そ、そうですが」


    　奥さんの剣幕に、俺はおそるおそる応じた。


    「主人はもう三日も帰ってきてないんです。何かご存じありませんか？」


    　奥さんには鬼き気き迫るものがあった。


    　莉音は意表をつかれた声を上げる。


    「えっ？　いないの？」


    「はい、急にいなくなってしまったんです」


    「今まで、何日か黙って留守にしたとか、ないの？」


    「まったくありません。三日前から、フッといなくなってしまって……」


    「なくなってるものとかありませんか？」


    　横から俺が聞くと、奥さんは愁うれいをいっそう強くした。


    「バッグや荷物が……それと、パスポート……」


    「パスポート？　それって海外確定──」


    　何気なく続けようとすると、莉音に肘ひじでこづかれ止められた。


    　とりつくろうように莉音が聞く。


    「……警察には届けた？」


    「はい、警察には届けてあります。日本商業銀行の関係者さんですよね？　何かご存じありませんか？　どんなことでもいいんです。あんな主人ですが心配で心配で……」


    　奥さんの目は真剣だった。


    　知っている限りのことを、俺たちは奥さんに語って聞かせた。だが、そもそも俺たちが知っていることなど多くない。むしろ俺たちの方が片かた山やまの詳細を教えてほしいくらいである。


    　それから五分ほど言葉を交わし、俺たちは片山宅を丁てい重ちように辞した。


    　去りぎわに振り返ると、奥さんが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎしてくる。その表情は、とても寂しそうだった。


    　莉り音おんと駅へ向けて歩きながら、俺は口にする。


    「逃げちまったな。大金持って、海外に高飛びしたんだ」


    「うん。その可能性が大きそうね」


    「家族を残してか……。ひどいヤツだ。それとも、よっぽど焦あせってたのかな？」


    「よほど悪いことをやっていたという自覚があって、場合によっては刑務所に入れられると思っていればありえるでしょう。日本商業銀行は私たちが考えている以上に、闇やみが深いのかもしれない」


    「なんか良い奥さんだったよな。本気で心配そうにしてた」


    　そう言って、俺は片山宅の方を見やった。


    「そうね。最初は奥さんが片山から言いくるめられて、演技しているのかもしれないって警戒したけど……どうもそうじゃないみたい。家族を残して自分だけ……ありえるだけに、ひとり逃げたのなら許せないわね」


    　莉音は本気で片山に腹を立てているようだった。銀行のことを聞けなかったことよりも、ああいう奥さんをひとり残して逃亡した可能性が高いことに憤いきどおりを感じているのだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは金きん融ゆう庁ちようを訪ねていた。


    　莉音と俺だけでなく、今回は猪いの口くち会計士も一緒だ。今や日本商業銀行のことを一番知っている会計士だから、金融庁に紹介しておいた方がいいと思ったのである。銀行について何か疑問点があれば、俺たちより猪口会計士に直接聞いてもらった方が早い。


    　金融庁では、いつもの簡かん易い的なミーティングセットではなく、なぜか奥にある個室に通された。部屋は二〇人は入れそうなほど広く、重厚な長テーブルが中央にズシンと置いてある。


    　しばらく待っていると、斉さい藤とうさんがやってきた。しかしひとりではなく、その後にぞろぞろと関係者らしき人々が続いた。斉藤さんも含めて七人。


    　俺たちはすぐ立ち上がって名刺交換をすると、みな金融庁の官かん僚りようだった。


    　猪口会計士が調査の結果を報告し始めた。


    　居並ぶ官かん僚りようたちは険しい表情で聞いている。


    　ひととおり説明をし終えると、斉さい藤とうさんがポツリと感想をもらす。


    「これはひどい」


    　別の官僚が口にする。


    「では猪いの口くち先生は、日本商業銀行というよりも、中小企業信用補完機構が諸しよ悪あくの根こん源げんだとお考えですか？」


    「そう思います。しかし、日本商業銀行側も荷か担たんしないと、この悪事は成り立ちません」


    「中小企業信用補完機構って何でしょうね？」


    　官僚の質問に莉り音おんが応じる。


    「今はまだ調査中。これから融ゆう資し先と接触していくし、中小企業信用補完機構にも行ってみる」


    　斉藤さんが冷静に言う。


    「不良債さい権けんは多数出てくると思っていました。しかし、想像以上だ。これではまるで最初から銀行を舞台にして陰いん謀ぼうを仕組んでいたみたいなものです。銀行の名前を使ってお金を集め、それを怪しげな連中の間で回して着服している。片かた山やま前頭とう取どりは老ろう獪かいですが、有名な経済評論家でもありましたし、ここまで悪人だとは思っていなかった」


    　金きん融ゆう庁ちようの官僚たちは顔を見合わせる。


    「あの片山がねぇ……」


    「斉藤さん、こいつは大変なことになりかねませんよ。梶かじ原わら大臣のクビが飛ぶだけじゃ済まない。内ない閣かくが吹き飛ぶ。いや、そんなのはどうでもいい。金融庁の……日本の金融システムの大問題になってくる。陰謀を企たくらんでいた連中が銀行を名乗るなんて……こいつは非常事態だ……」


    　莉音と俺が応じる。


    「吹っ飛ばないようになんとかするから。革命部の役員が頭取になっちゃったし、破は綻たんなんてさせられないわ」


    「とにかく最新の情報は逐ちく一いち報告します。調査が進めば対応策もわかってくるはずですから」


    　それから官僚たち七人は俺たちの前で、あれやこれやとさかんに議論を重ねた。


    　金融庁の責任をいかに回避すべきかが論点の中心だったが、目の前で話を聞く限り、保身のためではないことはわかった。金融庁の威信が落ちれば、とりもなおさず金融システムの信用が下がる。金融システムは経済の血液であり、大動脈だ。日本の金融経済は長期的な停滞が続いていて、ましてやリーマンショック後の大切な時期である。金融政策担当者たちにとって、金融システムの信用を健全に保たもつことが何ものにも勝まさる重大事と言えた。


    　彼らの沈痛な表情と議論は、日本商業銀行がいかに深刻な事件になりえるかを雄弁に物語っていた。
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    　再び銀行の二階で、俺たちは行員たちに向き合っていた。


    　俺の少し後ろには、莉り音おんと沙さ織おりが控えている。日本商業銀行の建て直しは俺たち三人の仕事だった。沙織が連絡役として銀行に待機し、俺と莉音で外を駆け回る。あいかわらず恒こう太たはテレビ局をハシゴしているだけだった。


    　俺はとうとうと説明する。


    「みなさん、おつかれさまです。これから融ゆう資し先に対する実態調査を始めます。すべてを確認することはできませんが、大口の案件を中心にして、丁てい寧ねいに足を運んでみたいと思います」


    「そんな！　聞いてませんよ！」


    　先日もさかんに話に割り込んできた行員が、またもや声を上げた。


    「やらなくてはいけないのです。これは我われ々われの意向というより、金きん融ゆう庁ちようからの指導があってのことです。きちんと調査をまとめて報告しなくては、金融庁からの本格的な査察が入ることになるでしょう」


    　俺は金融庁の威光を利用した。


    　うなずいている行員が半数。顔ぶれを見ると銀行出身者が多く、預金の取り扱いや管理を担当している人間たちだった。


    　一方、不満そうな行員もいる。経歴書を見た限りでは、名前も聞いたこともないサラ金の出身者たちだ。


    「金融庁の査察が入ると、どういうことになるんですかね？」


    　融資を担当する行員が聞いてきた。


    　──こいつは銀行員なのに、そんなこともわからないのか？


    　そう一瞬思った。しかし冷静に考えてみれば、前職がまったく銀行とは無関係な経歴の持ち主なら、本当にわからないのかもしれない。


    　俺は丁寧に説明する。


    「そうなれば銀行の免許も剥はく奪だつされ、大変なことになる。もしも不正融資などが多数発覚した場合、関係者は金融庁からの刑事告発を免まぬかれ得ないでしょう。大々的なニュースになる」


    　別の行員が手を挙あげた。


    「調査はどういうことをするんですか？　期間はどれくらい？」


    「まずは融資先を確認して回ります。それから融資に関わった行員にもヒアリング調査をすることになります」


    「以前すでに面接は済ませてあると思いますが」


    「この前のは個別の業務まではふれなかったですから、挨あい拶さつ程度でした。今度は個別の融資案件ごとに実態調査します。ヒアリング内容は保存されます」


    　行員たちの質問に、俺は事細かに答えていった。


    　一〇億円を超える大口の融資先には、俺と莉音がふたりで訪問する。融資額が数億円の中規模な案件は、俺と莉音が手分けして調査する。そこに担当した行員に同行してもらい、現状を説明してもらうということを、幾いく度ども伝えた。


    　いくらか抵抗はあったが、ひとまず融資担当者たちは納得したようだった。というか、ごく正当な調査であり、無理な命令をしているわけでもないのだから、逆らうことなどできるわけがない。


    　しかし翌日──。


    　融ゆう資し担当者の半数以上が銀行に出勤しなくなった。
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    　千葉の太平洋湾岸にある鴨かも川がわ市。


    　俺と莉り音おんと沙さ織おりは、外そと房ぼう線の終着駅でもある安あ房わ鴨川駅に降り立った。ここまで来ると、乗り降りする乗客は少ない。


    　ここに日本商業銀行が五〇億円もの融資をしている工場があるのだ。この工場に融資した担当者は出勤しなくなり、連絡も取れない。この元行員の経歴書の住所にも行ってみたが、誰も住んでいないワンルームアパートだった。元行員の住民票も間違いなくそこにあるのだが、どこを捜してもおらず、連絡の取りようがなかった。


    　だから俺たち三人だけでの訪問となったのである。沙織まで連れてきたのは、仕事を担当させるにあたって、いくつか実情を見せておいた方がいいと思ったのだ。研修のようなものである。


    　融資先の住所には、たしかに工場はあった。太平洋を見渡せる大きな敷地に、平屋のだだっ広い工場が建っている。元は缶詰め工場だったようで、敷地や工場は思っていたよりもまともなものだった。遠方まで見渡せるコンクリート造りの岸がん壁ぺきや、工場の頑丈な造りはよく整備されていたものに見える。


    　しかし、俺は叫びたくなった。


    　──誰も働いてねぇ！


    　人っ子ひとりいなかったのだ。トラックも一台もないし、人の出入りもまるでない。工場はカギが閉まっていて入れなかったが、窓からのぞくと、がらんどうだった。缶詰めを作るための機械はほとんど持ち出されてしまったようで、廃はい棄きされたらしいベルトコンベヤーがたった一台、ぽつねんと中央に残されていた。


    　俺たちは立ちつくし、雄大な太平洋を見つめていた。


    　丸まった新聞紙のクズが、敷地をころころと転がっていて哀あい愁しゆうを誘う。五〇億円はどうなってしまったのか。


    　沙織が口を開く。


    「この会社と連絡取ろうといろいろやってみたんだけど、電話は使われてなかったし、メールの返信もないの。融資を担当した人にも連絡つかなくて」


    「じゃあここの経営者に、どうやって連絡つけりゃいいんだ？」


    　連絡などつかないことは知っていても、俺はそう問わざるをえなかった。


    「でもね、不思議なんだけど、この企業からきちんと毎月返済されてるの。誰がどこから返済してるのかしら……」


    「いくら返済あった？」


    　莉り音おんが聞くと、沙さ織おりはカバンの中からもぞもぞと資料を取り出した。


    「えっと……今までに元がん本ぽんは三億七〇〇〇万円返済されてるね。それから利息も合わせて、毎月月末に、ただの一度の遅れもなく支払われてる」


    「ほぼ間違いなく、今月からは返済ストップするでしょうね。私たちが引き継いで本格調査に乗り出した以上、もう返済がなくなるはずよ」


    「そうだな。正しい融ゆう資しだったということにするためのカムフラージュだろう。頃合を見て企業を破は綻たんさせたり、こんな風に消えさってしまう。お金ごと」


    　沙織は信じられないといった面おも持もちで口にする。


    「残り四六億三〇〇〇万円がどこかに消えちゃうってこと？　こんな風に、こんな簡単にお金がなくなっちゃうって、なんだか感覚がおかしくなりそう」


    「俺なんか完全にマヒしてるぞ。革命部に入ったせいで、今までの常識が吹っ飛んじまった。五〇〇億や一〇〇〇億が目の前から消えても、『あっ、そうなんだ』って感じだもんな。いや、由ゆ々ゆしき事態なのはわかってるんだけどさ。頭と心が合致しないっていうか……」


    　俺の言葉に莉音が笑う。


    「あはは。何十億円超えちゃうと、もう単なるデータだからね」


    「本当に銀行、建て直せるかしら？」


    「なんとかしましょう。恒こう太たが頭とう取どりなんだし、放置するわけにはいかないからね」


    「あのバカのせいで、どうして私たちがこんなに苦労しなくちゃいけないのよ。なんか……それを考えだすとムカついてくるわね……」


    　沙織は悔くやしげに足を踏み鳴らした。


    「このくらい、軽く乗り越えないとね。私たちは革命家なんだから」


    「でも、この一件だけじゃないわ。こういう融資先がいっぱいあるんだと思う」


    　俺はうなずく。


    「おそらく一〇〇〇～二〇〇〇億の損失は確定と見ていいだろうな。融資の半分は不良債さい権けん化することも覚悟してた」


    「二〇〇〇億の損なんて聞くと、私、なんだか目の前が真っ暗になっちゃうわ。莉音は、怖くないの？」


    「ぜーんぜん」


    　あっけらかんと莉音は言った。しかしなおも沙織は不安げな面持ちだ。


    「どうして莉音は怖くないのかしら……。莉音の革命ってなんなの？」


    「決まっているでしょう。新しいゲームの舞台を創り出すこと。そのゲームに、みなを熱狂させること。それが究極的に目指すところよ」


    「カルヴァートやスタインバーグあたりが、今このゲームを運営してる側ってことだな」


    　カルヴァート家はイギリスに本ほん拠きよ地ちをおく世界最大の金融財ざい閥ばつであり、スタインバーグ家はアメリカに拠きよ点てんをおく世界第二位の財ざい閥ばつである。俺が相づちを打つと、莉り音おんはすぐに応じる。


    「つまるところ、経済はインサイダーで動いてるからね。情報を作り出す側が十分に稼かせいだあとで、みんなにおこぼれが落ちてくるの。強者がどんどん強大化していくのは自然の摂せつ理りよ。だからローザはゲームをコントロールできる側。それが海かい胴どうあたりになると、わかっていても、ある意味で諦あきらめていて、必死でゲームに抵抗している側ってことになるかしら」


    「じゃあ私たちは？」


    　沙さ織おりの言葉に、意気揚よう々ようと莉音は口にする。


    「ゲームをひっくり返そうとする側でしょ」


    「そんな地球規模の革命なんて今まであったのか？　そりゃ命を何度狙ねらわれても仕方ない」


    　笑いながら俺は言った。


    「巳み継つぐがゲームを醒さめた目で見られるようになったのは、文句なしに成長したってことよ。私たちは冷静に利用させてもらいましょう。世界人類七〇億人が熱狂中の、このくだらないゲームをね」


    「そう考えると、この工場への五〇億円の融ゆう資しなんてちっぽけなものに見える。お金を貯ため込んで喜ぶヤツの気が知れなくなるな」


    「くだらないって言っても、このゲームの舞台では、沙織の家は数少ない成功者に入ってるけどね」


    「そうなのかしら……」


    「沙織はお嬢様だし」


    「……そんなの関係ないと思う」


    　お嬢様呼ばわりされて、沙織は不満げに口をとがらせた。


    　一度は倒産の危機に見舞われたとはいえ、沙織は元来お嬢様である。沙織の父さんが経営する銘めい広こう社しやには一〇億二〇億の現金の余よ剰じようがあるのだから、まぁまぁお金持ちの範囲だと言えるだろう。もちろん立たち花ばな社長や速はや水み元社長などのような上じよう場じよう企業創業者クラスと比べれば桁けたがひとつふたつ下回るにしても、中小企業としてはそれなりの成功を収めていた。もっとも革命部は、はるかに超越してしまったが。


    「それで、これからどうする？　この工場だって銀行を通して返済金を振り込んできてる。だから相手の銀行に連絡先を問い合わせてみようか？」


    　いつまでもここに佇たたずんでばかりはいられない。手を打っていかなくては。


    　しかし莉音は首をふる。


    「銀行に登録してある連絡先も、どうせ適当でしょ。謄とう本ほんや住民票の住所を探さぐっても、何もないはずよ」


    「じゃあ諦めるだけか？」


    「ううん、融資先の資金の流れは、中小企業信用補完機構が管理している可能性が高い。私と巳継で乗り込んでみましょう。その前に一度銀行に戻って、念のため防備を固めておかないと」
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    　念のための措そ置ちではあるが、日本商業銀行は警備会社と新しい契けい約やくを結んだ。


    　九時から深夜二三時まで三〇人、二三時から翌朝九時まで一〇人の警備員を常時配置するのである。外の人間たちからの攻撃を想定しているだけでなく、内側を監視するための臨時措置でもあった。


    　また、預金担当の行員たちの話によると、融ゆう資しや審査業務を担当していた人間たちは、怪しげな高利貸し出身者が多く、片かた山やま頭とう取どりが直接採用した人間ばかりだったと言う。一方で、預金の管理や経理をしている人々は、ほとんど銀行の出身だった。


    　このような状況を恒こう太たにも知っておいてもらうため、俺は沙さ織おりと連れ立って頭取室へ行った。沙織を連れて行ったのは、きっと俺ひとりではツッコミ切れなくなると思ったからだ。


    　ちなみに頭取室の前には、警備員がひとり立つ。部屋の前に陣取る新しん参ざんの警備員に挨あい拶さつし、俺と沙織は重々しい扉を押し開く。


    　頭取室へ入ると、恒太が足を組み、高級な椅い子すに深々とすわっていた。


    「ようこそ、諸君。末端業務は堅調かね？」


    　俺たちを見届けた恒太の第一声。


    　口元には微笑を浮かべている。格好だけなら王者の風格だ。


    「えっらそうに！　私たちがどんなに大変か知ってるの!?」


    　沙織の指摘に俺も続く。


    「そうだぞ。行員への指示や調整、ぜんぶ俺たち任せじゃないか。行内は今、大混乱してるんだぞ。知ってるか？」


    「王に業務など不要なのだ。しかし俺も鬼ではない。長年の忠ちゆう勤きんに免じて、莉り音おんと巳み継つぐと沙織と柚ゆずには、もう一度だけ、俺の下で活躍するチャンスを与えてやろうと思うのだよ」


    　コイツが何を言っているのかわからない。どこが「もう一度」なのだろう。ただ言いたかっただけではないのか。


    「いちおう頭取なんだし、少しは手伝いなさいよ！」


    「だいたい、俺たちが急ピッチで銀行を再建しなくちゃいけなくなったのは、恒太が勝手に頭取になっちまったからなんだぞ？　本当はもう少し余よ裕ゆうを持っていられるはずだった」


    「おやおや、巳継と沙織には、この俺がどれほど偉大な仕事をこなしているのか理解できないらしい。愚ぐ民みんどもから莫ばく大だいな預金を集めてやっているのだ。なに、鉄血頭取の異い名みようを持つ俺なら、一〇〇兆円は一瞬で集まるだろう」


    　恒太には『鉄血頭取』という異名が付いていた。


    　今や恒太は本物の天才だと、世間から激しく誤解されている。そのため、この異名は決してジョークではなく、庶民の期待が混じった前向きな響きをともなっていた。


    　これはテレビで恒太が「愚民どもに代わってこの俺が、鉄と血をもって新時代を切り開いてやるのだ。ありがたく思うがいい」と繰り返し主張したためについた渾あだ名なである。恒こう太たの方は大いに気に入ったらしく、自分で自分を『鉄血頭とう取どり』と呼ぶ。それどころか、本来は名刺の肩書きを『頭取』または『社長』とすべきなのに、恥ずかしげもなく『鉄血頭取』と記載していた。


    　女の子の間では『恒太様』、一般人の間では『鉄血頭取』。なんかもう、こっちが恥ずかしくなってくる。


    　うんざりしつつ、俺は危険を強調する。


    「たしかに恒太のせいで預金量が激増してるよ。だけどな、預金をかき集めたって、肝心のお金の運用方針がまだ決まってないんだぞ。それ以前に今は、銀行の整理・調査すら終わってない。このまま預金だけ急増していくと、マジで大変なことになっちまう」


    「金の運用だと？　本来ならば莉り音おんが担当するべきものだが……やれやれ、そこまで俺の才能が必要なのか。しかし、ほかならぬ貴様らの頼みだ。ギガスの力を望むなら、貸してやる」


    「いや、頼んでないから」


    　沙さ織おりは大きくため息をつきながら報告する。


    「あんたに何を言っても無駄みたいね。中小企業信用補完機構っていうところに、これから莉音と巳み継つぐが乗り込むの。どんな相手かわからない。だから念には念を入れて、銀行内に警備員三〇人を配属したから。頭取室の前にもひとり立っていてもらうけど、そのつもりでいなさい。それに、出勤してこなくなって連絡もつかない元行員もいるし、不ふ穏おんなことを考える行員がまだ残っているかもしれないからね」


    「ほう、俺のボディーガードが三〇人か。いささか少ないのではないか？　俺のギガスは世界の至宝なのだぞ」


    「あんたのボディーガードじゃないっての！」


    　ふいに恒太は、時計に目をやり立ち上がる。


    「おっと、そろそろ収録の時間だ。テレビ局の連中、うるさくて困る。この俺を番組に出したくて、涙を流してすがりついてくるのだよ。出かけねばなるまい」


    「今日もテレビかよ……。もはやハリウッドスターを超えてるな……」


    「そういえば、明日から二週間、俺の身の回りに取材クルーがはりつくことになった。二四時間ずっとだ。覚えておくがいい」


    「なんなのそれ？」


    　呆あつ気けに取られたように沙織は訊きいた。


    「密着取材をして、ドキュメンタリー番組で俺の活躍を報道したいそうなのだよ。やれやれ、天才すぎるのも困ったものだ。愚ぐ民みんどもがなかなか俺を自由にしてくれない」


    「ド、ドキュメンタリーって……あんたは仕事もしないし、毎日テレビに出てるだけじゃない。テレビ番組に出演してる様子を、テレビ局が追うの？　それって変だと思わないのかしら……」


    　しきりに沙織は首をかしげたが、恒太は颯さつ爽そうと頭取室をあとにした。


    　立ち居振る舞いや口先だけなら、恒太は世界最大級の大物であることは間違いない。
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    　日に本ほん橋ばし兜かぶと町ちよう──日本の証券会社が集まる街である。


    　中小企業信用補完機構は、大通り沿いの、日本商業銀行よりリッパなビルに入居していた。ビルの横には、堂々とした看板まで掲示されていた。


    　ただし、日本商業銀行は小さなビルを丸ごと一いつ棟とう借りしていたが、こちらは一階と二階を借りているだけのようだ。三階より上は、まったく無関係な企業のオフィスである。


    　さっそく俺と莉り音おんはビルに入り、一階の中小企業信用補完機構の入り口と思わしき場所をくぐった。しかしすぐに生彩を欠いたパーティションで仕切られていて、どこにも受付らしき場所が見つからない。目の前に、パーティションがあるだけなのだ。


    　仕方なく俺たちは中へ入って行ったが、やはり受付はなかった。その代わりに、雑然と机が並べられた広々としたスペースがあったが、誰もいないようだ。


    　パーティションによって、二、三の大部屋に区切られていることはすぐにわかった。もともと周辺ではひときわ大きなビルだし、建物自体も超然としたインテリジェントビルのため、ひとつの大部屋だけで二〇～三〇人は仕事ができそうな空間だ。しかし、見渡す限り人がいない。


    　──この企業はなんなんだ？　そもそも、企業なのか？


    　業務をしている様子がまるで感じられず、人もおらず、かといってリッパなビルに堂々と入居している妙な状況に、ただただ俺は首をかしげざるをえなかった。


    　莉音はキョロキョロと辺りを見回しながら大声を出す。


    「すいませーん！」


    　誰も応答する様子がない。


    　しかし入り口は開放されているし、まったく人がいないはずがない。


    「誰もいないのー？　すみませーん！」


    　莉音は叫んだ。


    　さらに奥へ進みながら何度か呼びかけると、やっとのことでパーティションの向こうから、男がひとり顔をのぞかせた。ピンクのワイシャツに、高そうなネクタイをだらしなく締めている。痩やせぎすの、三〇前後の男だった。一見、ヤワな感じを受ける男だが、目つきだけが普通じゃない。


    「なに？　訪問販売なら帰ってくれる？」


    　咎とがめるような口調で男は言った。


    「ここって中小企業信用補完機構さんよね？」


    「そおだけど？」


    「日本商業銀行の者だけど、責任者と話したいの」


    　男は、蛇へびのような目つきで莉音を上から下まで睨ねめつけた。


    　その表情からは、日本商業銀行のことをどう考えているのか、まったくうかがえなかった。


    「……ちょっと待ってろ」


    　やがて男はそれだけを言って、俺たちが何か言う前に奥へ引っ込んでしまった。


    　仕方なく、俺たちはただ待った。ブラブラと、手持ち無ぶ沙さ汰たで誰もいない部屋を見て回る。


    　雑然と机が並んでいるが、本当にそれしかない部屋なのだ。どの机の上にもパソコンが載っているわけでもなく、書類や書籍が置かれてはおらず、文房具すら見当たらない。ただ申し訳程度に机があるだけ。


    　少しもここが仕事場だとは感じられなかった。


    　五分ほど部屋をうろついていると、エリート然とした男が現れた。仕立ての良さがわかるスーツ、ブランド物の靴とネクタイ、そして柔やわらかな物腰。一目でここのボスなのだろうと察しがついた。年のころは四〇代半ば。やたらと細いメガネが妙に印象的だ。


    「これはこれは、わざわざ日本商業銀行さんが足を運んでくださるとは……」


    　男は微笑を浮かべ、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな物腰で言った。


    　そして静かに俺たちへ近づき、名刺を二枚取り出した。


    「どうも、いつもお世話になっております。中小企業信用補完機構、代表の宮みや本もとと申します」


    　すぐに莉り音おんと俺も名刺を差し出す。


    「日本商業銀行、羽は月づき。よろしく」


    「同じく日本商業銀行、羽月です」


    「おや、これは有名な御方のご登場だ」


    　宮本はちらりと俺を見て、あくまでも静かに、それだけを言った。宮本が、日本商業銀行を買収したのが革命部だとすでに知っているのか、それとも興味すらないのか、何もかもがわからない。


    　優ゆう雅がな物腰で宮本は反転し、俺たちを導みちびく。


    「こちらへどうぞ。私の部屋までご案内します」


    　莉音と俺はうなずいて、素直にその後に従った。


    　釈然としないものを感じる。しかし行かざるをえない。危険は感じていたが、わざわざ虎こ穴けつに入ってきたのだ。日本商業銀行を建て直すために、この交こう渉しようは避けて通れない。


    　案内されながら、莉音はオフィスを見渡して言う。


    「だだっ広くて綺き麗れいなオフィスなのに、ほとんど人いないのね」


    「忙いそがしくてみな外を飛び回っているんですよ。景気がいいのはありがたいことです」


    　そんな当たり障さわりないことを、宮本は無表情で言った。


    　しかし、どう見てもこの部屋で仕事をしているわけがない。机はあるが、その上にはパソコンも文具もなにもないのだから。


    　奥へ案内されると、パーティションにはさまれた通路にドアが並んでいる。いくつか小部屋があるのだろう。


    　通路の行き止まりにある扉の前で宮本は立ち止まり、ドアを開いた。そして俺たちに、中へ入るようにうながしてくる。


    「こちらです。どうぞ」


    　案内されるまま、俺は莉り音おんに続いて部屋へ入った。


    　その瞬間、俺は思わず立ちすくんだ。なぜなら部屋の壁ぎわに、ぐるりと男たちが控えていたからだ！


    　男たちは壁と一体化したように沈黙し、俺たちを見み据すえている。


    　恒こう太たの頭とう取どり室と同じくらいの、個室としては十分に広い部屋内の壁ぎわを、埋うめ尽くすがごとく男たちが直立していた。二〇名ほどだろうか。一番初めに俺たちに応対した、目つきの鋭い痩やせた男も交じっている。この中小企業信用補完機構にいる連中を総動員したのだろう。


    　しかも部屋の中は薄暗い。照明は点つけられておらず、自然光が窓の仕切りを通して差し込んでくる程度だ。意図的に薄暗くしているのは間違いない。


    　居並ぶ男たちの目は、ガンを飛ばすなんて生なま易やさしいものじゃなかった。殺気が込められている。視線だけで相手を殺すつもりなのか、コメカミに血管が浮き出るほど目つきに力を入れている男までいた。


    　異様な光景だった。いつ襲いかかってくるとも知れぬ男たちに無言で取り囲まれ、まともな交こう渉しようなどできようか。


    　しかし莉音は何食わぬ顔で、部屋の中央にあるソファまで進んだ。仕方なく俺も後に続く。


    　宮みや本もとも続いて部屋に入ると、すぐに近くの男のひとりが、俺たちが入ってきたドアの前に移動し、立ちはだかった。俺たちを監禁でもするつもりなのだろうか。


    　宮本は、にこやかに俺と莉音に語りかける。


    「さあ、おすわりください」


    　明らかに宮本は、まわりの男たちが存在しないように振る舞っていた。


    「失礼しまーす！」


    　莉音はいつもより明るく言い放ち、堂々とソファにすわった。


    　なるほど。莉音の方も何食わぬ顔で明るく振る舞うことで、男たちの存在など意に介かいさないということをＰＲしているのだ。


    　ならば俺も迷うことはなかった。


    　恐怖感がないわけではない。


    　しかし、東とう丈じよう会かいで五〇人のヤクザに囲まれ、「殺すことになっている」と通告されたときに比べれば、いかほどのものがあろうか。


    　この場は二〇人ほどだし、「殺す」と宣告されたわけじゃない。


    「どうも」


    　俺もわざと軽めの口調で言って、ソファに腰かけた。


    　宮本もソファに腰かけながら、莉音と俺がまったく動じていない様子に、少し意表をつかれた顔をする。


    「ところで、今日はどのような用事でしょうか？」


    　莉音がわずかに身を乗り出す。


    「知っているでしょう？」


    「何をです？」


    「もちろん、日本商業銀行の件よ」


    「だから、何をです？」


    　宮みや本もとは飄ひよう々ひようとしていた。


    　中小企業信用補完機構が、日本商業銀行の不正な資金の流れをコントロールしていたことは間違いない。それでも宮本は、要領が得ない応答を続けた。


    「……じゃあ念のため確認。日本商業銀行って、知ってる？」


    「……知ってますよ」


    　宮本は神妙な面おも持もちで、しかしぬけぬけと言った。


    　慎しん重ちように莉り音おんは問う。


    「……来たことある？」


    「……ありますとも」


    「……」


    「……」


    　腹の探さぐり合いだろうか。


    　こちらは早く核心を切り出したいし、宮本はこちらの出方を見極めようとしている。


    「……私たちが銀行を買収したこと、知ってる？」
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    「……小耳にはさみましたねぇ」


    「金きん融ゆう庁ちようが日本商業銀行の扱いに困ってて、私たちに話が回ってきたの」


    「官憲の威光か、ふん」


    　ふいに、宮みや本もとの口調や言葉遣づかいが変わった。小さな声で、宮本は吐き捨てた。


    　莉り音おんはカチンと来たらしい。いよいよ核心に迫る。


    「私たちの融ゆう資し先企業の五〇％は、あなたたちがコンサルティングをしていたみたいね」


    　宮本はすぐに元の能面に戻り、他ひ人と事ごとのようにうなずく。


    「そうなんですか。ほうほう」


    「しかも、あなたたちが関わっている融資先は、ぜんぶ巨額の相手ばかり。金額換算すれば、融資金額の八〇％があなたたち絡がらみ」


    「そうだったんですか」


    「そういう融資に関わった行員は、ぜんぶ消えちゃった。来なくなっちゃったの。連絡もつかないし」


    「大変なことですね。ご苦労なことです」


    　宮本の口調はまるで無関心だった。


    「何か知らない？」


    「何か、とは？」


    「行員の行方ゆくえとか」


    「どうして私が知っているのです？」


    「……」


    「……」


    　再び莉音と宮本は、相手を推おし量はかろうと無言で睨にらみ合った。


    「あなたたちがコンサルティングしていた融資先、連絡がつかなくなった相手がたくさんあるの」


    「ほう。返済が滞とどこおっているのですか？」


    「ううん、すべて毎月、きちんと返済されているのだけど」


    「だったら、何が問題なんです？」


    「だって連絡つかないでしょ。急に返済が止まっても、私たちにはどうしようもない」


    「当たり前じゃないですか。銀行だって商売だ。融資先が潰つぶれることもある」


    　何食わぬ顔で宮本は一般論を言った。


    「融資先が潰れるならわかるけど、連絡がつかないの。どこへ行ったか見当もつかない」


    「それは、あなたたちの怠たい慢まんですよねえ？」


    「……」


    「……」


    「日本商業銀行から流れたお金、あなたたち、着服してるわよね？」


    　莉音のストレートな問いかけ。


    　宮みや本もとは大おお仰ぎように肩をすくめる。


    「ひどい話ですね。私たちが何をしたというんです？」


    「決着をつけたい」


    「何に？」


    「日本商業銀行の不正に。手打ちをしたい」


    「どうも話を聞いていると、まるで私たちが悪事を働いていたみたいだ。私たちは誠心誠意、ビジネスに打ち込んでいます」


    　そう言う宮本の言葉は棒読みで、まったく誠意がこもっていなかった。


    「ご託はいいの。さあ、そっちのカードをテーブルに並べてもらうわ」


    　莉り音おんの口調が変わり、凄すごみを利きかせた。


    　ついに莉音が一歩踏み込んだのだ。莉音が放つ張り詰めた空気が、場の雰ふん囲い気きを打ち破る。


    　突然──。


    　部屋内に、ガラスが割れる強烈な音が響く。


    　宮本がテーブルの上の花か瓶びんを取り上げ、おもむろに床に打ち付けたのだ。床一面には、細かいガラスの破片が飛び散った。


    　つい先ほどまでおだやかだった宮本の顔に、今度は青筋がうかぶ。


    「姉さん。何をしているか、わかってますか？　どこか遠くへ旅立ちたいなら、ご協力してさしあげますが？」


    　言葉遣づかいはあくまで丁てい寧ねいだった。だが口調は打って変わって打ち震ふるえ、溢あふれる怒りを抑え込もうとしているように感じられた。


    　宮本の殺気を感じ取る。ブラフではない。


    　武道家の端くれとしてわかった。


    　この男は強い。宮本は、決して言葉だけで恫どう喝かつしてくるチンピラではない。


    　最初はただのビジネスマン然とした印象しかなかったが、瞬時にむきだしの殺気をぶつけてきた。戦いの基本を心得ている。


    　宮本に呼応するように、今しがたまで石のように黙っていたまわりの男たちも、口々に暴言をわめき始めた。


    　まわりを取り囲む男たちがいかに凄もうと、大して威圧は感じない。しかし宮本の恫喝には神気がこもっていた。目の前の男だけは、頭ひとつぬけている。


    　莉音も負けじと腕を振り上げ、テーブルに手を打ち付けた。


    「妥だ協きよう案を探さぐろうって言ってるの。話聞きなさいよ！」


    「なんでてめぇらと話をしなくちゃいけないんですかねえ!?」


    「刑事事件になるから」


    「どういう風になるんです？」


    　宮本は肩を怒らせながら俺たちを睨にらみつけた。


    　日本商業銀行のお金の動きに関しては、刑事事件にするのは簡単ではない。融ゆう資し先企業の経営者に話すら聞けないし、そもそも今のところ返済はきちんとされている。まったく返済されないならまだしも、一定期間にわたって返済が続き、少ししてから破は綻たんして返済が不可能になったという形なら、悪意を証明することなどほとんど不可能だ。


    　せいぜい民事で訴うつたえるしかないだろう。しかし決着を見るまで何年もかかるし、不法人物たちを相手に判決をもらったところでなんの意味があるのだろうか。沙さ織おりの父さんの会社──銘めい広こう社しやが東とう丈じよう会かいに一三億を騙だまされたとき、法的な手の取りようがなく、泣き寝入りしていたのと同じだ。


    　莉り音おんは冷静な口調で問いかける。


    「私たちと話し合うつもりはないの？」


    「だからなんの話なんですかねえ!?」


    　まわりにいる二〇人もの男たちからの怒号のせいで、もはや話し合いは不可能だった。


    「わかった。出直すわ」


    　ふいに、宮みや本もとは手を真横に払う。するとまわりの男たちが一気に静まった。


    　一言だけ、宮本はまわりの男たちへ口にする。


    「お帰りだ」


    　莉音は立ち上がり、俺の手を掴つかんで言う。


    「行きましょう」


    　俺はうなずいて、莉音に手を引かれるまま従う。


    　ドアの前、巨漢が立ちはだかっている。ひときわ小柄の莉音をじっと眺め下ろしていた。


    「どきなさい」


    　莉音は静かに命じたが、男は動かない。


    「どけ！」


    　莉音の一いつ喝かつ。


    　しばらく睨にらみ合っていたが、やがて巨漢は何も言わずに横へ移動した。


    　ドアを開き、最後に莉音が宮本を振り返る。


    「次に来るときは、戦争も辞さないから」


    「近ごろ、人相の勉強もしているんです。死相が浮かんでいるようですよ。お身体には気を付けてください」


    　宮本は、最初のころのようなおだやかな表情で、莉音をいたわるような口調だった。
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    　莉音と俺は、木き島じまを前にしていた。


    　ここは東丈会ナンバー２、木島組の事務所だ。


    　東京、麹こうじ町まち。木島組が持つ自社ビルは変へん哲てつのないオフィスビル。その景観は空気のように周囲に溶け込んでおり、道行く人はここがヤクザのビルであるとは思わないだろう。


    　木き島じまはもともと経済ヤクザであり、武闘派ではない。東とう丈じよう会かいのナンバー２なのは、木島の経済力が組を支えているからだ。


    　だからこそ木島組は、社会の表裏に多大な情報網を持っていた。中小企業信用補完機構について情報を持っているかもしれないと思ってやってきたのである。


    「なんだお嬢ちゃん。儲もうかる話でも持ってきてくれたんだろうな？」


    　木島は朗ほがらかに言った。


    　莉り音おんや俺と命いのち懸がけの争いを繰り広げたことなど、あまり気にしていない風である。


    　その点、木島はヤクザらしからぬサバサバした人間だった。陰湿なタイプが多いヤクザ社会の中にあって、木島は物事をあまり根に持たない人物と言えた。そもそも木島は根っからのヤクザではなく、商売上のメリットを感じてヤクザになったタイプだ。


    　木島は早わ稲せ田だ大学政治経済学部を卒業したあと、山やま二に證しよう券けんに入社した。営業畑や管理畑を経験し、最後は経営企画部に配属されていたらしい。当時の大証券会社の経営企画は出世コースであり、山二證券ではもっとも重みのある部門とされていた。


    　しかし一九九七年、バブル破は綻たんの余波で日本経済が不況にあえぐ真まっ直ただ中なか、四大証券の一角だった山二證券は自主廃業に追い込まれる。木島も失職するしかなかったが、いくつかの証券会社や企業から、うちに就職しないかと声がかかった。その中のひとつが東丈会だったのだ。


    　木島は営業だったころ、度胸を見込まれて大クライアントのひとつである東丈会を担当しており、大きな成果を挙あげていたらしい。そういう縁もあって東丈会が声をかけたと言う。


    　それから今の総長の下もとで、木島は東丈会の経済面を担になってきた。いわゆるインテリヤクザであり、腕うでっ節ぷしが強いわけではないが、度胸は並みのヤクザには及ばないほどあるという。


    　莉音は話を切り出す。


    「ごめんなさい。面白いビジネスはないの。ただ話を聞きたかっただけ。木島さんなら詳しいんじゃないかと思って」


    「ほう。なんだ、言ってみな」


    「私たち、日本商業銀行を買収したの。それは知ってる？」


    「テレビでさんざん頭とう取どりが出てるだろうが。知らないヤツなんているわけがねえよ」


    「そこでちょっとトラブルを抱かかえてて」


    「トラブル？」


    「日本商業銀行の実態調査を進めたら、いろいろ問題が持ち上がってきてね。中小企業信用補完機構っていうところに、融ゆう資し先を介かいして多額のお金が流れているの。それでね、ついさっき、初めて中小企業信用補完機構に行ってみたんだけど……どうもヤクザっぽいのよ」


    　木島は大いに呆あきれた顔で、俺たちを交互に見み据すえる。


    「なんだぁ？　京きよう武ぶ会かいと話がついていたんじゃねえのか？」


    「え？」


    「もともと日本商業銀行なら京武会の縄張りじゃねえか。おまえら、そんなことも知らなかったのか？」


    「うん……知らなかった。というか、私たちがそんなこと知るわけないし……」


    　戸と惑まどう莉り音おんに構わず、木き島じまは話を続ける。


    「銀行だよ銀行。こんなうまい話はねえ。ヤツら、うまいことやりやがったと悔しがってたところだ」


    「じゃあ中小企業信用補完機構は、京きよう武ぶ会かい系だったの？」


    「当たり前じゃねえか。ところがだ、その銀行をおまえらが買収したらしいって話だ。俺は最初信じなかったね。あんな美お味いしいシマ、京武会が手放すわけがねえもんな。しかしだ……おまえらの頭とう取どりがあんだけテレビに出てりゃ、嫌いやでも信じざるをえんだろう。連中、ずいぶん簡単に銀行を手放したものだなと俺も不思議だったが……まぁ、おまえらと京武会で何か協定でも成立したんだろうと思ってたところだ」


    「ううん、ぜんぜん」


    　莉音は激しく首をふった。


    「マジかよ。だったらヤツら、怒りくるっているだろう。ところがだ、これだけ新頭取が有名になっちまったら、簡単には手が出せねえ。恒こう太た様だっけか。アイツすげえよな、天才だよ」


    「いや本当はまったく天才なんかじゃないんです。申し訳ございません……」


    　なんだか木島まで騙だましているような気持ちになってしまい、とっさに俺は謝罪の言葉を口にした。


    　莉音は腕を組んで首をひねる。


    「どうするのがいいかしら……神こう戸べまで行って京武会の会長と話をつけてくるとか……」


    「日本商業銀行をコマしてたのは京武会傘さん下かの興こう誠せい会かいだ。武闘派だが知恵も回る。組員は四〇〇。東京で活動する京武会系の組としちゃもっとも大きい。コイツらを飛び越えて神戸と話をする前に、まずは直接交こう渉しようしてみることだな」


    「話の土ど俵ひように乗ってくれないのよ。木島さんの話を聞いた上で思い返してみると……たぶんメチャメチャ怒ってる」


    「怒るに決まってるじゃねえか」


    「たしかに激怒するわよね……」


    　しばらく考える風だった木島は、椅い子すの肘ひじ掛けを叩たたいた。


    「……なら、話の土俵に乗せてやろう。手を貸してやる」


    「ちょ、ちょっと待って。どういうこと考えてる？」


    　慌あわてて莉音が制した。


    「うちの組員を貸してやる。連れて行け。……よし、俺も一緒に行こう」


    「無理やりすぎる。火に油を注ぎかねないでしょ」


    「それでも、話の土俵には乗るだろう。なに、ドンパチするわけじゃねえんだ」


    「妙な方向にならないかしら」


    「話を聞いた限りでの俺の見立てだと、十じつ中ちゆう八はつ九く、向こうはお嬢ちゃんのことをなめてるんだろう。だから話をする意志もない」


    「それはそう思う」


    　莉り音おんは素直にうなずいた。


    　木き島じまはテーブルをこづく。


    「だからなめられないようにすればいいだけだ。あとは交こう渉しようしてまとめろ」


    　莉音はソファにもたれかかり、中空に視線を泳がせた。


    　まずは相手を、交渉の土台に乗せなくてはならない。しかし相手は乗る素振りすらなく、それどころか激怒している。このままでは、どんな妥だ協きよう点も探さぐれない。どうするべきか、極めて難しい対応だろう。


    　やがて莉音は、意を決したようにうなずいた。


    「……わかった。打開点もないし、それでやってみましょう。でも、興こう誠せい会かいを土ど俵ひように乗せるだけでいい。それ以上のことはしないで」


    「俺たちも戦争なんてしたくない。こっちは一〇〇人の組、興誠会は四〇〇人だ」


    「それから、お礼はどうすればいい？」


    　木島は興味がなさそうに手を払う。


    「いらん」


    「待って。あとでお金を請求されたり、日本商業銀行を自分のシマだと思われたら困るの。私たちは東とう丈じよう会かいのフロント企業じゃないからね。それ絶対に勘違いしないで。一難去ったあとで、今度は木島さんが敵になるなんて勘弁してほしい。だから、報ほう酬しゆうは確定しておきたいの」


    「わかってるよ。お嬢ちゃんの実力なら、もう十分に知ってる。おまえらとは殺し合いをした間柄だが、これで仲直りってことだ。今度だけはタダで手を貸してやる」


    　木島はタダで引き受けると言い切った。


    　しかしヤクザ相手なのだ。その言葉を、どこまで信頼していいものか……。


    　好意的に見れば木島の言うことは本心なのかもしれない。しかし古人曰いわく、『タダより高いものはない』とも言う。


    　せめて一時的に借りる組員の人件費くらいは、相手をするのが京きよう武ぶ会かいだけに、一人頭一〇〇万円は用意しなくてはならないはずなのだ。俺たちはそのあと、何度も報酬を払いたいと申し出た。


    　それでも木島は固辞しつづけ、決して受け取ろうとしなかった。木島は、俺たちと仲直りをしたいのだと真剣に繰り返した。


    　仕方なく俺たちは、あとから一方的に報酬を支払うことにした。本当に木島がタダで協力してくれたのだとしても、ヤクザに借りを作るのは避けた方がいい。


    　とりあえず明日、中小企業信用補完機構の前に集合という約束をして、俺たちは木島組をあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　金きん融ゆう庁ちようへ報告に行くと、再び先日の七人がぞろぞろと出てきた。


    　今日までの状況を莉り音おんが説明していく。


    　俺たちの話を聞き終えた斉さい藤とうさんは頭を抱かかえた。


    「暴力団が実質的に銀行を掌しよう握あくしていたとなると……これは……」


    　金融庁としては大変な難題である。認可したばかりの銀行が指定広域暴力団に汚染されていたとなると、金融システムに関する一大事件だ。もしオープンになれば、連日ニュースで騒がれ、株価は下げ落らくし、政治経済に大規模な打撃になることは確実だった。金融庁の信頼も地に落ちるし、梶かじ原わら大臣のクビは間違いなく飛ぶだろう。内閣府特命担当大臣（金融担当）は政権の中ではもっとも重要な地位を占める大臣であり、内閣全体が瓦が解かいしかねない。


    　革命部としても、傘さん下かに取り込んだばかりの銀行が、暴力団と蜜みつ月げつの関係にあったとは言いたくない。たとえ俺たちに関係なかったことでも、世間はそう見ないものだ。一般的に考えれば、暴力団が絡からんでいる企業を、やすやすと買収できるはずもない。革命部のイメージが傷つくのは確実だろう。


    　居並ぶ官かん僚りようたちも、ケンケンガクガクの議論を繰り広げ始める。


    「マズイなんてもんじゃない。これはもう警察に介かい入にゆうしてもらうべきじゃないですか？」


    「いや、それも……。公おおやけにするわけにはいかんでしょう。なんとか内々でケリをつけなくては」


    「じゃあどうするんです？」


    「梶原大臣の政治ルートなら京きよう武ぶ会かいと話をつけられるのでは？」


    「無理でしょう。梶原さんなんてアテになりませんよ。それなら警察庁に内々で処理してくれるように依頼した方がずっといい」


    「ぼくもそれがいいと思う。警察庁も事情は理解してくれるはずだし、内々の処理に協力してくれるでしょう」


    「なら、大学のサークルの後輩が警察庁に行ってるんです。ちょっと呼び出して、それとなく話を聞いてみましょう。さっそく今日にでも」


    「それより総理に直接諮はかった方がいいのでは？　ぼくらが警察庁と会合を持つより、政府としての協力態勢を作った方が……」


    「内閣を動かすなら梶原さんが邪じや魔まだよ。あの人はギリギリまで日本商業銀行の査察に反対してた。今さら手のひらを返したくはないはず」


    「だったらどうする？　どっちにしろ警察庁だって極ごく秘ひ裏りに動くなら、内閣には諮らねばならんでしょう」


    　官僚たちの話を黙って聞いていた莉音が、唐とう突とつに口をはさむ。


    「ちょっと待って。今聞いていて、金融庁としての方向はわかった。まずは革命部でなんとか対応してみるから」


    「しかし京武会なんですよ？　警察に動いてもらうしか……」


    「そうです。警察の方で処理してもらってから、きちんとした形で革命部さんに仕切り直してもらいますから。その方が安心でしょう。ぼくらとしても大ごとにはしたくないし、革命部さんが協力してくれたことにも報むくいるつもりですよ」


    　そんな官かん僚りようたちに、莉り音おんは熱心に説得する。


    「でも、決着を警察に売り渡すような形で経営を引き継いで、京きよう武ぶ会かいが『はい、そうですか』と納得するとも思えないの。いずれさまざまな形で経営に支障が出てくる。それとね、こっちの方が重要なんだけど、革命部としては警察を引き入れたくはない。きっと警察庁の天下り先になる」


    「気持ちはわかりますが、革命部さんが京武会と交こう渉しようなんてできるんですか？」


    「たぶん大丈夫」


    　莉音が請うけ負おうと、官僚たちは呆あきれた。


    「そんなバカな」


    「ちょっと考えてみて。そもそもこの話が回ってきたのも、革命部の政治力によるものよ。梶かじ原わら大臣は最初、私たちに銀行に関わらせようなんて思ってもいなかった。でもこうして、銀行に片足突っ込んでる。ほんの少し、たぶん政治力はある。ね、まずはなんとかしてみるから」


    　莉音は説得を重ねた。


    「……革命部さんって、いったい何なんです？」


    　ポツリと、誰にともなくテーブル末端にすわる官僚がつぶやいた。


    「私たちでもダメだったら、警察を引っ張り出すなり、内閣を引っ張り出すなりすればいいと思うの。でもそのときはきっと、日本商業銀行の役員には、警察庁が関係者を送り込んでくるはずよ。銀行は私たちの手から離れて、警察のものになる」


    「それでも警察が守ってくれるなら、革命部さんが片かた山やまから購入した株券は無駄になりませんよ。二〇億でしたっけ。その価値だって少しは増えるかもしれない」


    　そう斉さい藤とうさんが説明した。


    「二〇億の株券が二五億になったからって、大して嬉うれしくない。問題は、銀行の方針が私たちから離れちゃうこと。それじゃ意味がない。この銀行をグループの中核にしたいの。私たちが銀行を、巨大なものにしたい」


    　熱意を込めて莉音は語った。


    　官僚たちは困ったように顔を見合わせる。俺たちの政治力をどこまで信じていいのか、判じかねているのだろう。


    　斉藤さんが官僚たちの意見を代弁する。


    「正直なところ、『ハイ、わかりました』と言えるような事態ではありません。重大な事態なのです。このまま指をくわえて放置もできない」


    「それはわかってる。だから、ほんの少しだけ時間をちょうだい。少しでいいの」


    「どのくらいの期間ですか？」


    「それじゃ、一週間で」


    「そ、そんなに早く？」


    「うん。それでダメなら、金きん融ゆう庁ちように再建方針を丸投げするから。そのときは警察庁を引っ張りだせばいいと思うの」


    　一週間と聞いて、官かん僚りようたちの顔つきが変わった。莉り音おんに、誰も異存をはさまなかった。だいたい三年近く放っておいたわけだから、一週間なら待ったうちに入らない程度の期間である。
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    　木き島じまと待ち合わせした五分前に、莉音と俺は中小企業信用補完機構のビル前に到着した。木島自身が、何人かの組員を引き連れてくるということだったが、まだ姿が見えない。


    　俺たちは待った。


    　やがて待ち合わせ時間を若じやつ干かん過ぎたころ。


    　漆しつ黒こくのメルセデスベンツが複数やってくるのが見えた。間違いなく木島組だ。


    　しかしなぜか、メルセデスは何台も続いていた。少なくとも一〇台は来ているだろうか。車の中には数人の影がうごめいているから、ぜんぶで数十人はいるように見える。


    　──え？　お、多すぎだろ……？


    　莉音と俺は呆ぼう然ぜんと、その様子を眺めていた。


    　すぐにビル前の大通りの路肩が、黒い車列で埋め尽くされた。異様な光景だ。


    　そしてバタバタとベンツのドアが開き、大挙してヤクザが現れた。やはり五〇人……いや、七〇人くらいだろうか。木島組の大半が出てきたのかもしれない。


    　周囲にヤクザたちが列をつくったため、通行人には仰ぎよう天てんして道から飛び退のく者もいた。


    　せいぜい数名、多くても一〇人程度だと思っていた。それがなぜ、こんなことになっている？


    　整然とした列の前、木島が進み出るのが見えた。木島は男たちを向き、訓辞を述べる。


    「てめぇら、一歩も引くな！　いいな！」


    「うす！」


    　男たちは気勢を上げた。


    　木島は俺たちをチラとだけ見て、歩きながら口にする。


    「行くぞ」


    「ちょ……ちょっと！　なんなのこの人数!?　多すぎじゃないの!?」


    　慌あわてて莉音は制止しようとしたが、木島は先だってビルの中へ入って行ってしまう。男たちもぞろぞろと続く。


    　連つらなるヤクザたちの最後尾、追いかけるように俺たちはビルの中に入った。


    　パーティションの奥から、すでに怒号が飛び交っているのが聞こえてくる。あまりに大勢の男たちが一気に突入したものだから、通路は詰まり、なかなか前へ進めない。


    　俺たちはヤクザたちを掻かき分け掻き分け、なんとか大部屋になっている場所に進み出た。


    　大量の木島組と、数名の興こう誠せい会かいが向き合っている。


    「なんだぁてめえら！」


    「宮みや本もとさんに用がある。出せ」


    　木き島じまが進み出て、落ち着いた口調で言った。


    「まずは貴様が名乗れや！」


    「東とう丈じよう会かい、木島だ」


    　興こう誠せい会かいの男は目をむいて木島に食ってかかる。


    「東丈会ぃぃいい？　何しに来やがったんだ!?」


    「粋いきがってんじゃねえ！　宮みや本もとさんは俺のことを知ってる。早く出せ！」


    　対する木島も、今度は大だい喝かつした。


    　数名の興誠会組員を木島組の男たちが取り囲み、怒号が部屋いっぱいに響き渡る。ただ責任者を呼んでいるだけなのに、鼓こ膜まくが破れそうなほどの大だい音おん声じようと、この騒動。


    　これからいったい、どうなってしまうのか。しかしすでに、止めるには何もかもが遅すぎた。俺と莉り音おんのふたりでは、もはやどうすることもできない。


    　しばらく怒声が飛び交うやり取りが続いていると、奥から興誠会の応援がぞくぞくと出てきた。戦力はぜんぶで二〇名ほどだろうか。先日、莉音とやってきたときに、俺たちを取り囲んでいた人間たちだ。興誠会四〇〇人の大組織と言っても、この中小企業信用補完機構に勤務する暴力団員はこの二〇名なのだろう。もしかしたら本職の暴力団ではなく、準構成員も交じっているのかもしれないが。


    　彼らの叫きよう喚かんが、いよいよ激しくなった。耳が痛くて、なんの言葉も聞き取れない。


    　莉音も興誠会と木島組の中央に立ち何か叫んでいたが、一言も聞き取ることができず、まったくの無力と言ってよかった。


    　そんな騒乱のなか、パーティションの奥からひとりの男が進み出てきた。


    　宮本だ！


    　それを認めた興誠会と東丈会、双方が一気に静まりかえった。怒声の嵐から一転して静かな空間に飛ばされ、キーンと耳鳴りがした。


    「おや、誰かと思えば、木島さんじゃないですか。ぞろぞろと引き連れてなんの用ですか？」


    　人数で圧倒されているにもかかわらず、宮本はあいかわらず無関心な対応ぶりだった。


    　木島と宮本が向き合う。


    「日本商業銀行の件だよ。悪いが面倒を見てやることになった。その相談に足を運ばせてもらった」


    　そんな木島の話に、突然、宮本は能面をかなぐり捨て、俺と莉音を睨にらみつけてきた。


    「んだとぉお!?　貴様ら、東丈会の準構成員だったのか!?」


    「違う！　話が違う！　まったく違う！」


    　莉音は大きく腕を振って叫んだが、すぐさま双方の怒号によってかき消された。


    　興誠会は逆上し、木島組は激げつ昂こうした。


    　部屋内は、先ほどよりもさらにいっそう大声で満たされた。耳をつんざくような激音が飛び交う。


    　木島の言う『面倒を見てやる』とは、言葉としては幅広すぎて、何を意味するのかわからない。興こう誠せい会かいの立場を奪うようにも聞こえるし、ちょっとした相談を受けるくらいの軽い役目のようにも受け取れる。言葉の含みが大きすぎて、相手の想像力をかきたててしまう。もしかしたら木き島じまは、わざとそのような言葉を遣つかったのだろうか？


    　木島とてヤクザだ。このトラブルに乗じて革命部を利用し、日本商業銀行を乗っ取ってしまうことまで考えている可能性だってゼロではないだろう。


    　もしくは木島は、興誠会に取って代わってまで日本商業銀行に介かい入にゆうしようとは考えていないかもしれない。単に今回の協力を、『面倒』という言葉で表現しただけかもしれなかった。その辺はわからない。


    　しかしハッキリしていることは、木島は暴力団員であり、チャンスがあればどのような利権にでも顔を出したいはずで、さまざまな動向を見極めて好機をうかがっていることはたしかだ。このような大軍を動員したり、含みある言葉を遣って場を揺さぶり、チャンスが顔をのぞかせるのをうかがっていることは、暴力団員としては当然の姿勢だった。


    　とにかく、木島の言葉によって、興誠会がいっそう激怒したことは間違いなかった。


    「帰れやああああ！」


    「殺すぞこらぁあああああああ！」


    「東とう丈じよう会かいごときがすっこんでろやぁああああああ！」


    「京きよう武ぶ会かいは大阪にでも引きこもっとけやああああああ！」


    「雑ざ魚こがうるせえんだよぉおおおおおおおおおお！」
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    「田舎いなかもんが東京に来るなやあああああああああ！」


    「死にてぇのかこらぁぁあああああああああああ！」


    「ぶち殺すぞてめぇえええええええええええええ！」


    　双方の組にはさまれ、身体が震ふるえてくるのを俺は禁じ得なかった。


    　──マ、マジこええ……。


    　このままでは鼓こ膜まくが破れてしまう。耳が痛いとか、そういうレベルじゃない。


    　これほどの気迫の中に身を置いたのは初めてのことだった。映画や漫画などでヤクザが怒声を浴びせるシーンを見たことくらいはあったが、実物はまったく違っている。身体の芯しんに響く。一歩間違えば今すぐ殺し合いの喧けん嘩かに発展し、刃やいばでも突き立てられそうな気がした。


    　座の中央で莉り音おんも身振り手振りを交まじえ、必死で何か叫んでいるが、もうまったく声が聞き取れなかった。


    　ついに莉音はテーブルの上に乗って双方に叫び声を上げるが、まるで効果はない。


    　俺も莉音の傍そばに寄り、テーブルの上で制止しようとした。しかしヤクザたちまで同じようにテーブルの上に乗ってきて、辺りは鬼の形相で叫ぶ男たちで入り乱れ、何が何やらわからない大混乱に包まれた。


    　机は押し倒され、椅い子すは蹴けり倒され、書類はまき散らされ、まさに騒乱状態。


    　ヤクザたちはお互い顔を突き合わせて睨にらみ合い、胸をど突き合っている。


    　もみくちゃになりながら俺は机から引きずり下ろされ、机は引き倒され、ついには騒乱の渦うずから弾はじき飛ばされた。


    　興こう誠せい会かいと木き島じま組ぐみが入り乱れる暴動を、俺は呆ぼう然ぜんと端はたから眺める。


    　交こう渉しようどころではなかった。話すらままならない。


    　ふいに、部屋の隅すみで、もぞもぞと何かが動いているのが目に留まった。動いたのは、ぽつねんと角に置かれた麻あさ袋ぶくろだ。袋の口は縄でしっかり閉じられている。


    　麻袋の中に猫でも入っているのだろうか。この怒号の中、さすがにおどろいて安眠を妨さまたげられたのかもしれない。


    　不ふ憫びんに思った俺は、逃がしてやろうと麻袋に近寄った。もぞもぞとした動きは、妙に大きい物体だ。猫にしては、いささか大きすぎるように思った。


    　俺はきつく縛られた縄をほどき、麻袋の口を開けた。


    　出し抜けに中から出てきたものを見て、俺は腰を抜かすほど仰ぎよう天てんした。


    　──片かた山やま！


    　まさかの日本商業銀行の元頭とう取どり、片山登場である。


    　恒こう太たに頭取をサッサと譲ゆずり渡し、お金だけ持って国外にでも逃げてしまったのかと考えていた。しかしどうやら、興誠会に捕まっていたらしい。


    　片山は麻袋から首だけを出し、涙目で、必死に口をぱくぱくさせていた。口の動きから察するに「助けてください」と言っているのではなかろうか。


    　俺は渦から弾き出されまいと踏ん張っている莉音の元へ行き、手を掴つかみ上げて引っ張った。莉り音おんは疑わしげに俺を見たが、片かた山やまの麻あさ袋ぶくろまで強引に引っ張って行くと、俺と同じようにおどろき、無む惨ざんな片山の姿に目をみはった。


    　飛び交う怒号のせいで、片山の言葉も、莉音の言葉も聞こえない。


    　やがて俺たちに気づいた興こう誠せい会かいの面々が数人群がってきて、麻袋の前に立ちはだかった。そして引ったくるように麻袋の縄を締め直し、袋にケリを入れた。思い切り蹴けったわけではないようだったから、余計なマネをするなという合図だろう。


    　そして麻袋を投げ出した興誠会の面々が、俺と莉音に突っかかってきた。


    　総勢一〇〇人近くの大だい音おん声じようが部屋いっぱいに響いているため、何を言っているのかわかるわけもない。


    　今度は莉音が、俺の手を取った。そのまま莉音に引っ張られ、俺たちは出口へ向かう。


    　男たちを掻かき分け中小企業信用補完機構の入り口を抜け出し、やっとのことで俺たちはビルの外へ出た。日差しがまぶしく、いっぱいの開放感を抱く。しかし、耳鳴りだけはやまなかった。


    　俺は両耳を押さえる。


    「み、耳が、痛い……。なんか、鼓こ膜まくが……引きちぎられた感じだ……」


    「ああー、失敗した……」


    　莉音は顔に手をあて、うなだれた。

  



  
     第三章　銀行再建（二）


    



    　俺と莉音は、新幹線に乗っていた。これから神こう戸べへ向かうのである。


    　神戸には、京きよう武ぶ会かいの本部があった。もはや興誠会と直接交こう渉しようするのが不可能である以上、本部と話をつけて矛ほこを納めてもらうしかない。俺たちが原因となっての東とう丈じよう会かいと京武会の衝突だけは回避しなくてはならなかった。


    　グリーン車はほとんど客がおらず、前後左右はガラガラだ。


    　莉音は反省の言葉を口にする。


    「私、バカね。ヤクザを二度もまともに信用しちゃった……。木き島じまさんも、日本商業銀行に手を伸ばしたかったのかもね」


    「そうだなぁ。なんせ銀行だ。多少の無理をしてでも、喉のどから手が出るほどほしいのかもしれない」


    　俺たちを助けるのは、仲を戻すためと木島は綺き麗れい事ごとを並べていた。しかし先ほどの状況では、その話も信用できない。木島が介かい入にゆうする好機をうかがっていることはたしかだ。


    　莉音が二度信用したというのは、ＥＥ買収戦で巻き起こった海かい胴どうとのトラブルのとき、東丈会の総長が莉音を罠わなにはめたことが一度目。そして今回が二度目ということだろう。


    「私が間違ってた。こればかりはヤクザの習性だもの」


    　苦く渋じゆうの様子で莉り音おんは言った。


    　今回の決着のためには、なんとか京きよう武ぶ会かいと話をつけなくてはならない。また結果的に東とう丈じよう会かいを引き入れてしまった詫わびをいち早く、そして直接しておかなくてはならなかった。木き島じま組とやり合っている興こう誠せい会かいは京武会直系の有力な組であり、丁てい重ちような詫びを入れておかないと面倒ごとに発展してしまう。


    「でもさ、最初に京武会へ行くより、こんなときこそ海かい胴どうに収めてもらう方が良かったんじゃないか？」


    「それも一案。でもね、もともと木島さんの支援を受け入れようと思ったのは、できれば京武会と東丈会を舞台に引き入れずに、興誠会と直接交こう渉しようできればいいと考えたからなの」


    「どうして？　上に話を通して、命令してもらった方が早いだろ？」


    　そんな俺の話に、莉音は首をふる。


    「それは安あん直ちよくよ。ちょっと考えてみて。たとえば日本商業銀行が興誠会の仕事だったのに、私たちがそれを無視して京武会上層部と勝手に話を決めてごらんなさい。仮にそれで話が決まったら、興誠会を追い出して、私たちが銀行を手にする。でもね、興誠会は私たちに憎しみを抱くはずよ。きっと、これ以上の屈くつ辱じよくはないと思うわ」


    　ポンと俺は手を叩たたく。


    「なるほど……たしかに興誠会にとっては屈辱だろうな……。もし現場同士で手打ちができるなら、それが一番いいってことか」


    「そう。だから、あんまり大ごとにしないで、興誠会と妥だ協きようしたかった。お互いができるだけ損をしない範囲で、落としどころを見つけることができたはずよ。でも、興誠会を交渉の土ど俵ひように乗せようと思って、木島組の支援を受けたのが悪かった。私の落ち度……」


    「だから海胴に話を持ち込む前に、京武会と話をつけるってわけか」


    「興誠会とはもう無理そうだし、それが一番ベターでしょう。海胴を引っ張りだしたら、今度は京武会がヘソをまげかねないからね。海胴は最後の手段」


    「……京武会と、決着つけられればいいな」


    「そうね……。京武会にまったく取り合ってもらえなかったら、そのときは海胴に頭を下げましょう」


    「そうだな」


    　俺と莉音は窓に目をやり、しばらく黙りこくって景色を眺めた。右手には富士山が見える。晴れ渡った空は気持ちいいひよりなのに、俺たちは気疲れしていた。


    　火消しに俺と莉音を走り回らせているにもかかわらず、こんなときでも恒こう太ただけはひとり意気揚よう々ようとテレビに出まくっているに違いない。目の前に広がる田園風景を眺めながら、どんなときでも動じることのない恒太は、意外と一番の大物なのかもしれないと思ったりした。


    　ふと騒乱を抜け出す直前のことを思い出し、俺は口にする。


    「そういえば……片かた山やまがいたな」


    「いたわね」


    　莉り音おんは窓の外を眺めながら、気のない返事をしてきた。


    「麻あさ袋ぶくろに入ってた」


    「入ってたわね」


    「すごい涙目だった」


    「涙目だったわね」


    「きっと袋の中が好きなんだな」


    　そう言うと、莉音は吹き出して俺に視線を向けた。


    「あはは。きっとそうね」


    「助けとく？」


    「まずは事情を聞きましょう。それはたぶん、興こう誠せい会かいの方に聞かないとわからないけど。きっと殺されるようなことをしたのかもしれないし」


    「したんだろう、きっと。俺たちに銀行を売っぱらったのが独断だったとか、そんなところかな」


    「もっと複雑な事情もありそうな気がするけど……どういう関係だったのかしら？」


    　そんな莉音の疑問に、俺はおどけて応じる。


    「袋の中が大好きなんだよ、やっぱり」


    「あはははは。だったら、そっとしといてあげた方がいいかな」


    　俺たちは顔を見合わせて笑った。


    　片かた山やまの運命は、言葉にしなくても明らかだ。いずれにせよ日本商業銀行の決着をつけないと、片山を助けてやることもできそうにない。


    



    
      ◇

    


    



    　兵庫県神こう戸べ市。


    　新幹線を降りた俺たちは、京きよう武ぶ会かい本部へ直行した。


    　東とう丈じよう会かいは和風だったが、京武会はどこにでもありそうな無ぶ骨こつな邸宅だ。しかし規模は一回り大きく、公安警察らしき数も若じやつ干かん多い。私服の三人がバラバラに点在していたが、みな警察関係者だろう。


    　門の前に立ち、莉音はおもむろにチャイムを押した。


    　すぐにがさがさと音が鳴ったが、声が聞こえてこない。たしかに誰かが応答した気配はするのだ。しかしインターフォンは沈黙したまま。


    　莉音が口を開く。


    「こんにちは。もしもし」


    　やはりなんの返答もなかった。


    　莉音はさらに大声を上げる。


    「もしもーし！　聞こえるー？　もしもーし！」


    「聞こえとるわ！　ガキが！　用件を言え！」


    　今度は男の怒声が返ってきた。当たり前だが関西訛なまりだ。


    　辺りにはカメラがいくつか設置されていて、この玄関口にも複数のカメラが向けられている。当然、俺たちの姿は丸映しらしかった。


    「会長と話したくて東京からやってきたの。そちらの直系──興こう誠せい会かいさんの件でお話ししたいと思ってる」


    　いきなり莉り音おんは本題を告げた。


    　男は頓とん狂きような声で応じる。


    「なんだとぉ？」


    　俺たちのように、表玄関から調停をお願いしに来るような客はいないだろう。


    「会長とは一度、東とう丈じよう会かいのお屋敷でお会いしたことがあるわ。私のことを覚えているかどうかわからないけれど、直接お話しできればなぁって」


    「なんでこっちに来るんや？　興誠会と話せばよかろうが」


    　男は事務的な口調で言った。


    　まったくその通りなのだが、状況が状況だ。こちらも引くに引けないのである。


    「興誠会さんと少しいろいろあって、どうしても会長さんとお話がしたいの」


    　莉音は揉もめている件を『少しいろいろ』という表現で伝えた。まぁ、こういう言い方をするしかないのだろう。ここで取り次ぎの男に事細かに話すような内容でもない。


    　男は少し苛いら立だったようだ。


    「だからなんの話なんや？」


    「相談。どうしても！」


    「相談やと？　まわりのポリスどもにでも相談しとけや。そこら中に立っとるやろ」


    　構わず莉音は拝おがむように言う。


    「お願い！　取り次いで！」


    「おまえらみたいな怪しいヤツらを取り次げるわけなかろうが！　去いね！」


    　男が言い終わるのと同時、ガチャリと音声が切れてしまった。


    　莉音は顔をしかめる。


    「仕方ないわね。しばらく待ちましょう」


    「待つっていっても、そこら中のカメラに映し出されるぞ。警戒されるんじゃないか？」


    　カメラの数を見れば、邸宅の周囲に死角はなさそうだった。あらゆる箇か所しよを見通せるようにカメラが据すえ付けられている。


    「いいでしょ。隠れてるのも変だし」


    　莉音の提案通り、俺たちは会長が門を通るのを待つことにした。本部なのだから、いつかは会長が出入りするはずだ。そのときに突撃して話を聞いてもらえばいい。もちろん突撃と言っても、ヒットマンと勘違いされないよう慎しん重ちように近づかねばならないが。


    　会長と俺たちは一度だけ会っているから、会話くらいは交わせるはずである。


    　京きよう武ぶ会かい会長──漣さざなみ彰あきら。


    　日本最大の暴力団組織を率ひきいる、この業界の頂点である。


    　ちなみに海かい胴どうは完全な暴力団員というわけではなく、政財界に君臨するフィクサーであり、京武会会長とはまた異なる存在だ。頭のてっぺんからつま先まで暴力団というわけではない。


    　漣会長は、業界では伝説的な人物であるそうだ。頂点に君臨してもなお、今でも駆け出しのころから住んでいる貧乏アパートの一室に住み、部下を困らせていると言う。護衛が大変になるだけに、部下から引っ越すよう説得を受けるのだが、頑として固辞したままだそうだ。自分が儲もうけたお金は組織のため、部下のため、地域の発展のために全額を渡してしまうのだと言う。


    　まぁとにかく、俺は暴力団業界に興味はなく、商売上必要な知識として莉り音おんから借りた本で学んだだけである。だから本物の漣会長がいかなる人物なのか、知っているわけではない。一度、海胴に呼ばれて東とう丈じよう会かいの屋敷に出向いた折、ちょっとだけ会った限りでは、軽口を叩たたく強こわ面もてのおじさんという程度の印象しかなかった。


    　果たして交こう渉しように乗ってくれるだろうか。


    　門を見渡せる通りの前に、俺たちはただ突っ立って待機した。


    　こちらの姿はカメラで丸見えだろう。しかし中から男たちが出てくるわけでもなく、追い返される様子もない。俺たちのことなど取るに足らぬ小事と考えているのだろう。


    　しばらく待った。


    　気づくと、公安警察らしき三人が集まって、俺たちをチラチラと見ながら会話を交わしている。不審に思うのは無理もない。だが俺たちの方から話しかけるのも変だ。彼らを無視して俺たちは立ちつづけた。


    　この場所に立ち一〇分ほどしたころ。


    　三人の公安警察らしきうちのひとりが、俺と莉音にゆっくり近づいてきた。彼らのうちで一番の年配、四〇歳過ぎたおじさんだ。


    「おまえら、ここになんの用なんや？」


    　その口調は、ほとんどヤクザがかっていた。


    　暴力団を相手にする警察関係者たちは、同じような立ち居振る舞いだと聞いたことがある。暴力団になめられないようにするためにも、仕方がないのだろう。


    　あけすけに莉音は言う。


    「ちょっとここの会長と話がしたいの」


    「なんだぁそりゃ？　アホなんか？」


    　警察官は目を丸くした。


    「まぁ、アホかもしれないわね。どうしても話がしたくて、会長が出てくるまで待ってるところ」


    「ははは、面白い姉ちゃんや。高校生やな？」


    「うん、高校生」


    「どこの高校や？」


    　いつの間にか、職務質問のようなものになっていた。警察と喧けん嘩かしているわけでもなし、俺たちとしては警戒する必要はない。


    「東京の、青せい海かい大学附属高校」


    「はああ？　東京？　ヤクザ映画でも見て勘違いしたんか？　悪いことは言わん。帰った方がええぞ」


    「ヤクザ映画なんて見ないって。まったく興味ないし」


    　警察官は一瞬ハタと止まり、興味深げに莉り音おんをのぞきこんだ。


    「用件を聞かせてもらわにゃあ」


    「ノーコメント。って言ったら？」


    　警察官は無言で警察手帳を取り出す。それをフリながら口にする。


    「この印いん籠ろう、姉ちゃんたちは意味わかるか？」


    「わーかったって。私たち今、興こう誠せい会かいとトラブっているの。それでね、会長と手打ちができればなぁって」


    「こ、興誠会と……トラブル……やと？　どこまでアホなんや？　夢でも見とるんかい」


    「本当の本当。だから、会長とお話ししなくちゃいけないの。ちょっとここで待たせてもらうわ。仕事の邪じや魔まはしないから」


    「ワケわからんこと言わんときや。場合によっては署まで来てもらわなくちゃならんのやで」


    「だから本当なの！」


    　ラチがあきそうにないので、俺は横から口をはさむ。


    「本当なんです。名刺をどうぞ」


    　きっと俺のことは知っているはずだ。こんなときくらい、知名度を活かさなくてはならない。


    　興味なさげに警察官は名刺を受け取ったが、やがてまじまじと俺を見つめてくる。


    「……うん？　革命部……羽は月づき……？　なんやそら。おまえさん……めちゃめちゃ有名人やないかい！」


    　遠くからこちらの様子をうかがっている仲間ふたりに向けて、警察官は手招きした。


    「おい、どえらい有名人がおるで！」


    　やってきたふたりにも名刺を渡すと、警察官らは俺を興味津しん々しんで取り囲んだ。


    　それから莉音と俺は手分けして、大まかな事情を当たり障さわりない範囲で話した。


    　日本商業銀行を建て直している最中なのだが、興誠会に絡からまれて大変なのだということと、俺たちが被害者なのだということを強調した。今回のケースで俺たちが純然たる被害者なのかどうかはともかく、警察相手にはこう話しておくべきである。


    　そうは言っても興誠会から恫どう喝かつを受けているわけでもなく、向こうも正当に法に則のつとって介かい入にゆうしてきていて、なんとか穏おん便びんに京きよう武ぶ会かいと話をつけたいのだと説明した。


    　実際のところは複雑に絡み合う難しい問題で、俺たちは中小企業信用補完機構に出向いたとき、二〇人に取り囲まれ、そのとき恫喝に近い行為を受けている。しかし木き島じま組ぐみを介入させたのも形式上は俺たちであり、なにより興こう誠せい会かいを警察に売り渡すようなことをして、安あん易いな解決法を取るのは好ましくないと思っていた。


    　ただ単に企業を大きくして社会的に成功を収めるだけなら、警察に解決を依頼するのもいいだろう（今回のケースは、警察が簡単に事件化できる状況とは言えないかもしれないが）。


    　しかし俺たちの目的ははるかに高いところにあり、革命を成功させることなのだ。普通のことを普通にやっていたのでは、死ぬまで目標に届くわけもない。俺たちは社会の裏も表も取り込んで、目標への最短距離を進まなくてはならなかった。


    　世界革命には、暴力団だろうがマフィアだろうが、軍隊だろうが政治家だろうがマスコミだろうが宗教だろうが、必要に応じて取り込んでいけるだけの清せい濁だくあわせ呑のむ度量が必要だ。莉り音おんの下もとでさまざまなことを経験し、今の俺はそれを嫌いやと言うほど身に染しみて感じていた。


    　ひととおり話を聞き終えた警察官らは、とりあえず納得してくれたようである。


    「今聞いたことの報告は上げとくで。連中と話して解決できるかどうか知らんけど、まぁ好きにしい」


    　一番若い二〇代後半の警察官がそう言うと、最初に俺たちのところにやってきた四〇代のおじさん警察官が口にする。


    「いや、漣さざなみ会長は話せるヤツや。誠意もって話せばうまいこと決着つけられるやろ」


    　別の警察官も言う。


    「直接交こう渉しようしようなんざ、なかなか勇気あるやっちゃで。革命部とかいうの、なんやタダのテレビ受けする集団くらいに思うとったが、えろう行動派やな。見上げたもんやわ」


    「漣会長なら、いつも一四時キッカリに車で出かけよるで。それまで待ってみいや。声くらいかけられるやろ。相手にされるかどうかは知らんが、好きなだけやれや」


    　時刻はお昼を過ぎたばかり。あと一時間半ほどで会うことはできるようだった。


    　俺たちは、どうやら警戒を解かれたらしい。


    　この三人の警察官に囲まれ、俺たちは世間話を続けた。こうして立って監視しているだけの警察官たちも、大変な仕事だと思う。京きよう武ぶ会かいになんの動きのない日々が続いても、たしかに警察の誰かがやらなくてはならない仕事だ。彼らにとって俺たちの来訪は、日常と違うちょっとしたハプニングなのだろう。


    　そうこうするうちに、時刻は一四時──。


    　重い門が開きだした。


    　警察官のひとりが腕時計に視線を落とす。


    「ほれ、来よった」


    　門が開くと、漆しつ黒こくの車が顔をのぞかせた。


    「どうもありがとう。それじゃ、ちょっと行ってくるね」


    　莉音は警察官たちに明るく言って駆け出した。すぐに俺も後に続く。


    　おもむろに莉音は、車の前に手を広げて立ちふさがった。まだのろのろと徐行しているだけだから、別に危なくない。


    　莉り音おんは叫ぶ。


    「会長！」


    　運転手は幾いく度どもクラクションを鳴らし、威い嚇かくしてきた。


    　住宅街に響き渡る警けい笛てきは迷惑だ。しかし車の前に立ちふさがる俺たちの方が、もっと迷めい惑わく千せん万ばんなのだが。


    　車が停まった。これ以上走れば、俺と莉音に当たってしまうからだ。


    　俺を車の前に残し、莉音は会長がいると思われる後部座席のドアに擦すり寄った。


    　莉音が近づいた瞬間、前のドアが開かれひとり男が滑り出てくる。


    「てめぇ！　なんのつもりなんだ!?　邪じや魔まなんだよ！」


    「会長と話したいの！　会長！」


    　跳はねるようにしながら莉音は言い、後部座席をトントンと叩たたいた。


    　男は莉音の腕を掴つかんで引き離そうとする。


    「邪魔だっつってんだろうが！」


    「ほんの少しでいいの！　お願い、話させて！」


    「てめぇ！」


    　いよいよ男が肩を怒らせて莉音を力任せに車から剥はがそうとしたが、後部座席が静かに開き、漣さざなみ会長が半身を現した。


    「おい、かまへん。カタギさんからのたっての願いなんや。耳くらいかしてやれ」


    　急に男は莉音から手を離し、直立不動の姿勢を取った。


    「はっ、し、しかし……」


    「なんの用や、お嬢さん」


    　会長は莉音に目を細めたが、すぐに顔つきが変わった。


    「うん……おまえは!?」


    「会長！　お話をしたいの！」


    「なんや!?　なんでおまえがこないなところにおるのや!?」


    「お久しぶり。というか、つい最近のことよね。急にごめんなさい。お話があって東京からやってきたの」


    　おそるおそると言ったように男が訊きく。


    「え？　知り合いですか？」


    「おい、こいつらなら大丈夫や。丁てい重ちように扱え」


    「はっ、はい！」


    　漣会長は、莉音と俺に目くばせした。


    「乗れ」


    　すぐに俺たちはうなずき、後部座席に滑り込んだ。


    　そのまま車はゆっくりと走り出す。


    　莉音は車の中から先ほどの警察官たちへ手を振ると、彼らも笑顔で手を振り返してきた。


    



    
      ◇

    


    



    　本部から遠ざかってまもなく、漣さざなみ会長が問い質ただしてくる。


    「なんの用や？」


    「京きよう武ぶ会かいの傘さん下かとトラブったの。ちょっと助けてほしくて」


    　莉り音おんはいつになく畏かしこまって言った。


    　漣会長が眉まゆをひそめる。


    「トラブル……やと？　んなアホなことがあるかい。おまえは京武会の顧こ問もんなんやぞ」


    「そんなこと、私自身だってそんなのよく知らないもの」


    「名刺でも作っとけや。そうすりゃ実感も出てくるやろ」


    「い、いらない……」


    　戸と惑まどいながら莉音は首をふった。


    「ふん。勝手にせいや。んで、どこの組とトラブっとるんや？」


    「興こう誠せい会かい。直接話をつけようと思っていたんだけど、私のミスで大ごとになりそう」


    「詳しく聞かせい」


    　莉音は順を追って、経けい緯いを噛かみ砕いて話して聞かせた。


    　長い話だ。車は海岸地域に差しかかり、水面がキラキラ輝いているのが見えた。旅行で神こう戸べにやってきたのなら楽しかっただろう。しかし今は、暴力団の大ボスの車の中。なんとも妙な気分である。


    　ひととおりの話を終えると、漣会長は腹を抱かかえて笑い出す。


    「ふはははは！　木き島じまを引き入れちまったってわけや。そりゃ興誠会は激怒しとるやろ」


    「ごめんなさい。本意じゃなかったの。こちらに非があるし、譲ゆずるべきところは譲る。だから会長に、調停をお願いしたい」


    「ええやろ。ちょっと待っとき」


    　漣会長は携帯を取り上げて、電話をかけ始めた。


    　内容から察するに、興誠会の会長と話しているらしい。漣会長は次のようなことを伝えていた。


    「日本商業銀行をめぐってのトラブルの相手は、実は京武会の身内であること」


    「東とう丈じよう会かいが介かい入にゆうしてきたことはささいな情報の入れ違いからのミスだったこと」


    「トラブルを引き起こした革命部側は、詫わびる用意があるということ」


    「譲じよう歩ほ点を探さぐりたいから宮みや本もとを神戸まで送ってほしいということ」


    　電話を切って漣会長は俺たちに向かう。その語るところによると、興誠会の宮本は、京武会の中でもナンバーワンの稼かせぎ頭がしらと言ってよく、界かい隈わいでは名が轟とどろいている男らしい。対して木島は、東丈会のナンバーワン稼ぎ頭だと言う。


    　宮本と木島のふたりは、暴力団業界ではその名を轟かすＶＩＰであるそうだった。今回の対決は京きよう武ぶ会かいと東とう丈じよう会かいを代表する実力派同士の争いだったらしい。どうりで双方とも、お互いのことを知っていたわけだ。


    　それから、俺たちが中小企業信用補完機構から逃げ去って、三〇分ほどで騒ぎは収まったと言う。当事者である俺たちがいなくなってしまってしまえば、木き島じま組ぐみも大義名分が立たない。


    「そういうことや。宮みや本もとは今晩、神こう戸べに入る。そこで決めるがええ」


    「ありがとう……」


    「ありがとうございます」


    　莉り音おんと俺は素直に頭を下げた。


    「東丈会にはおまえらの方から言っとけ」


    　莉音はうなずいて、携帯を取り上げた。


    　総長には状況を説明し、京武会と直接交こう渉しように臨のぞんでいることを伝え、とりあえずの理解を得た。もともと東丈会は関係ない話だったのだから、総長にとっても寝耳に水だろう。


    　木島との電話は荒れたが、明日また会うことを約束して話を終えた。俺たちが日本商業銀行の運営に、暴力団だろうが警察だろうが介かい入にゆうをさせる意志が一切ない以上、木島組としてはどうにもならない。また俺たちは、沙さ織おりの父さんが経営する銘めい広こう社しやとのいざこざと、ＥＥ買収戦における海かい胴どうとのいざこざで、すでに東丈会とは二戦交えているわけで、脅おどしが通用しないことも木島は重々承知しているはずである。穏おん便びんに矛ほこを納めてもらうしかない。


    　いずれにせよ、形式上、木島組を引き入れたのは俺たちだ。彼らが綺き麗れいに降りる条件として、いくらかお金を支払う必要があるだろう。


    　話を済ませた莉音に、漣さざなみ会長は問いかける。


    「そんで、おまえのところが日本商業銀行を経営するのんか？」


    「うん。どうしても、グループの中核に銀行がほしくてね」


    　考え事をするように、漣会長はソファに身を沈めた。


    「そうか……ふぅむ」


    「ごめんなさい、銀行経営に暴力団勢力を関わらせるつもりはないの。京武会の勢力下にある銀行を乗っ取ることになっちゃって申し訳ないけど」


    「それがええ。ヤクザを関わらせるな。ロクなことにはならないよってにな」


    「でも、儲もうけ口だったんでしょ。相当に金が流れてたみたいだし」


    「宮本は優秀な男や。いずれ京武会を背負って立つやろう。しかし日本商業銀行はやりすぎやと思うとった。このまま行けば興こう誠せい会かいごとサツに潰つぶされかねん」


    「それは確実。調査してみておどろいたけど、絶対にやりすぎだったと思う。私たちが介入しなければ、金きん融ゆう庁ちようは警察庁に極ごく秘ひ裏りの支援を頼む方針だった。そうなれば興誠会は壊滅していたかもしれない」


    「そうか、ここが潮しお時どきやったな。もっとうまいことやらなアカン。興誠会も、まともに銀行経営しといたらよかったんや。おおかた、儲かりすぎて目の色変わりよったんやろ。自分で自分の首を絞めてどないするっちゅーねん。ヤクザっちゅーのはアホな生き物やでホンマに」


    　莉り音おんは興味津しん々しんといった風で漣さざなみ会長をのぞきこむ。


    「なんていうか、会長さん、ヤクザっぽくないわね。前に一度、東とう丈じよう会かいで会ったときもそう思った。ううん、見た目はヤクザだけどね」


    「どこがどうヤクザっぽくないねん？　ワイは骨の髄ずいまでヤクザやで。せやから、ヤクザの良い部分も悪い部分もみんなわかっとる」


    「なんていうかね、気さくな感じがするの。勘違いかもしれないけど」


    「ワイが気さくやと？　わははははは。勘違いも甚はなはだしいわ。ありえん、ありえんわ」


    　そう言いつつ、漣会長は笑い転げた。


    「それから今回の件、助かった。収しゆう拾しゆうがつかなくなったら海かい胴どうに頼ることも考えていたの。でも、会長さんと話せてよかった」


    「おまえらのことは総そう次じ郎ろうに頼まれてる。無む下げにできるわけがなかろう」


    「海胴が？　私たち、すんごく嫌われてるような気がしてるんだけど」


    「アレで総次郎は恥ずかしがり屋なんや。素直やないしな」


    「恥ずかしがり屋？　まさか！」


    「総次郎は、おまえらのために命を捨てる覚悟を持っとる。ホンマやで」


    「ウソ」


    「ウソなわけあるかい。おまえら、総次郎と殺し合いしたそうやないか。それだけでもう戦友や。死闘を演じたからこそ、わかり合える仲もある」


    　たしかに殺し合いだった。俺たちは殺される寸前だった。莉音だって海胴を殺す間ま際ぎわまでいっている。一歩違えば、俺だって間違いなく拳銃をぶっ放していた。


    　それにもかかわらず、俺たちはこうして無事だ。加えて海胴と話ができる仲になったのは、ほとんど奇跡と言ってもよかった。まぁしかし、今でも海胴に嫌われているような気がするが……。


    　莉音は肩をすくめる。


    「わかり合えてないと思うんだけど……」


    「この世界の住人ちゅーのは、論理やない。まして総次郎は、世界でも指折りの表社会と裏稼か業ぎよう、双方の大たい家かやで。おまえらが今まで生きてきた常識で考えるな」


    「……」


    　莉音は押し黙った。


    「ほかならぬ総次郎の頼みやからな。ちょっとワイも考えとる。京きよう武ぶ会かいがおまえらのバックアップをしたるで。まぁ、大船に乗ったつもりでいろや。その代わり、今回の決着、興こう誠せい会かいには色つけて払っとけ」


    「……うん。わかった」


    「とりあえず夜や。今はここで降りろ。二一時、グランドホテルまで来い」


    　辺りを見ると、神こう戸べの繁華街。


    　俺たちは路肩で車を下ろされ、夜にまた合流することになった。なんとか決着がつきそうである。
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    　約束の二一時少し前。


    　グランドホテルのロビーに着くと、ヤクザ系の匂いのする男がふたり、俺たちの傍そばへやってきた。


    　彼らに部屋へ案内されると、早くも漣さざなみ会長と宮みや本もとが待っていた。俺たちが来る前に話し込んでいたようだ。


    　部屋へ入るとすぐ、宮本は立ち上がって俺たちを迎える。


    「姐ねえさんも人が悪い！　まさか海かい胴どう先生の……」


    　先日のやり取りのときとまるで違う雰ふん囲い気きなので俺は面食らった。宮本の目つきは鋭いが、エリートサラリーマン然としていてあいかわらず暴力団員には見えない。


    　すぐに莉り音おんは頭を下げて応じる。


    「私の失敗で東とう丈じよう会かいとのトラブルも誘発しちゃった。本当にごめんなさい」


    　それから俺たちは宮本と相対して、日本商業銀行の買収経けい緯いや、今回のトラブルの成り行きを事細かく話した。


    　宮本は、莉音の説明を黙って聞いていた。殊しゆ勝しような面おも持もちでうなずいたり、ときには顔をしかめたりと、わずかに表情を動かしたが、終始落ち着いた様子だった。


    　ほぼ今日に至るまでの経過を話し終えたころ、漣会長が口をはさむ。


    「姉ちゃんも頭下げてる。ここはワイの顔も立てて、手打ちにしてもらえんか？」


    「……わかりました」


    　宮本は苦く渋じゆうの様子でうつむき、唇をかみしめた。漣会長の取りなしである以上、宮本としては嫌いやでも呑のむしか術すべがないのだろう。


    　興こう誠せい会かいにとって、日本商業銀行はすさまじい利り益えきを出していたはずだ。それなのに、漣会長や海胴の威光をちらつかせられたら、宮本が対抗できるはずもない。宮本は苦にが々にがしい気持ちに違いないのだ。


    　漣会長が、となりにすわる宮本の肩を叩たたく。


    「宮本、そう落ち込むな。銀行の売却はちょうどいい機会やったんやぞ。これ以上続けとったら、間違いなく興誠会は大きな被害を出したろう」


    「うん、自分たちを弁護するわけじゃなくて、本当にそうだった。金きん融ゆう庁ちようも限界に達してたし、あとすこしで警察が動くところだったの。事が事だけに国は水面下で進めようとしていたから、興誠会、京きよう武ぶ会かいにとって危険だったと思う」


    　莉音も追従した。決して交こう渉しようを有利に進めるために言っているわけではなく、本当のことだ。


    「……」


    　宮本は押し黙ってしまった。実際に政府の考えを直接聞いているわけでもないし、実感として理解することは難しいだろう。


    「姉さんはどう手打ちを考えとるんや？」


    　漣さざなみ会長の問いに、莉り音おんが応じる。


    「私が考える手打ち案。すでに中小企業信用補完機構に回っているお金は不良債さい権けん扱いにして、私たちは回収を完全に諦あきらめる。一三〇〇億くらいでしょ？　それ以外の貸出金について、興こう誠せい会かいが管理している融ゆう資し先に残っている資金は返済してもらう。そっちが三二〇〇億ほど。それで、どうかな？」


    　銀行の貸出残高は六八〇〇億円ほどである。


    　そのうち二三〇〇億円ほどは、融資先に普通に連絡がついて、堅実に運営している企業への貸し出しになっていた。これらは興誠会が絡からんではいないだろう。


    　残り四五〇〇億円に中小企業信用補完機構が絡んでいて、莫ばく大だいなコンサルティング費用が流れているのだった。その四五〇〇億円のうち、一三〇〇億円がすでに中小企業信用補完機構に支払われていて、三二〇〇億円が宙に浮いている。この三二〇〇億円は興誠会が実質的に管理していて、日本商業銀行の支払いに充あてたり、時が来たら企業を倒産させたりして巻き上げるつもりのお金なのだろう。


    　宮みや本もとは莉音の提案に首をふる。


    「……それを受け入れることは難しい。三二〇〇億円は実質、興誠会が管理しています。ある程度はいただかないと」


    「気持ちは理解できる。でもね、その三二〇〇億円まで取られちゃうと……貸出金六八〇〇億円のうち、四五〇〇億円が不良債権っていうとんでもない状態になっちゃう。ううん、一三〇〇億円が不良債権ってだけでもすでに大変な事態なんだけど……。もしそうだとすると、私たちは銀行を投げ出さざるをえない。再建方針は金きん融ゆう庁ちように丸投げすると思う。革命部は日本商業銀行に見切りをつけて、他の銀行を探すわ」


    　莉音の話に、俺も心の中で賛同した。あんまりゴタゴタするなら、ぶん投げてしまった方がいい。俺たちが日本商業銀行の株に投入した二〇億円は無駄になるが、今回に限っては仕方がない。


    　警察が介かい入にゆうするなりなんなり、あとは好きにすればいいのだ。こればかりは興誠会の責任であり、京きよう武ぶ会かいがどうなろうと、俺たちが知ったことではない。


    　大局的な視点に立てば、そもそも俺たちは巻き込まれた側であって、事態を解決しようと東とう丈じよう会かいを引っ張りだしたミスはあったが、暴力団と関わることが嬉うれしいわけもないのだ。


    　……と、そこまで考えた。


    　しかし……もう少し考えてみれば、俺たちは爆弾を抱かかえていた。恒こう太たが頭とう取どりになってしまっていたのだ。


    　莉音としては、恒太を投げ出すわけにはいかず、なんとか解決を図ろうとここまで引きずられてしまったのだろう。恒太が勝手に頭取になるようなことさえなければ、莉音は早い段階で日本商業銀行に見切りをつけ、他の銀行を探していたに違いない。


    　──まったく、恒こう太たの野郎……。


    　恒太の得意げな顔を思い出し、俺は失笑しつつ、頭を抱かかえた。


    　今しがた莉り音おんは「他の銀行を探す」と言ったが、きっと本心ではなく、交こう渉しようの一環なのだ。恒太さえ暴走しなければ、とっくに投げ出していただろうに。


    　漣さざなみ会長は宮みや本もとに念を押す。


    「そないなことになってみい。大事件になりよるやろ。こないなことで京きよう武ぶ会かいの代紋をマスコミにさらすのは許さへんで」


    　宮本と違って、漣会長は当事者ではないだけに、状況を客観的に見ることができるのだろう。このまま行けば、日本商業銀行が京武会にとって爆弾になりえることを、十分に理解している。


    「……」


    　宮本はうなだれた。


    「ワイは妥だ当とうやと思うがな。マッポどもが出てきてみい。どっちにしろ銀行は取り上げられる。金まですべてむしり取られるんやで」


    「会長が……そう仰おつしやるのでしたら……」


    　苦く渋じゆうの面おも持もちで、宮本は同意した。


    　このタイミングを良しとしたのか、莉音はもう一歩踏み込む。


    「それともうひとつ、日本商業銀行の融ゆう資し担当者とグルになっていないと、今回の絵は描えがけなかったわよね。だから、興こう誠せい会かいの息のかかった行員をぜんぶ引き上げてほしいの。もう連絡が取れなくなっている元行員もいるけど、その辺、綺き麗れいにしておきたい」


    「……構いません」


    　言葉とは裏腹に、宮本は不満そうだった。


    「退職金は払うから。ひとりにつき五〇〇万。それでチャラ」


    　本来なら、不正行為をしていた行員に退職金など払う必要はない。そもそも彼らは勝手に銀行に出社しなくなり、雲隠れしてしまったのである。しかも、設立したばかりの小さな銀行で、退職金がそこまで多いわけもない。だが、日本商業銀行が抱える不良債さい権けんから見れば、ゴミのような金額だった。


    「……はい」


    「でも今回、東とう丈じよう会かいを引き入れることになっちゃったのは、私の責任。だから、もう五〇〇億を諦あきらめる。興誠会が手にしてる三二〇〇億円のうち、五〇〇億円を引いて、二七〇〇億だけ返してほしいの。今回の件、本当にごめんなさい」


    　ここまで押しつづけた莉音だったが、最後の最後で一歩引いてみせた。交渉を成功させるだけなら一歩下がる必要などなかったはずなのに、あえて莉音は後退したのだ。こういう駆け引きは、やはり俺は莉音の足下にも及ばないと思う。


    　そして莉音は目の前のテーブルに両手をつき、頭を下げた。


    　その瞬間、サッと宮本の顔色が変わった。慌あわてて宮本は莉音の肩に手を置く。


    「あ……姐ねえさん！　やめてください。手打ちの件、よくわかりましたんで。私もワガママがすぎました。どうか、どうか頭を上げてください」


    「わはははは。木き島じまが出てきただけで五〇〇億円もらえるんなら儲もうけもんや。えろうラッキーやったな」


    　漣さざなみ会長は手打ち内容に満足したようだった。そして宮みや本もとを厳しい視線で見やって続ける。


    「それにしても、一息に儲けようとしすぎや。もっとうまくやれ。今回のことは自みずからがまいた種とも言えるやろ」


    「……はい。たしかに、いささか気合いを入れすぎたと思います……」


    「興こう誠せい会かいはぎょうさん企業を持って、堅実に経営しとるやん。今回は、どうしてまじめに経営せんかったんや？」


    「なにぶん銀行経営は初めてのことでして……その……」


    「興誠会がメチャクチャやりすぎやから、片かた山やまがびびって逃げ出したんちゃうんか？」


    「その通りです。我われ々われも知らぬ間に片山が……」


    　今の漣会長と宮本のやり取りで、だいたい理解した。片山は危機が迫っていることを肌身で感じ取り、恐れをなしてひとり逃げてしまおうとしたわけだ。


    　片山の話題が出たので、莉り音おんは思い出したように訊きく。


    「そう、片山。麻あさ袋ぶくろに入ってるのを見たんだけど、なんだったの？」


    「片山には落とし前をつけさせなくてはなりません」


    「アレ、助けてあげるわけにはいかない？」


    「姐ねえさん、アイツは小こ賢ざかしい野郎です。我々にも黙って、五〇億円を着服していました。その上で今回の話ですよ。金きん融ゆう庁ちようの調査に怯おびえきって、勝手に銀行を手放してしまった。株式の名義は表向きのことを考え、ヤツのままにしておいたのがまずかった。その金……姐さんから振り込まれた金二〇億円を合わせて七〇億、それを持って海外へ逃亡しようとしていたんです」


    「なるほど……」


    「そもそも今回の発ほつ端たんは、片山が俺たちに一言もなく、株を売り払っちまったからなんです。金の流れはぜんぶ俺たちが引き受けていた。きちんと期日には返済するようにして破は綻たん企業がないように見せかけていたし、都合のよい融ゆう資し先企業を見つけてきたり、もろもろの調整はぜんぶ俺たちがやっていた。それなのに、アイツだけ逃げたんですよ」


    　細かい業務の手間は、すべて興誠会がやっていたわけか。きちんと期日通りに返済して、ぐるぐるお金を回し、考えてみれば大変な作業量だったはずだ。ミスもできない。


    　莉音も納得したようにうなずく。


    「それは怒って当然ね」


    「ヤツが消えてすぐ、興誠会が全力を挙あげて探索を続け、空港で捕まえたんです。あやうく海外に逃がすところだった。本当にギリギリ、間かん一いつ髪ぱつですよ。銀行がゴタゴタしているから、まだ利用価値があるかと思って生かしておきました。でも決着つきましたし、明日にでも東京湾に沈めますよ」


    「それでも……生かしてやるわけにはいかないかしら？」


    　莉り音おんのお願いに、宮みや本もとはいぶかしげに眉まゆをひそめる。


    「なにか関係がおありで？」


    「ううん、なんにもない。まったくない。片かた山やまだって覚悟してやったことだろうし、命いのち懸がけのゲームに敗北したのよ。結果は受け入れなくちゃいけないわ。人知れず片山が死んでいても、別になんとも思わない。でも、なんていうか……見ちゃった以上は寝覚めが悪いし」


    「あんな男は救う価値もない」


    　切り捨てるように宮本は手を払った。


    　それでも莉音は食い下がる。


    「『助けてください』って言われたの。だから、五億円でどう？」


    「片山を？」


    「うん」


    「ははは！　片山に五億円なんてありえない」


    「じゃあ一〇億円。これでダメなら諦あきらめるけど」


    「そうじゃない。高すぎるってことですよ。片山の命なら、三〇〇〇円で十分です」


    　それを聞いた莉音は吹き出した。


    「じゃあ明日の夕方、中小企業信用補完機構の事務所まで来てください。そこで取引といきましょう」


    　どうやら交こう渉しよう成立──片山の命は救われたらしい。


    　どのような経けい緯いがあったか知らないが、暴力団と運命共同体となっていたのは片山自身の落ち度である。だから片山も責任を取らなくてはいけないはずで、その結果が死ということも理解はできた。


    　それはともかく、俺たちとしては見て見ぬフリもできない。もし助けられるなら、助けておいた方がいいだろう。


    　それから俺たちは、日本商業銀行の思い出話を夜よ更ふけまで語り合った。うまく手打ちが成なったことが上じよう機き嫌げんだったのだろうか、漣さざなみ会長は饒じよう舌ぜつだった。


    　東京へは、明日の朝一番の新幹線で戻る。その足で木き島じま組ぐみへ出向き、夕方には片山の取引だ。
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    　東京駅から、麹こうじ町まちの木島組事務所へ俺たちは直行した。


    　なにごともなかったように、すぐに木島が顔を出し、飄ひよう々ひようとして口にする。


    「よう、ご苦労さん」


    　なにがご苦労さんなのか知らないが、木島はあっけらかんとしていた。悪びれた様子などまるでない。


    　莉音は言う。


    「宮本さんと話をつけたから。これで日本商業銀行はクリーンになる」


    「ほう、それは良かったな。俺にとっちゃ残念だとも言うべきか」


    　木き島じまはおどけた口調で本音をもらした。サバサバした男だ。


    「まったく、木島さんには困っちゃう。まさかあんな大軍団で来るとは思わなかった。一杯食わされたわよ」


    　莉り音おんはなじったが、木島は気にも留めないようである。


    「今後とも、美お味いしい話があったら持ってきてくれよ。次はもっとうまくやるから」


    「い・や・だ」


    　険しくした顔を突き出し、莉音は言った。


    「だが、これからもメチャクチャに事業を拡大するんだろう。ならば俺たちの力が必要になることもある」


    「どうしてよ。ちょっとくらいなら利用することがないとは言わない。でも本格的に協業するなんて一二〇％ありえない」


    「まぁそう言うな。姉ちゃんたちのように激しく動き回るなら、どこへ行ってもヤクザに当たる。本職だけで七万人、準構成員や共生者まで含めれば数倍だ。そいつらは血ち眼まなこになって経済活動に勤いそしんでる」


    「一般人の方がはるかに数が多いでしょう。暴力団関係者に当たるのなんて、交通事故みたいなものよ」


    「それは違う。一般人のなかから、どのくらい事業家が出てくるんだ？　せいぜい一～二％いれば上等だろう。だがな、俺たちはみな、個人の事業家だと言える。しかもだ、みな金を稼かせぐために死をも厭いとわない。この世界で動いてる数で言えば、もはや一般人とそれほど変わらねぇんだよ。姉ちゃんが嫌いやでも、向こうから絡からんでくるしな」


    「ろくでもない連中ね」


    　莉音が吐き捨てると、木島は悪びれもせずに笑う。


    「それもたしかだ」


    「できれば一掃してやりたいけど」


    「日本なんてずっとマシな方だ。治安もいい。これでも俺たちは、お上品な方なんだよ」


    「まったく、よく言うわよ……」


    「どこの国へ行っても、不審死や行方ゆくえ不明なんて珍しいものじゃない。アメリカなんざ、年間一〇〇万人近くが消えている。中国なんざ一〇〇〇万人レベルだ。仮にだぞ、俺らが一掃されたら、すぐに日本もそうなるだろう」


    「だからって自じ己こ正当化しないでほしいけどね」


    「してねえよ。事実を言ったまでだ」


    　莉音はため息をつきつつ口にする。


    「とりあえず、動員したぶんのお金は払っておきたい。木島さんとはそれで決着」


    「いらねぇよ」


    　木島は邪じや魔まだと言わんばかりに手を真横に払った。


    「そっちがいらなくても、払っておくから」


    「いらねぇっつってんだろ。端はした金がねなんざ掃はいて捨てるほど持ってる」


    「受け取ってもらう。どんな形であれ、借りは作っておきたくないの」


    　莉り音おんと木き島じまは、しばらく同じような押し問もん答どうを繰り返した。


    　木島は突っぱねつづけたが、結局は莉音が無理やり押し込む恰かつ好こうで決着した。


    　金額にして三〇〇〇万円。動員ひとり当たり四〇万円弱だから、かなり抑えた方である。こんなことでお金を払うのは嫌いやだが、それでもここは払っておいた方が後々いい。借りは決してつくらないことだ。
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    　俺が右手に持つ重厚なアタッシュケースの中には、わざわざ帯封で留めた一〇〇〇円のピン札が三枚入っている。


    　サングラスをかけた俺と莉音は、黒い革手袋をはめて取引場所へ向かった。


    　こういうことは、しゃれっ気があった方がいい。そもそも三〇〇〇円という値段設定が宮みや本もとのしゃれっ気なのだ。


    　中小企業信用補完機構に着くと、壁ぎわには、興こう誠せい会かいの二〇人がずらりと並ぶ。先日、俺たちを取り囲んだ男たちだった。みな、ここで働いている組員、あるいは準構成員だろう。


    　部屋の中央に、麻あさ袋ぶくろが置いてあり、もぞもぞとうごめいている。


    　麻袋に目を留め、莉音は言う。


    「約束通り取引に来たわ」


    「ブツは持ってきましたか？」


    　宮本の言葉に、莉音は俺を見やる。


    「巳み継つぐ」


    　俺はうなずいて、宮本の前のテーブルへ、うやうやしくアタッシュケースを差し出した。ちなみにアタッシュケースは二万円の品で、中の現金より高い。


    「どうぞ」


    　となりにいた組員がアタッシュケースを開け、中を確認する。


    　組員は宮本に向けて、しっかりとうなずいた。


    「よし。取引は成立。どこへなりとも持っていってください」


    　莉音が麻袋を持とうとしたが、とうてい持ち上げられる重さではなかった。引きずることもできそうにない。


    　すぐに俺も手伝ったが、やはり重い。しかも、うごめいている。このまま持っていくのは不可能に思われた。


    　だから俺は縛ってあるヒモに手をかけ、ゆっくりとほどいていく。


    　やがて、片かた山やまが顔を出した。顔をゆがませ、震ふるえ、涙と鼻水でいっぱいだった。


    「申し訳ございません……」


    　片かた山やまの第一声。


    　銀行の売買交こう渉しようのときは高慢だった片山なのに、この変わりようである。よほど恐怖を感じていたのだろう。


    　居並ぶ男たちは失笑した。


    　宮みや本もとは言う。


    「姐ねえさん、そいつも結構儲もうけているんですぜ。そいつはそいつなりに、俺たちを利用したんだ。もちろん俺たちの方が儲けたし、一時は銀行を掌しよう握あくできた。それでも、そいつには俺たちが必要だったんですよ」


    「申し訳ございません……」


    「そのバカは金きん融ゆう庁ちように恐れをなし、俺たちに一言の相談もなく姐さんのところに銀行を売り渡しちまって、金ぶんどってサッサと逃げちまおうとしたんだ。そんなクズに、同情は無用だと思いますがね」


    「本当に申し訳ございません……」


    　片山は震ふるえ、謝罪の言葉を繰り返した。


    「ほら、出なさい。持っていけないの！」


    　莉り音おんが叱しかりつけても、片山は麻あさ袋ぶくろから首だけを出し、震えているだけだ。


    　仕方がないので俺は袋を持ち上げ、片山から袋を取り去った。


    　よれよれのワイシャツ姿で、ところどころ無む惨ざんに破れていた。憐あわれだ。


    　突然、片山は俺にすがりついてくる。


    「助けてください……私が悪かったのです……なんでもいたしますから……」


    　鼻水まみれの顔を擦すりつけられて俺は後じさった。しかし片山は決して離そうとしない。激しく揺すって逃のがれようとしても、片山はいっそう腕に力を込めてすがってくる。


    「助かったんだよ。ほら、立てってば」


    　無理やり引き起こそうと、俺は莉音と一緒に引っ張り上げた。


    　宮本は部屋の隅すみのロッカーから、適当に服を出し、投げてくる。


    「ほらよ。その格好じゃまずいだろう。着てけ」


    　宮本が投げてきた服は、派手なアロハシャツだった。たぶん三〇〇〇円以上はするだろう。


    　莉音と俺は礼を言い、戸と惑まどう片山を引き連れて中小企業信用補完機構をあとにした。
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    　最も寄よりのファミレスに、俺たちは、派手なアロハシャツに身を包む片山を連れ込んだ。


    　一番奥まった席に着き、テーブルにひれ伏して泣く片山を、俺たちは黙って見つめていた。


    「ううう……申し訳ございません……」


    　さっきから、そればっかりだ。


    　落ち着くまで好きにさせておくのがいいだろう。


    　しばらくして片かた山やまの涙が途切れたころを見計らい、莉り音おんが優しく声をかける。


    「片山さん、助かったのよ。もう安心していいの」


    　その言葉に、再び片山は泣きだしてしまった。


    　銀行の売買をする際、ふてぶてしかった片山が、こんな風に泣き伏す姿を見るのはショックである。片山は高慢な言動でも知られた人物で、テレビや雑誌などのインタビューにおいても、自分の発言や政策に固こ執しゆうする自信家だった。それが、変われば変わるものである……。


    「片山さんと裏社会って結びつかなかったな。どうしてこんなことになっちゃってるの？」


    　素そ朴ぼくな疑問を莉音は投げた。


    　片山は経済評論家としては定評があった人物だ。善ぜん人にんなのか悪人なのか、その本性は知らない。しかし、ここまで悪あく辣らつなことを企たくらむ人間だと想像することは難しかった。


    　やがて片山は、しゃくりあげつつも、ポツリポツリと語り始めた──。


    



    　片山には夢があった。


    　厳しい環境に置かれている日本の中小企業を、自分の手で、できるかぎり救ってみたいという夢だ。


    　数多くの経済評論を行おこない、政府の諮し問もん委員を務めたり、大学で教きよう鞭べんを執とったりと、高い評価を受けてきた。その知識を、日本経済の発展のために直接活かしてみたいと思うようになったのだ。
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    　だから旧知の仲である梶かじ原わら大臣を通して政府に働きかけ、どうにか銀行の設立にこぎつけた。マスメディアは新しい銀行の設立を褒ほめそやし、中小企業を救うという片かた山やまの想いを賞賛した。


    　片山は理想に燃えていた。


    　中小企業が健全に盛り返せれば、儲もうけなどあとからついてくると思っていた。


    　設立当初の日本商業銀行は、業績こそ芳かんばしいものではなかったが、それでも堅実に運営していたと言う。


    　ところが、業務を始めて半年も経たないころ──。


    　無む担たん保ぽ融ゆう資し、かつ審査にも手慣れていなかったため、融資先には、どうしても反社会的な相手も交じってくる。あるとき、片山が率先して音おん頭どを取った二〇億円の大口融資も、まさにそれだった。興こう誠せい会かいが破は綻たんしたばかりの会社の数字を書き直し、いかにも堅実に事業を運営しているように装って申しん請せいした融資に、片山が引っかかってしまったのである。


    　気を良くした興誠会は、すぐに第二、第三の会社を仕立て上げ、日本商業銀行から大口融資を引き出していく。


    　片山が気づいたときにはすでに多くの融資先に興誠会が関わっており、これらの企業から一銭の返済も行おこなわれなかった。


    　片山はあの手この手を尽くして回収に走り回るも、どうがんばっても返ってこない。しかし設立したばかりの銀行が大口の不良債さい権けんをいくつも抱かかえることになれば、たちまち信用をなくし、預金は減り、やがて破綻してしまう。片山の理想は潰ついえるのだ。


    　追い詰められた片山は、やむにやまれず興誠会と接触し、話し合いを持つことになった。梶原大臣は表裏に幅広い人脈を持っていたため、大臣に頼み込んで、事態解決のための場を設けてもらったのである。


    　興誠会は、のこのこやってきた片山を大歓迎した。


    　そこで興誠会はある提案をする。


    「俺たちが関係する会社が日本商業銀行から引き出した融資は、返済期日が来たら利息も込みで、全額きっちり返していってやる。そうすれば、当たり前だが銀行は健全に戻るだろう。その代わり、もっと融資をしてほしい──」


    　興誠会はたたみかける。


    「東京都が立ち上げた新銀行東とう都とはほとんど破綻状態だ。それは、日本商業銀行と同じように俺たちが数多く関わったからだ。このまま行けば日本商業銀行は同じ道をたどるだろう。だがしかし、おまえが俺たちと組めば、日本全国どんな企業に融資しようとも、回収できない融資はひとつもない。またたく間に銀行は急成長を遂とげるだろう」


    　片山は乗った。


    　すでに、乗らざるをえないところに来ていた。


    　現実として同じようなビジネスモデルだった新銀行東都は破綻した。元凶である興誠会を引き込まない限り、同じ道をたどることは火を見るよりも明らかだった。


    　興こう誠せい会かいの言葉通り、またたく間に日本商業銀行は急成長し始めた。預金を集めるだけ集め、自分たちの息のかかった相手に融ゆう資しし、それを返済していく作業を繰り返すだけだから、数字上、急成長するのは当然である。銀行内にも、興誠会の息のかかった人間が送り込まれるようになっていく。


    　しかし代だい償しようは大きかった。


    　日本商業銀行が、興誠会なしで運営することは不可能になったのだ。万一、興誠会がこのビジネスを降りれば、たちまちにして大口の返済はすべて滞とどこおり、一瞬で日本商業銀行は泡あわと消えるだろう。


    　日本商業銀行は、自みずからに麻薬を打っていたようなものだ。


    　片かた山やまは、心身ともに疲ひ弊へいした。


    　焦あせり、苛いら立だち、怒り、そして苦しみ。夜も眠れない日々が続いた。


    　すでに当初の理想も消えさっていた。今このときを、いかにして乗り越えるかが、片山のすべてになっていた。


    　あるときは興誠会を騙だまし、自分の懐ふところにお金をかすめ取った。あるときは興誠会の目を盗ぬすみ、適当な会社を自分で用意して、そちらに融資を流し、融資したお金を奪い取ったりした。もしかしたら興誠会はすべてを知っていて、見て見ぬフリをしていたのかもしれない。


    　そんなころ、俺たち革命部がやってきた。


    　金きん融ゆう庁ちようが動き始めたことを知り、片山は恐怖した。もともと興誠会のように最初から犯罪と割り切って始めたわけではなく、泥どろの中に足を搦からめ捕られるようにしながら片山ははまり込んでいったのだ。だからこそ片山は、世間に日本商業銀行の実態が露ろ呈ていし、逮たい捕ほされた自分の姿を想像することが死ぬほど恐ろしかった。


    　片山は、逃げようと決意した。


    　興誠会には秘密で、俺たちに二〇億円で銀行を売り渡し、その金を懐に入れた。頭とう取どりに残るという条件だったが、国外に逃げてしまえばいいと思った。片山の手元には七〇億円ある。その金を使って死んだように偽ぎ装そうすれば、もう誰も追ってこないだろう。


    　片山にとって運のいいことに、恒こう太たが銀行を引き継いでくれることになった。


    　だが突然のことであったため、自分が関わった銀行の不正のデータを削除することはできなかった。恒太にすべて押さえられてしまい、自分のパソコンのデータを削除するのがやっとだった。


    　しかし片山は、なにもかもから解放された。


    　ありったけの金を国外の銀行に送金し、持つものもとりあえず空港へ走った。まずはフィリピンに行こうと思った。腕の良い偽装屋がいる。多少値段は張るが、自分を死んだことにしてくれるだろう。


    　そして飛行機への搭乗直前──片山は、興誠会の追っ手に捕まった。


    　ちなみに持ち逃げしようとした七〇億円はすべて、興誠会に奪い取られてしまったという。興誠会にとっては、片山を三〇〇〇円で売り払ったのも、金銭的には十分すぎるくらいの利り益えきを得たからだったようだ。


    



    　これが、俺たちも知らなかった日本商業銀行のすべてである。


    　話を聞き終えた俺はポツリと、素直な気持ちをつぶやく。


    「片かた山やまさんも……ある意味では被害者だったのか……」


    　俺は、片山がこの事件における一番の大物だと思っていた。完全なクロ──加害者側だと考えていたのだ。


    　しかし実際のところ、片山は京きよう武ぶ会かいの手て駒ごまにすぎず、多少は儲もうけたところはあったにせよ、被害者側と言ってもいい立場だった。奥さんの件は別としてだが。


    　まったく予想外の話である。社会というのは恐ろしく、一ひと筋すじ縄なわではいかない。実に奥深いものだ。


    「興誠会と蜜みつ月げつの関係になったのは、やっぱり片山さんが悪い。でも、話はわかるけどね。まぁ、運がなかったのよ」


    　莉り音おんは、俺とは少し違う感想を持っていた。


    　俺は莉音に言う。


    「片山さんの立場だったら、多くの人は同じような行動を取る気がする。もしかしたら俺だって」


    「悪意の大半は、善ぜん意いから始まるの。片山さんの善意が大きかったぶんだけ、悪意はあやうく国を揺るがすほどになっちゃったのよ」


    　片山は再びテーブルにひれ伏す。


    「申し訳ございません……申し訳ございません……」


    「とにかく、殺されなくて良かったですね。今はそれで良しとしたらどうですか？」


    　俺は片山の肩に、元気づけようと手を置いた。


    「誠まことに、申し訳ございません……」


    「うん、死ななくて儲けものだったじゃないの。あなたも経済評論家として名を馳はせていたんだし、幸さいわいこの件はオープンにもならない。いろんなことがあったけど、この結末、あなたにとってものすごくラッキーよ。だからもう一度、評論家としてやってみたら？」


    　そう言って、莉音はおだやかに微ほほ笑えんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは永なが田た町ちようの議員会館を訪ねた。


    　日本商業銀行に関する経けい緯いの発ほつ端たんは梶かじ原わら大臣なので、直接面と向かって礼を述べておくのが筋だった。俺たちの日本商業銀行買収と再建は、梶原大臣にとって大いにメリットがあることだったから、本来ならば俺たちの方が感謝されてもおかしくはない。だが、ビジネスである以上、礼を失するのもいけない。


    　ただし、単なるご機き嫌げん伺うかがいというわけではない。今回は片かた山やまも同行していた。梶かじ原わら大臣のところに出向くと言うと、片山が同行させてくれと言い出したのだった。


    　梶原大臣の部屋に顔を出すと、秘書がおどろいたように俺たちを迎えた。


    「これは革命部の！　今日はどうされ……か、片山さん!?　捜索願いが出てるって聞きましたが!?」


    「捜索願いね……まぁ詳しくは大臣と話すから。大臣いる？」


    　莉り音おんの言葉に、秘書は時計を見やる。


    「もうすぐ戻りますが、またすぐに出かける用事があるんです。どうしましょうか……」


    「一言だけでいいんです。ご挨あい拶さつをさせてください」


    　横から片山が、哀あい願がん口調で言った。


    「それなら……おすわりになってお待ちください。どうぞどうぞ」


    　俺たちは横長のソファにすわった。


    　一言だけ礼を述べられればいいので、アポイントは入れていない。大臣が不在なら、秘書に一言伝えておくだけでも義理は果たせたのだ。しかし、もうすぐ戻るなら待った方がいい。


    　片山の方はソファの端に、寂しそうにちょこんとすわっている。俺は莉音と他愛たわいない話をしていた。


    　やがて一〇分ほど経ったころ、梶原大臣が戻ってきた。


    　大臣は、俺たちを認めて凝ぎよう固こし、目を見開く。


    「か、片山さん！」


    　突然──。


    　片山はソファからずり落ちるようにしてヒザをつき、額ひたいを床に押し付けた。


    「申し訳ございません！　梶原さんとの友情を都合よく利用し、ご迷惑ばかりおかけいたしました。この片山、いかなる処分でもお受けいたします。本来なら死んでお詫わびすべきところですが、なにとぞ、もう一度だけチャンスをお与えくださいませんか……」


    　しばらく地べたに土ど下げ座ざしたままの片山を、梶原大臣は取り憑つかれたように見下ろしていた。


    　そしてハッと気づいたように、梶原大臣は床に片かた膝ひざをつき、片山の肩に手を置く。


    「うん、うん。片山さん、まずは頭を上げてください」


    　大臣は、片山を引き起こした。


    「プライドの固まりのようなあなたが、まさか土下座するなんて……。今回の件で一番おどろきました」


    「申し訳ありません……なんとお詫びしていいか……」


    「金きん融ゆう庁ちようの方から大まかな話は聞いています。行方ゆくえ不明と聞いて心配していました。さあ、もう一度やりましょう。私も陰ながら力になりますから」


    　その言葉を聞いた瞬間、片山は泣き崩れた。口元を押さえ、震ふるえながら嗚お咽えつする。


    　片山は、恥も外聞もなく泣いていた。


    　俺たちは片山を持ち上げてソファにすわらせてやった。片山は伏して咽むせんでいる。


    　梶かじ原わら大臣は俺と莉り音おんに近づき、頭を下げてきた。


    「日本商業銀行の件、表おもて沙ざ汰たにならなかったのは、すべて革命部さんのおかげです。正直なところ片かた山やまさん以上に、私が助かりました。なんとお礼していいか……」


    「なら、海かい胴どうに感謝したら？　私たちが梶原大臣と会うキッカケになったのは海胴なんだし」


    　莉音の言葉に、大臣は急に直立不動の姿勢をつくる。


    「かかかか海胴先生には、い、いつでも感謝しています、ハハハ」


    　顔を引きつらせながら、乾いた声で大臣は笑った。よほど海胴がトラウマなのだろうか。


    「それじゃ私たち、金きん融ゆう庁ちように最終報告をして、そのまま帰るから。片山さんは預かってもらえる？　引っ付いてきて離れてくれないの」


    　ふいに、片山が莉音にしがみついてきた。


    「ありがとうございました先生……」


    　莉音は飛び上がらんばかりに仰ぎよう天てんしたようだ。殺気を放たない相手からの唐とう突とつな接触は、莉音とて簡単にはよけられない。


    「ちょ、ちょっと、やめてよ！　セクハラで訴うつたえるわよ!?」


    　腰にしがみつく片山を莉音は振り払おうとするも、なかなか振りほどけない。


    「先生……私にできることならなんでも命じてください……」


    「だっ、だから離しなさいよ！　痴ち漢かん！　変態！」


    　振りほどこうと莉音は必死にもがいたが、すがりつく片山はなかなか放そうとしない。


    　その様子に、俺と梶原大臣は苦笑するしかなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　霞かすみヶが関せきの金融庁に出向くと、応対に出てきた官かん僚りようは一〇人に増えていた。それだけ重要な案件だったということだろう。


    　経けい緯いをすべて報告し終えると、官僚らは顔を見合わせる。


    「あの高慢ちきな片山が土ど下げ座ざ……信じられない……」


    「ええ、見たかったですね……」


    　俺はうなずく。


    「ぼくもおどろきました。最後は莉音にしがみついて、なかなか放そうとしないんです」


    「変態よ！　やんなっちゃう」


    　しきりに莉音は憤ふん慨がいした。実際、俺が力尽くで引き剥はがすまで、片山は離れなかったのだ。それほど感謝していたのだろう。


    「おまけに先生呼ばわりだもんな。莉音の言うことならなんでも聞いてくれるんじゃないか？」


    「そうかしら。こういうのってね、たいてい数日経てば忘れると思うわよ」


    　斉さい藤とうさんが確認してくる。


    「これで京きよう武ぶ会かいの影響力は完全に排除されたと考えていいんですか？」


    「うん。間違いない。その点は梶かじ原わら大臣がわかると思う。あの人、表裏に人脈が広いでしょ」


    　莉り音おんの話を、俺が補足する。


    「これからはリアルタイムで銀行の状況を正確にお伝えします。とくに今は不良債さい権けんが一八〇〇億円ほどあります。その穴あな埋うめが終わるまでは、金きん融ゆう庁ちようの方が面倒かもしれませんが、逐ちく一いちご報告します」


    　ふと別の官かん僚りようが感想をもらす。


    「いやしかし、革命部さんって何なんですかね？　だって京きよう武ぶ会かいと折り合いをつけたんでしょう？　正直なところ、本当に京武会の影響力がなくなっているのか不安があります」


    「気持ちはわかります。でも間違いありません。なんなら、いつでも人を派は遣けんして調査してくれていいですよ。何人でも日本商業銀行に籍せきを置いてください。大歓迎です」


    「京武会が経営に関与してくることはもう絶対にないから大丈夫よ。一〇〇％ない。でも、関係する会社と取引しないとは限らないけどね。どこの暴力団だって、結局どこかの銀行に資金を預けるわけだし、それまで排除することはできないからね」


    　俺と莉音はそう請うけ負おった。


    　斉さい藤とうさんが応じる。


    「それを聞けて、ひとまず安心です。再建の方が難航するようでしたら、可能な限りの協力をいたします。いや、金融庁としてもしなくてはなりません。我われ々われは感謝しています」


    「うん、がんばるから」


    「銀行の調査はいつでもどうぞ。お待ちしています」


    　帰り際ぎわ、官僚一〇人は金融庁の表玄関まで俺たちを見送ってくれた。ついてくるのはエレベータ前まででいいと言ったのに、どういうわけか、ぞろぞろと付き従ってきたのだ。


    　俺たちがエントランスを出ようとすると、官僚たちは俺たちの通り道を作るようにして、左右に整然と並ぶ。そして、一いつ斉せいに頭を下げてきた。


    　意表をつかれ、俺と莉音は顔を見合わせる。なにごとだろうか。まるで貴き賓ひん待たい遇ぐうのようだった。


    



    
      ◇

    


    



    　日本商業銀行の不良債権はこれにて確定した。


    　貸出資金六八〇〇億円。


    　そのうち、すでに中小企業信用補完機構──興こう誠せい会かいの懐ふところには一三〇〇億円が入っている。この中には、片かた山やまから奪い取った七〇億円も含まれる。


    　また、他に興誠会が実質的に管理する会社群に三二〇〇億円が流れていた。このうち五〇〇億円は興誠会が取り、残り二七〇〇億円は銀行借入金の返済という形で戻してもらう。


    　だから、不良債権は約一八〇〇億円にて確定だ。巨額の不良債権だが、銀行を綺き麗れいにできたことがなによりの収しゆう穫かくである。


    　ひとまず回収可能な資金を手元に戻し、いち早く再起を期していかねばならない。


    



    
      ◇

    


    



    　銀行へ戻ると、沙さ織おりは五階の管理部の隅すみっこに、ぽつんと机を置いて仕事をしていた。もともとは頭とう取どり室が沙織の仕事場だったのだが、近くに恒こう太たがいるとイライラして仕事にならないのだろう。しかも、恒太から秘書扱いを受けるのが、沙織にとって何にもまして腹立たしいことに違いない。


    　沙織は革命部の窓口業務をすべて行おこなっている。加えて、銀行の管理方針を行員たちに伝える連絡役も兼かねていた。


    　まだ莉り音おんや俺のように人前で指示するような度胸は、沙織にはない。だから、メールで行員たちに方針を伝達するのである。その仕事を、沙織はリッパに果たしていた。銀行業についての勉強も重ねているようで、俺や莉音が駆け回っているときでも安心して任せることができた。なにより、誰よりも信頼できる。


    　沙織の傍そばに寄り、俺は声をかける。


    「おつかれ、沙織」


    　莉音も続く。


    「おつかれさま」


    「あっ、巳み継つぐ、莉音！」


    　沙織は、俺と莉音が銀行の再建に向けて駆けずり回っていることは知っているが、京きよう武ぶ会かいが絡からんだり、東とう丈じよう会かいが乱入してきたりしたことはまったく知らない。


    　待ちかねたように沙織は切り出す。


    「聞いて。恒太のせいで預金の申し込みが信じられないくらい増えてるの。今日の午前中で預金量三兆円超えたんだって。みんな騒いでたわ」


    「マ、マジかよ……やばいぞ。運用方針も決まってないんだ。急ぎお金を動かさないと預金者へ利息も払えなくなる」


    「そこまで急増してると逆に危険よね……どうやって運用しようかしら……」


    　俺と莉音は一仕事終わったとばかりにホッとしていたところだったのだ。だが、急増しつづける預金量を聞き、急に現実に引き戻された。


    「恒太にね、『テレビで偉そうなこと言うのやめなさい』って言ったんだけど、ぜんぜん聞いてくれないの」


    「なんなんだアイツは……。だいたい銀行にとっちゃ、預金なんて借しやつ金きんみたいなもんなんだぞ。使う先も決まってないのに、金ばかり集めてどうしようってんだ……」


    　銀行預金は、「返せ」と言われれば返さなくてはならない性質のお金である。預金と言えば聞こえは良いが、要は借金のようなものなのだ。


    　そして日本商業銀行は運用部門が極めて弱い。というより、まったく無い。


    　集めた預金の運用は、中小企業に貸し出すだけだったので、融ゆう資し部門があるだけだ。しかし、新銀行東とう都との破は綻たんや、日本商業銀行自体の経営悪化を考えても、同じことを続ければ失敗は火を見るよりも明らかだった。もっと大規模に、そしてスムースにお金を稼かせぐ方法を見つけなくてはならない。


    　しかしだ、数兆円もの資金を、そう簡単に運用する方法なんて見つかるわけがない。


    　悪いことに資金は今でも増えつづけている。あっという間に三兆円まで増えたんだから、このままだと一〇兆円や二〇兆円に達するのは時間の問題だ。


    「行員の人たちから、急いで金利を二・一％から下げた方がいいんじゃないかって言われてる。まだまだ預金増えそうだもの」


    「まずは運用方針を急いで調整しましょう。なんとか高い利回りで運用できる方法を決めちゃわないと」


    「そうだな。それでどうしても二・一％以上で運用できないのなら、金利の変更もやむを得ない」


    「でもね、恒こう太たはテレビで銀行のことを語るとき、『日本商業銀行の利息は日本一！　二・一％だ！』とか連呼してるの。簡単に変えるわけにもいかないと思う。さっきもテレビに恒太が出てて、日本商業銀行にお金を預けない人を愚ぐ民みん呼ばわりしていたわ」


    　沙さ織おりの話に、俺はガックリとうなだれる。


    「せっかく一難去ったのに、次々と難題を引き寄せてどうすんだ……。とにかく急ごう。なんかもう、銀行が綺き麗れいになったどころじゃないぞ」


    「恒太いる？」


    「ううん。今朝からずっと収録で、帰ってきてないの」


    「テレビ、今出てるかしら？」


    「きっとどこかのチャンネルで見られるはずよ。だって恒太が出てない時間なんてほとんどないからね」


    　そう言って沙織はリモコンを取り上げ、管理部にひとつあるテレビをつけた。
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    　テレビには、案あんの定じよう、ニュース番組に恒太が登場していた。生放送らしい。


    　キャスターと討論の真っ最中だったようだ。


    「天才頭とう取どりだと騒がれていますが、ご自分ではどうお考えですか？」


    「たしかに俺は頭取だが、それだけではないのだよ。すさまじい利り益えきを叩たたき出すファンドマネージャーでもあり、世界を股またにかけるトレーダーでもあり、あらゆる経済予測を的中させるエコノミストでもある。そのことは、すでに視聴者の知るところだったはずだが？」


    　あまりの恒太の自信に、キャスターはたじろぐ。


    「た、たしかに……。頭取が優秀な頭脳をお持ちであることはもはや明らかです。しかし天才であることと、経済的に成功するのとは別モノであるように思うのですが」


    「おや、嫉しつ妬とかね。天才であればあるほど運用はうまくいく。当然の理屈だろう？　愚ぐ民みんどもには、いちいち説明しなくてはわからない事柄なのかね？」


    　恒こう太たが天才ということは大前提となっているらしい……。


    　もはや世界中で、恒太の実情を知っているのは、俺たち革命部の面々と両親だけではなかろうか。


    「断言しよう。この春かす日が恒太が経営する限り、日本商業銀行が成功を収めることは確実なのだと！」


    「たとえば、どういう点で日本商業銀行は成功されているとお考えですか？」


    「日本商業銀行は二・一％もの高金利を保証している。つまり、それ以上の利回りで資金を運用できているのだ。それはなぜか？　簡単だよ。この春日恒太が頭とう取どりであるからだ！」


    　──ちっとも運用できてねぇ！


    　声にならない声で俺は叫んだ。


    　ついさっき、運用方針を決めなくては危険だと、莉り音おんと話し合ったばかりなのである。


    「な、なるほど。しかし、いささか高すぎる金利に、逆に心配する声も出ているのですが……」


    「そういう論法で、他のクソバンクどもが俺を攻撃しているのは知っている。なぜなら大手銀行はみな、俺の登場に困っているからだ」


    「どういうことですか？　他の銀行が困るとは？」


    　ふと恒太はカメラ目線になって語り出す。


    「いいか愚民ども、よく聞け。貴様らは騙だまされている。メガバンクどもは公的資金を注入され、空前の利り益えきを上げ、ＡＴＭでは金を搾しぼり取っているくせに、愚民どもには一円たりとも還元しようとは思っていないのだ」


    　さすがに言葉遣づかいはどうかと思うが、恒太の話もまったくわからないわけじゃない。


    　アメリカの一般銀行の社員は、極めて給料が安い。というより、一般企業と大して変わらない額である。せいぜい平均四〇〇万円程度だろう。


    　しかし、日本のメガバンクの給料は高額である。メガバンクは寡か占せん状態で、競争が乏とぼしく、悠ゆう々ゆう自じ適てきなのだ。それにもかかわらず、「欧米と比べて日本の銀行は利益率が低い」などと声高らかに宣伝し、金利の低さやＡＴＭの利用料金の高さを正当化している。


    　恒太は口の端はに、ニヤリと笑みを浮かべて続けていく。


    「よく考えろ。貴様ら愚民どもを騙すのは簡単だ。優しい言葉をかけ、必死で努力しているように見せかければいい。そして裏での荒あら稼かせぎは隠し通し、見えないようにしておけばいいのだ。まさに今の日本の金きん融ゆうシステムは、騙しと搾さく取しゆの上に成り立っている。なるほど、たしかにそうでもしなければ、欧米系の巨大資本には対抗できなかっただろう。……ククク、だが、今ここに、時代が変わったのだ。そう、この春日恒太という名の鉄血頭取の登場によって！　俺は貴様らのために利益を還元することを全力で公約する！」


    　もはや恒太のひとり舞台だった。その強大な存在感の前に、キャスターはただ圧倒されている。


    「本当のことしか俺は言わない。貴様らは愚ぐ民みんだ。クズだ。救いがたい低脳の大集団だ。……ほう、真実を言われると腹が立つかね？　雑ざ魚こどもが、一いつ丁ちよう前まえにプライドだけは高いと見える」


    　テレビを見ながら、俺たちは頭を抱かかえた。


    　沙さ織おりは憤ふん慨がいし、莉り音おんは渋じゆう面めんをつくっている。


    「だがしかし、俺の魂たましいを見よ！　俺は真の意味で、貴様らを愚ぐ弄ろうしたりはせん。心から我が支配下の民たみ草くさを愛しているのだ。だからこそ、俺の銀行は預金者に正当なものを還元しよう」


    　急に恒こう太たが立ち上がったので、少し奥のカメラに切り替わり、モニタは恒太の全身を映し出した。


    　腕を大げさに振りながら、恒太は宣言する。


    「日本商業銀行に金を預ければ、金利は二・一％！　これは変えない。この事実が、百万の言葉よりも雄弁に、俺の正義を語るだろう」


    　そして恒太は、いかに自分が頭とう取どりとして優れており、日本商業銀行が素晴らしいのか延々と語りつづけた。もはや討論ですらなかった。


    　やがて討論の時間は終わろうとしていた。


    　終了間ま際ぎわ、キャスターが最後の質問をする。


    「今、若い女の子たちの間で、頭取は『恒太様』と呼ばれていますね。この『恒太様』が流行語大賞にノミネートされています。このことについて、何かコメントはございますか？」


    「流行語大賞だと……？　フッ、愚民どもが喜びそうなことだ。勝手にやるがいい。この俺にとって重要なことは日本商業銀行を世界最大のメガバンクにすることだけだ。それ以外のことに構ってやるヒマなどないのだよ」


    　沙織はテレビを睨にらみつけながら地じ団だん太だを踏んだ。


    「なにがメガバンクよ！　なんにも仕事してないくせに！」


    「これじゃ、金利は変えられないな……。早いところ運用方針を決めてしまわないと……」


    「まだまだお金、集まりそうね。なんだか胃が痛くなってきた」


    　そう言って、莉音はお腹なかを押さえこんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　恒太が戻ってきた頃合を見計らい、俺たちは今後の打ち合わせをするため、頭取室へ出向いた。


    　あいかわらず高慢な様子で高級チェアに腰かけた恒太が、王のように口にする。


    「我が偉大なる頭取室へようこそ、諸君。銀行の再建は順調かね？」


    「整理ついたよ。いろいろありすぎてさんざんだったんだぞ。たまにはこっちに協力してくれ」


    　うんざりしつつ俺は応じた。


    　沙織は怒りを隠さない。


    「テレビばっかり出てないで、少しは手伝いなさいよ！」


    「ほう。実は俺のギガスは、整理がついたことを知っていた。あえて言おう、シナリオ通りだったと」


    「そういえばあんた、そのギガスのこと、テレビで話したことないわね？」


    「ククク、俺の真実の力を愚ぐ民みんどもにさらす必要などない。いずれギガスで世界人類を操あやつる必要が出てくるだろうからな」


    　ニヤリとして、恒こう太たは紅あかい左眼を押さえた。


    「たしか同時に操れるのは六〇〇〇人くらいって言ってなかったか？」


    　俺の指摘に、恒太は大げさに息を吐く。


    「巳み継つぐは聞き間違えが多いから困る。同時操作が可能な数は、最大六〇億人だ。世界人類には一〇億人ほど足りないが、その程度、ギガスの力を使わなくとも意のままに操ってやろう」


    「左目だけ紅くて、みんな変に思わないのかしら？」


    　沙さ織おりは首をかしげた。


    　これ以上、恒太に指摘しても仕方がないので、俺は莉り音おんを向く。


    「どうする、これから？　資金量が増えすぎて参まいっちまうよな」


    「銀行の方針が固まるまでは、私たち、ここに入り浸びたらなくちゃならないかもしれないわね」


    「いつまでも部室に柚ゆずさんひとり置いておくのは不安なんだが……。悪徳訪問セールスが来たら、柚さんはなんでも買ってしまうかもしれないぞ」


    　沙織が憂ゆう鬱うつな表情になる。


    「なんかね、心配で部室に電話したら、『優しい人から、とっても素敵な壺つぼを売ってもらいました』って言ってたわ。怖くてそれ以上聞けなかったの」


    「本格的にヤバイな。かといって、銀行もヤバイ。どっちも放置できないぞ……」


    「そうね……じゃあ、革命部の本社を引っ越しましょう。ここへ。場所もいっぱい空あいてるし」


    　莉音の新たな提案に、すぐ恒太が乗った。


    「そうし給たまえ。場所は特別に貸してやろう。この下のフロアが丸々空いている。そこを革命部本社にすることだな」


    「恒太は頭とう取どり室で偉そうにしていたいだけだろ」


    「あんたの下の階ってのが、なんかムカツクわね……」


    　日本商業銀行は行員がまだ少なく、部屋だけは広い。このビルは八階建てのこぢんまりとしたものだが、各階が埋うまるだけの人員はまったくおらず、六階と七階は未使用のがらんどうだった。片かた山やま前頭取が将来の発展を見越して確保しておいた場所なのだが、銀行がゴタゴタした状況に陥おちいり、使用しないままとなっていた。


    　今になって銀行の場所を移動するのも難しい。そういう意味では、革命部本社をここに移すのは良い提案だと言えた。


    「こっちに引っ越す案は賛成だな。でも、通勤が面倒だ」


    「すぐに慣れるわよ。どうしても嫌いやなら、近くにマンションでも借りたらいいんじゃない？」


    「あっ、でも自販機があるでしょ。柚ゆずさん、自販機から離れたくないんじゃないかしら？」


    「自販機も銀行の前に設置しましょう。こっちの方が断然人通り多いし、柚ちゃんとっても喜んでくれるわよ」


    「恒こう太ただけでも危険なのに、そんなの銀行前にあったら、とっても怪しい銀行になると思うわ……」


    「銀行前で失神する人も出てきそうだな」


    　とにもかくにも、ほぼ満場一致で本社の引っ越しが決まった。というか、あの部室が本社というのは今まで酷ひどすぎただけだが。


    　やるべきことが溜たまっている中での引っ越し作業は大変だ。しかし、しょせん五人の部活なので、運ぶ物はそれほど多くない。せいぜいパソコンまわりとサーバ機器、それから自動販売機だ。


    　なにもかも急がなくてはならない。
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    　銀行七階、革命部の新事務所。


    　新オフィスはパーティションで仕切ったりするわけではないから、だだっ広い空間だ。その部屋の片隅に、机を四台並べ、そのとなりに部室リビングで使用していた丸くて重厚でボロいミーティングテーブルを設置しただけである。ぽつねんとオフィスの片隅にそんな場所があり、九〇％は何もないオフィス空間が広がっていた。


    　幸さいわい銀行内には、余っている机がたくさんあった。それらの中から一番大きなタイプを選定し、ここに持ってきただけである。机は銀行の備品で、経理上ややこしい問題があるのだが、銀行の経理部にお願いしてレンタルすることにしていた。もちろんこの事務所も、銀行から又また借がりする形で毎月家や賃ちんを払うのだ。日本商業銀行は革命部の一〇〇％子会社だから、その相手からレンタルするというのも面倒だが、適当にごまかすこともできない。


    　コンピュータ機器は、急ぎ引っ越し業者を頼んで移動させていた。ネットワークを俺が整え、ネットに接続は完了している。急造なので、オフィスの床は配線で入り乱れていた。本当は床の下にネットワークをすべて隠せるのだが、それは後回しだ。まずは仕事環境を整えなくてはならない。


    　ちなみに恒太だけは八階の頭とう取どり室が仕事場になる。今日も収録で忙いそがしいらしく、引っ越し作業などまったく意に介かいさずにひとりテレビ局を回っているようだ。


    　移動させるのに一番大変だったのは、やはり自販機。それから大量の缶ジュース類だ。オフィスの隅には、柚さんが仕入れた大量の缶ジュースのダンボールが積み上げられている。柚さん曰いわく、どれもめったにお目にかかれない伝説的なジュースばかりであるそうだ。自販機の方は、なんとか先ほど銀行前に設置を終え、柚さんが最初の補充を終えたばかりだった。


    　さっそく珍しいものを試ためそうとしたのだろうか、ジュースを飲んだらしき行員がふたり、自販機前で悶もん絶ぜつしながら倒れていたが、見なかったことにした。救急車も来ていたが、きっと目の前で交通事故でもあったのだろう。誰も轢ひかれた様子はなかったが、それでも事故に間違いない。絶対だ。アレは交通事故である。きっとそうだ。そうに違いないのだ。


    　自販機という名の悪魔の管理人である柚ゆずさんにとって、引っ越しは遠足のようなものなのだろうか、無む邪じや気きにはしゃいでいる。


    「私、とっても嬉うれしいです！　いっぱい人がいましたぁ！　ジュースたちも喜んでくれると思うんです！」


    「よかったね柚ちゃん。これからジュースの消費量も増えるはずよ。たくさん補充してあげてね」


    　莉り音おんも微ほほ笑えんで応じた。


    「はい！　がんばろうって思います！」


    　柚さんの机には、中くらいの壺つぼがのっかっている。なんの変へん哲てつもない壺としか言いようがない。黄土色の、ごく普通の壺だ。子供のころ、小学校の遠足で土器をつくりに行ったことがあったが、そこで俺がつくったような代しろ物ものだった。


    　おそるおそる、俺は訊きいてみる。


    「柚さん、その壺、いくらだった？」


    「たったの八〇万円だったんです。最初は六〇万円でいいって言ってくれたんですが、とっても素敵な壺なんで、八〇万円で買ってあげましたぁ！　また来てくださるそうです」


    　聞いたことを、俺は果てしなく後悔した。


    「あ……ああ、そうなんだ」


    「は、八〇万円!?　うちにある伊い万ま里り焼やきの壺も八〇万円だってお父さん言ってたけど……これは……」


    　しげしげと沙さ織おりは壺を見やり、眼をみはった。


    　沙織の家の奥座敷には、無造作に伊万里焼の壺が置いてある。そこそこお金持ちの家なので、質のよい骨こつ董とう品ひんが少なからず並んでいる。だから沙織は目め利ききというわけではないが、それなりに良い品を見分ける目を持っていた。


    　おっかなびっくりといった風に、沙織は柚さんが大事そうに壁に掲かかげた絵画を指差す。


    「と、ところで、その絵画はいくら？」


    「たったの二〇〇万円だったんです。分割払いでもいいって言ってくれたんですが、ジュースを仕入れるための自販機部の部費が三〇〇万円あったんで、そこからすぐ払ってあげましたぁ。すごく喜んでもらえて、私とっても嬉しかったんです」


    　自販機部の部費は柚さんが自由に出し入れできるのだが、日々の管理はしっかり沙織がやっていた。しかし、沙織が銀行に来なくてはいけなくなって、柚さんに預けっぱなしだったのだ。


    「二〇〇……万円……」


    　沙織は絶句して立ちすくんだ。


    　莉音は絵画に近づき、まじまじとのぞきこむ。


    「うーん、たしかに見れば見るほど、趣おもむきのある絵かもしれないわね……」


    　豪壮な額縁に収まった絵は、最初は幼児が描いた絵に見えた。しかしよく見れば、ピカソっぽい風格がある。これは意外と価値ある絵画かもしれない。無心になってジッと眺めれば、胸に響く何かがあった。


    　本物の天才である柚ゆずさんが心を動かされた絵ならば、俺たちが考えるよりずっと、すさまじい絵なのかもしれなかった。いやしかし、どう見てもカラーコピーだったのだが……。


    　柚さんをこちらに呼んでよかった。部室にひとり残しておいたら、革命部は柚さんが購入するワケのわからない品で溢あふれかえり、たちまち経営悪化するだろう。


    「柚さん……ほ、他に買ったものはない？」


    　どぎまぎしながら俺が聞くと、柚さんはしばらく天井を見上げながら考え、やがて笑顔で俺を見つめた。


    「ないって思います！」


    　その言葉に、俺は心から胸をなで下ろす。


    「よかった……うん、とにかく、よかった……」


    　俺と莉り音おんと沙さ織おりはガッチリ手を握り合い、まるでワールドカップで優勝したかのように跳とびはねて喜んだ。ふいに柚さんが、思い出したように声を上げる。


    「あっ、でも……」


    「でも!?」


    　俺は答えを急がせた。


    「新聞の訪問員の人が来たので、取ってあげましたぁ」


    「新聞くらいならまぁ……」


    　再び俺は胸をなで下ろした。


    「どこの新聞？」


    　莉音の質問に、柚さんは指を折りながら一生懸けん命めいに答えていく。


    「えっと、旭きよく日じつ新聞さん、東とう洋よう新聞さん、日につ済さい新聞さん、産さん業ぎよう新聞さん……あと覚えてないんですが、もっとたくさん取ってあげたような気がします！」


    「そ、そうなんだ……銀行でも取ってるけど、まぁ一部くらいならダブってもいいかな」


    「えっと、一部じゃなく一〇〇部くらい取って上げたような気がするんです。たくさん取って上げた方がいいって思うんです」


    　──ひゃ、一〇〇部っすか!?


    　俺は叫びそうになった。一部三〇〇〇円で、月一〇〇部届くとすると、一紙あたり月三〇万。それが一〇紙あれば、毎月三〇〇万円だ。どんな奉仕団体なんだよ。というか、毎朝毎朝、その紙の束を処理する方が大変だ。環境破壊、本当にありがとうございます。


    　しかし柚さんは気にする風もない。


    「きっと莉音部長も喜んでくださると思って、とっても嬉うれしかったんです！」


    「ア、アハハ、柚ちゃん、ありがとう。と、とっても嬉しいかも……」


    　莉り音おんは顔を引きつらせつつ、なんとか感謝の気持ちを述べた。


    「はい！」


    　柚ゆずさんは莉音にお礼を言われ、いっそう顔をほころばせた。


    　俺は沙さ織おりに顔を近づけ、小さく耳元で口にする。


    「さ、沙織……新聞なら連絡先わかるから、柚さんに気づかれないように、クーリングオフしておいてもらっていいか？　でも柚さんに納得してもらえるよう、一部だけは取っておこう」


    「う、うん……わかった……」


    　沙織はすぐにうなずいた。


    　ふと柚さんは俺を向き、一歩進み出てくる。


    「巳み継つぐくん。私、もっともっとがんばろうって思います。あの……きっとみなさんの役に……巳継くんの役に立てるよう、リッパな人になろうって思うんです。見ていてください！」


    　柚さんの純じゆん真しん無む垢くな笑顔は文句なしの可愛かわいらしさで、俺の心を鷲わしづかみにした。その笑顔は、本物の天使のようだった。


    　しかし柚さんの場合、あんまりがんばられると逆に大変である。


    　それから俺たちは、新しい革命部オフィスを整えるために走り回った。


    　もたもたしていると預金が激増するだけである。次々と資金運用の手を打っていかなくてはならなかった。


    　部費六兆一七〇〇億円。借しやつ金きん四兆七八〇〇億円也なり。
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     第四章　投資銀行


    



    -------------------------------------------------------


    会社移転のご挨あい拶さつ


    



    拝啓　時下益ます々ますご清栄のことと存じます。


    毎々格別のお引き立てを賜たまわり、誠まことにありがとうございます。


    さて、このたび小社は業務拡大にともない、本社を左記に移転することになりましたので、謹つつしんでご案内申し上げます。


    



    東京都千ち代よ田だ区丸まるの内うち四丁目一番二号　明めい治じ銀行ビル七階


    



    小社は、グループの傘さん下か企業、日本商業銀行と同じビルに入居することになります。


    新社屋はスペースが広くなり、ご来訪いただく皆様方にゆったりとしたスペースをご提供でき、事務所機能も格段に向上しました。


    これを機に、役員一同旧に倍して精励し、皆様のご期待に添う決意です。


    今後とも格別のご支援ご指導を賜たまわりますようお願い申し上げます。


    まずは略りやく儀ぎながら書中にてご挨あい拶さつ申し上げます。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具


    



    　株式会社革命部


    　代表取とり締しまり役やく社長　羽は月づき巳み継つぐ


    -------------------------------------------------------


    



    　取引先に送った移転の案内状である。


    　沙さ織おりが印刷会社やダイレクトメール会社と打ち合わせし、全取引先に郵送したものだ。


    　すぐにアクアス、速はや水み半導体工業、エグゼスエレクトロニクス、芝しば山やま監査法人、スタインバーグドレクスラー日本支社など、付き合いのある会社から、引っ越しを祝う花束が贈られてきた。ありがたいことだ。


    　こちらに引っ越しても、前の部室はそのまま残してある。賃ちん料りようは安いし、俺たちの家の近くだし、学校の前だし、以前のように看板を掲かかげたままにしていた。物置程度に利用する予定で、パソコンを数台残してあるから、自宅の傍そばで急ぎ仕事をしたいときなどに利用することもあるだろう。


    　ほぼ引っ越し作業を済ませ、俺と莉り音おんと沙織は、七階新オフィスのミーティングテーブルでお茶を飲んでいた。


    　柚ゆずさんは、人通りが増えたために需じゆ要ようが増えた自動販売機の補充で大忙いそがしだ。死人が出ないよう祈るのみ。


    　恒こう太たはと言えば、八階の頭とう取どり室が仕事場になるので、普段から七階に常駐するわけではなくなる。革命部のミーティングの際に、七階に下りてくるくらいだろうか。静かになってありがたいが、恒太を常時監視できないリスクもあった。


    　沙織はテーブルに肘ひじをつき、両手に頭を乗せて言う。


    「ものすごい勢いで預金量が増加してるわ。みんな、恒太のことを天才だって勘違いしてるのよ。あんなバカ、世界中探したって見つからないのに」


    「今日発売の雑誌で『奇才エコノミスト、日本に現る！』っていう恒太特集が組まれてたな。長々と恒太のインタビューが載ってるんだけど、意外とまともなこと言ってるんだよ」


    　俺が言うと、沙織はため息をつく。


    「アイツ、口先だけは達者なのよ。いっつもそう。だから慣れてないと誤解しちゃうんだと思う」


    「今、正確にいくら預金量ある？」


    　莉音が聞くと、沙織は立ち上がって自分の机に行き、ゴソゴソと書類を漁あさった。


    　書類に視線を落としながら戻ってくる。


    「えっと、昨日の時点で三兆一七〇九億五三三六万二〇七四円。すごいハイペースで増えてるの」


    　すさまじい増加である。


    　日本商業銀行は、大手銀行のように支店がそこら中にあるわけではない。まず口座を開くためには、郵送でやり取りをしなくてはならなかった。みなのよく知る銀行と比べれば、口座開設だけでも、かなりハードルが高いのだ。


    　しかもＡＴＭ網が整備されているわけでもない。その代わり、いずほ銀行と提てい携けいを結んでいて、預け入れするためには、いずほ銀行のＡＴＭから日本商業銀行の口座へお金を振り込むようになっている。そんなわけで、どこのＡＴＭからも振り込めるわけではなく、こちらも若じやつ干かんハードルが高い。


    　それなのに、恒こう太たがあまりにも騒がれているせいで、預金者が激増中だった。恒太は今や、世界一有名な銀行経営者であることは間違いない。


    　また、これは決して恒太の活躍だけの結果とも言えないだろう。今の日本においては金利二・一％というのは異常な数字なので、初めて日本商業銀行を知った人は、みな一度は預金を検討するのだ。以前は日本商業銀行の存在を知らなかった人でも、恒太がテレビに出まくるものだから、世界的に知名度のある銀行になってしまった。


    　莉り音おんは小さくうなる。


    「ふぅむ。まずは手近なところで、革命部グループの借しやつ金きんを、日本商業銀行に切り替えちゃいましょう」


    「革命部グループの借金一兆四三〇〇億円は国内外たくさんの銀行に分散してるから、それを一本にしぼるわけだな」


    「うん。金利は二・五％にしましょうか。それだと日本商業銀行はほとんど儲もうからないけど、とにかくお金を押し込める運用先をどんどん決めていかないとね。お金を寝かせてたら、金利〇％なんだし」


    「それじゃ、革命部ですぐに日本商業銀行から一兆四三〇〇億円の融ゆう資しを受けて、その資金で各銀行を回って返済してしまおう。各銀行への対応は、俺と莉音で手分けしようか」


    「そうしましょう。私が外資回るから、巳み継つぐは日本の都市銀行と交こう渉しようしてくれる？」


    「了りよう解かい」


    「とすると、残りは一兆七四〇九億五三三六万二〇七四円ね。今日も預金者は増えてるから、もっともっと運用先を考えておかなくちゃいけないと思う」


    　沙さ織おりは名刺のように小さい電卓をポケットから取り出し、計算した。電卓は金融機関の必ひつ須すアイテムだ。


    「どこかのファンドにでも投とう資しできたら早いんだけど、適当に運用したんじゃ、金利二・一％なんて超えないんだよなぁ。少なくとも日本のファンドじゃ難しい。利回りが高い海外のファンドに投資したらどうだろう？」


    　俺の提案を、莉音はすぐに否定する。


    「やっぱり為替かわせリスクが大きすぎる。今は日本円が強いし、逆にドルやユーロが脆ぜい弱じやくだから、海外で運用するのはもっと危険よ」


    　リーマンブラザーズ破は綻たんに端たんを発した世界的な金きん融ゆう大不況で大ダメージを喰らったのは、アメリカとヨーロッパの金融機関だ。日本もダメージはあるが、彼らと比較すればはるかに少ない。そのために今は、日本の大手金融機関が欧米系の銀行に出資などで資金を投入しており、相対的に日本の経済基盤が強くなっている。たとえ海外の運用利回りが大きかったとしても、ほんの少しドルやユーロが下がれば、あっという間に利り益えきは消し飛んでしまうのだ。


    　海外の運用利回りは、日本と比べればずっと高い。三・〇％や四・〇％は海外では普通であり、インフレが激しかったり経済が混乱している地域だと、一〇・〇％を超えるケースもある。一方で日本の銀行に預けると、ほとんど〇％という異様な低さだ。それでもたしかに、今は日本円が強いことを考えれば、海外に資金を移すのは得策ではなかった。


    「わかるんだけど、日本国内で簡単に吸収できるような額でもないぞ。来月には預金量四兆円近くになるだろう」


    「ううん、このペースだと、もっと行くかもしれないわ」


    　ポツリと沙さ織おりがつぶやくと、俺たちはみな視線を落として沈黙してしまう。


    「……」


    「……」


    「……」


    　預金が増えるのは基本的に悪いことではない。しかしこの場合、集める預金には二・一％という異常な金利がついていて、俺たちはそれを払っていかねばならないのだ。しかも預金者の求めに応じて、いつでも返さなくてはならない金である。


    　なにがあっても二・一％以上の利回りを確実に叩たたき出せる運用先を見つけなければ死あるのみ。かといって、運用先がそうそうあるものでもない。


    　日本国こく債さいを買ったところで、利回りはたったの〇・九％前後。つまり、日本国債で運用すると、一・二％ずつ資金が減りつづけるという摩ま訶か不思議な状況だ。


    　また、以前の日本商業銀行の本業のように、中小企業に高利で貸し付けたとしても、破綻したら、利回りどころか元がん本ぽんが消し飛ぶ。一兆円を五％で運用できる相手が見つかったとしても、その相手が破綻すれば、一瞬で一兆円が泡あわと消えるということだ。それに、融ゆう資し部門を再編成したり、そのための審査や管理制度を整備し直したりと、大変な労力とコストがかかる。なにより、他の大手銀行との激しい競争にさらされてしまう。


    　何をするにも難しい舵かじ取りだ。


    　ミーティングテーブルは葬そう式しきのようだった。


    　気を取り直したように莉り音おんが言う。


    「とりあえず今すぐ貸し出せて、回収の心配もない相手と言えば……アクアスよね」


    「そうか、アクアスがあったな。二五〇〇億円の借入金があるから、立たち花ばな社長に話して切り替えてもらおう」


    「ついでに相談もしてみましょう。何か良い案があるかもしれないし」


    　考えるほどに、銀行はかなり危険な状態にあった。俺たちはあらゆるビジネスを一時中止して、銀行再建に頭をしぼらざるをえなかった。これは最優先課題なのだ。普段は事業戦略とは無縁の沙さ織おりまで頭を悩ませていたほどである。


    　本来なら、もっとゆっくり対応策を練ねれるはずだった。


    　しかし恒こう太たのせいで銀行は急激な膨ぼう張ちようを続けており、すばやく対処しないと取り返しのつかない事態になりかねない。


    　革命部も猛烈な事業拡張のため、借しやつ金きんまみれになり、経営難に陥おちいったことがある。しかし今回は、それをはるかに超えていた。


    　俺たちが立っている場所は、まさにデッドラインである。


    



    
      ◇

    


    



    「話はわかった。うちの借入金二五〇〇億円、そっくり日本商業銀行に移そう」


    　俺たちの説明を聞いた立たち花ばな社長は、すぐに取引銀行を移してくれることに同意した。


    　すぐに俺は頭を下げる。


    「ありがとうございます。少しでも確実な先が見つかればありがたいです」


    「しかしアクアスの金利は低いぞ。二・三％なんだ。借り換える名目として、それよりは低く金利を抑えてほしい」


    　アクアスは信用度が高い企業だから、金利は低い。俺たちとしても、二・一％を下回らなければ、それでよかった。


    　莉り音おんが応じる。


    「じゃあ二・二％。それでお願い」


    「アクアス側はそれでいいが、日本商業銀行の方はちっとも利り益えきが出ないんじゃないか？」


    「うん。差益は〇・一％だけね。でもアクアスは確実な運用先だから、これで御おんの字じとしないと」


    「他に銀行預金を吸収できるアテはないでしょうか？」


    　俺の質問に、立花社長は腕を組む。


    「うーん、難しいなぁ。このご時世、二・一％以上で確実に運用できる先なんてないぞ」


    「そうよね。正直言って困ってるの」


    「ＥＥにもお願いしたらどうだい？　アクアスとは規模が違いすぎるから、借入金をぜんぶ移すことはありえないだろう。それでも、数ある取引銀行の中のひとつに加えてくれるくらいは了解してくれるはずだよ」


    「実はね、重しげ野の取とり締しまり役やくに、電話でそれとなく聞いてみたの。そしたら、取引はＯＫなんだけど、ＥＥの借入金利は二・〇％なんだって！　貸せば貸すほど損しちゃう。変な話よね」


    「ははは。それじゃ貸すに貸せないな。困ったものだ」


    　立花社長はヒザを叩たたいて笑った。


    　俺はもう一度聞いてみる。


    「なにか方法、ありませんかね？」


    「……うーん」


    「……」


    「……」


    　考えをめぐらせるようにしながら、立たち花ばな社長は言う。


    「他の都市銀行と同じように、預金者の金利が〇・一％くらいだったら、正直デタラメに運用しても十分利り益えきが出るんだが……何兆円もの資金量を二・一％以上で運用するのは無理がありすぎる……」


    「うちの頭とう取どり、テレビで他の銀行の金利が低いのを非難しまくってるんです。だから金利を下げると、今度は総攻撃を受けてしまう。なんとか現状の形で利益を出していきたいんです」


    「いいかい、日本最大のメガバンク、五いつ菱びしＵＣＪフィナンシャルグループの預金量は一〇〇兆円以上だ。これは世界第二位の規模がある。その彼らが稼かせぎ出した経常利益は、なんと一兆円にすぎない。つまり大おお雑ざつ把ぱに計算すると、預金量一〇〇兆円を運用して年一兆円を稼いだわけだから、一・〇％の運用益ということになる。あれだけの大銀行で、たったの一・〇％だぞ？　もちろん日本の大手銀行は、欧米の大手銀行に比べて行員の給料が高いから、利益は大きく圧迫されるのだが……それでもね。ましてや中小銀行は利益を出すどころか、経営が悪化して損失を出しているところだって少なくない。むしろマイナス運用なんだ。二・一％以上での運用が、どれだけ途方もないかわかるだろう？」


    「わかっております……」


    　苦く渋じゆうの思いで俺は言った。


    「この超低金利時代、日本国こく債さいを買ったって大して利回りは見込めない。今の日本で二・一％の金利を保証するなら、そりゃ預金は集まるよ。三〇兆や五〇兆の預金が集まっても、ぼくはおどろかないね」


    「津つ波なみが押し寄せるみたいに預金が増えてるの。今までは、日本商業銀行には知名度がなかった。経済通はニュースなどを通して知っていたけれど、一般人には縁のない銀行だった。それが、恒太の影響で一気に世界的な話題になってしまってる。おかげで預金が急増。緊急事態よ」


    　莉り音おんの話に、立花社長は首をふる。


    「八方ふさがりだな……こいつは事業を考えるより難しいぞ……」


    「それでも、何か案はないかしら？　どんな小さなアイデアでもいいの。立花社長の方がずっと経験値が高いから、私たちに思いつかない着想があるような気がする」


    「ワラにもすがりたいってところかな？」


    「まさにそう」


    「そうなんです」


    　莉音と俺は同時にうなずいた。


    「でもね、何兆円もの運用に、裏技なんてあるわけがない。こればかりはオーソドックスな方法しか考えられないよ。たとえばそうだな……いっそのこと、事業でも始めてみたらどうだ？　その資金量を使って、新事業を立ち上げたりＭ＆Ａしまくったり、自分たちで稼かせぐしかないだろう。もっともそれは銀行じゃないが」


    「……自分たちで、か。方法がないなら、自みずから創り出すしかない……」


    　莉り音おんは中空を見上げ、考えた。


    　しばらくして、俺たちに視線を戻す。


    「たとえば、スタインバーグドレスクラーのように、投資銀行業務を始めるのはどうかしら？」


    「自分たちで金きん融ゆう商品を作っていくのかい？」


    　金融商品とは、その名の通り金融に関連した商品のことだ。


    「うん。日本商業銀行で新しい金融商品をつくり出し、それを日本商業銀行自身が購入するの。どんどん金融商品をつくっていく。もし私たちが集めた預金で吸収できないほどの金融商品ができたら、それを世界中の金融機関に売り出していけばいい」


    「しかし、投資銀行は時代に逆行しているぞ。金融商品というのは、抱かかえ込むリスクも大きい。投資銀行リーマンブラザーズ破は綻たんが雄弁に物語っている。それから、投資銀行界の雄ゆう、ゴールドラインサックスは商業銀行に転身したばかり。投資銀行はほとんど壊滅したんだ」


    　立たち花ばな社長は手振りを交まじえながら言った。


    



    『商業銀行』とは、預金を集めて融ゆう資しするタイプの銀行だ。リテールバンクとも呼ばれる。


    　預金者からお金を集めるため、どの商業銀行も莫ばく大だいな預金量を持っている。しかし、ビジネス面では利ざやを稼ぐだけなので、利り益えき率は低い。日本で銀行と言えば、ほとんどがこのタイプだ。もちろん日本商業銀行も、今は商業銀行のひとつである。


    



    『投資銀行』とは、企業の財務戦略や資金調達をサポートする金融機関だ。インベストメントバンクとも呼ばれる。


    　昔は企業へのアドバイザー業務が主流だったが、一九九〇年代から様変わりし、投資銀行自身が金融市し場じようの一プレイヤーとして、積極的に自分の資金で売買を繰り返し始めた。いわゆる自じ己こ勘かん定じよう取引と言って、自分の手持ちの資金で、一般投資家と同じようなことをするのである。


    　さらに彼らは、デリバティブのような複雑な金融商品を生み出し、リスクの高い商品に資金をどんどん投入していった。そのため利益率は極めて高い。同時に、危険も大きい。結局、二〇〇八年の金融危機で、投資銀行の多くが壊滅することになった。


    



    　昔は法規制で、『商業銀行』と『投資銀行』との間で、双方への参入が難しかった。しかし今は規制の壁が取り払われ、各分野を隔へだてる壁がなくなってしまった。だから投資銀行が商業銀行に変わったり、商業銀行が投資銀行を買収して業務に参入したりするケースが次々と出てきていた。


    　立花社長は続ける。


    「投資銀行界で世界最強はゴールドラインサックスだった。二番手がスタインバーグドレクスラー、三番手がメリルローブ。ここまで、すべてアメリカ資本だな。しかし、その最強と言われたゴールドラインサックスでさえ、投資銀行の看板を下ろし、商業銀行に変わったばかりなんだ。ちなみに欧州でトップのカルヴァートスタンレーは、世界視野で見ると五番手くらいになる。カルヴァートは商業銀行の一族だから、投資銀行業務のようなバカげたギャンブルに血道を上げたりしない」


    「どうしてゴールドラインサックスは、投資銀行を辞めたんですか？」


    「なぜならゴールドラインサックスは、カルヴァート財ざい閥ばつやスタインバーグ財閥のように、バックに強大な産業複合体があるわけじゃなかった。だから経営が安定せず、商業銀行化を選択したんだ。いいかい、君らにも巨大なバックがあるわけじゃない。投資銀行業務は危険なんだ。地球を股またにかけた世紀のギャンブルなんだよ」


    「日本では投資銀行って聞かないですね」


    　俺の言葉を、立たち花ばな社長が否定する。


    「いや、ここ最近になって、山やま都と証券ＳＭＢＣ、いずほ証券あたりが投資銀行業務に乗り出している。まだまだ小規模だけどね。しかしそれも、バックに巨大な日本の金きん融ゆうグループがあったればこそだ。君らのような独立系には、あまりにリスクが大きすぎる。たったひとつの失敗がグループ崩ほう壊かいを引き起こし、リーマンブラザーズのような悲劇をもたらすことになるだろう」


    　莉り音おんが言う。


    「成功している投資銀行もあると思うの。ほら、スタインバーグドレクスラーは去年、過去最高益えきだってニュースにも出てた」


    「そりゃスタインバーグは、傘さん下かに数多くの金融機関を持っている。ほら、商業銀行では世界四位のメトログループがスタインバーグの傘下だよ。それから商業銀行九位のＵＳＢバンクも、資本の半分近くをスタインバーグが実質的に押さえているという。投資銀行と比べたら、商業銀行の方が預金があるぶんだけ、一桁けた二桁規模が大きいんだ。彼らにとって、投資銀行なんて業務のひとつにすぎない。スケールが違うよ。世界最強の一角と比べちゃいけない」


    「でも、リスクを取らなくちゃ一気に進めないでしょ。今だって私たち、細い綱を渡ってる最中なんだし」


    　そんな莉音の話に、俺も追従する。


    「まぁ渡れなかったら、トップを張ってる俺と恒こう太たが腹を切って死ねばいい。それだけのことだな。最近、その覚悟もできたよ。恒太の方は知らないけど」


    「まったく……君らの蛮ばん勇ゆうさには呆あきれ返るよ。やれやれだ。どうしてぼくが負けたのか、よくわかる」


    　立花社長は呆れたように肩をすくめて続ける。


    「いいだろう。リスクを冒おかしてまでやろうって気き概がいがあるのなら、ぼくにも可能な範囲で、君らの投資銀行業務に協力させてもらいたい」


    「ありがとう。立花社長の協力があれば一〇〇人力ね」


    「ありがとうございます。これほど力強いことはありません」


    「いいんだよ。君らを見ているのは、ぼくも楽しいからね。……それでだ、以前から暖めていたぼくのアイデアがある。アクアス店てん舗ぽを証券化していけないだろうかと考えていたんだ。もちろん今は漠然とした話で、細かいことはなんにも考えちゃいない。ならば、投資銀行の事始めに、アクアス証券化を具体化──その金きん融ゆう商品づくりを君らがやってみたらどうだろう？」


    「アクアス店舗を……証券化しちゃうの？　でもアクアスって利り益えき出てるのに、わざわざ証券化する必要はないと思うけど……」


    「いや、既き存そんの店舗じゃない。これから新規出店していく店舗を、どんどん証券化していくんだ」


    「新しい、店舗を……」


    　莉り音おんは、かみしめるようにつぶやいた。


    「そうだ。これからアクアスは、強力に世界展開を推進したい。だがそれには、莫ばく大だいな資金が必要だ。それらの資金を、銀行から調達するのがオーソドックスな方法だろう。しかしそれでは、アクアスが巨大なリスクを抱かかえ込むことになる。展開に失敗しても、当たり前だが借り入れた資金は返さなくてはならない」


    　立たち花ばな社長は一いつ旦たん言葉を句切り、咳せき払ばらいをして続ける。


    「だからぼくは、新規出店の資金調達を、証券化の手法で補っていきたいと考えていたんだよ。そうすれば、アクアスのリスクを極限まで減らすことも可能になる。万一事業に失敗しても、アクアスは資金を返さなくてもいい。リスクは投資家に引き受けてもらって、利益を分け合っていきたいんだ」


    「な、なるほど！　巨額の資金を証券化で集めながら、世界各国に出店していくってわけね。チェーン展開のための、新しい道が切り開けるかもしれない。うん、その仕事、日本商業銀行に担当させて！」


    「ただし、未来の事業を証券化するには、緻ち密みつな金融商品づくりが必要になる。まずは日本商業銀行で、どんなスキーム（ビジネスの枠わく組み）が作れるのか、ぼくに対して事業提案をしてもらいたいね。日本商業銀行に任せられるかどうかは、その上で判断させてもらおう」


    「チャンスをくれてありがとう！　さっそく日本商業銀行として、ビジネスプランをまとめて持ってくる。すっごい面白そうね」


    　莉音は興奮していたが、俺は居心地が悪い思いをしていた。


    　おそるおそる聞いてみる。


    「す、すみません……『証券化』って何です……？」


    「ハハハ、まず君は、そこから勉強する必要がありそうだな。でも、君ならすぐに身につけて、商品作りに力を発揮できるだろう。莉音くんもいるしね」


    「勉強不足で申し訳ないです……」


    「証券化は、投資銀行業務の花形よ。これからの世界金融の中心とも言えるの。さっそくチャッチャと学んでもらって、巳み継つぐにも手伝ってもらうからね」


    　莉り音おんは笑顔でそう言った。


    



    
      ◇

    


    



    　莉音に借りた数冊の金きん融ゆう専門書を、俺は徹夜で、必死に読み込んだ。


    　最初はなかなかわかりづらかった。しかし二冊三冊と読んでいくと、要点は繰り返し説明されているため、だんだん骨格が掴つかめてきた。


    



    　証券化とは、文字通り、「それ自体が証券（有価証券）でないものを、証券に変える」ことである。


    　たとえば目の前に、三〇〇億円で売りに出ている巨大なビルがあったとしよう。このビルは毎年二〇億円の賃ちん料りよう収入を産む、優良物件だ。


    　だが、三〇〇億円ともなれば、購入できる投資家がごくごく限られたものになる。購入できるとしたら、資産が数千億円級の富豪か、業績好調の大企業くらいだろう。


    　そんな少数の投資家を相手にした売買だと、少し景気が悪くなれば、たちまち売れなくなってしまう。投資家がひとりで三〇〇億円を引き受けるには、リスクが大きすぎるのだ。


    　しかしこれに、「証券化」という手法を使ってみよう。


    　この三〇〇億円のビル自体は、証券ではない。単なるひとつのビルである。これを、証券に変えるのだ。


    　さて、一口一〇〇〇万円で、三〇〇〇口の証券に変えてみればどうなるだろうか。


    　一いつ棟とうのビルが証券によってバラバラに分割され、一口一〇〇〇万円にまで値下がれば、購入できる投資家は一気に増える。余力のある投資家は一〇〇口を一〇億円で引き受けるかもしれないし、一口だけ引き受ける投資家もいるだろう。しかし、とにかく三〇〇億円のビルを売り渡しやすくなるわけだ。


    　この証券を引き受けた割合に応じて、毎年二〇億円の賃料を投資家たちは受け取れる。


    　自分が一〇〇〇万円を出して一口購入したとすると、その証券には一〇〇〇万円の価値があり、別の誰かに証券を売り渡すこともできる。ビルの価値が上がれば一二〇〇万円になるかもしれないし、九〇〇万円になることがあるかもしれない。とにかく、一口ぶんの価値はある。その証券を一口持っていれば、二〇億円の三〇〇〇分の一である六六万六六六六円を、毎年賃料として受け取ることができるわけだ。


    　本来はこの証券化を実施するために、特別目的会社（ＳＰＣ）に一度三〇〇億円のビルを譲じよう渡としたりなどなど、いささか複雑なスキームが必要になってくる。しかしそれは実務の話だ。俺自身が詳細な実務に通じている必要はない。証券化というものがどういう意味のあるものなのか、知っておけば十分である。


    



    　つまり証券化の最大の目的は、「売買しやすくなること（流動化）」だ。


    　証券化はなにも、不動産だけに利用されるものではない。


    　自動車ローン、リース債さい権けん、貸付債権、ソフトなどの知的財産など、多くのものを証券化することができる。キャッシュフロー（金銭収入）を産み出すものでさえあれば、証券化することが可能なのだ。


    



    　ひとつ具体例を挙あげよう。


    　二〇〇一年、あるゲーム会社がプレイステーション用のゲームソフトを、個人投資家向けに証券化商品として販売したことがある。開発費を小口に分割して投資家に負担してもらい、販売収しゆう益えきを還元する金きん融ゆう商品だった。


    　結果、この証券化商品を引き受けた投資家たちは、投資利回り〇・五％を得ることができ（一〇〇万円出したら、一〇〇万五〇〇〇円になったということ）、加えて大口投資家は限定版のゲームソフトも無料で分配してもらえた。投資時の手数料を考えると実は利回りはマイナスになってしまったのだが、これなどは知的財産を証券化した好例だろう。


    　同様に、ハリウッド映画でも証券化されて製作されるものは今やたくさんある。


    　異色なものとしては、アイドルを証券化して投資家が引き受け、写真集やＤＶＤの販売益を受け取るような証券化商品まである。


    　もちろん、なんでも証券化が可能だと言っても、不向きなものもある。証券化して売買しやすくしたところで、投資家が魅力を感じない商品だと、結局売れないで終わってしまう。証券化は、いかに投資家が魅力を感じる商品作りができるかどうかが重要なのである。


    



    　証券化は経済を加速させる。


    　今まで動かなかったものも、証券化することでたちまち地球規模に流通させることが可能になるからだ。


    　だが、メリットばかりあるように聞こえるが、どんなに進んだ技術だって諸もろ刃はの剣つるぎになることがある。その最大のものは、リーマンショックにより世界金融大不況を引き起こしたサブプライムローンの大爆発だ。


    　爆発の発ほつ端たんとなったサブプライムローンは、証券化商品になって世界中に流通した。世界最先端の金融技術を持っていたウォール街で産み出された、極めて人気のある証券化商品だった。


    　この証券化商品が、一〇〇年に一度と言われる空前の大不況を引き起こし、今でも世界はサブプライムローンが残した深い傷きず跡あとにあえいでいる。


    



    　サブプライムローンの証券化商品は、アメリカの、低所得者向けの住宅ローンを証券化したものである。


    　低所得者向けのローンなのでリスクが高く、そのために利回りが高かった。いつ破は綻たんするとも知れない低所得者のローンを、まともな金融機関なら大量に引き受けたりしない。


    　しかし、このサブプライムローンを証券化し、リスクの低いプライムローンと混ぜて流通させたので、とたんに引き受けやすく、魅力ある商品に変わってしまったのである。この金きん融ゆう商品を、リーマンブラザーズは積極的に作り、世界に流通させた。そして欧米を中心にした全世界の金融機関がサブプライムローンを基もとにして作られた証券化商品を次々と引き受けていく。


    　この商品を買わされた金融機関は、べつに被害者ではない。むしろ金余りが続いた金融機関は、「早く美お味いしい金融商品を作って持ってこい」と投資銀行を責め立てたほどだった。そのなかで、高利回りのサブプライムローンはひときわ魅力を放っていたのだ。


    　アメリカの住宅価格が上昇しつづけている間は、この商品はたしかに優良な商品でありえた。仮にローンが払えなくなった低所得者も、値上がった家を売れば、すぐにローンの返済ができたからである。


    　しかし、住宅価格の上昇はバブルだった。バブルが弾はじけ、価格が急落し始めると、値下がりした家を売ってもローンは返せない。二〇〇七年ころから、目に見えて低所得者のローン返済が滞とどこおるようになっていく。


    　サブプライムローンを引き受けた金融機関たちも、ようやくこの現状に気づき始め、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり、証券を一刻も早く手放そうと躍やつ起きになった。そして、たちまちこの証券化商品は行き詰まる。


    　二〇〇八年にはリーマンブラザーズが吹き飛び、証券化されて世界に分散されたこの商品の価値は灰かい燼じんに帰きした。


    



    　危険と隣り合わせの証券化。


    　しかしこの高度に洗練された金融技術は、これからも金融経済の主流であることは変わらない。なぜなら証券化が経済を加速させることは明らかだし、証券化を必要としている人は世界中にいるからだ。証券化がくまなく行き渡れば、どんなものにも値段をつけることができ、流通できるようになる。企業は事業資金を証券化によって補い、銀行から融資を受ける必要性が少なくなってくる。


    　これからも証券化は経済に大きく貢こう献けんし、地球をひとつに結びつける役目を果たすだろう。それによって甚じん大だいな経済破は綻たんを招くリスクが大きくなろうとも、人間が新しい富とみを産み出す新技術を捨てさる可能性はまったくのゼロだ。


    　証券化は、これからの金融ビジネスのメインストリームなのである。


    



    
      ◇

    


    



    　七階の革命部、部室でも使用していた丸テーブルに、久しぶりに全員が集まった。


    　そろったみなを満足げに見渡し、莉り音おんは宣言する。


    「さあ、ミーティングを始めましょう。日本商業銀行の資金、大変なことになってるわよね。今日ここで運用方針を決定するからね」


    「資金が増えるのは当然だよ、莉音。この俺に任せていたら、あっという間に預金量一京けい円を超えるだろう。実のところ俺も、資金運用の遠大な計画を決めていた。それを今、発表しよう」


    　すかさず恒こう太たが、我が物顔で言った。


    　俺は眉まゆをひそめる。


    「恒太の資金運用の計画か？　初耳だな。どんなプランなんだよ？」


    「聞いておどろけ。我が行では愚ぐ民みんどもから集めた資金を使い、宇宙開発に取り組むことにする。まずは大量の宇宙ミサイルと核兵器で武装。そして世界で最初に月面を軍事的に占領し、月の資源を日本商業銀行が独占するのだ。そして同時に、火星のテラフォーミングも開始する。世界最強のウルトラメガバンクとして、アメリカの軍事力を凌りよう駕がし、たちまち世界を統治できるだろう。俺の大戦略は、後のちの世に、宇宙帝国主義と呼ばれる」


    「すさまじいメチャクチャっぷりだな。せめてもう少し、まともな計画を期待してたんだが……」


    　俺は呆あきれたが、莉り音おんは腹を抱かかえて笑う。


    「あはは、恒太らしい大戦略ね。なんか、それに賭かけてみてもいい気がしてきた」


    「とってもロマンチックな計画だって思います！」


    　なぜか柚ゆずさんは喜んだ。


    　沙さ織おりがクギをさす。


    「ダメよ柚さん。コイツの話なんて聞いちゃダメなんだから」


    「ほう、この俺の深しん謀ぼう遠えん慮りよに対する嫉しつ妬とかね」


    「バカすぎて呆れたの！」


    「ならば貴様らの計画を聞かせてもらおう。精せい緻ち極まる俺の宇宙侵略作戦には遠く及ばないだろうがな……」


    　すぐに莉音が身を乗り出す。


    「実はね、日本商業銀行の方針はもう決めてあるの。私たちは、投資銀行として生きていきましょう」


    「今までと何が違うの？　投資銀行ってどういうこと？」


    　沙織が戸と惑まどった声を上げた。


    　わざとらしく恒太が首をふる。


    「投資銀行も知らないとは困ったものだ……。もしや商業銀行と投資銀行の違いもわからないのか？」


    「な、なにが違うのよ？　というか、それどういうことなの？」


    「おやおや、小娘はいったい今までどうやって生活してきたのだ？　ラーメンと蕎そ麦ばの見分けすらつかないのではないか？」


    「くっ、くうう……」


    　沙織は悔くやしそうに唇をかんだ。


    「まず投資銀行がいかなるものかだが──」


    　尊大な言葉のわりに、恒太は丁てい寧ねいに投資銀行の役割を解説してみせた。さんざん出演したクイズ番組のおかげで慣れているのか、恒こう太たの理路整然とした答えは堂に入っていた。こういう場面だけなら、総理総裁として人前で演説させても違和感はないだろう。どうりで一般人が、恒太を天才だと誤解するはずである。


    　涙目になりながら、沙さ織おりは口くち惜おしそうにつぶやく。


    「なんでそんなこと知ってんのよ……」


    「まさか沙織は、俺が天才であることを忘れたのかね？」


    「忘れるどころか、あんたを一瞬たりとも天才なんて思ったことないけどね……」


    　言い争いが始まる前に、俺が説明する。


    「一昨日、俺と莉り音おんのふたりで、立たち花ばな社長にアイデアを聞きに行ったんだよ。そこで、俺たち自みずから新しい金きん融ゆう商品を開発し、集めた資金をそれに投入していこうってことになったんだ」


    「うん。お金がどんどん増えてるから、早いところ金融商品を作らないといけない。最初はね、アクアスの新店てん舗ぽを証券化していこうと思ってるの」


    「新店舗を証券化、だと？」


    　ふいに、恒太の眼が煌きらめいた。


    「アクアスの店舗は今、日本が中心だ。店舗の九〇％以上は日本にある。これからは海外展開を加速させていきたい。だけど新規店舗を出店していくには、普通なら、莫ばく大だいな資金を借り入れなくちゃいけないだろ？　だから新店舗を証券化することで、アクアスのリスクを分散し、一気に店舗を拡張させちまおうって計画なんだ」


    　俺の補足に、莉音も続く。


    「新規出店を十じつ把ぱ一ひと絡からげにして、丸ごと証券化して、投資家にどんどん売っていくわけ。そうすれば、アクアスは借しやつ金きんする必要がない。新規出店に関わる膨ぼう大だいな資金的リスクは投資家たちが引き受けるの。その代わり、投資家には新店舗から上がるお店の収しゆう益えきを還元していく」


    「ま、待って。証券化って何なの？」


    「おやおや、またもやこの俺が説明してやらねばならないようだ」


    「嫌いやッ、絶対あんたから説明受けたくない！」


    　とっさに沙織は両耳を押さえ、激しく首をふった。


    　俺は沙織を安心させる。


    「実は俺も知らなくてさ、莉音に本を貸してもらって、必死で勉強したばかりなんだ。沙織にもあとで本を渡すよ」


    「う、うん。ありがとう。私も勉強するね」


    　莉音は嬉うれしそうに言う。


    「未いまだかつてなかった新しいチェーン展開の方法になるわ。アクアスが成功したら、この仕組みを他のチェーンにどんどん取り入れていけばいいと思うの。これからは日本商業銀行が、世界展開するためのスキームを、チェーン本部に供きよう給きゆうしていける」


    「ククク、どうやら莉音は、俺が命じようと思っていることを、先回りして提案するのが好きなようだな。その心こころ遣づかい、上官として嬉うれしく思う。実のところ俺も、アクアスを絡めた積極戦略に打って出ようとしていたのだよ。よし、最初の資金運用計画は決まった。アクアスの新店てん舗ぽを証券化する金きん融ゆう商品を開発し、まずは日本商業銀行自身が証券を引き受けることだ！」


    「月の軍事占領や、火星のテラフォーミングはどうなったんだよ……」


    「あんたは宇宙に旅立ってくれた方がいいわね」


    　俺と沙さ織おりは、ほとんど同時にため息をついた。


    「でね、計画を練ねって、立たち花ばな社長に提案しなくちゃいけないの。まずはそのための準備ね」


    　そう言って、莉り音おんはホワイトボードを向き、マジックを取り上げた。


    



    ■チェーンの証券化


    ①証券化ノウハウ　（独自開発）


    ②資金　（日本商業銀行）


    ③店舗運営ノウハウ　（チェーン本部──最初はアクアスとの共同整備）


    ④運営スタッフ　（人材教育会社設立、あるいはＭ＆Ａ）


    



    「今度の計画に必要なものを分解すれば、大まかに言ってこの四つ。順に確認していきましょう」


    　俺たちに向き直り、莉音は続ける。


    「まずは①、証券化ノウハウ。証券の分割をどのようにすればいいか、証券の値段をいくらにするのが妥だ当とうか、投資家にどのくらいの利回りを還元すればいいのか……そんなもろもろのことを決めていかなくちゃいけない。証券を引き受けた人も、チェーン本部も、そして私たちも、みなが損をしないような仕組みを組み上げるわけ。一番肝心な、証券を作る作業よ」


    「すごく複雑そうだな。そういうのって普通はさ、それこそ名門大学でＭＢＡを取得した金融マンが何人も集まって、何日もかけて作業をするものなんじゃないのか？」


    　俺は疑問をぶつけた。


    「ううん、実は手軽にできるものなの。この証券を作るためのソフトウェアが投資銀行に向けて販売されてるからね」


    「どんなソフトウェアなんだ？」


    「証券化する対象の基本的な数字をたくさん入力していくと、あら不思議、自動的に証券が作られるの。もちろん細かい調整は必要だけど、あとはその証券を販売していけばいいだけ。便利でしょう？」


    「おりおんクローズ並みにすごいソフトウェアだな……」


    「でもこのソフトウェアも全能じゃなくて、不動産ローンのような金融債さい権けんを証券化するのに向いている。もともと今までの証券化市し場じようっていうのは、金融債権を取り入れたものに特化していたからね。でも、これから私たちがやっていくチェーン店の証券化は、前例が多くない。このソフトウェアの力にも限りがある」


    「じゃあやっぱり最後は人力で、あらゆる状況をシミュレーションしながら検討するしかないんじゃないか？」


    「ううん、このソフトウェア開発会社とライセンス契けい約やくを結んで、私たちに適合したソフトウェアになるように、独自に改良を加えていきたい。そして私たちの新しい金きん融ゆう商品に適合した独自のソフトを開発する。それを私と柚ゆずちゃんでやるから。ライセンス契約には一〇億円くらい支払うことになるかしらね」


    「莉り音おん部長と一緒にお仕事ができるなら、私、とっても嬉うれしいです。がんばろうって思います！」


    　唐とう突とつに、柚さんは喜びの声を上げた。


    「柚ちゃん、このソフトはアメリカ企業が作ってるから、さっそく来週くらいに出張しましょう」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　本当はわかっていないと思う。それは間違いない。


    「またアメリカか。なんだかんだ言っても、いろいろすごいよな、アメリカは……」


    「金融技術はアメリカで発展したものだからね」


    「ギャラクシードリンクもアメリカ製なんです！」


    　俺と恒こう太たを撃げき沈ちんさせたあのジュースは、米軍が拷ごう問もん用に開発した特殊兵器に思えるのだが……俺の気のせいだろうか。


    　ふいに恒こう太たが左目に手を当て、不敵に微ほほ笑えむ。


    「フフフ、なにもかも俺の計画通りだ……。こうまで莉音をうまく操あやつれると、自分の力に畏おそれすら感じるよ……」


    「はいはい、あんたいつ宇宙に行くの？」


    　興味なさげに沙さ織おりが言った。


    　莉音は話を続けてゆく。


    「じゃあ次は②の資金。最初のうちは、日本商業銀行が集めた預金を投入していく。基本的にそれだけね」


    「任せ給たまえ。この計画を見越して、俺が資金を集めてやったのだよ。どうも仕事をしているのは俺ばかりのようだが、実力が飛び抜けているということか……ならば仕方ない」


    　そんな恒太の戯ざれ言ごとを、今度は沙織すら聞き流した。


    「あとね、日本商業銀行だけで引き受けるだけじゃなく、他の銀行や金融機関にも証券を販売していきましょう。金融商品を開発して販売するだけでも、売買益えきが入る。重要な日本商業銀行の収益基盤になるはずよ」


    「むしろ投資銀行としては、金融商品を作って、他の金融機関に手広く売るっていう作業が本筋かもしれないな。まぁ金が有り余ってるから、今は自分で引き受けて運用しないといけないけどさ」


    　俺はうなずいた。


    「次は③、店てん舗ぽ運営ノウハウ。店舗の運営はアクアスに任せるしかないわね。これは私たちはノータッチ」


    「だったら、③を検討する必要はないんじゃないか？」


    「アクアスとやるときはね。でも私は、このチェーン店てん網もうの証券化を、他のお店にも応用していきたいと思ってる。たとえば私たちが大人気のラーメン店を買収して、この証券化の方法を使って拡張させていく。その際は③の、お店の健全な運営ノウハウを持っている企業を発掘することが重要になってくるでしょ。だからあえて、検討課題として分割したの」


    「なるほど。まずはアクアスで成功させて、それをモデルケースにして、他のチェーンでも同じように展開していこうってことだな」


    「うんうん。フランチャイズに代わる、新しいチェーン展開の方式になりえる。この手法を、私たちが独占するの」


    　フランチャイズとは、多くのチェーン店で導入されている、店舗網拡大の手法だ。


    　このフランチャイズ方式では、チェーンに加か盟めいしたいと考える個人が、出店に関するすべての費用を負担する。


    　たとえばコンビニチェーンの新規出店ならば、コンビニを始めたい脱サラした男性が、出店費用五〇〇〇万円を個人で調達する。コンビニチェーンの本部は、リスクを一切負担せず、ノウハウだけを提供する。もちろん男性が五〇〇〇万円のリスクをひとりで引き受けることになる。もっと大規模な店舗なら、余よ裕ゆうで一億円を越えてしまうこともある。失敗したら破産することもあるし、悪くすれば自殺までいくかもしれない。


    　学習塾、居酒屋、たこ焼き、カメラ現像ショップ、ラーメン、クレープ、レンタルビデオなど、数多くのチェーン店ではフランチャイズ方式を採用している。チェーン本部はまったくリスクがなく、どこまでもチェーンを拡大していけるからだ。リスクはすべて加盟したい人が引き受けてくれるし、失敗しても、その人が破は綻たんするだけである。こんなに美お味いしい手法はない。


    　しかしフランチャイズ方式には、チェーン本部が拡大したいときに、どんどん拡大していけるわけでもない不便さもある。


    　なぜなら、大金を出してでもチェーンに加盟したいという人を探し出さなければならないからだ。そして、そこから説得を重ねなくてはならない。たとえばこんな風にだ。


    「サラリーマンなんてつまらんだろ？　一国一城の主あるじになって悠ゆう々ゆう自じ適てきに生きようぜ。な？　な？　おまえに儲もうけさせてやる。だから五〇〇〇万円を出せ。一億円を出せ。なんなら銀行も、国民金きん融ゆう公庫も紹介してやる」


    　大金が絡からむだけに、この作業は案外大変である。


    　そのために大きな宣伝広告費を負担し、必死でリクルート活動をしている。本業の充実とは関係なくとも、フランチャイズを拡大させるためには、やらなくてはいけないことである。このような瑣さ末まつな業務も、たくさん発生してしまうわけだ。


    　ここで証券化の手法を使ってみよう。


    　まずは脱サラ男性がリスクを負担する必要はなくなる。証券として金融機関が買い取り、その資金を元にコンビニチェーンは事業拡張できていくわけだ。


    　そしてチェーン本部としても、わざわざ脱サラ男性を見つけるために、必死で営業活動をする必要もなくなる。本業の充実とは関係の薄いそんな仕事も、すべて投げ出してしまえるのだ。


    　リスクは証券を引き受けた投資家たちが負おう。そして証券の引き受け手は、日本商業銀行をはじめとして、世界中の金きん融ゆう機関がたくさんある。莫ばく大だいな金を持っていて、投資先を血ち眼まなこになって探している連中だ。


    　だから莉り音おんは、アクアスを成功させたら、その実績を基もとにして、他のチェーンにも次々と応用させていこうとしているのだろう。


    　俺はうなずく。


    「たしかにチェーンの証券化は、かなり応用が利ききそうだ。ビッグビジネスになると思う。チェーンの新規出店費用を、金融機関が引き受けるのはいい。……でもひとつ疑問があるんだ。コンビニチェーンは今まで、脱サラしたような人に費用を負担させて、その人が店長まで引き受けていたわけだろ。その人は何千万円も投入して崖がけっぷちだから、命いのち懸がけで働くに違いない。でも証券化すれば、肝心の店長がいなくなる。その人材面は、どうやって補っていくんだ？」


    「いいところに目をつけたわね。それが④の運営スタッフよ。人材は、私たちが確保する」


    「そんな無茶な。どうやって？」


    「人材派は遣けん・人材教育会社を買収するの。適当な会社がなければ、新規で専門の会社を創ってもいい。そこに、人材供きよう給きゆうのすべてを丸投げする」


    「……な、なるほど。ノウハウはチェーン本部が出して、人材は専門企業にアウトソースするか……」


    「もちろん世界にチェーンを広げていくと、国ごとに人材の特性もさまざまだし、法律も変わってくる。だから国ごとに、別の人材派遣・人材教育会社を買収していかなくちゃならないわね。適当な会社がなければ、私たちが創りましょう」


    　サラリと髪をかきあげた恒こう太たが、得意げに口をはさんでくる。


    「ククク、なにもかもが想定通り……。この証券化戦略の商品名は決まった。『ＫＫＣＳ』としよう」


    　俺は眉まゆをひそめる。


    「ＫＫＣＳって、どういう意味があるんだ？」


    「決まっておろう。『カスガ・コウタ・チェーン・システム』の略だ。優れた商品には、抜群のネーミングが不可欠だからな」


    「なんであんたの名前が付いてんのよ！」


    　沙さ織おりは憤ふん慨がいした。


    　しかし莉音は気楽に同意する。


    「あはは。いいじゃないＫＫＣＳ。それに決めちゃいましょう。うん、大決定」


    「そんな適当に決めていいのかしら……」


    「じゃあもう一度、まとめてみるわね」


    　再び莉音はホワイトボードを向き、決まったことを書き出した。


    



    ■チェーンの証券化（ＫＫＣＳ）


    



    ①証券化ノウハウ


    →既き存そんの証券化ソフトウェアをライセンス契けい約やくし、独自にカスタマイズを加える。


    



    ②資金


    →当初は日本商業銀行が引き受ける。ゆくゆくは、各金きん融ゆう機関にも販売していく。


    



    ③店てん舗ぽ運営ノウハウ


    →利り益えきを出せる運営ノウハウを持っているチェーン本部と提てい携けい・買収して、証券化ノウハウを活用して世界にチェーン店てん網もうを拡張させていく。


    



    ④運営スタッフ


    →国ごとに人材派は遣けん・人材教育を行おこなう企業を買収・新規設立し、店舗運営スタッフの雇こ用ようや運用を丸投げする。店長からアルバイトスタッフまで教育・運用する。


    



    「うん、とりあえずこんなところね。いずれ証券化を応用して、私たちのミサイル防衛開発にも繋つなげていけるかもしれない。さあみんな、まずはＫＫＣＳ、チャッチャと始めちゃいましょう」


    　莉り音おんは笑顔で言った。


    「はい！　難しくてわからないところもいっぱいあったんですが、わかりましたぁ！　一生懸けん命めい、がんばろうって思います！」


    　そんな柚ゆずさんは一〇〇分の一も理解していまい。


    　恒こう太たがくつくつと笑う。


    「今だから明かそう。日本商業銀行の頭とう取どりになったとき、俺はＫＫＣＳをやろうと決めていた。しかし俺の才気ゆえに、開始が少々早くなってしまったのが誤算といえば誤算か……」


    　沙さ織おりと俺は顔を見合わせる。


    「ねぇ、宇宙開発はどうする？」


    「恒太なら、ひとりで宇宙へ飛び立ってくれるだろう」


    



    
      ◇

    


    



    　銀行八階の頭取室に、十数人を超える取材クルーがやってきていた。


    　かなり大きなクルーである。


    　頭取室に取材が入ることなど今やまったく珍しいことではない。しかし今日の取材は一味違った。ゴールデンタイムに、日本商業銀行の急成長の軌き跡せきを描えがく特別番組で、ライブ中継で配信される大掛かりなものである。ＭＨＫによる、恒こう太たの独占インタビューなのだ。


    　この模様をチェックするために、俺は頭とう取どり室にひとり出向き、クルーの後ろからインタビューを眺めていた。ひとつ下の七階事務所では、莉り音おんらがモニタを通してこのライブ中継の模様を見ているはずである。


    　いつでも自信に満ちあふれた恒太は、やはりここでも数々の質問に堂々と受け答えしていた。恒太は、いつ何なん時どきでも変わらない。


    　記者は質問を続けてゆく。


    「春かす日が頭取は、昨今の閉へい塞そくした世界経済を打開する手立てはあるとお考えですか？」


    「打開？　そんなもの、俺が考えるまでもない。すぐにまたマネーゲームは始まるだろう」


    　恒太は手を払うようにして言った。


    「しかし我われ々われ人類は、そのマネーゲームで痛手を被こうむったばかりです。果たして、同じことが繰り返されるでしょうか。人類が、それほど愚おろかだとは思えません」


    「だが、金余りは続いている。実体経済は縮小しているのに、世の中に流通するマネーはどんどん増えているのだよ。マネーゲームは再び始まる。……ほんの少し先の未来が、俺には手に取るようにわかる」


    　そう言って、左目に手をやった恒太は、意味深に微ほほ笑えんだ。


    「それは、どんな未来なのですか？」


    「もうすぐ、新しいバブルがやってくる。ウォール街はすでに着々と、次のバブルのネタを仕込み始めている」


    「しかしサブプライムローン問題──一〇〇年に一度と言われる厄やく災さいを経験したばかりです。新しいバブルが始まるとは、とうてい思えません。人類の叡えい智ちは、軽々しくバブルを受け入れないはず」


    「ククク、貴様は聖者のつもりなのか？　思わないのは勝手だ。だがしかし、サブプライムローンの巨大な痛手は、次のさらなる大きなバブルによってしか克こく服ふくされない。各国政府も、密ひそかにバブルがやってくるのを待ち望んでいるのだよ」


    「どうしてバブルが必要なのでしょう？」


    「決まっている。経済成長なくして、この社会は維持できないからだ。この状況で経済成長を続けるためには、金きん融ゆうの沸ふつ騰とうに期待するしか方法はなかろう」


    　記者は納得できないといったように、わずかに顔をしかめる。


    「しかし、経済成長が必要でしょうか。ゼロ成長で良しとする考え方や、地に足の着いた経済成長を望む議論も聞かれるようになりました」


    　恒太は鼻を鳴らす。


    「フッ、実にバカげた妄もう想そうだ。成長しない資本主義社会などありえない。それとも、資本主義の転てん覆ぷくでも目もく論ろむ連中の声なのか？　停滞すれば破は綻たんあるのみ。ならば、走りつづけるしかなかろう」


    「成長しなければ、なぜ破は綻たんするのですか？」


    「世界が抱かかえる巨大な損失を隠すためだよ。世界経済は負ふ債さいを溜ために溜め込んでいる。基軸通貨のドルを見るだけでもわかるだろう。アメリカはいつ凋ちよう落らくしてもおかしくないほどの借しやつ金きんを抱えながら、次々とドルを刷りまくり、世界中にばらまいている。そんなドルに価値はない。それが負債でなくて何だと言う？」


    　恒こう太たは大おお仰ぎような身振り手振りを交まじえながら続けていく。


    「我われ々われは次々とバブルを演出していかなくてはならない。負債の規模も、バブルの規模も、どこまでも大きくなる。地球経済はいつか弾はじけ飛ぶ。五〇年先か、一〇〇年先か、いつか破綻するときはくる。それでも、人類はそれを受け入れるしかなかろう」


    　記者は厳しい視線を向ける。


    「経済の中ちゆう枢すうを担になう銀行経営者の言葉だとは思えません。春かす日が頭とう取どりは、経済を信じていないのですか？」


    「信じる、だと？　そんなものに興味はない。俺が信じているのはただひとつ──この俺自身の頭脳だけだ」


    　そう言い切った恒太に、記者は唖あ然ぜんとした。


    　咳せき払ばらいして、気を取り直したように記者は問う。


    「……では、春日頭取の頭脳は、どんな未来予想図を思い描えがいておられるのですか？」


    「実はこの俺は、次のバブルのネタを読み切っている。日本商業銀行は、全力を挙あげてバブルの先手を打っているところだ」


    「そのバブルのネタというのを、ぜひ教えていただきたいです」


    「それは最高軍事機密に抵てい触しよくする。日本商業銀行の資金運用部門が知っていればいいことだ」


    　自信満々の恒太だが、その資金運用部門とは、実態は革命部の五人だけである。


    　恒太は続ける。


    「……と、秘密にしておきたいところだが、心優しいこの俺は、民たみ草くさに教えてやってもいい」


    「ぜひ教えてください」


    「……ＫＫＣＳ……俺が次に繰り出す金きん融ゆう商品の名前だ」


    　いかにも意味ありげに、恒太はゆっくりと口にした。


    「ＫＫＣＳ……それは、どのようなものですか？」


    「簡単に言えば、事業を証券化していくのだ。もちろん、その発想自体は昔からあった。だが日本商業銀行が始めるＫＫＣＳは、もっと果か敢かんで積極的な商品なのだよ。この俺が長年にわたり研究してきた新しい金融戦略だ。その成果を今、あまねく地球人に送り届けてやろう」


    　莉り音おんの発案なのにもかかわらず、恒太はまるで自分が開発したもののように言い切った。


    　──立たち花ばな社長のアイデアを聞いて、莉音が数日で考えたものじゃねーか……。しかも長年っておまえ、いったい何歳なんだよ……。


    　インタビューの模様を見ながら、俺は呆あきれざるをえなかった。


    　それから恒太は、ＫＫＣＳがいかに素晴らしいものなのか、そしてこの金融商品を開発するために、自分がいかに知恵をしぼってきたのか、とうとうと語りつづけた。


    　視聴者たちは感心するのかもしれないが、傍そばでライブ中継を見守っている俺は、呆あきれてものも言えなかった。


    「では最後に、一般人が自分の資産を守っていくためには、どんな方法があるでしょうか。春かす日が頭とう取どりの見解を教えてください」


    「フッ、簡単だよ。日本商業銀行に預金をすればいい。それこそが、世界でもっとも安全な資産保全の手段になる」


    「もっと幅広い手段を聞きたいのですが……」


    「たしかに世の中には数多くの銀行やファンドがある。どこで資産を運用すべきか、多くの人間が悩んでいるだろう。だが、俺ほどの頭脳が他の金融機関にあるとは思えない。やはり俺にできる最さい善ぜんのアドバイスは、日本商業銀行に一定の資産を預けておけということだけだろう」


    　そこまで言って、突然、恒こう太たは立ち上がった。


    　拳こぶしを握りしめ、熱烈に断言する。


    「世紀の天才と謳うたわれるこの俺が、貴様らの財産を守り、増やしてやることを全力で誓ちかおう」


    　唐とう突とつに恒太が起立したため、記者は背を仰のけ反ぞらせて恒太を見上げていた。


    　そして恒太は、悠ゆう然ぜんと両手を広げる。


    「日本商業銀行こそ地球の未来。新しい世界を切り開くことは、神をも超える天才のみに許された特権だ。俺の才気を信じろ。この俺は、未いまだかつて誰も為なしえなかった、人類の未来を切り開くだろう」


    　宗教じみてきたような感じがするのは気のせいか。


    　ともかく恒太はカメラ目線で、力強く明言した。


    　経営者としての能力はともかく、エンターティナーとしては世界ナンバーワンの才能があると俺は思った。


    　そんな恒太に、記者やクルーは圧倒されて目を見開き、あんぐりと口を開け、ただ呆ぼう然ぜんと眺めているだけだった。


    「世界人類諸君。宣言したいことがある。心して聞き給たまえ。我われ々われは決して日本だけを商しよう圏けんにするのではない。この俺は世界へ羽ばたく。そこで我が行は、『国際商業銀行』に名称を変更することを、今ここに布ふ告こくする！」


    　出し抜けな宣言に、俺は泡あわを食った。


    　──あ、ああそうなんだ……なんか……名前変わっちゃったよ……。


    　まったく寝耳に水である。


    　こうして日本商業銀行は、国際商業銀行（International Commerce Bank）に名前を変えることとなった。略してＩＣＢらしい。


    　俺も莉り音おんも沙さ織おりも柚ゆずさんも、そして行員たちも、銀行の名前が変わることを、テレビ局の恒太インタビューを通して初めて知ったのだった。


    　部費八兆九〇〇〇億円。借しやつ金きん七兆一八〇〇億円也なり。

  



  
     第五章　対外投資


    



    　時刻は二二時三〇分。


    　俺は銀行の二階で、預金を担当する人たちとの打ち合わせを済ませ、七階の新事務所へ戻った。そろそろ帰宅しなくてはならない時間である。


    　以前の部室には、よく深夜〇時過ぎまで居残っていたものだ。しかし今は、終電までに駅へ向かわなくてはならない。


    　乗り遅れたら近場のホテルに宿泊する。しかし、それに慣れすぎると、家にまったく帰らなくなってしまう恐れがあった。帰れるときに帰っておいた方がいい。


    　だだっ広い事務所の隅では、ひとり沙さ織おりがパソコンに向かっていた。画面を凝ぎよう視しし、ポチポチと、定期的なリズムでマウスをクリックしている。


    「沙織、一緒に帰ろう」


    　沙織は顔を上げた。


    「うん！　でも、もうちょっと待って。あと一〇分でホームページが更新されるから」


    「更新って、なんの更新？」


    「日本商業……あっ、ううん、国際商業銀行のページなんだけどね、名前が変わったでしょ。だから、全ページの名前やロゴを変更したの。デザイン業者さんが、ちょうど今アップロードしているところだから、もうすぐ更新されると思うんだけど……」


    「なんだ？　そんなことまで沙織がやってるのか？　日本商……い、いや、国際商業銀行にだって総務がいるだろう」


    「いることはいるんだけど、とても対応している時間がないの。いろいろとゴタゴタがあったせいで行員さんが減っちゃったでしょ。それなのに預金者は急増中で、みんな仕事量が増えすぎてる。莉り音おんと相談して人材会社に頼んだり、採用をどんどん増やそうとは思ってるんだけど、一気に増えるわけでもないじゃない？　なんでも押し付けると、せっかく残ってくれてる行員さんも辞めちゃうし、こういう細かい作業は誰かがやらなくちゃ」


    『日本商業銀行』から『国際商業銀行』へ。


    　ただ名前を変えればいいというワケではない。たったこれだけのことに、雑多な作業がたくさん発生してくる。


    　たとえば関係各社や預金者たちへ、挨あい拶さつ文ぶんを送付しなくてはならない。会社案内やパンフレットやチラシもすべて、過去のものは廃はい棄き処分だ。すぐに新しい名前のものを刷り直さなくてはならないのである。ウェブサイトも、新しいドメインを取って、アップし直さなくてはならない。もちろん登とう記きの変更もある。


    　本当ならば、この忙いそがしいタイミングで名前を変えるなどとバカげたことは中止すべきだ。しかし頭とう取どり自みずから、テレビで全世界に発表してしまった以上、撤回するわけにはいかなかった。


    「だからって沙さ織おりがやることはないと思うけどな」


    「ほら、日本……国際商業銀行の前の役員さんもみな退陣して、突然、私たちが経営メンバーになったわけでしょ。でも、恒こう太たはなんにもしないし、責任持てる役員さんはいないし、私が連絡役の仕事してるから……やっぱり私がやらなくちゃいけないの」


    　やれやれと、俺は首をふった。


    「……まったく、恒太にも困ったもんだ。勝手に名前変えて、テレビ発表までしやがって……。こっちがどんなに大変かわかっちゃいないんだよな」


    「本当にそうよ。いくら叱しかっても、ぜんぜん気にも留めないんだから。どうして昔からああなんだろう……」


    　表情を暗くした沙織は、気を取り直したように言う。


    「さっき表に出す看板も発注したところなんだけど、柚ゆずさんの壺つぼよりずっと高かったわ。あとね、行員全員の名刺もぜんぶ変えなくちゃいけない。ついでだけど、革命部の名刺も住所が変わったから、一緒に発注しといたの。そっちは急ぎじゃないけどね」


    「ご苦労様だな。沙織がいなかったらメチャクチャだったろう」


    「ううん、前はぜんぶ巳み継つぐがやってた仕事だから……。私も少しは巳継や莉り音おんの役に立てればいいなぁって……。でもみんな、ほんのちょっと前まで一緒に遊んだりしてたのに、いつの間にかすごく大人っぽくなってるでしょ……。なんかね、私だけ置いていかれちゃったみたいな気がするの」


    　沙織は十分よくやっているのに、いつも自分のスキルが追いつかないと悩みがちだった。だが、傍そばにいるのが莉音や柚さんだと、そう感じてしまうのも無理はない。あのふたりは常じよう軌きを逸いつしている。


    「そんなことない。沙織はもうリッパな社会人だ。仕事でたくさん社会人に会ってるけど、沙織はもうどこへ出しても通用する。本当だぞ」


    「ありがとう……」


    　沙織はなおも自信なさげだった。


    　ちょうど沙織がマウスをクリックすると、一瞬、画面が真っ白に反転し、新しい国際商業銀行のウェブサイトが立ち上がった。


    「あっ、今アップされたよ」


    　そう言って、沙織は俺の袖そでを掴つかみ、引き寄せてきた。俺も一緒にパソコンをのぞきこんでみる。


    　トップページの銀行名も、ページ下部の著作権表示なども、きちんとすべて名前が切り替わっていた。


    　また、『名称を変更しました』というニュースがトップ記事として掲載もされている。


    　沙織がひとつひとつ各ページをクリックしていくと、ぜんぶ綺き麗れいに変わっていた。


    　俺は沙織の肩をポンと叩たたく。


    「完かん璧ぺきだな。おつかれさん」


    「うん！」


    　ふと俺たちは顔を見合わせた。息いき遣づかいが聞こえるほど間近だ。


    　沙さ織おりの顔が耳まで真っ赤に染まった。


    　事務所には、俺たちふたり。俺は何か言おうとしたが、とっさに言葉がうかばない。


    「さ、沙織……あ、あのさ……」


    　おそるおそるといった様子で、沙織は口を開く。


    「巳み継つぐ……。わ、私もね……柚ゆずさんを見み倣ならおうかなって……」


    「……見倣うって、なにを？」


    「柚さんは巳継に告白するために、本当にがんばってると思う。仕事に一生懸けん命めい取り組んで、みんなの役に立って、巳継に認めてもらったら……そしたら初めて告白しようって決めてるんだと思う。あんなに純粋な女の子、他にいないよ」


    　どう答えればいいのだろうか。


    　柚さんは前から一生懸命だが、たしかに最近は、とくに仕事に熱意がこもっているように見えた。


    「私には、柚さんみたいな実力はないし、莉り音おんみたいになんでもできるわけでもない。だけど、それでも、巳継の役に立ちたいってすごく思うようになった。私、負けないからね……」


    　そして沙織はうつむき、つぶやくように口にする。


    「でも、どんな結果になっても……これからもずっと一緒にいてほしい」
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    「今までもこれからも、俺たちはずっと一緒だ。どんなに企業が発展しても、どんな風に世界が変わっても、それだけは変わらないよ」


    　莉り音おんを中心にしてガキのころから一緒だった俺たちは、きっと死ぬまで一緒だろう。そんな予感が俺にはあった。


    「……うん」


    　沙さ織おりは小さくうなずいて、時計に眼を走らせた。


    「そろそろ帰ろう。電車も終わっちゃう」


    　もうすぐ二三時になろうとしている。


    「ああ。帰るか。帰宅が一緒になるのは久しぶりだな」


    「私、巳み継つぐみたいにあんまり遅くまで残ることってなかったからね」


    　俺はカバンを取り上げ、今晩中に読んでおくべき書類を突っ込んだ。沙織の方は大きな荷物はなく、パソコンを落として帰り仕じ度たくを整えた。


    　駅まで急がなくてはならない。


    　大おお手て町まちから新しん宿じゆくを経由し、地元まで電車で帰るのはなかなか大変だ。俺や沙織の父さんはみな、毎日繰り返していることだろうが、俺はまったく慣れなかった。せめて運転手付きの車でもあれば、だいぶ楽になるのだが……。


    　沙織と一緒にエレベータへ向かうと、ちょうど恒こう太たが降りてきたところだった。俺と莉音と沙織と柚ゆずさんは七階で、恒太だけは八階の頭とう取どり室に入り浸びたりだから、最近ではお互いの動向がリアルタイムでわからない。


    　様子見に来たのだろうか。恒太は事務所を見回し、俺たちに近寄ってくる。


    「なんだ貴様ら、まだ残っていたのか」


    「沙織と一緒に、今から帰るところなんだ。恒太は泊まりか？」


    「俺も今から帰るところだ。莉音と柚はどうした？」


    「柚さんは一時間前に帰ったわよ。莉音は遅くなるから、今日はとなりのビジネスホテルに泊まるって」


    　莉音は帰宅しても、父親は冒険中だから、家には誰もいない。仕事に必要なパソコン各種は事務所に持ってきてある。だから、どこに泊まっても同じで、莉音はほとんど都内で過ごしていた。土・日に仕事の余よ裕ゆうができると、俺たちと一緒に帰ることがある。


    「ほう。ならば、おまえらふたり、心優しいこの俺が全力で送ってやろう」


    「送るって……どういうことだ？　今から駅へ向かうところなんだ。だったら恒太も一緒に帰ろうぜ」


    「まさかこの俺に、庶しよ民みんどもと同じ電車に乗れというのか？　ありえん」


    　恒太はサッと手を払った。


    　まぁたしかに、恒太が普通に電車に乗っていたら、騒動になるかもしれない。


    　今では、俺よりはるかに恒太の方が有名になっていた。なにせ連日連夜、エンタメ番組から報道番組まで駆け回っている男だから、その知名度だけならアメリカ大統領に匹敵するかもしれなかった。


    　恒こう太たは反転し、手で俺たちに合図する。


    「送ってやる。ついてこい」


    　よくわからないまま俺たちはそろってエレベータを降り、深夜勤務の守衛に挨あい拶さつして銀行を出た。


    　銀行のちょうど真ん前、黒塗りのハイヤーが待っている。


    　車種はプレジデント。


    　──こんな夜よ更ふけに、誰か来らい賓ひんが来ているのか？


    　仮に、残業中の行員のところに客がやってきたのだとしても、プレジデントで乗り付けてくるような相手がいるとも思えない。しかも、深夜にである。


    　俺と沙さ織おりが不審に思いつつ通り過ぎようとすると、すかさず運転手が降りてきて、うやうやしく後ろのドアを開けた。


    　そして恒太は、何食わぬ顔で、プレジデントに乗り込んだ。


    　俺と沙織が顔を見合わせると、恒太は車から半身を乗り出し、急せかすように言う。


    「なにをモタモタしている。早く乗れ」


    「は？　これ、恒太の車？」


    　呆あつ気けに取られて、俺はプレジデントを指差した。


    「当然だろう。頭とう取どり専用車だ。俺が移動するときは、いつでもこの車だが？」


    「なっ!?　あんただけ、どうして勝手にハイヤー乗り回してるのよ!?」


    　沙織は地面を荒々しく踏みしめて激怒した。


    「超メガバンクの鉄血頭取たる者、ハイヤーごときは標準装備しなくてはならん。民たみ草くさに威光を見せつけるには、形から入るのが肝要なのだからな」


    「おまえさ……普段の仕事は俺たちに丸投げしてるくせに、こういうことだけは自分でチャッカリ準備してるんだよな……」


    「相談もなしに銀行名変えたり、ハイヤー借りたり……そんなことばかりやって！　あんたね、私たちがどんなに苦労してるか、ちょっとは知ったらどうなの!?」


    　俺と沙織はほとんど同時になじったが、しかし恒太は動じる風もない。


    「ククク、末端業務など、莉り音おん、巳み継つぐ、沙織、柚ゆずがやればいい話だよ。だがこの俺には、もっと遠大な使命がある。俺の覇は業ぎようを聞きたければ、特別に俺が送ってやる車の中で、ゆっくり聞かせてやるとしよう。さあ乗るがいい、我がプレジデントに！」


    　俺と沙織は頭を抱かかえたが、今さらどうしようもないので、うんざりしつつも車に乗り込んだ。どうせ恒太は偉そうにこの車で帰るわけだし、俺たちだけ電車で帰るのは腹立たしいことこの上ない。しかし、運転手付きのハイヤーは、どうにも落ち着かなかった。


    　案あんの定じよう、車の中で恒太が披ひ露ろうする国際商業銀行の将来像を、俺は延々と聞きつづけるハメになった。沙織は無視して眠っていたが。
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    　渋しぶ谷や、アクアス本社。


    　俺と莉り音おんは提案書類を抱かかえて、立たち花ばな社長を訪ねていた。


    　莉音の作成した書類を見終わった立花社長は顔を上げる。


    「うん、今のところいいんじゃないか。これで進めてみなよ。あとは証券化商品が固まったら、確認させてもらいたいね」


    「じゃあさっそく準備を進めるわね」


    「オーケーだ。こっちは最初から、基本的にゴーだよ。もともと考えていたことだし、こっちにはリスクもないからね」


    「このＫＫＣＳは、どこで始めたらいいと思う？　最初は分散せず、一国にしぼった方がいいと思うの。まずは日本で展開することも考えたけど、国内にはもう十分に店てん舗ぽがあるでしょう。出店できる余地はまだ探せばあるだろうけど、残ってる立地だと収しゆう益えき力は弱くなるわよね」


    「そうだな……手始めに日本といきたいところだけど、ビジネスとしちゃあまり面白い場所は残ってない」


    　そう言って、立花社長は腕を組んだ。


    　莉音がうかがうような視線を向ける。


    「だったら中国はどうかしら？」


    「たしかに妥だ当とうかもしれない。アクアスは今、中国に一二店舗出してるが、日本以上の好成績を収めてる。集中して取り組めば、最終的には三〇〇〇店舗を超えられるはずだ」


    「成績上げてるのに、一二店舗しか出していないって、ちょっと少なくない？　アクアスの力なら一気に拡張できると思うんだけど」


    「中国にはさまざまなリスク要因がある。共産党の一党独裁ということもあって、権力が動くとすべてが変わる。とうてい信じがたいことだが、万が一のことがあった場合、中国大陸にある企業は、すべて共産党や軍が管理することが可能なんだ。そういう法律がある」


    　莉音はうなずく。


    「あるわね。『国防動員法』でしょ。でもまぁ、本当にそんな事態にはならないんじゃない？」


    「いや、可能性はあるよ。我われ々われ経済界は、見て見ぬフリをしてるだけさ。だいたい、中国が唱となえる『社会主義市し場じよう経済』ってもの自体が、矛む盾じゆんに満ちあふれた発想だ。共産主義と資本主義はまったく異なるシステムだし、中国はすでに共産主義でも社会主義でもない。誰にも、中国の先のことはわからないよ」


    「それでも、ＫＫＣＳを開始する国としては、中国以上に興味深い国はないと思うのよね。欧米にはいずれ進出するとしても、競合が多いから、序盤は却きやつ下か。インド、ベトナム、インドネシア……今一歩。やっぱり日本と中国の方が繋つながりが近いから」


    「それはわかるよ。海外進出するならもっとも検討すべき国だ。しかし、独裁のリスク、バブル崩ほう壊かいのリスク、動乱のリスク……そしてなにより我われ々われにとって大きなものは、反日リスク。数限りないリスクがあるが、こいつが一番爆発力があるな」


    「今の共産党政権なら大丈夫そう。劉りゆう主席はバランス感覚を持ってるし、いたずらに民衆を煽あおることもなくなってる」


    　莉り音おんは食い下がった。おそらく本音では、ＫＫＣＳを最初に持ち込む国を、中国に決めているのだろう。


    　立たち花ばな社長の方も、中国が妥だ当とうだろうと思いつつも、アドバイザーとしてリスクを指摘しておかざるを得ないといったところだろうか。


    「だから中国って国は、政権が代わればすべてが変わる。次の政権はわからない」


    「……立花社長の話はわかるだけに、悩むわね」


    　莉音は首をひねった。


    「もちろん、ＫＫＣＳでチェーン店てん網もうを広げていく際に、リスクを取るのは君らになる。ぼくらがお金を出すわけでもなければ、金きん融ゆう機関から借しやつ金きんをして出店費用をまかなうわけでもない。だからぼくらは、ある意味で言えば、濡ぬれ手てに粟あわで店てん舗ぽ網を拡大していけるんだ。アクアスにとって大いにチャンスだし、どんどんやってもらいたいところだよ。しかしね、ほかならぬ君らが危険に陥おちいる可能性は、ぼくとしては排除しておきたいところだ」


    「どういう案があると思う？」


    　莉音がうかがうような視線を向けると、立花社長はお手上げのポーズをする。


    「ベストな案なんてないさ。ビジネスはリスクを取らなきゃ進めない。……だけどリスクは、ある程度コントロールすることはできる」


    「……コントロール？」


    「たしかに最初にＫＫＣＳを始めるのは中国、そこはぼくも賛成だ。しかし中国特有のリスク要因が大きすぎる。だから、中国店舗は全体の二〇％程度に抑えることだ。これで最悪の事態は避けられる」


    「なるほど……でも、それも難しい戦略よね……。貴き重ちような戦力を分散することになる。だったら最初から、中国での商売はやめた方がいい」


    　莉音はうなった。


    「戦力を分散……戦術としては愚ぐの骨こつ頂ちようだよ。それはぼく自身もわかってる。だからこの提案は、ぼくの理想論だ。難しい判断だが、ここからは君らが決断していかなくちゃいけない」


    「……うん。ありがとう。参考にしたい。その上で、まずは中国展開を視野に入れて計画してみるわね。ＫＫＣＳが機能し始めたら、すぐにインドやアジア全域に展開して、中国店舗の比率を抑えていきたい」


    　立花社長はしばらく考えるように中空を見上げ、やがて視線を戻して口にする。


    「ならば、中国アクアス事業の責任者を紹介しておこう。宋そうくんっていう三五歳、若手のホープだよ。中国一二店舗を管理する企業の経営者でもあり、アクアスの役員でもある。彼は中国人だ」


    「助かるわね。中国アクアスを中核にして、ＫＫＣＳでチェーン店てん網もうを拡大していきましょう」


    「近いうちに中国視察できるようにスケジュール調整するから、莉り音おんくんか巳み継つぐくんのどちらかに同行してもらおう。そこで彼と相談し、中国展開の方法を探さぐればいい」


    　それから俺たちは、アクアス新規出店に関する実作業の打ち合わせを続けた。
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    　莉音と柚ゆずさんは、一緒にパソコンの画面を眺め入っていた。


    　俺と沙さ織おりがそれぞれの仕事に没ぼつ頭とうしていると、ふいに柚さんが気勢を上げる。


    「動きましたぁ！」


    「うん、上出来ね。さっそく調整作業に移りましょうか」


    　莉音が褒ほめると、柚さんは嬉うれしそうに、うわずった声で応じる。


    「はい！」


    　俺と沙織は手を止めて、柚さんと莉音の後ろへ行き、パソコンをのぞきこんだ。


    「おつかれさん。どんなソフトなんだ？」


    「関連する二八三のデータを入力すると、自動的に証券化されるソフトウェアよ。弾はじき出される利回り計算は既き存そんのソフトを流用してるんだけど、それをチェーン店てん舗ぽ用──ＫＫＣＳ向けに特化させて、大幅に改良を加えたものね」


    　モニタ上には、証券の適正価格や利回り、収しゆう益えきシミュレーションから破は綻たんするパーセンテージまで、こまごまとしたデータが映し出されていた。


    　俺は疑問をぶつけてみる。


    「でも、このソフトで証券を作ったとして、本当に現実に耐えうるものなのか？　実際にやってみなくちゃ、どのくらい利回りが見込めるかわからないだろう」


    「だからこれから、このソフトで作った証券化商品が、きちんと利益を出せるように調整していくのよ」


    　沙織も不思議そうな面おも持もちを浮かべる。


    「どうやって調整するの？　お店を出してみないと、本当に証券が利益を出せるのか、わからなくない？」


    「ううん、ちゃんとシミュレーションはできる。今日アクアスから、横よこ浜はまで営業している四〇の店舗のデータを、ネットでどっさり送ってもらったの。ほら、これプリントアウトしたやつ」


    　莉音の前には、紙の束が積み上げられていた。なにかと思っていたが、アクアス店舗の収益資料だったらしい。


    「今はこの四〇店舗が存在していないと仮定して、ＫＫＣＳを使って同じ場所に架空で出店してみるわけ。そして、ソフトで弾はじき出された証券の利回りを、アクアスからもらってきた店舗の数字に当てはめてみて、大きく違いが出ないように、方程式を調整していくの。そうすれば、最終的にソフトウェアが完成する」


    　ポンと、俺は手を叩たたいた。


    「なるほど。実際に運営されてる店てん舗ぽで、いくらでもシミュレーションができるな。その数字を基もとにしてソフトを調整すればいいんだ。参考にできる実店舗の数字が多ければ多いほど、ソフトは完かん璧ぺきなものに近づいていく。大たい数すうの法則だな」


    　大数の法則とは、「ある試行を何回もすれば、確率は一定値に近づく」という法則である。


    　たとえばサイコロを振ったときに出る目は、回数が少ないと偏かたよりが発生する。三が連続で出ることもあるだろうし、四しか出ない場合もありえるだろう。しかし、振る回数が多くなればなるほど、どの目が出る確率も六分の一に近づいていく。一万回振れば五しか出ないなどということは絶対にありえず、五が出る確率は、ほぼ一六・六六％に収しゆう斂れんする。


    　つまり今回のケースでは、アクアスの店舗のデータが集まれば集まるほど、より正確な数字を導みちびきやすくなるということである。一店や二店のデータでは心もとないが、四〇店あるとずいぶん正確な数字に近づく。一〇〇店二〇〇店もあれば、まず正しい数字が導き出せるだろう。


    　この考え方は、あらゆる金きん融ゆう商品作りの際に、もっとも基本となるものだ。


    　莉り音おんは応じる。


    「四〇店舗だけじゃ心もとないから、念のため二〇〇店舗くらいのデータで調整する必要はあるかしらね。まずは四〇店舗から調整を始めましょう」


    「証券化ソフトウェアっていう容いれ物はできたから、今度は本物の店舗のデータを入れてみる……それって、魂たましいを入れるみたいな作業なの？」


    　沙さ織おりは考えをめぐらせるようにしながら、ゆっくりと訊きいた。


    「いいたとえね。そう、ソフトに魂を入れるのよ」


    「その調整が終われば、二八三のデータを打ち込んで、利り益えきが出せる証券を作れるわけだ。あとは損しないように、儲もうけすぎないように、微妙なところを調整すればいいわけだな」


    　そう俺が言うと、莉音は冷静に指摘する。


    「でもこれは、あくまで日本の環境でのデータ。中国で始めるとしたら、中国の既き存そん一二店舗に当てはめて、ソフトを調整し直さなくちゃならない。もちろん一二店舗じゃデータとしては少なすぎるから、日本のデータも参考にするんだけど、国情が違えば結果は変わってくるからね。データ数が少ないのは、勘で補うしかないかなぁ」


    「それにしても、さすが柚ゆずさんね……。こんなに早く作っちゃうなんて……」


    　感心したように沙織がつぶやくと、柚さんは嬉き々きとして応じる。


    「これはとっても簡単でしたぁ。土台になってくれるソフトがありましたし、ソフトの構造もスッキリしていたんです」


    「検討する項目が多かっただけね。ソフト内で使用されている方程式は基本的なものばかりだし。ソフトを調整する作業の方が時間がかかりそう」


    「がんばろうって思います。莉音部長がいれば簡単だって思うんです」


    　莉音と柚さんは視線を合わせ、お互いニッコリと微ほほ笑えんだ。


    「うん、柚ちゃん、一緒にがんばりましょうね」


    「はい！」


    　そして莉り音おんは、背後にいる俺へ視線を向けてくる。


    「じゃあ巳み継つぐは、立たち花ばな社長と一緒に中国へ行ってきてもらえる？　そこで宋そうさんを紹介してもらって、ＫＫＣＳの打ち合わせしてきてほしいの」


    「莉音が一緒じゃなくて平気かな？」


    「巳継なら大丈夫よ。どうせ私もあとで中国に行くし、今はソフトウェアの完成を急ぎたいの。一日でも早く、資金の運用手段を確保しないといけないからね」


    　師し匠しようでもある莉音に能力を信用してもらえるのは嬉うれしい限りだ。


    「ああ、そうだったな。めちゃくちゃ預金量増えてるんだった。放置するわけにはいかないか……」


    　不安を隠さず沙さ織おりが言う。


    「数日前から、海外からの預金者も増え始めてるの。海外から預金するにはすっごい面倒なのに、わざわざ預けてくるみたい。ＥＵのスタンダードトラスト銀行が二七〇〇億円、アメリカのＡＬＣＭっていうヘッジファンドが六五億円をうちに預け入れてきたんだって。預金量、もうすぐ五兆円になっちゃう。こんなこと、異常よ」


    「円がこれから値上がりそうな気配があるのと、日本の金きん融ゆう機関の中じゃ、国際商業銀行の金利が群を抜いて高いせいだな」


    　そう俺が言うと、沙織は悔くやしそうに唇をかむ。


    「それもあるかもしれないけれど……でも一番は、国際ニュースで恒こう太たが吹きまくってるせいよ。恒太のバカ、『ＴＩＭＥＳ』の表紙にもなったからね……」


    　週刊誌『ＴＩＭＥＳ』は、世界の政治経済を報じる、もっとも著名な雑誌のひとつだ。その表紙は、話題の世界的有名人が飾る。先週発売の『ＴＩＭＥＳ』はついに、恒太の不敵な微笑を大きく表紙に掲載したのだった。


    　特集記事まで組まれており、「新進気鋭の若手銀行経営者、次の世界戦略」という見出しで、偉そうに恒太が語る様子が取り上げられていたのである。


    　一時は俺もかなりの有名人だった。しかし、今の恒太に比べれば足下にも及ばない。俺がテレビに出たりするときは、やむにやまれずだったし、常に仕事の延長線上で記者会見に臨のぞむ程度だった。


    　だが恒太はまるで違う。自分から積極的に売り込み、ニュースや討論番組だけでなく、エンターテインメント番組にまで率先して出まくっていた。しかも、どの番組に出ても、並み居る有名人を押しのけてもっとも脚光を浴び、見事な弁べん舌ぜつで視聴者を圧倒しつづけているのである。


    　もし世界各国の街角で、「世界で一番の有名人は誰ですか？」という質問をすれば、恒太とアメリカ大統領が並ぶかもしれなかった。ややもすれば、恒太が圧倒してしまうかもしれない。


    　世界的な恒太人気の盛り上がりに、ただただ俺たちは辟へき易えきとせざるを得なかった。
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    　俺は立たち花ばな社長とともに、中国の上シヤン海ハイを訪れていた。


    　上海は、都市圏の人口としては一六〇〇万人を優に超え、中国最大の人口を誇る都市である。日本にも距離的に近く、日本企業がビジネスをする上で、極めて優良な立地だ。


    　実際、アクアス中国支社はここにあり、中国一二店てん舗ぽもすべて上海に集中している。


    　タクシーに乗り、上海の繁華街、中国支店で一番大きいアクアスへ向かう。


    　車内から見える街並みは、ほとんど東京と変わらない。光化学スモッグと人波と喧けん噪そうは、いかにも中国といった印象だ。


    　アクアスが入居しているビルに着き、タクシーを降りて立花社長の後に続く。


    　見上げるアクアス店舗は大きく、日本よりもいっそうデザインに力を入れた店舗のようだった。日本では庶しよ民みんの買いやすさをイメージしているアクアスだが、中国では高級感を醸かもし出している。


    　商品の陳ちん列れつは日本とほぼ同じで、陳列棚の間かん隔かくは日本より広く取られていた。見れば、日本より若じやつ干かん高めの値段設定をしているようだった。


    　中国の平均賃ちん金ぎんは日本の数分の一──平均すれば一〇分の一ほどだ。それなのに日本より高い値段を付けているということは、日本と中国の店舗戦略にはかなりの違いがあることがわかる。


    　店てん舗ぽを突っきり、奥の従業員控え室へ入ると、アクアスで販売されている服を着た店員風の男性が立ち上がった。


    　立花社長が気楽に声をかける。


    「やあ宋そうくん、久しぶりだね」


    「お待ちしていました、立花社長」


    　男性は店員にしか見えなかったが、宋さんと言えば、アクアス中国の経営者だ。日本本社の役員一覧にも、宋さんの名前がある。


    「こちらが、ぼくの一押しの経営者、羽は月づき巳み継つぐくんだよ。若いが本当に優秀な男なんだ」


    「ようこそ、羽月社長。中国法人での総経理を務めている宋です。おうわさはかねがねお聞きしていました。今日お会いできるのを楽しみに待っていたんです」


    　そう言って、宋さんは手を差し出してきた。


    　総経理とは、日本で言うところの社長だ。


    「革命部、羽月です。こちらこそ、お会いできて光栄です。お若い経営者ですね」


    　自分のことをすっかり棚に上げて俺は言った。


    　俺が会ってきた経営者はみな相当に年上ばかりだったから、三五歳の宋さんがずいぶん若く見えたのだ。それに、大企業アクアスの役員を引き受ける年齢としても、十分に若い。


    　宋さんは笑う。


    「ははは。まさか羽は月づき社長に言われるとは思いませんでした。あなたの方がよっぽど若いですよ」


    「こう見えて、宋そうくんは北ペ京キン大学、東京大学、コロンビア大学院で学んだスーパーエリートなんだよ。そうは見えないだろう？」


    　まじまじと俺は宋さんを見つめ返した。


    　俺と立たち花ばな社長はスーツだったが、宋さんはアクアスの仕事着のエプロンを身につけていたため、社長には見えなかった。もしかしたら従業員と一緒に店てん舗ぽに出て、指導をしていたのかもしれない。従業員たちはみな、アクアスの服を着ている。総経理だと言われなければ、宋さんがトップなのだとは思えない。


    　俺は戸と惑まどいがちに言う。


    「え、ええたしかに。なんていうか……普通にその辺にいる兄ちゃんのような……」


    「中国人のエリートは、とてつもなく優秀だ。そりゃ人間がこれだけいるんだから、当然といえば当然だろうね」


    　立花社長の言葉に、宋さんは笑顔で応じる。


    「田舎いなかから出てきた出で稼かせぎ青年とよく間違われます。あまりスーツは似合わないんですよ」


    「宋くんほどの人材なら、中国の富とみと権力の中心でもある役人としても成功できるだろう。でも彼は、政治から距離を置いていて、ビジネスの世界に入ってきてるんだ」


    「中国の政治は難しい。私は関わりたくありませんね。ビジネスの世界にはドロドロした人間関係は不要ですから、こっちで勝負したいのです」
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    「でも、ビジネスにだって入り組んだ人間関係はたくさんあるような気がします」


    　そう俺が言うと、立たち花ばな社長が説明してくれる。


    「いや、それは君が本当の権力争いというものを知らないからそう思うんだよ。独裁国家は人間関係──つまりコネこそすべてと言っても過言じゃない。とくに中国政界は権けん謀ぼう術じゆつ数すう──閉ざされた世界さ。宋そうくんは、そんな世界に嫌いや気けがさしてビジネスに生きてるんだよ」


    「中国はコネと権力を持つ役人の世界です。下へ手たに事業で成功するより、役人になった方が儲もうかる。だからこそ争いが絶えないんです」


    「そう、中国じゃ役人は儲かる。検挙された汚お職しよくの平均額は五億円とも一〇億円とも言われているな」


    「じゅ、一〇億!?　公務員が!?」


    　俺は泡あわを食った。日本とはスケールが違いすぎる。


    　立花社長はうなずく。


    「そうだ。しかも、日本と比べれば、中国の平均賃ちん金ぎんは一〇分の一。そんな中で数億……いかに役人が裕ゆう福ふくになるかわかるだろう。日本では一〇〇万円を汚職すれば大事件になるが、こっちじゃそんなものは汚職ですらない」


    「宋さんは役人になるつもりはないんですか？」


    「ぼくは今のような役人天国を良しとしない。それに、ぼくは共産党員ではないですから」


    　中国に共産党員は七八〇〇万人いると聞いたことがある。とすれば、党員はそれほど珍しいものではない。


    「じゃあ日本の方がマシでしょうか。日本もずいぶんメチャクチャだとは思ってたんですが」


    「うーん、それは一様に比較できないな……。しかし中国の支し離り滅めつ裂れつぶりに比べたら、まがりなりにも言論の自由があるぶんだけ日本がマシだろう。中国の言論は、中央政府の統制下にあるからね」


    　立花社長が腕を組みながら悩ましげに言うと、宋さんは別の意見を言う。


    「でも中国から見ていると、日本の政治が優れているとはとうてい思えません。首相はコロコロ代わって、なんの話も進まない。いつも首相は国民からバカにされているし、大して力があるわけでもない。あんなものが民主主義なら、中国には不要だなとも思えますね」


    「ははは、否定できないところだな」


    　同意を示すように立花社長は深くうなずいた。


    「日本の大学に二年間いましたが、日本の選挙はとうてい褒ほめられない。政策のひとつも語れないスポーツ選手、人気だけのタレント、それから二世、三世議員……彼ら彼女らが、なぜ当選してしまうのか。中国には、日本みたいに決してなってほしくない。悪夢ですよ。計画的な発展を目指すには、中国の専制が悪だとは言えません」


    　宋さんは断言した。


    　最初は独裁国家は悪なんじゃないかという漠然としたイメージがあった。いや、まぁ民主国家より良いかどうかと言えばなんとも言えない。俺は以前、あやまってテレビの生放送で政府転てん覆ぷく宣言をしてしまったことがあったが、もし中国で同じことをすれば、よくて処刑か暗殺……悪くすれば一族郎党まで売国分子扱いされ、悲ひ惨さんな目に遭あったはずだ。


    　しかし実際に日本にもアメリカにも中国にも暮らしたことのある宋そうさんの話には、肯こう定ていせざるを得ない部分もあった。


    　政策ではなく、有名というだけでスポーツ選手が国家の最高機関に当選するシステムに、そもそも欠けつ陥かんはないのだろうか。二世、三世議員が溢あふれているこの状況──場合によっては四世議員まで──これは異常ではなかろうか。


    　なぜ民意で議員を選ぶとこうなってしまうのだろう。たしかに何かが間違ってる。


    　もちろん、極めて有能な人材なら、二世議員が現れるケースだって否定してはいけない。しかし、一億二〇〇〇万人の人口を抱かかえる日本が、わずか数百人の議員を選ぶのに、どうして二世、三世議員が溢れるのだろうか。いったい、どんな確率なんだ？


    　立たち花ばな社長が応じる。


    「中国の権威主義的な政治制度に比べれば、日本の民主制はずっと柔軟で安定しているとぼくは思う。だが反面、強いリーダーに恵まれず、政治的にマヒ状態に陥おちいってしまった。とうぶん、日本は混迷しつづけるだろう。それに比べたら中国は強いリーダーシップが期待できる。発展の途上にある国家にとって重要なものは、ある種の独裁的推進力。日本だって、自友民政党の独裁を続けることができたから、高い成長を持続できたんだ」


    「なるほど……」


    「それに中国の党中央はテクノクラート出身者が多くて、専門的な分野への興味も強い。意外と中国は、懐ふところが深いところもある」


    　テクノクラートとは技術官かん僚りようのことである。特定の技術や分野に習熟した、専門的な官僚だ。そういう各界の第一人者が即政治家になる中国のシステムは、途上国が急激に発展を目指そうとするのに向いている。実際、今の劉りゆう国家主席は、もともと水力発電技師だったそうだ。これが日本になると、官僚でも政治家でも企業においてさえも、専門職より総合職の方が重視される傾向がある。


    「日本は成長期が終わり、政権が揺らいで右往左往ってわけですか。高度成長が滞とどこおっても、長期的に発展が見込めるシステムって、どんなものなんでしょうね？」


    　俺の質問に、立花社長は肩をすくめた。


    「そんなものは夢想の中にしかありやしない。どんなシステムも永遠には続かないからね。企業も、政治体制も、そして人間も、成長し、停滞し、やがて衰すい退たいして死んでいく。五〇歳の人間が、二〇歳に若返ることなんてありえないだろう？　医療科学で延命はできるが、若返りは不可能だ。日本は停滞期だし、中国は成長期だということさ。広い視野で見れば、欧米や日本の先進諸国の寿じゆ命みようは尽きつつあって、中国にはまだ余地がある。だからリスクを負おってでも、我われ々われ経済人は新興国を目指すしかないんだ。生き残るために」


    「……なるほど。でもシステムの寿命が尽きたら死ぬといっても、人間は残るわけじゃないですか。残った人たちはどうすればいいんでしょうか？」


    　わずかに立たち花ばな社長は考えをめぐらせ、そして俺を見み据すえて口にする。


    「生まれ変わることだよ」


    「どうやってです？」


    「……大戦争か革命かな。とはいえ、ぼくが生きている間くらいは平へい穏おんに暮らせるだろう。だが羽は月づきくんや宋そうくんの時代になると、もうわからない」


    「なにごともなしに暮らしたいものです。でも、無理な注文なんでしょうね」


    　宋さんが言うと、立花社長は困ったように手を広げる。


    「だからぼくは深く考えない。それを考え始めると嫌いやになるからね」


    「あっはっは。ずるいな立花社長は。もう少し、ぼくらの未来のことを考えてくれてもいいと思うんです」


    「誰よりも考えてるさ。考え抜いた結果、考えないことにしたんだよ。……幸さいわい、アクアスが成功したおかげで、ぼくにはそれなりの資産がある。ぼくが死んでも、少なくとも子供たちは安定した生活が送れるし、どんな場所にでも移住できるし、路頭に迷うことはない。ぼくにできるのはそれだけだし、今この状況が、ぼくの能力の限界いっぱいなのさ」


    『考え抜いた結果、考えないことにした』──立花社長の本音だろう。


    　話を聞いて、改めて莉り音おんのことを思った。たぶん莉音は、『考え抜いた結果、戦うことにした』ということなのかもしれない。腕時計に視線を落とし、立花社長は言う。


    「おっと、話がだいぶ脱線してしまったね。宋くんにビジネスの話をしに来たんだ。日本商業銀行……あっと、今は国際商業銀行だっけ。その銀行のことは知ってるね？」


    「ええ、こっちでも有名ですよ。すごい優秀な頭とう取どりの銀行じゃないですか。ぼくにはとうていかないませんね」


    「い、いえ……それは絶対に誤解です。間違いなく宋さんの方が優秀ですよ……」


    　すかさず俺は否定したが、しかし宋さんは信じない。


    「謙けん遜そんしないでください。あんな天才はいないんじゃないでしょうか。すごい経営者です」


    「その国際商業銀行で新しいビジネスを始めるんだ。宋くんに協力してもらいたいと思ってね。ぜひ話を聞いてやってほしい」


    「商売になるなら大歓迎ですよ」


    「ありがとうございます。では、説明させていただきます──」


    　アクアス店てん舗ぽ奥の簡かん易いなミーティングセットで、俺は日本から持参した資料を広げ、ＫＫＣＳの詳細な説明を始めた。


    　宋さんは何度もうなずき、ときどき質問をはさみ込みながら、熱心に俺の話を聞いている。


    　約一時間近くかけて、ひととおりの説明を終えると、宋さんは確認するように視線を上げた。


    「では……出店のリスクはすべて国際商業銀行が負おってくれると？」


    「国際商業銀行が、アクアスの新規出店を証券化します。そして当初は、その証券──ＫＫＣＳを、国際商業銀行自身が引き受けることになります。そのぶんだけリスクは我われ々われが背負います。しかし中長期的には、このＫＫＣＳを他のチェーンにも活用していきたいと考えています。国際商業銀行たった一行だけで引き受けつづけるには資金力が足りなくなるでしょうから、ＫＫＣＳを世界の金きん融ゆう機関にどんどん販売していきたいのです」


    　そんな俺の説明に、宋そうさんは立たち花ばな社長を見やって言う。


    「素晴らしいお話じゃないですか。というか、アクアスのメリットは計り知れない」


    「うちが本来取るべき利り益えきは、かなりの部分をＫＫＣＳに還元する。だから残る利益はだいぶ減るけどね。それでも企業経営にとって、リスクから解放されることは、この上なく魅力的なことだ。夢のようだと言っていい」


    「チェーン店てん網もうを一気に広げることで、マーケティング面でも多大な成果を見込めます。ブランドを中国国内で認知させることに大いに貢こう献けんするでしょう。その意味で、店てん舗ぽから上がる利益の多くをＫＫＣＳに還元したとしても、十分に割りに合う気がします」


    　宋さんの言葉に、立花社長も同意する。


    「たしかにマーケティング面での効果は絶大だ。それだけでも、我われ々われにとってＫＫＣＳは大きなメリットだと言えるね」


    　ここで宋さんは俺に視線を戻す。


    「ただし、アクアスは店舗運営のノウハウはふんだんに持っていますが、ひとつ問題があるとすれば、社員の確保はそう簡単にはいかないということです。一気に拡張を図ると、店舗で働く労働力が欠けつ如じよするでしょうね。店長や店員を確保するためには、彼らに高給と良い労働環境を保証し、教育を施ほどこさねばなりません」


    「そう、まさにそれを考えていました。解決のために提案があります。ＫＫＣＳのチェーン展開のために、人材派は遣けん・人材教育の専門企業を用意したいと思っています。適当な会社があればＭ＆Ａしますが、なければ新しく創る」


    「……なるほど。労働力の供きよう給きゆうは、他企業にアウトソースするわけですか。仕事を明確に切り分けて、人材企業も成果を挙げれば利益が得られるような態勢にしておけば、生産性は上がる。それに、他のチェーンにも人材は流用できるから、いわば複数の企業で人材部門を共同運営するようなイメージになるでしょうか」


    　さすが宋さんは話が早い。俺はうなずく。


    「そうです。国ごとに必要だと考えていて、中国でもＫＫＣＳ展開のために、人材専門の企業を用意したいのです。もし適当な企業があれば買収に臨のぞむのですが、中国にはまだ熟練した教育ノウハウをもつ人材企業がありませんでした。かといって、こちらに日本企業を持ってきても、労働面の国情が違いすぎて混乱するでしょう」


    「たしかに」


    「そこで相談なのですが、その人材企業の経営者はやはり中国人である宋さんにお願いできないかなと思っているのです」


    　うかがうように宋さんは、立花社長へ視線を向ける。


    「……立花社長はどう考えていますか？」


    「話は了解していた。あとは宋そうくんがどう判断するかだろう。新規の人材企業といっても、当面はアクアス店てん舗ぽ用の人材教育が専門になる。だから、宋くんが一番ふさわしいとぼくも思うね。それに、ＫＫＣＳには将来性がある。ビジネスの規模はアクアスの外にまで広がっていくはずだ。アクアスの役員としても、引き受けておいてもらいたい仕事だね」


    「立たち花ばな社長さえそう仰おつしやるのでしたら、ぼくに異存はありません。いえ、ぜひやらせてもらいたいですね」


    「うん、宋くんが経営者ということになるなら、どうだろうか、人材専門企業はアクアスに出資させてもらうというのは？　うちから宋くんを提供するのだから、妥だ当とうなところだろう？」


    　すかさず俺はうなずいた。


    「ＯＫです。それでいきましょう」


    「莉り音おんくんに了解を取らなくてもいいかな？」


    「大丈夫、ここは任されていますから。我われ々われはひとつのグループ企業です。そういう意味で、アクアスが出資したとしても、グループ内企業であることに変わりありませんからね」


    「よし、話は決まりだ。アクアスはＫＫＣＳで世界展開をしていく。まずは中国の一二店舗を足場にして、こちらでの経営を宋くんに任せよう」


    「きっとご期待に添えると思います」


    　宋さんは自信に満ちた様子だった。


    　しかし立花社長は冷静に、俺へ指摘する。


    「ただし、先日もアドバイスしたことだが、中国には多くのリスク要因がある。ＫＫＣＳを中国だけに集中させるのは、控えた方がいいと思うよ。これは革命部のアドバイザーとしての立場からだ」


    　すぐに宋さんも同意する。


    「それは、ぼくも賛成ですね。中国共産党の一声で、すべてが変わる可能性はあります」


    「もちろん、ＫＫＣＳはアジア全域、それから世界各国で展開していく予定です。しかし序盤から、複数の国で展開していくことも、また難しい。中国で軌き道どうに乗れば、すぐに他国にも広げていくというのが現実的なところかと考えています」


    　当初の予定通りのことを俺は言った。


    　ふたりの話は十二分に理解できるが、だからといってすぐに数多くの国に広げるのは無理だ。


    「まぁそうだろうな。わかるよ。よくわかるけど、中国リスクはよく承しよう知ちしておくことだ。君らの銀行がすべてのリスクをしょっているのだからね」


    　立花社長は少し悩ましげな顔をした。


    



    
      ◇

    


    



    　上シヤン海ハイへのせわしない往復の最中、帰りの飛行機の中で、立花社長とゆっくり話すことができた。


    「中国は、外国に侵略されて苦しみにあえいだ時期ですら、超大国と言われつづけてきた。古くから今に至るまで大国だ。おそらく将来も、ずっと大国でありつづけるだろう。なぜかわかるかい？」


    「今、経済発展が著いちじるしいからでしょうか？」


    　違うとは思いつつ、他に思い浮かばないので、当たり障さわりのないことを言った。


    「経済成長している国なら世界中、たくさんあるだろう。国力も、まだまだアメリカや日本の方が上だ」


    「じゃあどうして？」


    「地球人の四人にひとりが中国人だからだ。宇宙人がやってきたら、地球人とは中国人のことだと思っても不思議じゃない。世界の安定のために、ぼくらは中国人を理解せずにはいられないんだ」


    　なるほど……たしかにどんな状況になろうと、それだけで超大国に違いない。


    　時間をかけて、立たち花ばな社長は中国の現代史を解説してくれた。その国の歴史を理解せずして、その国で本当のビジネスをすることは不可能だと、立花社長は言った。


    



    　一九四五年、日本の敗戦により、中国の主要都市を占領していた日本軍が撤退する。それにともない、中国国民党と中国共産党の間で、血で血を洗う内戦が勃ぼつ発ぱつした。


    　やがて中国共産党が勝利を収め、中国大陸の覇は権けんが決定する。中国国民党の方は台たい湾わんに遷せん都とし、二・二八事件を引き起こす。


    



    　一九四九年、内戦を制した毛もう沢たく東とうが、北ペ京キンの天てん安あん門もんの上に立ち、中華人民共和国の成立を宣言。ここに現代の中国が成立した。


    　毛沢東は反共産党勢力を大量に虐ぎやく殺さつし、共産主義を急速に推おし進めた。


    　共産党軍は人民解放軍として、国内の平定に力を尽くしていく。


    　中国の軍隊──人民解放軍は中国人民の軍隊ではない。中国共産党の軍隊なのだ。世界広しといえども、国ではなく党に所属する軍隊というのは極めて異例のものである。たとえば第二次世界大戦前、ナチスドイツのＳＳが党に所属する軍隊であり、国防軍が国民の軍という区分けがあった。中国には国民の軍はなく、すべて党に所属している。


    



    　一九五八年から始まった『大躍進政策』で、中国産業の基盤であった農業の国有化を始めた。


    　農民たちは国有化されて家畜を取り上げられる前に、家畜を殺し、その肉を売り払って現金収入にした。国家に家畜を取り上げられたら、自分の手元には何も残らないのだから当然である。そのために、国有化後の家畜は目も当てられないほど激減していた。


    　大躍進政策で進められた農業政策は、荒こう唐とう無む稽けいなものばかりだった。


    　田を深く耕たがやせば農産物が豊かになるなどという妄もう想そうを基もとに、意味もなく地下深くまで田畑を耕し、地域によっては逆に土ど壌じようの養分が失われた。スズメ、ネズミ、昆虫、ハエが「四悪」と国家から指定され、農民たちが人海戦術で撲ぼく滅めつ活動を展開した。スズメの姿が消えると、天敵がいなくなった昆虫が大発生し、農産物に大きな被害が出た。


    　そうして数々の根こん拠きよない理論を押し付けたことにより、土地は荒こう廃はいし、農民たちの気力は減退していった。しかし毛もう沢たく東とうは損害を顧かえりみず、強硬に国有化に固こ執しゆうしつづけた。


    　最終的に四〇〇〇万人もの餓が死し者を出すという結果に終わり、世界史上稀まれに見る大失敗となった。


    　過去、中国では、戦乱で疲ひ弊へいしつくした時期に、わずかな餓死者が出ることはあった。しかし中国は、豊かな土ど壌じようを持っている。戦乱ですらない短期間に、これだけ大規模な餓死者が出たのは、中国の有史以来、初めてのことだった。


    　この失敗の責任により毛沢東は支持を失ってしまう。しかし、野心は失っていなかった。


    



    　一九六六年、大躍進政策の失敗は人災によるものだという論調が強くなった。人災とは、暗あんに毛沢東を批判しているわけである。まったくその通りだったのだが、しかし毛沢東には許しがたいことだった。


    　そこで毛沢東は知識人批判を開始し、猛反撃に打って出る。知識人は反革命分子なのだと言い切り、文化の面でも革命を推進しなくてはならないと訴うつたえた。毛沢東は個人崇すう拝はいの対象であったため、毛沢東の主張に、数多くの若者たちが簡単に騙だまされた。


    　これは『文化大革命』と呼ばれ、内乱に近い状態を巻き起こしていく。


    　ただひとりの人間の権力闘争のために、反革命派と名指しされた人々の多くが殺され、国内は疲弊・混乱した。殺害された人民は、一〇〇〇万人から二〇〇〇万人だと言われている。


    　混乱が収まるのは、一九七六年の、毛沢東の死を待たねばならなかった。


    　この間、一九七二年には米中共同声明、続いて日中共同声明が発表され、中国は国際社会に復帰を果たしている。


    



    　一九七八年には鄧とう小しよう平へいが実権を掌しよう握あく。彼は「改革・開放路線」を明確に打ち出した。中国の疲弊した経済システムを改革し、海外から投資を受け入れるために開放をするというものである。


    　また、農業政策も見直され、国有化を解体し、もともとの家族的な形式に戻された。すると、とたんに農業生産高は飛躍的に増大し、あっという間に飢き餓がを克こく服ふくしてしまった。なにか特別なことをしたわけではない。毛沢東の『大躍進政策』の前の状態に戻しただけなのだった。


    　基本的に、中国人は比較的勤勉だ。その長い歴史のなかで、常に権力の横おう暴ぼうに耐え忍しのんできた民たみである。貧しかった彼らは、豊かになるためなら朝から晩まで働くことを厭いとわなかった。そのためもあって、中国経済の発展は鄧小平の予想を超えて早かった。


    「先に豊かになれる人から豊かになれ」と唱となえた鄧小平の「先富論」は有名だ。


    　鄧小平は市し場じよう経済を導入して経済開放路線を取り、近代化を進めた。その結果、中国は「世界の工場」と呼ばれるほどの経済成長を果たす。鄧小平は「改革大業の総設計士」と呼ばれることになる。


    　一方で、経済の自由化がもたらした豊かさは、中国に急激な貧富の格差をもたらした（中国語では『両極化』）。平等であるはずの社会主義で大きな格差が発生し、社会には怨えん嗟さの声が満ち、各地で暴動が巻き起こっている。小さな暴動だけなら年間一〇万件に達するのではないかとさえ言われている。


    　また、役人の汚お職しよくや腐ふ敗はいは社会の隅々にまで行き渡っている。どんな国であっても汚職はあるが、中国のそれは危険なレベルだ。もはやワイロなくして中国では何も進まない。役人が自みずから経営していた工場で、人間を奴ど隷れいとして酷こく使ししているケースすらあった。


    　共産党は必死に汚職撲ぼく滅めつに取り組んでいる。しかし中国史において役人の腐敗は自然なことであり、それがなお現在まで続き、共産党政権を揺さぶりつつある。


    



    　一九八九年、共産主義諸国の東欧で起こった民主化の波は、すぐに世界を包み込んだ。ドイツではベルリンの壁が崩ほう壊かいし、東西冷戦は終わりを告げつつあった。


    　このような情勢のなか、中国でも学生たち数万人が天てん安あん門もん広場に座り込み、民主化要求を始めた。


    　鄧とう小しよう平へいの指示を受けた中国保守派は、厳げん戒かい令れいを布ふ告こく。人民解放軍を動員し、天安門に戦車や装甲車が突入した。広場周辺は血で染まった。


    　この事件により、開放を進める経済面とは違い、政治的にはあいかわらず中国共産党による一党独裁を堅持し、反体制的な動きに対しては過か敏びんに反応しつづけるということを世界にアピールした。


    



    　一九九四年、江こう大だい明めいが国家主席に就任。


    　このころ、市し場じよう経済が浸しん透とうした中国では、もはや共産主義など誰も信じなくなっていた。政治理念的には、すでに共産党は死んでいたのだ。


    　強大な権力とカリスマを持ち得た毛もう沢たく東とうや鄧小平時代なら、どんな無理でも通っただろう。しかし、権力基盤に乏とぼしい江大明は、共産主義のイデオロギーが衰すい弱じやくした時代にあって、党を維持するのが困難になっていた。


    　そんな時代に、なぜ共産党は独裁政権を維持しつづけることができたのか？


    　その答えは明確だ。共産主義に代わる新しいイデオロギーとして、ナショナリズム（愛国主義）を採用したからである。


    



    　江大明は、若者が決して中国共産党に反抗してくることがないよう、熱烈に愛国教育を実践した。


    　一八四〇年のアヘン戦争から始まる、他国に侵おかされつづけた中国人民の悲ひ惨さんな歴史を強調し、愛国心を駆り立てるもので、とりわけ記憶に新しい日本との戦争を強調した。反日がすなわち愛国を表わすものとなり、基盤の弱かった江大明政権は、反日色を明確に打ち出すことで権力を強化した。ここから中国では、「反日」が愛国心を強調するカードとして利用されることになっていく。


    　要は、ＥＥ買収戦のときに海かい胴どうが俺たち革命部に向かってしかけたプロパガンダを、一〇年にわたってしかけつづけたようなものだ。よほど強きよう靱じんな意志と知力がないと、国家が総力を挙あげて行おこなうプロパガンダからは逃のがれられない。


    　本来、中国共産党が模範としていたマルクス・レーニン主義では、「労働者は祖国を持たない」ということになっている。万ばん国こくの労働者は国を超え、団結しなければいけないのだ。ここに至って、中国から共産主義は完全に消えさったのである。


    　中国では、共産党の必要性に応じて教育の方向が変わってゆく。


    『大躍進政策』で四〇〇〇万人が餓が死しした史上空前の大失敗や、『文化大革命』で知識人たちが若者によって最大二〇〇〇万人も殺されたことなど、決して教えることはない。『天てん安あん門もん事件』を隠いん蔽ぺいするために、検索エンジン大手のグーグルに圧力をかけたことは有名だ。


    　毛もう沢たく東とうが死に追いやった数千万人は、権力者が自国民を殺した数としては世界最高であるが、これも決して教えたりはしない。なぜなら、これらの間違いはほかならぬ中国共産党自身が引き起こしたものだからである。


    　これらの歴史教育は、すなわち中国共産党の正当性に、大いなる疑ぎ義ぎを投げかける可能性に繋つながるのである。


    



    　二〇〇五年、上シヤン海ハイで大規模な反日暴動が巻き起こった。警察も、この暴動を放置した。


    　そもそも中国での集会は、共産党の許可なくして開けない。この反日暴動も、共産党が黙認したということである。反日カードは、国内に溜たまった不満を取り除くためには、ちょうどいいガス抜きになるのだ。


    　しかし、やがてこの暴動が「日本に対して弱腰だ！」という政府批判に発展していくに及び、共産党は恐れおののいた。


    



    　この年、劉りゆう立りつ昌しようが国家主席に就任。


    　反日暴動が中国共産党批判に繋がりかねないことを見て取った劉主席は、愛国政治の舵かじ取りを変え、日本との対話路線を強化しつつある。


    　また同時に、外交感覚に優れる劉主席は、高まった周辺諸国との緊張を、緩かん和わしようと努め始めていた。


    　そのため中国は対外関係が安定し、外国資本が比較的ビジネスをしやすい環境と言ってよかった。


    　ここまでが、近年まで繋がる中国の現代史である──。


    



    　多くの国には神話がある。


    　日本にも、イザナギとイザナミが日本列島を生み出し、歴史が始まったという神話がある。


    　もちろん中国にも、輝かしい建国の神話がある。軍事国家日本帝国を打ち破ったのは、中国共産党であるという神話だ。これはそのまま、中国共産党による一党独裁の正当性に利用されてきた。


    　たしかに日中戦争で、国民党と共産党は一致団結して共闘したことになっている。しかし、日本との戦いにおいて、最前線に立っていたのは国民党だった。


    　一方の共産党は、後方でしたたかに勢力拡大に努めていた。実際に毛もう沢たく東とうが「勢力拡大が七〇％、妥だ協きようが二〇％、日本軍と戦うことが一〇％」という指令を出している。


    　日本軍に真っ正面からぶち当たった国民党は膨ぼう大だいな損害を出し、日本との戦いを避けて勢力拡大に励んだ共産党は着実に力をつけた。日本が敗北して中国から撤退すると、国民党と共産党の内戦が始まる。この戦いに共産党が勝利するのは歴史の必然だった。


    



    　俺は話に聞き入りながら思った。海かい胴どう研究の本を読んだときもデタラメだと思ったが、中国共産党も似たようなものだと。


    　立たち花ばな社長は口にする。


    「いみじくも、宋そうくんが言っていただろう。『中国に民主主義は必要ない』と。このぼくも宋くんに同意したくなる。中国は独裁によらねば、統一が維持できないかもしれない」


    「広い国ですからね……。それに人口も日本の一〇倍以上……」


    「中国中央の政治家は、日本に比べて実務能力に優れているとぼくも思う。しかしだ、今の独裁体制がふさわしいかと言われると、それはわからない。ぼくの見解だが、中国に動乱は必ず起こる。どんなものにでも寿じゆ命みようがあり、独裁する党にも寿命がある。しかし寿命尽きても共産党が政権を投げ出す意志がない以上、動乱は起こるべくして起こるだろう。問題は、そのときに我われ々われ経済界がどうするかだよ。中国に進出していることそれ自体が、大きなリスクになりえるんだ」


    「もし動乱が起こるようなことがあれば、我々にとって致命的なダメージになりかねませんね。そして中国の民衆にとっても」


    「我々経済界にとっては大いなる試練だろう。しかし中国の民衆にとっては、致命的とまでは言えない。動乱は、ソビエト連邦崩ほう壊かいのように、壊滅的な打撃にはならないはずだよ」


    「どうしてですか？」


    「民衆には、スムースに市し場じよう経済を受け入れる素そ地じができている。だから、経済へのインパクトは比較的軽微だと予想できるんだ。混乱はあるだろうが、崩壊まではいかない。とはいえ、どちらにしても混乱は、我々経済界に辛つらい状況をもたらすことはたしかだ」


    　立花社長は険しい顔で続ける。


    「もちろん、中国共産党は動乱を望まない。これからも、あらゆる手段を尽くして封じ込めようとするだろう。そのときに我々がもっとも危き惧ぐしていることは、再び反日カードを切らないかということさ。反日カードは魔法なんだよ。体制へのどんな不満も吹き飛ばし、一気に人心の統一を図ることができる」


    「そういえば、中国の急激な軍備増強も話題になってますよね。誰も中国を攻めようなんて思わないのに、どうして強大な軍事力が必要なんでしょうか」


    「中国共産党だって、どこかの国が攻めてくるなんて考えちゃいないさ。いつの時代も中国共産党が恐れるのは他国ではないんだよ。独裁政権が真に恐れるものは、自分の国の民衆なんだ。彼らが行おこなう政治は、すべて内政と言える」


    　立たち花ばな社長はそう指摘したが、俺は疑問を感じて訊きいてみる。


    「どうして軍拡路線が、内政なんでしょうか？　軍備は外交政策の延長ですよね。内乱を封じ込めるのにミサイルはいらないと思うんですが」


    「そりゃ、人民解放軍を押さえるためだよ。解放軍は中国共産党の軍隊だと言っても、いつ反抗しないとも限らない。軍の不満が、軍事クーデターに繋つながった事例は世界にたくさんある。だからこそ、無理をして軍事予算を割り当ててるのさ。空母を持ちたいのも、宇宙ミサイルを飛ばしたいのも、他国と戦うためじゃないんだ。党が、軍のご機き嫌げんを損そこねないためなんだよ。諸もろ刃はの剣つるぎだけどね」


    　瞬時に呑のみ込め、ポンと俺はヒザを打った。


    「……な、なるほど……予算をたくさん割り当てれば、軍人たちは従うと……。なんというか……政治ですね」


    「そう、政治だ」


    　苦く渋じゆうに満ちた様子で、立花社長は言う。


    「ぼくには政治的な主義主張はない。日本人と中国人が、自然な近所付き合いができればそれでいい。中国を治めるのが共産党だろうが、独裁者だろうが、まったくもってどうでもいいね。しかしさまざまなリスクがある以上、本格的な進出には抵抗があった。日本の経済界が次々と中国に進出していくのを横目に、ぼくだけ二の足を踏んでいたところがある」


    　そこで一度言葉を切り、息を大きく吐いてから、しばらくして立花社長は続ける。


    「それだけに、ぼくとしては心配もしているんだ。ＫＫＣＳはアクアスにとって、間違いなく渡りに舟だよ。アクアスは資金負担のリスクがないぶん、代わりに君らがそのリスクを引き受けている。君らにとって吉と出るか凶と出るか、ぼくにはわからない」


    　立花社長は、俺たちのことを本当に気にかけてくれているのだと感じた。気持ちは嬉うれしい。しかし俺たちは、あらゆる困難を乗り越えて、前へ進まなくてはならないのである。立ち止まっているヒマも余よ裕ゆうもない。


    「でも、ぼくらは綱渡りをしなくちゃ上に行けませんからね。リスクをわかっていても、やるしかないんです。死なばもろともと言ったところでしょうか。目的を達成できなければ死んでもいいんじゃないかって、最近そう思うんです。まぁこれも、従姉いとこの受け売りなんですけどね」


    　そう言って、俺は笑った。


    　呆あきれたように立花社長は首をふる。


    「まったく……君らの勇気には敬服するよ。たしかに、猛スピードでのし上がるなら、そのぶんだけリスクも大きく取らなくちゃいけない。ぼくにはマネのできないことだな」


    「関かん東とう大だい震しん災さいが起こる可能性を考えて、地方に引っ越すわけにはいかないのと一緒というところでしょうか。たしかに中国はリスクもありますが、経済成長力も大きいですし、民衆のハングリー精神も強く、物欲も旺おう盛せいです。海外進出なら、やっぱり今は中国から始めるのが妥だ当とうなんだと思いますね。それをステップにして、東南アジア、インドへの進出に繋つなげていく形でしょうか」


    「わかるよ、わかる。今の劉りゆう主席はいい。抜群のバランス感覚を持っている。自分たちの国のリスクも明確に承知している。よく劉主席のようなスマートな人物が、権力争いを勝ち抜けたものだよ。しかし彼がいつまで権力を維持できるかとなると……それは誰にもわからない」


    　そう言って、立たち花ばな社長は窓の外に視線を向け、黙り込んだ。


    　俺は、空港の土産みやげ物屋で買った『毛もう沢たく東とう語録』を取り出した。真っ赤な表紙の小さな本──毛沢東が著あらわした大ベストセラーである。外国人観光客向けに、毛沢東のポスターなどと一緒に売られていたものだ。


    　ペラペラとページをめくってみる。


    　ふと、毛沢東が革命の意味を記述しているページで手を止めた。


    　俺たちの大先輩にして偉大なる革命家──毛沢東は、革命についてこう語る。


    『革命とは、客を招いてご馳ち走そうすることでもなければ、文章を練ねったり、刺し繍しゆうをしたりすることでもない。そんなにお上品で、そんなにおっとりとした、みやびやかな、そんなにおだやかで大人しく、うやうやしく、つつましく、控え目のものでもない。革命は暴動であり、一つの階級が他の階級を打ち倒す、激烈な行動なのである。』


    



    
      ◇

    


    



    「よっ、今戻った」


    　上シヤン海ハイから事務所に帰り着き、俺は明るく声をかけた。


    　沙さ織おりと柚ゆずさんが同時に応じる。


    「おかえり、巳み継つぐ」


    「おかえりなさい、巳継くん」


    　バッグを机の上に投げ出すと、莉り音おんが傍そばまでやってきた。


    「どうだった？」


    「紹介してもらったアクアス役員の宋そうさん、大いに乗り気だったよ。上海に、基盤となる一二店てん舗ぽがあるし、宋さんもやたらと優秀だったし……あとはアクアスと契けい約やくを交わせば、すぐにでもＫＫＣＳを開始できるだろう」


    「じゃあスタートはすぐね。ソフトウェアは完成したから、こっちはいつでも行けるわよ」


    　莉音は満足げに言った。


    「完成、早かったな」


    「データを入れ込んで調整するだけだったから。それに、柚ちゃんと徹夜で作業したの。ね、柚ゆずちゃん」


    「はい！　莉り音おん部長と一緒におとなりのホテルに泊まって、合宿みたいでとっても楽しかったんです」


    「立たち花ばな社長は少し不安を感じてるみたいだったよ。アクアスの方にデメリットはないけど、国際商業銀行側にとっては吉と出るか凶と出るかわからないって」


    　冷静に指摘すると、莉音はわかっているという風にうなずく。


    「合がつ点てん承しよう知ち。それでも、行くしかないでしょう」


    「俺も、そう思うけどね」


    　俺も相づちを打った。


    「せめて私たちにできるリスク回避は、ＫＫＣＳを国際商業銀行だけで引き受けるんじゃなく、他の金きん融ゆう機関にも引き受けてもらうことくらいかしら。それと、中国をステップにして、いち早くアジア全域に拡大させていくことね」


    「まったく同意見だな」


    　こうして莉音と意見が一致するのは、自分の成長が確認できたようで嬉うれしかった。


    「リスクを減らすためにも、徹底的に急ぎましょう。国際商業銀行の資金運用も緊急事態だから」


    「立花社長とはすぐ契けい約やくを交わすし、宋そうさんも準備を始めてる。銀行だって、いつでも資金を動かせるわけだしな」


    　俺がそう言うと、莉音は沙さ織おりと柚さんを振り向く。


    「沙織と柚ちゃんも、準備はいいかしら？」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　たぶん柚さんは、ほとんどわかっていまい。


    　沙織は不安げだったが、決意するようにうなずいた。


    「う、うん……私もできるだけがんばってみる」


    　おどけた調子で俺が言う。


    「恒こう太たじゃないけど、これは電撃戦だ。ブリッツクリークってヤツだよ」


    「みんな、がんばりましょう。ひるまず駆け抜けちゃいましょうね。革命部の栄光のために！」


    　莉音は意気揚よう々ようと気勢を上げた。


    



    
      ◇

    


    



    　中国でのアクアス店、第一次拡張計画が始まった。ビジネス史上初と言っても過言ではないほどの大攻勢である。一挙に一〇〇店てん舗ぽもの新規出店なのだ。


    　これらがオープンする前に、第二次拡張計画も準備を進める予定だった。


    　実は最初の段階で、第十次計画くらいまで準備していた。実に一〇〇〇店を超えるスピード展開である。常時リーチ状態。中国主要都市に三〇〇〇店まで行けるはず。


    　これにともない、国際商業銀行は、自みずからが作った証券化商品──ＫＫＣＳを、自分で大量に引き受けていた。中国でのアクアス拡張のためのＫＫＣＳは総額一兆円を超えていたが、まだまだ注ぎ込むつもりだった。


    　日本と中国のタレント双方を起用して、中国では大々的なテレビＣＭがすでに始まっていた。宣伝広告費は、ＫＫＣＳでも店てん舗ぽごとに一定の費用が計上されている。しかし立たち花ばな社長の厚意で、アクアス本社もかなりの費用を負担してくれることになった。アクアスブランドが広がれば、日本や他国でも相乗効果が見込めるからだ。あらゆるマスメディアを総動員しての、これは戦争である。


    　日本のアクアスからもマネージャークラスの人材を一時的措そ置ちとして大量に派は遣けんし、店舗設計や人材教育を推おし進めた。


    　同時に宋そうさんが人材教育企業を設立し、大量に店員を雇やとい入れ、ビデオ映像や講義によって教育し、まるで軍隊のように各店舗に人員を配置していく。


    　すべてを、急ピッチで、同時並へい行こう的に進めていくのである。


    　日本の大手コンビニチェーンなどは、アジア展開において一いち時どきに一〇〇店を上回る新規出店を達成したケースはあるが、アクアスはそれをはるかに超えるハイペースだった。


    　史上、ここまで短期間で一国に集中投資したケースはない。


    　集中投資にはメリットが大きいのである。すべての事業費用や宣伝広告費を集中させることで、ちまちまとスタートするよりも、はるかに大きな効果を見込むことができるのだ。単純明快、戦力が大きければ大きいほど勝利の可能性は上がる。


    　ひとつ例を挙あげよう。


    　一〇〇〇人と五〇〇人の軍団が戦えば、九九・九九％の確率で一〇〇〇人の軍団が勝つ。その理由は簡単に説明できる。


    　たとえば、一度の射撃で自兵力の一〇％の打撃を敵に与えられるとする。すると、一〇〇〇人の軍団は敵一〇〇人を倒せる。五〇〇人の軍団は敵五〇人を倒せる。


    　さあ会戦だ。


    　双方射撃一度目で、一〇〇〇人は九五〇人に減り、五〇〇人は四〇〇人にまで減る。


    　二撃目。生き残りは、九一〇人と三〇五人。


    　三撃目。生き残りは、八七〇人と二一四人。


    　四撃目。生き残りは、八四九人と一二七人。


    　五撃目。生き残りは、八三七人と四四人。


    　六撃目で、完かん膚ぷ無きまでに勝負が決まる。生き残りは八三三人と、〇人だ。


    　損そん耗もう率は、一〇〇〇人側が一三％、五〇〇人側が一〇〇％。


    　大半が生き残った強者側と、まさしく壊滅した弱者側の差は、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。ほんの少しの力の差が、数字以上の違いとなって現れるのだ。


    　ビジネスでも原理は同じ。


    　同じ土ど俵ひようで大企業と中小企業が戦えば九九・九九％──いや一〇〇％大企業が勝つ。資本力が大きければ大きいほど、幾き何か級きゆう数すう的に強くなる。打撃力が違う。単なる数字以上の力を発揮するのだ。夢がないようだが、それが現実である。


    　多少の兵器技術の差や、戦略戦術の差で、この結果を覆くつがえすことは不可能だ。もちろんアクアスの場合、兵器技術は世界最先端だし、戦略戦術面の大原則である戦力の集中を重要視している。これで勝てないはずがない。


    　だからＫＫＣＳの事始めに、莫ばく大だいな資金を投資するのも、俺たちにはまったく戸と惑まどいがなかった。むしろ、つぎ込める限界めいっぱいまでつぎ込もうと決意していたほどだ。


    　ビジネスも戦争も、戦力の集中こそが、敵に打ち勝つ最大の秘ひ訣けつである。戦場となる最前線に、開戦のタイミングで、いかに多くの兵力を集中させるかだけが、会戦に打ち勝つためのポイントだ。


    　良き戦略とは常に、シンプルかつ明快。敵より強い力を、一点に集中させるだけなのである。


    　資金が足りなくなれば、他の金きん融ゆう機関にどんどんＫＫＣＳを引き受けてもらうし、どこからか借しやつ金きんをしてでも構わないとすら思っていた。どちらにせよ、この会戦に勝てなくては次がない。ならば確実に勝てるように、最初から大兵力を集中させるべきなのだ。


    　過去において、俺たち革命部がビジネスで勝ってこれたのは、大企業がいない舞台で勝負をしてきたからにほかならない。勝つ態勢を事前に整え、勝つべくして勝ってきた。


    　アクアスＴＯＢでは一時、たしかに負けそうになった。しかし、スタインバーグというより強い力を引っ張りだしたために勝つことができた。勝てる戦力を用意したから、勝てたのだ。奇術や魔術を用もちいて勝ってきたわけじゃない。


    　この世界、強い者はどこまでも強くなる。その寿じゆ命みよう尽きるまで、どこまでも強くなる。いつか燃え尽き自みずからの病理によって破は綻たんするまで、猛獣のごとく他者を呑のみ込みつづけてゆく。


    　弱い者が、努力や根性で強い者に勝つのは、物語の中だけだ。強くなければ勝つことはできない。資本主義だろうが共産主義だろうが、王政だろうが無政府状態だろうが、どんな世界でもその大原則は変わらない。


    　今回の勝負は、俺たちが初めて大企業として打って出る勝負なのである。だからこそ、大企業としてふさわしい勝ち方を目指すのだ。


    　巨大な資本を一か所に集中投入し、あらん限りの広告手法を用い、圧倒的戦力でライバルたちを押し潰つぶし、小さな衣料ショップなど一息にひねり潰して進軍するのである。


    　躊ちゆう躇ちよはいらない。これが王者の、スタンダードなスタイルなのだ。
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    　ＫＫＣＳを使ったアクアスの店てん舗ぽ展開が話題になるにつれ、恒こう太たのテレビ出演回数はいっそうの増加をみせた。


    　たしかに今までも、驚異的な出演数だった。きっと短期間でのテレビ出演数を数えれば、世界一だったはずだ。


    　しかし、最近ではさらにヒートアップしていた。もはや恒こう太たが出ていない番組はないんじゃないかと思えてしまうくらい、世界中のテレビから引っ張りだこなのだ。


    　以前はエンタメ番組に率先して出演していたが、近ごろは討論番組で偉そうに語るのがお好みらしい。今日も並み居る学者や政治家たちを前に、議論を交わす恒太がテレビに映っていた。たまには言動に変化がないかどうかチェックしておかなくてはならず、俺たちは仕事をしながらテレビの議論に耳を傾けていた。


    　司会者が身を乗り出す。


    「では、国際商業銀行のＫＫＣＳは大成功を収めつつあると？」


    「その通り。ＫＫＣＳは、この俺が手塩にかけて創り上げた最先端の金きん融ゆう商品だ。成功しかありえない。今や、世界のあらゆるショップがＫＫＣＳに注目し、店てん舗ぽ拡大のために利用したいという問い合わせが国際商業銀行に殺到しているのだよ」


    　恒こう太たはアゴに手をやり目を細め、わずかに口元をほころばせて応じた。態度だけは超一流である。


    　ちなみにＫＫＣＳは、同業の金融機関から注目されているが、ショップから問い合わせを受けたことはない。だいいち、ショップに対して告知も営業もしておらず、きちんと担当者が出向いて説明しなくては、目下のところＫＫＣＳの詳細がショップにはわからないからだ。


    　そのうちメディアがＫＫＣＳを具体的に報道したり、専門家の解説本が出たり、事細かに仕組みを解説するウェブサイトができたりし始めると思う。しかしそれは、これからの話である。繰り返すが、ショップからの問い合わせは皆かい無むだ。


    「フッ、あまりに多た忙ぼうすぎるのも困ったものだ」


    　そう言って、恒太はサラリと髪をかきあげた。


    　多忙すぎたらテレビなんて出ないと思う。つうか、恒太も仕事しろ。


    　大きく胸をそらした恒太は、横おう柄へいに続けていく。


    「最初にＫＫＣＳを利用したアクアスの急拡大は、今やあらゆるメディアが注目するところとなった。俺の狙ねらい通りだったと言えよう」


    「たしかに、メディアは興味津しん々しんです。アクアスの拡大にも、そして頭とう取どりに対しても。頭取は、自みずからが創り出したＫＫＣＳの、成功の要因はなんだったとお考えですか？」


    　世間的には、すっかり恒太が創ったものということになっていた。


    「答えは簡単だ。最大の要因は、やはり俺の天才性にある。最先端の金融工学を切り開くのは、実学を極めた俺のような賢者の力が絶対に必要なのだよ。もはや誰も異論をはさむまい」


    　司会者は少し困った様子で言う。


    「もう少し、一般の視聴者が参考にできそうな成功のキッカケはないでしょうか？」


    「おっと、そうだったな。民たみ草くさも、わずかでも俺の優秀な仕事を取り入れたかろう。……ふむ、しかしやはり、それは無理というものではないか？　子供に四次方程式を解けと言うようなものだ。……だが、俺のような人間を利用することならできる」


    「利用……というと？」


    「たとえば手元に一〇〇万円がある。貴様はこの金を運用したいとしよう。普通なら、自分でアレコレと運用手段を考えるはずだ。しかし、それはやめておけ。俺のような歴戦の金きん融ゆうプレイヤーにはかなわない。幸さいわい、俺が国際商業銀行を経営している。ならば、我が行にすべての運用を任せればいいのだよ。なに、口座を開くだけだ。最初だけ手間だが、すぐに金が増えていく。これほどのメリットはあるまい」


    「なるほど！　頭とう取どりのような人間を目指すのではなく、頭取のような方を利用せよ、ということですね」


    　司会者はそつなくまとめた。


    「ククク、まったくもってその通り。利用しない手はなかろう」


    「これからの国際商業銀行の方針について、教えていただいてもよいでしょうか」


    「我が行は現在、日本ではもっとも高い利息を還元している。金利二・一％。しかしだ、これは最高軍事機密に抵てい触しよくするのだが……さらに上げることも考えている。五・〇％ほどにな……」


    　なにが軍事機密なのか知らないが、そんなことを恒こう太たは宣言した。


    　俺はうんざりして頭を抱かかえる。


    　──やめてくれ……。金利五・〇％なんて自殺だろ……。


    　あとで恒太には、強くクギをさしておかねばならない。


    　司会者は目を見開いた。


    「ご……五・〇％ですって!?　日本では異常な水準ですよ」


    「日本のメガバンクどもがダメなのだ。たとえばオーストラリアの政策金利は四・五％だ。ＫＫＣＳに代表されるこの俺の攻撃的資金運用によって、国際商業銀行は近いうちに、世界最高水準の利息を還元することになるだろう」


    　そう言って、恒太は不敵に微ほほ笑えんだ。
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    　アクアス中国の新しいショップは、開店初日から、足の踏み場もないほどの大盛況で、このブームは世界のマスコミが話題に取り上げた。


    　これにともない、アクアスは全コンビニの出店ペースを超える、すさまじい勢いでショップ数が激増していた。


    　あらゆるファッション誌と提てい携けいし、アクアスが市し場じようへ投入する最新の衣服を取り上げてもらっている。テレビＣＭでは連日連夜、日中の有名女優たちがアクアスの衣服を着用し、今すぐアクアスショップへ行こうと呼びかけていた。


    　もともとファッション分野では、日本は世界最先端である。世界の衣料業界が日本の流行を注視している状況だ。ハリウッド映画の製作でも、わざわざ東京までやってきてアパレルショップをハシゴし、衣裳を選定することも珍しいことではなくなった。


    　そんな背景もあって、日本最大の衣料チェーンであるアクアスの中国展開が、話題性の上では確実な成功を収めることは十分に予想できたことだった。


    　話題が話題を呼び、流行に敏びん感かんな中国人たちが、大挙してアクアスに押し寄せた。店てん舗ぽは来客で溢あふれ、まるで日本の満員電車のような状況だ。この沸ふつ騰とうは留とどまるところを知らなかった。


    　アクアス役員でもあり、中国チェーンの経営者でもあった宋そうさんは、押しも押されぬ中国を代表する若手経営者としての地位を築き始めていた。もちろん恒こう太たも、ＫＫＣＳの成功をあらゆるメディアで褒ほめ称たたえられ、その名声は絶頂に達しつつあった。
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    　革命部七階オフィス。


    　全員が集まってのミーティングである。


    　テレビの収録の最中、合間をぬって恒太も一度銀行に戻ってきて、ミーティングに参加していた。


    　俺たちは気分を良くしていた。ＫＫＣＳの大成功に興奮していたかもしれない。銀行の、新たな道筋が見えたのだ。


    　恒太が誇らしげに言う。


    「この俺が極秘開発したＫＫＣＳの爆発力は、やはりすごい。金きん融ゆう史には、春かす日が恒太の名が永遠に刻まれることだろう」


    「誰が開発したって？」


    　沙さ織おりは、険しい視線を恒太に投げた。


    　なぜか柚ゆずさんは嬉き々きとして声を上げる。


    「恒太くんってすごいんですね。とっても尊敬しちゃいます」


    　ＫＫＣＳの大部分は、実は柚さん設計のものである。本当の開発者が、何もしていないヤツを尊敬するとはこれいかに。


    「ＫＫＣＳじゃなくてアクアスがすごいんだ。そこは間違いない。最初に事業展開させてもらうにあたって、アクアスを選んだことは正しかったんだな」


    　冷静に俺は指摘した。


    　俺たちが介かい在ざいしなくても、アクアスにはもともと力があったのだ。むしろＫＫＣＳが、アクアスを利用させてもらっただけである。


    　莉り音おんがテーブルに身を乗り出す。


    「宋さん経営の中国人材教育企業も安定してきたし、ＫＫＣＳを使って、この勢いで他のチェーン経営にも乗り出しましょう」


    「いよいよか……やはり俺のギガスは偉大だったな」


    「これからの戦略だけど、有用なチェーン本部を、どんどん買収していきたいと思うの。チェーン本部の買収対象は全世界。国際商業銀行が本部を買収して、ＫＫＣＳを使って世界に広げる。そうなれば、ＫＫＣＳ証券の引き受けは国際商業銀行だけじゃ資金量がぜんぜん足りないから、すぐに他の金融機関にも引き受けてもらいましょう。私たちは証券の販売益えきで大きく利益を出せるし、なにより私たちの子会社であるチェーン本部が発展すれば、もっともっと巨大なビジネスになるわよ」


    「まさしく俺の戦略通り……。先回りして俺の言いたいことを代弁する莉り音おんは、実に貴き重ちような配下だよ」


    　恒こう太たはニヤリと微ほほ笑えんだ。


    　沙さ織おりが苦にが々にがしい顔をする。


    「大口ばっかり叩たたいてないで、あんたも少しは莉音の仕事手伝いなさいよ」


    「これが買収を予定しているチェーン本部のリストね」


    　そう言って、莉音は書類をばさりと投げ出した。書類がバラバラとテーブルに散らばる。


    　俺はそれらのいくつかを引き寄せ、ざっと眺める。


    　企業の基礎データに、財務諸表などが添てん付ぷされているものだ。テーブルの上の企業データは、五〇社ぶんほどあるだろうか。


    　手元の資料に眼を落とすと……一三〇店てん舗ぽを保有する回かい転てん寿ず司しチェーン……これが七〇億円で売りに出ているらしい。


    　それから焼き鳥屋……こちらは七店舗経営していて、まとめて三億二〇〇〇万円。


    　カナダの家具会社まであった。たくさんの写真が添付されていて、お洒落しやれなショップの内装がこれでもかと映し出されている。四〇店舗経営していて、三五億円で買収ができるようだ。


    　他にもアメリカのサンドウィッチチェーンもある。


    　それから大手ゲーム会社が経営するゲーセン──というよりアミューズメント施設まであった。このゲーセンは沙織や恒太と一緒に遊びに行ったこともあり、かなり大規模なものだ。ビル内にあるが、ちょっとした遊園地並みと言ってもいい。このアミューズメント施設五店舗が三六〇億円。


    　俺は顔を上げた。


    「これ、どっから情報集めたんだ？」


    「いろんな証券会社やＭ＆Ａ関連の会社に声かけてね。野の上がみ證しよう券けんや日につ光こう証券、それからスタインバーグドレクスラーにもお願いしておいたの」


    「ぜんぶで五〇くらいあるわ。この中から、良さそうなものを選ぶの？」


    　沙織が訊きくと、莉音が首をふる。


    「ううん。これぜんぶ買いましょう。どれも未み上じよう場じようの企業だから、国際商業銀行が一〇〇％の株式を取得して、すべての企業を傘さん下かに置くの」


    「ぜ……ぜんぶ!?」


    「まだまだこれからよ。適当な会社がないか、今も探してもらってるから。見つかり次第、次々と買収していくからね」


    「ククク、これからが本番だ。近い将来、地球のチェーン店はすべて俺の傘下に入るだろう。……いや待て。もしや俺は、ＫＫＣＳという恐るべき魔物をこの世に産み出してしまったのではないか……？　いずれＫＫＣＳは、産みの親の俺でさえ、ギガスで制御できなくなるときがくるやもしれぬ。自分の才能が憎い……！」


    「私も、あんたの才能が憎いわ」


    　ため息をつきながら沙さ織おりは言った。


    　莉り音おんは続ける。


    「それと、他の国へも広げていかないと。次はベトナムかなぁ。ロシアやブラジルもアリかもしれない」


    「たしかに俺という存在は、日本や中国だけでは物足りなかった。今こそ全世界の国と地域、二〇〇か国に同時進出することを提言したい。なに、俺の力をもってすれば成功は容易たやすいというもの」


    「もう宇宙にでも進出しとけよ……」


    　投げやりに俺は言ったが、恒こう太たは気にも留めずにしゃべりつづける。


    「俺もまだまだ預金を集めねばならんようだ。世界中から集めに集めた預金はもうすぐ一〇兆といったところだが、この俺をまだ働かせようとはな。人使いが荒い部下どもを持つと苦労する……」


    　ふと気づいたように、沙織は恒太を指差した。


    「あっ、そうだ。あんた、テレビで金利を五・〇％にするのを予定してるとか言ってたわよね!?　勝手なこと、絶対やめなさいよ！　絶対なんだからね！」


    「フッ、まさかこの俺が、小娘から指示を受けることになるとは……」


    「あんたの暴走のせいで、私たちがどんなに苦労してるか、ちょっとは知りなさいよ！　テレビばっかり出て、好き勝手やって！　いい加減にしないと、『テレビ出演禁止令』を出すからね！」


    「おりおりは俺の活躍に嫉しつ妬としているらしい。これだけ実力に差があると、気持ちはわからんでもないがな」


    「くうう……テレビに出られないように、本当に縄で縛り付けておいてやろうかしら……」


    　沙織はしきりに口くち惜おしがった。


    　なにはともあれ、予想を超える成功に、俺たちは浮かれていた。


    　少なくとも俺は、立たち花ばな社長のアドバイスを重要視しなくなっていた。「中国店てん舗ぽは、中国それ自体にリスクがあるだけに、全体の二〇％に抑えるのがベストだろう」ということを。


    



    
      ◇

    


    



    　オフィスで仕事をしていると、莉音がエレベータから降りてきて、俺の傍そばまでやってきた。


    「巳み継つぐ、ちょっとテレビ会議に参加してもらえる？」


    「ああ、いいよ。ローザさんか？」


    　顔を上げ、伸びをしながら応じた。


    「うん。少しきな臭くなりそうだから、念のため巳み継つぐにも聞いてもらった方がいいと思ってね」


    　俺はうなずいて、立ち上がった。


    　莉り音おんと一緒にエレベータに乗り込み、八階へ向かう。


    　八階は、頭とう取どり室がある他に、複数の個室があるフロアだった。もともとは重役たちが使用していた部屋だったが、片かた山やまと一緒に全員のクビを飛ばしたので、閑かん散さんとしたフロアとなっていた。


    　そのなかのひとつの個室に、俺たちは専用の会議室を用意していた。実はこの部屋だけ、業者が毎日やってきて、盗とう聴ちよう器きチェックをしている。毎日、銀行全体をチェックするのはコストがかかりすぎるから、特別な一部屋だけにしぼったのだ。


    　そしてさらに、二重に予防線を張っていた。この業者が買収されたときの対策として、週に一回の割合で別の業者にもチェックをお願いしているのだ。もちろん業者同士は、相手の存在を知らない。だから機密情報に関するようなことがあれば、ここで話し合うことになっている。


    　ここまでするのは、国際商業銀行には世界中から注目が集まり始めていて、産業スパイが介かい入にゆうする可能性も出てきたからだった。


    　もっとも俺たちの間では、まだそれほどの機密事項はない。しかし、莉音がよく打ち合わせをしているローザやジリヤあたりになると、この種の部屋が必要になってくるのである。


    　個室に入ると、モニタにはローザが映し出されていた。俺が来るのを待っていてくれたようだ。


    　すぐに俺は挨あい拶さつする。


    「どうも、お世話になってます」


    「あなたも元気そうでなによりですね」


    　席に腰かけ、改めてモニタを見上げる。思わずハッとした。映し出されるローザが本当に美しいと思ったのだ。何気なく容姿を褒ほめてしまいそうになり、俺は慌あわてて口をつぐむ。


    　褒めるようなことを言うと、ローザは逆に怒ってしまうタイプである。それが事実であっても、安あん易いな褒め言葉だけは厳禁だ。


    　なぜなら、ある意味でローザは王であり、王に対して「あなたは偉い方ですね」と褒めるのはバカにしているのと同じようなものである。優ゆう雅がなのも美しいのも空気のように自然のことであって、わざわざそれを言葉にする必要などないのだ。


    　莉音が口を開く。


    「何度もごめんね。さっきの話、巳継にも聞かせてもらっていい？」


    「いいでしょう。あなたがたのＫＫＣＳはチェックしていました。投資銀行業というより、事業をやっているようなものです。事業銀行と言ったところでしょうか。アクアスが成功すれば、我われ々われが最大の利り益えきを享きよう受じゆすることになりますから、ぜひ努力していただきたいですね。まぁ……それはいいのです。あなたがたが展開する中国でどうも問題が発生しそうな気配があるので、アクアスの最大株主として、莉音に注意を申し上げたところです」


    「問題……ですか？」


    　俺は首をかしげた。


    「中国の国家主席──劉りゆう立りつ昌しようが肺はい炎えんで倒れたことはご存じですか？」


    「い、いえ……。存じ上げませんでした。ニュースにも出ていなかったような……」


    　最近、中国関連のニュースは頻ひん繁ぱんにチェックするようになった。だから、主席が倒れたなどという情報を、俺が見み逃のがすはずはない。だから、見ていないということは、報道されていないのだ。


    「ニュースにはなっていません。病気自体は回復に向かいつつあることを我われ々われが確認しています。身体はまだ弱っているようですが」


    「ならば、どんな問題なんでしょう？」


    　俺が質問すると、逆にローザは問いかけてくる。


    「中国の権力抗争について、理解はありますか？」


    「一般的な範囲内なら……。権力争いが延々と中国共産党内で繰り広げられていると聞きましたが……」


    「権力争いが延々と──ある意味で正しく、ある意味で間違いです。鄧とう小しよう平へいから江こう大だい明めい、そして現在の劉立昌までの権力移い譲じようは、極めて異例なほどスムースに行おこなわれました。だから、ここ最近の権力闘争はずいぶん落ち着いたものだったのです。……しかし近ごろ、権力闘争が再燃し始めているのです」


    「誰と誰の権力闘争ですか？　今の劉主席と、次の主席でしょうか？」


    　ローザは首をふる。


    「いえ、劉立昌と江大明です」


    「え？　江大明は引退したはずでは……？」


    　江大明は、前の国家主席である。現在の国家主席は、劉立昌だ。


    「国家主席からは身を引いています。しかし、江大明は未いまだ中央軍事委員会主席にしがみつき、院いん政せいを敷こうとしている。それに劉主席が対抗している状況なのです」


    　ローザは淡たん々たんと言った。


    　中国政治には、三つの重要なポストがある。


    　三つとは、党、政、軍。


    　正式名称はそれぞれ、次のようなものだ。


    



    党総書記


    国家主席


    中央軍事委員会主席


    



    　国家主席が中国のすべてを代表するように見られがちだが、中国共産党の最高ポストである党総書記、それから人民解放軍の最高ポストである中央軍事委員会主席も、負けず劣おとらず重要な地位なのである。


    　この三つを兼任してこそ、初めて毛もう沢たく東とうや鄧とう小しよう平へいのような権力を持つことができるのだ。


    　しかし江こう大だい明めいは、劉りゆう立りつ昌しように党総書記と国家主席をスムースに引き継ぎ終わっている。そして残る中央軍事委員会主席も、そのまま劉主席に引き継ぐだろうと目されていた。なぜここにきて、そんな話が出てくるのだろうか。


    「しかし江大明が劉立昌に権力を移い譲じようしたのですよね。それなのに、権力を渡した相手と争うなんておかしいような……」


    「鄧小平は死ぬ前に、次の国家主席が江大明、そしてその次の国家主席が劉立昌だとまで決めていました。今までの中国国家体制は、強大な権力を握っていた鄧小平──すでに亡くなって久しいですが──その彼の意向の下もとにあったということができます。だからこそ、激しい権力闘争が起きなかったのです」


    　現代中国において、伝説はふたりいる。ひとりは毛沢東、そしてもうひとりが鄧小平だ。彼らの言葉には神が宿る。中国では、彼らは法であり、秩ちつ序じよそのものだった。


    『死せる鄧小平、生ける中国共産党を走らす』と言ったところだろうか。


    「じゃあもともと江大明は、好きで劉主席に権力を移譲したわけじゃなくて、鄧小平の遺ゆい言ごんに従っただけだと？　そして江大明と劉立昌の仲は決して良くはない」


    「最初はおだやかな他人同士の関係でした。しかしふたりは、派は閥ばつも政策も違う。劉主席は北ペ京キンの官界をバックにしており、江大明は上シヤン海ハイ閥をバックにしている。ふたりは、今では犬けん猿えんの仲なのです」


    　ローザは無表情のまま続けていく。


    「劉主席は実に優秀な国家主席です。私も一度、お会いしたことがある。中国自身が抱かかえる問題を、誰よりも知っています。しかし、いささか民主的な路線に理解を示しすぎていました。それは中国では鬼き門もん。江大明から、今でも激しい突き上げがある」


    　一いつ旦たんローザは言葉を句切り、少し声のトーンを落とす。


    「そして劉立昌が病やまいに臥ふしたこのタイミングで、江大明が本格的な反抗を企き図としているとの情報が、ＣＩＡより入ってきています。今、中国に行っているＣＩＡの要員は最優秀のメンバーですから、情報が誤報である可能性は小さい」


    「……つまり、ある日突然、権力者が変わって、今の政策が反対の方向に振れる可能性があるということですね」


    「ご明察です。江大明は、自分の配下である上海閥から、次の国家主席を立てようと目もく論ろんでいます。権力の大だい転てん覆ぷくがありえる。政権奪取のために使えるカードはさまざまありますが……ＣＩＡ中国支部では、目下、全力を挙あげて動向を調査しています。今このタイミングでの騒乱は、アクアスにとって打撃以外の何ものでもないでしょう」


    　思わず俺はうなった。


    「たしかに……それは困る……。アクアスの中国展開は非常にうまくいっていますが、これが急につまずくようなことがあれば、ＫＫＣＳが行き詰まり、大金を注ぎ込んでいる国際商業銀行は一夜にして破は綻たん……革命部グループは瓦が解かいする……」


    　ＫＫＣＳは目下、中国に一〇〇％の投入をしている。しかも、その投下資本のほとんどを、国際商業銀行が負担していた。


    　もし中国のアクアスが失敗すれば、たちまち国際商業銀行は破は綻たんする。今や俺たちのグループの巨額の資金が国際商業銀行に集まっていた。親会社である革命部も、一瞬で吹き飛ぶだろう。


    　ローザは淡たん々たんと説明口調で続ける。


    「万が一、政権の転てん覆ぷくが起こりえたとして……江こう大だい明めいの勢力が返り咲くことに、アメリカは懸け念ねんを持っている。江大明はナショナリズムを煽あおる男です。万が一、江大明がアメリカの権けん益えきを侵おかしてくることがあれば、すぐに対応をするでしょう。しかし、そのラインを超えない限り、我われ々われが直接手出しをする意図はありません」


    「つまりアメリカとしては、政変があっても許容できると。江大明が復権しても、干かん渉しようはしないということですね？」


    「アメリカがなんでも自由にできると思ってもらっては困ります。中国のことは中国人が決めればいい。しかし、一定のラインを超えれば容よう赦しやはしないということです」


    　ハッキリとした口調で言い、ローザは続ける。


    「もっとも、スタインバーグが大株主となっているアクアスが打撃を被こうむる可能性があるとなれば、簡単に割り切れるものでもない。……もちろん単純な金銭勘かん定じようだけならば、アクアス株式など切り捨ててもいい程度のものですが……なにより莉り音おんは私の友人、注意をしておかないわけにはいかなかったのです」


    　今まで黙って聞いていた莉音が口を開く。


    「でも中国政治には、ビッグスリーと呼ばれるものがある。日本、台たい湾わん、アメリカ──いつでも中国人は、ビッグスリーに怒ってる。江大明が復権し、中国ナショナリズムが台たい頭とうすれば、ビッグスリーが危険にさらされるはず。アメリカだってビッグスリーのひとつなんだし、無視はできないでしょう？」


    「そのナショナリズムが反日・反米であるうちは、アメリカとしては座視できる。中国の怒りが、台湾にさえ向かなければ、それでいいのです」


    　ローザの話が飲み込めず、俺は訊きいてみる。


    「アメリカはともかく、なぜ台湾なんですか？」


    　中国共産党の悲願のひとつが、台湾との統一を図ることだということは最近学んでいた。その悲願を達成できなければ、中国共産党は崩ほう壊かいするだろうことも。


    　なぜなら中国共産党が掲かかげたナショナリズムは、台湾との統一をとてつもなく重大な旗はた印じるしに持ち上げてしまったからである。中台統一は、中国共産党が人民に約束したもっとも大きな使命のひとつなのだ。もはやナショナリズムという旗印なくして、党は維持できないのである。


    　しかし、そこになぜアメリカが台湾を心配するのか、俺にはわからなかった。


    　力強くローザは断言する。


    「万一人民解放軍が台湾海かい峡きようを渡るようなことがあれば、アメリカは台湾を守らなくてはならないからです。これは絶対です」


    「でも、中国と台たい湾わんの間の紛ふん争そうに介かい入にゆうするのはなぜなんです？」


    　莉り音おんが横から説明してくれる。


    「アメリカと台湾の間には、『台湾関係法』という事実上の軍事同どう盟めいがあるの。もしもアメリカがその条約を切り捨てるようなことがあれば……世界はきっと変わる」


    「その通りです。アメリカが台湾を見捨てるようなことがあれば、東アジア諸国の……いえ、全世界のアメリカに対する信頼は地に落ちる。日米同盟すら意味のないものだとなったなら、日本は核武装を間違いなく行おこない、すぐさま軍事大国に返り咲くでしょう。そのような世界に戻さないのが覇は権けん国たるアメリカの使命──。だからこそ我われ々われは、台湾を守るのです」


    　……なんとなくだが、わかってきた。


    　中国共産党は、党の存続のために是が非でも台湾との統一を果たさねばならない。


    　アメリカは、世界との信頼を維持しつづけるために台湾を守らなくてはならない。


    　万が一アメリカが台湾を守らなかったとしたら、アメリカが行う約束は紙切れとなり、ＮＡＴＯや日米同盟への信頼があやうくなってしまう。


    　中国にとって日米同盟はいまいましく映るかもしれないが、この同盟を堅持せねば日本の軍事力が増大し、アジアの軍事バランスが崩れる。


    　かといって中国、日本、アメリカ、台湾は、表立って敵対しているわけではなく、各国間の貿ぼう易えき量は拡大しつづけている。


    　なにもかもが危険なバランスの上で、ギリギリ成り立っているだけだ。少しどこかに穴が開けば、バランスはたちまち崩れるだろう。考えるほどに面倒だ。


    　不安に思って俺は訊きいてみる。


    「もし中国とアメリカ台湾連合の間で戦争が起こったとして……やっぱり日米同盟がある日本も、戦争に参戦することになるんでしょうか？」


    「それは一〇〇％ありません。最小限度の補給以外では、ほんのわずかでも日本の手を借りることはないでしょう。イージス艦も、日本のものは使わない」


    　少しの迷いも見せず、ローザは言い切った。


    「そうなんですか……いや、とても安心したんですが、それはなぜです？　それこそ日米同盟は意味のないものになりませんか？」


    「戦争になったとしても、決着は二週間でつくでしょう。しかしです……そこにもし日本が参戦すれば、中国は引くに引けなくなる。そうなれば、戦争の落としどころを探さぐれない」


    「な、なるほど……。たしかに中国の感情を考えると、終わる戦争も終わらなくなるかもしれない……。むしろ日米同盟っていうのは、日本の軍事力を抑えるためにあるようなものですね」


    「世界の安定と平和のためと言ってほしいですね。支出するはずだった軍事費を他に回せるぶんだけ、日本にとっては極めて良質な同盟のはずです」


    　やれやれ、世界は複雑だ。聞かなかった方が幸せだったかもしれない。


    　ローザは続ける。


    「今の劉りゆう主席は、中国ナショナリズムを比較的うまくコントロールできています。しかし江こう大だい明めいが復権すれば、一時的な混乱を鎮しずめるために、ナショナリズムを盛り上げて人心を掌しよう握あくしようとすることは間違いない。それが反日……あるいは反米だけで済んでいれば、我われ々われは構いません。もし台たい湾わんに向くようなことがあれば、ただちに手を打たねばならないところです。その場合は、総力を挙あげて江大明を追い落とすしかないでしょう」


    「江大明には復権しないでほしいところね……。愛国心ほど民衆を扇せん動どうしやすく、コントロールが難しいものはないわ……」


    　莉り音おんはそう言って、ため息をついた。


    「今や中国人にとっての愛国は、共産主義への信頼が崩れ去ったあとの魂たましいの空白を埋うめてくれる、大切で切実なものなのです」


    　ローザがおだやかに言うと、莉音もうなずく。


    「急激に進む貧富の差や、拝はい金きん主義への心理的抵抗……そういうものが愛国心によって救われることもある。日本にも、そういう時代はあったはず。一九三〇年代くらいにね」


    「愛国とはすなわち反日であり、反米であり、そして中国に台湾を統合することを意味します。これをコントロールできなくなったとき、戦争は起こる。確実に」


    　ローザが「確実」と断定するのは、いささか行きすぎた話ではないかと思い、俺は訊きいてみる。


    「でも、誰も戦争など望んでいないでしょう？」


    「双方の国の指導者が誰ひとり望んでいなくとも、戦争は起こりえるものなのです」


    　そうローザは断定し、続ける。


    「歴史家トゥキュディデスは、アテネの急激な強大化が、周辺諸国の恐怖心を呼び起こし、ペロポネソス戦争が始まったと説明しました。二〇世紀においても、二度の世界大戦を引き起こしたのは、ドイツと日本という急成長する新興国でした。ある国の力が急激に伸張する瞬間が、もっとも戦争に近いのです。だから我々は歴史の必然として、二一世紀に急成長する中国と、戦争になる可能性が容よう易いに想定できるのです。できうるならば、避けねばなりません」


    　莉音が悩ましげに口にする。


    「……それにしても、参まいったわね。このタイミングで江大明が復権すれば、反日的な動きの広がりは確実でしょう……。急拡大しているアクアスに大きなダメージがくるはずだけど、もう止められないのよね。私たち一兆円以上も注ぎ込んでいて、まだまだ増えていく。この状況で、拡大を抑えることの方が難しい……。どんな異変が起こっても、このままなんとか突き抜けるしかないわ……」


    「そうだな……。俺もそれしかないと思う。革命部にとって、止まれば死あるのみ。何があっても動じず、一気に駆け抜けるんだ」


    　俺も強く莉音に同意した。いやがおうでも、それしか道はないのだ。


    　ポーカーフェイスのままローザは言う。


    「もちろん結果的に誤報になってしまう可能性もあるわけです。高度な情報は、ほんのささいな出来事のズレで、反対の方向にも動くもの。念頭に置きながら、注意深く動くことをオススメしておきましょう」


    「いつも正確な忠ちゆう告こく、本当に感謝します。ローザさんが言うからには、中国政界の危険な動きは、間違いないことなのだと思えます」


    　俺は御礼の言葉を口にした。


    　こうしてローザが極秘情報に相当することをサラリと教えてくれるのは、心から感謝すべきことだ。


    　彼女の忠告はとてもありがたいし、報道では決して知りえない現実なのだろう。しかし俺たちに、どうすることができるだろうか。


    　とにかく俺たちは、ＫＫＣＳにすべてを注ぎ込んでいる。退ひけば、即死あるのみ。


    　何が起こっても、断固として強引に突破するしか術すべはない。あらゆる困難を乗り越えてきた俺たちになら、踏み越えられるはずだ。


    　どんな敵が現れようとも、相手を蹴け散ちらして進んでやる。そのためならば、命いのち懸がけで猛進しようと俺は決意した。


    　俺たちは勝ってきた。これからもきっと、必ず勝てるはずだ。


    



    
      ◇

    


    



    　アクアス中国チェーンの一〇〇〇店てん舗ぽ突破を記念して、祝賀会が催もよおされることになった。場所はアクアス中国の拠きよ点てんでもある上シヤン海ハイである。


    　上海での五つ星ホテル、上海南なん華か大酒店を丸ごと借り切っての大規模な祝賀会だ。


    　上海南華大酒店の目の前には、上海で一番大きい公園が開けていた。この公園の周囲に、巨大なビル群が乱立している。


    　ホテルの窓から見渡す光景は、公園を見下ろし、上海のビル群を見渡せる壮そう麗れいなものだった。上海で祝賀会を開く場所として、これほどふさわしい場所はない。


    　祝賀会の準備は宋そうさんが万ばん事じ整えていた。アクアスからは立たち花ばな社長、そして革命部からは俺たち全員が出席する。


    　中国では、こうした行事がとても大切だ。なぜなら人の繋つながりが極めて重要な社会だから、こういう機会に要人を招待し、コネクションを広げておくのである。


    　だから俺たちは、中国政府要人を始め、地方政府の官かん僚りようたちを招待していた。彼らの宿泊費や交通費をすべてこちらが持つことはもちろん、さまざまなおみやげもたくさん用意している。おみやげの内容は想像に任せよう。


    　それから、世界中のマスメディアを招待していた。これから世界にＫＫＣＳを広げていくにあたり、俺たちの成功の成果を存分にＰＲしておくことは、マーケティング上とても有効である。他の金きん融ゆう機関にＫＫＣＳを売り込んでいくためにも、マスコミにどんどん報道してもらった方がいい。


    　劉りゆう国家主席も招待したが、代わりに郭かく首相を派は遣けんするという丁てい重ちような連絡があった。ローザの情報通り、主席は病やみ上がりで、体力の回復がまだなのだろう。


    　党中央としては、こういった機会は、人民に改革開放の成果を存分にアピールできる恰かつ好こうの舞台でもある。だから郭首相をはじめとして、中央からたくさんの上級官かん僚りようがやってきた。


    　祝賀会が始まる少し前、俺は宋そうさんのところに、莉り音おんをともなって行った。宋さんは立たち花ばな社長と話し込んでいるところだった。


    　俺たちに気づいた宋さんが笑顔で挨あい拶さつしてくる。


    「ようこそ、羽は月づき社長」


    「彼女を紹介させてください。こちら、ぼくの従姉いとこの羽月莉り音おんです。彼女が革命部の、実質トップのようなものです」


    「莉音さん。お話はかねがね聞いていました」


    「はじめまして。中国での成功は、宋総経理がいたからね」


    　莉音が手を差し出して、ふたりは握手を交わした。


    　宋さんは、一気に中国財界での有力者に躍り出ていた。著名な政治経済誌『ニュースウィーク』でアジア人成功者の特集があり、その中で宋さんはもっとも成功した中国人のひとりとして紹介されていた。記事では『日本や欧米資本を活用し、中国販売のノウハウを活かして大成功を収めた若手中国人』とされ、宋総経理を大絶賛していた。


    　それはいい。宋さんが褒ほめられるのは当然だ。


    　しかし俺たちにとって頭の痛いこともある。その特集内で、恒こう太たがＫＫＣＳを創り出した金きん融ゆうのスペシャリストとして、日本を代表する若手財界人と紹介されていたのだ。日本マジやばい。


    「すさまじい拡大ぶりですね。あまりにスピードが速すぎて、なんだか他ひ人と事ごとを見ているようです」


    　俺が肩をすくめて言うと、立花社長が応じてくる。


    「正直なところ、ぼくもこんなにうまくいくとは思わなかった。やはり戦力の集中は、戦略の鉄則だね。……しかしだ、当初から懸け念ねんしていたリスクがなくなったわけじゃない。資金を注ぎ込んでいる君らとしては、それを重々、承知しておくことだよ」


    　莉音は神妙な面おも持もちでうなずく。


    「うん、わかってる。ローザからもね、中国政界で不ふ穏おんな動きがあるって忠ちゆう告こくがあったの」


    「ほう……それはますます注意をしなくては……。宋くん、心当たりはあるかい？」


    「いや、とくには……。まぁ中国共産党の権力争いは、それほど珍しくありませんが……」


    「劉主席に、江こう大だい明めいが追い落としをしかけているらしいの」


    　莉音の言葉に、宋さんが納得といった表情を見せる。


    「ああ、それは中国人として、わかる話ですね。もともとそういう暗闘があることは、みなの知るところです。しかし、だいぶ劉主席の権力掌しよう握あくは進んでいるようですし、今の中国共産党は安定していますよ」


    「そう願いたいものよね。なにごともなければいいんだけど……」


    　窓の外に眼をやり、莉り音おんはポツリとつぶやいた。
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    　祝賀会では宋そうさんのスピーチから始まり、郭かく首相の挨あい拶さつ、そして立たち花ばな社長と続く。


    　たくさんの列席者の温かい拍手が鳴り響き、会場はアクアス歓迎ムード一色に包まれていた。


    　国際商業銀行を代表して恒こう太たの挨あい拶さつも予定されていたが、俺たちは無理やりそれをやめさせていた。これで最大の懸けん案あん事項は払ふつ拭しよくできたはずだ。


    　いよいよ関係者のスピーチも終わり、会場を歩き回って挨拶の時間である。


    　テーブルの上には次々と料理が運び込まれ、みなは挨拶の合間に食事をつまむ。この日のために何日もかけて仕込みをしたという特別に豪勢な中国料理で、出席者が食べ尽くせないほどの量だった。


    　俺と莉り音おんは別々に行動して、中国要人たちと名刺を交換し、挨拶して回った。


    　恒太は俺たちと違い、人垣に取り囲まれていた。すさまじい人数が恒太を包囲して、少しでも話をしようと懸けん命めいになっている。それくらい恒太は有名で、どこへ出しても超一流の名士扱いになっているのだ。


    　もちろん記者たちも放ってはおかない。集まるテレビ局や新聞記者たちの大半が恒太を取り囲む群れに紛まぎれていて、恒太の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに集中していた。少しでも恒太の言葉を聞き取ろうと耳をそばだてている。恒太が新しい事業プランでも口にすれば、光よりも早く世界に伝達されるだろう。


    　俺と莉音は主要人物との挨拶を済ませ、会場の端で皿の料理をこまごまと食べていた沙さ織おりと柚ゆずさんの元へ戻った。


    　沙織は会場を見渡しながら、感かん慨がい深げに口にする。


    「すっごいパーティーね。こんなスケール大きいパーティー、テレビでも映画でも見たことないわ……」


    「たくさんの人がいて、私、なんだかとってもドキドキします。中国の人たちにジュースを持ってくれば良かったって思います」


    　どうかそれだけはよしてください……。


    　ふたりに俺は応じる。


    「こういうのも、中国では大切なんだよ。関係しそうな役人は招待しているし、彼らにプレゼントも用意している。これだけ攻撃的に拡大している以上、もめ事もあるだろうし、トラブルもあるだろう。そんなときは、彼らの力が必要なんだ」


    「中国は法治国家というより、人の縁を大切にする人治国家だからね。コネクションを作ることが、ビジネス活動と同じくらい大切なのよ。ううん、この国では、人の縁がすべてに勝まさるわね」


    　そう莉り音おんが解説してくれた。


    　法治国家とは『法が治める』社会であり、人治国家とは『人が治める』社会ということだ。


    　きょとんと人の塊かたまりを眺めていた柚ゆずさんが、嬉うれしそうな声を上げる。


    「恒こう太たくん、大人気なんですね。とっても楽しそうです」


    「あのバカ、ずっと得意げな顔で偉そうな口くち利きいてるの。ハメをはずさなきゃいいんだけど」


    　沙さ織おりは不満そうだ。


    「放っておくしかないよ。アイツは病気みたいなものだ」


    　俺は肩をすくめて口にした。


    　会場は熱気と笑顔に包まれている。間違いなく、この祝賀会は成功だ。アクアスの発展は約束されたようなものだろう。


    　俺たちは安心しきり、料理をつまみながら、上シヤン海ハイをめぐってみた感想など他愛たわいない話をしていた。


    　そして宴もたけなわのころ──。


    　突然、会場をつんざくような声が飛び込んできた。


    「たっ、大変です！　逃げてッ！」


    　あまりの怒鳴り声に、一瞬で会場が静せい寂じやくに包まれた。


    　声の主を見ると、宋そうさんの下もとで働いているアクアス中国の社員である。


    　慌あわてたように宋さんが、その社員の元に小走りで駆けていく。


    「大事なパーティーなんだよ。ちょっと落ち着いて──」


    　宋さんはさえぎろうとしたが、中国人社員は血相を変えていた。


    「逃げてください！　今すぐに！」


    　突然。


    　ホテルのガラスが割れ、石が会場に投げ入れられた。


    　ほとんど同時に、外からすさまじい大だい音おん声じようが響く。


    　ごうごうと、たくさんの人間が何かを叫んでいることだけがわかった。


    　俺はなにごとかと窓に走り寄り、外を見ると──。


    　思わず息を呑のみ、そして仰のけ反ぞった。


    　ホテルの前は……見渡す限りの大群衆で埋め尽くされていたのだ！


    　──いったい、何があったんだ!?


    　道路と人波が一体化し、広大な公園もすべて、人で溢あふれかえっている。


    　瞬時に肝きもが冷えた。いや、冷えたなんてものじゃない。冷却された。


    　まさに人、人、人。


    　間近に赤せき壁へきの戦いを見ているようだった。


    　全身が総毛だつのを禁じ得ない。


    　──こ、これ……数十万人はいるんじゃ……？


    　こんなすさまじい光景を、生まれて初めて俺は見た。


    　しかもあろうことか、並み居る人の顔はみな、怒りに満ちていた。今あの群衆に近づけば、暴行を受けることは必ひつ定じようだ。


    　大軍団は、怒りの表情で投石し、何かを連呼している。


    　ところどころに、にわか作りの大きな旗が掲かかげられていた。


    　旗には、あらゆる罵ば倒とうの文句が羅ら列れつされている。


    『打倒！　日本アクアス！』


    『人民の敵よ日本へ帰れ』


    『日本の経済帝国主義を許すな！』


    『中国を殺すアクアスを破壊せよ！』


    『愛国無罪。中国を取り戻せ』


    　今にもホテルに押し入りそうなほど、群衆はもみくちゃになりながら迫っていた。もしこの大軍が乱入したら、ホテルには血の雨が降りかねない。


    　これは疑いようもなく反日暴動である。いや、反日〝大〟暴動だ。


    　他の列席者たちもこの様子を窓から眺め、会場は混乱の渦うずにつつまれた。


    　逃げる者、悲鳴を上げる者、戸と惑まどいおろおろする者、転倒する者──つい今しがたまで暖かかった会場は凍りつき、パニックに陥おちいっていた。


    　恒こう太たを取り囲んでいた記者たちは、一いつ斉せいに窓の外へカメラを向け、さかんに報道を始めた。この大暴動はトップニュースとして、リアルタイムで世界に配信されるだろう。


    　しかしなぜ、今ここで唐とう突とつな反日大暴動なのか？


    　しかも、なぜ俺たちが、反日大暴動で狙ねらわれなくてはならないのか？


    　連日にわたって中国で報道され、今や日本ブランドの象しよう徴ちようとなったアクアスを狙い撃つことが、反日を訴うつたえるうえではもっとも有効な戦略だったのだろうか？


    　だがそもそも、アクアスの筆ひつ頭とう株主はスタインバーグドレクスラー──アメリカ資本である。そして中国支社の総経理は宋そうさんという中国人である。従業員やマネージャークラスも大半は中国人であり、販売している衣料の九〇％は中国で生産されたものなのだ。


    　──それなのに……なぜだ！


    　俺は言葉にならない言葉を飲み込んだ。


    　ローザに忠ちゆう告こくされたとき、「何が起こっても断固として強行突破しよう」という決意を固めたつもりだった。どんなことでも乗り越えてみせるつもりだったし、その自信が俺にはあった。


    　しかし……。


    　──強行突破だって？　そんなバカげたこと、どこのどいつが言ったんだ？　とりあえず言ったヤツは出てこい。


    　この数十万の大軍団を、どうやって突破しろと？


    　怒りに燃える大群衆を見下ろしながら、俺はただ立ちすくむことしかできなかった。


    　ＫＫＣＳ、破は綻たん確定。


    　革命部、崩ほう壊かい秒読み寸前です。


    　この日、上シヤン海ハイで発生した大暴動は、中国全土に飛び火した。


    　部費一三兆六二〇〇億円。借しやつ金きん一一兆七六〇〇億円也なり。
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     第六章　権力闘争（一）


    



    　目の前に広がるは、圧倒的な大群衆。


    　プラカードや国旗を高々と掲かかげ持ち、怒りを漲みなぎらせている。


    　道路や公園を埋うめ尽くし、大声で叫びながらこちらへ向かって進軍していた。


    　一〇〇〇店てん舗ぽ達成を祝うアクアス祝賀会の真っ最中、突とつ如じよとして巻き起こった反日大暴動である。アクアスは史上稀まれに見るほどの出店スピードと、積極果か敢かんなマーケティング攻勢を展開していた最中だったから、日本を象しよう徴ちようする企業として狙ねらい撃ちされたのだ。


    　祝賀会に詰めかけていた賓ひん客きやくは慌あわてふためき、叫ぶ者、悲鳴を上げる者、場内から飛び出す者で会場は混乱を極めていた。


    　しかし逆に、会場の三割を占めていたマスメディア各社は興奮し、色めき立ち、競うように窓際に張りついて実況中継を始めた。暴動の最中に居合わせるという、マスコミ人としては一生に一度あるかないかというチャンスなのだろう。


    　ある記者はカメラの前、目を輝かせて群衆を指し示し、絶叫する。


    「見てください！　見渡す限りの大群衆です！　すごい、本当にすごい！」


    　その声はうわずり、嬉うれしくてたまらないようだった。


    　別の局の記者も、感かん涙るいまじりの大声を上げる。


    「なんという集団でしょうか！　津つ波なみのような人の移動です！」


    　各局の記者たちがカメラの前でまくしたてる一方、取材クルーたちは会場中を走り回り、携帯などで外部と連絡を取り合い、情報を収集し始めていた。情熱ほとばしるマスコミ人たちと、混乱極まる賓客たちで場内は滅めつ裂れつな状況になっており、アクアススタッフたちがこの喧けん噪そうを収めようと躍起になっていた。


    　俺たち革命部の面々はと言えば、アクアススタッフらと協力し合い、混乱を収しゆう拾しゆうするために走り回った。だが浮き足立った人間たちは、すでにどうにもならない。流れに身を任せるしか術すべがないように思われた。


    　各局の記者たちの情熱的な声が、次々に飛び込んでくる。


    「情報によりますと、暴動は上シヤン海ハイの数か所で同時発生しており、日本総領事館を包囲して抗議する集団や、日本料理店に投石する集団も現れているとの情報です」


    「もっとも大きな集団が上海南なん華か大酒店に集結しているとのことです。中国で急進を遂とげた日本企業アクアスの祝賀会は恰かつ好こうのターゲットだったのでしょうか!?」


    「一部は暴徒化し、日本車などが破壊されたとの情報が入ってきております」


    「上海に呼応して、北ペ京キン、成せい都となどでもデモが始まった模様です！」


    「デモの呼びかけのために、チェーンメールが流されていたとの情報が入ってきています。投げていいものは石、ペットボトル、ビン、ペンキなどに限られ、重い物は禁止であると細かな指示が記載され、群衆の間に次々とメールが転送されていった模様です。チェーンメールの出所は不明」


    　どう見ても各国のマスコミ関係者らは、目の前の群衆以上にエキサイトしていた。会場を鎮ちん静せい化するにあたっては、正直、邪じや魔まで仕方がなかったが、追い出すわけにもいかない。緊急ライブで中継し始めた局が多く、下へ手たに今マスコミに介かい入にゆうすれば、こちらが取材を不当に妨ぼう害がいしたように映ってしまいかねないからだ。


    　忙いそがしく立ち回っていた宋そうさんが、俺たちのところへやってきて、まくしたてる。


    「ひとまず待避してください！　ここは私が対応します」


    「ぼくも残りますよ。あの集団になんとか話をつけないと……」


    　そう俺が言うと、莉り音おんが首をふる。


    「話なんて無理よ。残念だけど、今はひとまず撤退して、様子を見るしかないわ」


    「でも、アクアスが危険にさらされたら、ＫＫＣＳは破は綻たんするんだぞ。そしたら国際商業銀行は吹き飛ぶ。革命部ごとだ！」


    　つい声を荒らげてしまった。俺までエキサイトしていたかもしれない。


    　莉音は押し留とどめるように、俺の両肩に手を置いて口にする。


    「巳み継つぐ、少し冷静になって。これはビジネスの話じゃないの。政治的な……ううん、ナショナリズムの問題なのよ。今、出ていったらダメ。双方の政府が打つ手を見て、沈着に対応策を練ねる必要がある。浮き足立たないで」


    「でも……！」


    　傍そばの立たち花ばな社長も、莉音や宋さんに同意する。


    「いや、ここは宋くんに任せよう。今起こっているのは反日暴動だ。日本人であるぼくらには何もできない。余計なことをすれば、かえって火に油を注ぐことになる。いない方がいいんだ」


    「立花社長の仰おつしやる通りですよ。この場はぼくが収めます。あとは任せて」


    　宋さんもダメ押ししてきた。


    　苦く渋じゆうの思いで俺はうなずく。


    「……わかりました……」


    「アクアスの店てん舗ぽにも被害が出ているだろう。ぼくも力になりたいが……悪いけど宋くんに任せるよ」


    「被害を最小限に食い止められるよう、できるだけのことはします。大丈夫ですよ」


    　宋さんはうなずいた。


    　祝賀会には一〇〇〇人を超える人々がいた。その中での日本人は、アクアスから立花社長と役員、社員が合わせて九人ほど、そして革命部の五人──合計、たった一四名だけだった。他一〇〇〇名のうち、七〇〇人ほどが中国人で、中央政府要人、各地の役人、学者、評論家、テレビタレント、それから報道機関関係者である。残り三〇〇人ほどが、欧米や日本の海外マスメディアだ。


    　だから実質、日本人は招待客程度の扱いであり、中国人による中国人のための祝賀会だった。中国政府要人に、便べん宜ぎを図ってもらうために開催したものである。これは日本の祝賀会でもなんでもない。冷静に見れば、反日暴動の対象としてアクアスが持ち出されるのはナンセンスだ。


    　しかしマーケティング上、日本のファッションブランドであることを前面に押し出してプッシュしていたし、マスコミもそれに準じて報道していた。そして空前とも言える出店攻勢、広告攻勢で認知度が一躍中国中に広まったため、日本のひとつの象しよう徴ちようとしてターゲットにされてしまったのだろう。多くの日本企業を押しのけて、アクアスが狙ねらわれるのは、タイミング的に無理もない。


    　俺たち革命部の面々と、アクアスの日本人役員、社員らは、宋そうさんの忠ちゆう告こくに従って会場を抜け出そうとした。


    　ふと莉り音おんが辺りを見回しながら言う。


    「あれ？　恒こう太たは？」


    　見当たらない。


    　慌あわてて俺たちは、みなで手分けして捜すことにした。五分ごとにこの場所に戻って全員を確認することにし、数チームにわかれて会場に散った。俺は沙さ織おりと、一番人だかりが多い窓まど際ぎわをチェックしていくことにした。


    　会場は広く、人数も多い。はぐれてしまったひとりの人間を見つけるのは大変なことだ。


    　俺と沙織が窓際に張りつくマスコミ各局を確認していくと、その中に交じって、恒太が窓の外を悠ゆう然ぜんと眺めているのを発見した。なぜか自信に満ちている。


    　沙織が慌てて駆け寄り、腕を掴つかんだ。


    「恒太！　何やってんのよ!?」


    「暴動を収める策略がある。今からそれを見せてやろう」


    　俺も駆け寄って、恒太を引っ張りながら訊きく。


    「ど、どんなだよ？」


    「ククク、簡単だよ。俺の偉大な雄ゆう姿しを見せればいい。関かん羽うのような俺の登場に、民衆は一瞬で沈黙する。この機会に、中国人民に国際商業銀行のＰＲをしておくとしよう」


    「今以上に国際問題になるだろ!?」


    「こっち来なさい！」


    　力任せに沙織から引っ張られ、恒太はつんのめった。


    「うおッ、なにをする小娘ッ！　貴様を呂りよ布ふと呼ばせてもらうぞ!?」


    「……だ……誰が呂布ですって？」


    　コメカミをぴくつかせた沙織は、恒太の襟えり首くびを締め上げた。


    「やめろ呂布ッ！」


    「うるさい！　急ぎなさい！」


    　沙織と俺は二人して、ばたつく恒太を捕ほ獲かくし、そのまま引っ張っていった。


    



    
      ◇

    


    



    　上シヤン海ハイ南なん華か大酒店の一室に、俺、莉り音おん、立たち花ばな社長が、今後のことを打ち合わせするために集まった。


    　アクアス一〇〇〇店てん舗ぽ祝賀会が開催されたのと、同じホテルの上階である。もともと宿泊はこのホテルにする予定で複数の部屋を取ってあり、全一四名の日本人たちは、各部屋にわかれてテレビに見入っていた。暴動の最中だから外へ出かけることもできない。


    　部屋は海側に面していて、暴動が起こっている場面を直接見下ろして確認することはできなかった。


    　一面に広がる大海は美しい。反対側では、暴動が巻き起こっているなど想像できない光景だった。


    　暴動はテレビを通して確認するしかないが、階下のテレビクルーたちが全世界にライブ中継しているから、リアルタイムで動向を見守ることはできる。


    　つけっぱなしにしてあったＦＯＸニュースから、興奮した声が飛び込んできた。


    「江こう大だい明めい中央軍事委員会主席が、たった今、デモの集団の前に姿を現しました！」


    　テレビ画面には、江大明の姿が大きく映し出されていた。江大明は中国の元国家主席であり、現時点での軍のトップでもある。


    　幾いく度どもテレビニュースで見かけたことはある。とりわけ凜り々りしい姿というわけではないが、長年にわたって中国を支配した貫かん禄ろくは十分に感じられた。


    　戦車の上に立ち、江大明は呼びかける。


    「ここにお集まりのみなさん！　私はみなさんのデモに大きな理解を示します！　みなさんの愛国の情は素晴らしい！　中国人民の切なる想いは、この私が受け取った！　我われ々われは日本に弱腰であってはならない！」


    　ここまでの主張はおどろくにあたらない。中国共産党は、民衆の突発的なデモに対しては常に一定の理解を示した上で、彼らを落ち着かせようと試こころみる。表面上、極めて激しい言動に見えても、彼らはよくわかった上で対応しているのだ。だから公式通りの対応と見ることができた。


    　しかし、ここから予想に反した声明が続き、俺たちは度ど肝ぎもを抜かれた。


    「党中央は弱腰だ！　いたずらに日本へ擦すり寄り、金権をむさぼり、権勢をほしいままにしている！　党中央の腐ふ敗はいを打倒せよ！」


    　涙を流さんばかりに江大明は腕を振り上げ、熱弁をふるった。


    　まさか中央政府のトップのひとりが、党中央を非難するとは思いもよらない事態である。あってはならない状況に陥おちいっていることが、すぐにわかった。


    　中国は、日本やアメリカやＥＵとまるで違うのだ。人民には自分たちの政府である中国共産党を批判する自由などない。それにもかかわらず、党中央を非難するのは、容よう易いならざる事態なのである。ましてや、中央軍事委員会主席──人民解放軍のトップが党を糾きゆう弾だんするのは、驚きよう天てん動どう地ちなことだった。


    「これ以上の腐ふ敗はいは許されない！　一掃しよう、党の汚お職しよくを！　変えよう、党の悪政を！　私は親愛なる人民と、勇ゆう敢かんなる人民解放軍将兵らに約束する！　この身を切り裂いてでも、党中央を改革するのだと！」


    　劉りゆう立りつ昌しよう国家主席を名指しまではしていない。しかし、現政権を激しく批判しているのは明らかだった。


    　テレビモニタに釘くぎ付づけになっていた立たち花ばな社長が目をむく。


    「おいおい、どうなってるんだこれは？　こいつはただの反日大暴動じゃないぞ……。権力争いどころか……革命が始まったんじゃないのか？」


    「愛国心を利用して騒乱を起こし、その力を政権打倒に持っていこうとしていると見て良さそうね。ローザが言っていたＣＩＡの見解とも一致してる……」


    　莉り音おんの指摘に、俺は訊きいてみる。


    「もし江こう大だい明めいが政権に戻ったら、どんな問題がある？」


    「江大明はナショナリズムを煽あおることで自身の権力を強化してきた。だから権力を奪い返すためにナショナリズムを利用するのは妥だ当とうな流れよね。そして問題は、再び権力を握った江大明が、混乱した人心をまとめるために、さらにナショナリズムを徹底強化する可能性が高いこと」


    「アクアスの中国チェーンはどうなる？　一〇〇〇店てん舗ぽも出したばかりなんだ。こいつが破は綻たんしたら、これからのＫＫＣＳの展開どころじゃない。革命部グループは……」


    　そこまで言って俺は口ごもった。言葉にせずとも、崩ほう壊かいは明らかだったからだ。


    　しかし莉音は首をふる。


    「まだわからないわ。いくらナショナリズムを煽る江大明だって、日米を排除して経済を維持しつづけることなんて不可能なことくらい知ってる。だから、万一政権の転てん覆ぷくが起こりえたとしても……江大明だって日本との落としどころは探さぐるはずよ」


    「しかしこの暴動で、真っ先に狙ねらわれたのはアクアスチェーンなんだぞ？　どうにかしないと……」


    「まず動乱の行方ゆくえを見極めないことには……」


    「何か、何か俺たちにできることはないのか!?　ただ黙って指をくわえて見ていることしかできないのか!?」


    　冷静になるべきなのはわかっていたが、俺の気持ちは焦あせっていた。


    　莉音も立花社長も応えてはくれず、沈黙したままテレビに視線を向ける。ふたりとて、答えなど持っていないことはわかってる。しかし、このやるせない気持ちをどうすればいいのだろうか。


    　いつの間にかテレビはスタジオに切り替わっており、キャスターが早口で語る。


    「情報が錯さく綜そうしています。江大明中央軍事委員会主席が戒かい厳げん令れいを公布したとの情報もあり、予断を許しません」


    　すぐに別の情報が入ってきたようで、キャスターに横から紙が差し入れられるのが見えた。


    「ただいま趙ちよう報道官が会見を開きます。この模様は、生中継でお送りします」


    　場面は切り替わり、中国政府を代表して趙報道官がテレビに映し出された。顔には、疲労の色が見てとれる。


    「人民のみなさん、どうか落ち着いてください。政府はデモの許可を出しておりません。この騒乱は、一部の分裂主義者が仕組んだ謀ぼう略りやくである可能性が高い。このデモは、勇気ある警察諸君と、勇壮なる人民解放軍が収しゆう拾しゆうにあたっています。人民を愛する党と解放軍は、決して分裂主義者を許すことはないでしょう」


    　中国共産党には、「党内部の不仲は、決して表に出してはならない」という不文律がある。どんなに対立していようとも、表面上は仲むつまじく行動しなくてはならない。なぜなら党の威信が弱まっている現状、弱みを見せると、不測の事態になるのは明らかだからだ。党の崩ほう壊かいまで繋つながる可能性もある。


    　それにもかかわらず、江こう大だい明めいが語った内容と、今この政府中央の担当官が語った内容には、大きな齟そ齬ごがあるようにしか見えなかった。相当に切せつ羽ぱ詰まっている状況なのではなかろうか。


    　再びスタジオに切り替わると、キャスターと白人の中国政治研究者の間でやり取りが始まった。


    　キャスターが訊きく。


    「党中央と、江大明中央軍事委員会主席の間では主張の違いがあるように見受けられるのですが、この事態をどのように分析しておられますか？」


    「中国の民衆デモに対して政府が取る対応というのは、デモに一定の理解を示した上で事態を落ち着かせるというものです。これは常じよう套とう手段であって、中国ではいつものことなのです。ですから、主張の違いと言っても、政府公式見解と、最前線の現場との対応の違い程度のものかもしれません。現時点で誰かが策謀を働いているという断定まではできないと思います」


    　研究者と俺の考えは違うようだった。研究者は比較的、事態を楽観視している。最前線の現場にいる俺たちと、スタジオとの違いということだろうか。


    　あるいは俺たちがこの動乱を「劉りゆう立りつ昌しようVS．江大明」だと確信できているのは、ローザからＣＩＡの分析を聞いていたことが大きいのかもしれない。こういった確定情報がない限り、今の研究者の解答に行き着くのは仕方がないとも言える。


    「江大明が暴走しているわけではなく、中央と連絡を取り合って事態の収拾を図っているだけということですか？」


    　キャスターが確認すると、研究者は顔をしかめる。


    「現時点では断じかねます。しかし、今までのデモに対する傾向から考えますと、その可能性が高いのではないかということです」


    「人民解放軍が警戒にあたっていますが、デモを制止するような場面は一切ありませんよね？　これは民主的な動きの現れと考えてよいのでしょうか？」


    「さぁ……うーん、率直に申し上げて、民主的な対応が念頭にあるとは思えません。ただ単に、利害上、今は反日デモをあるていど容認した方が、党にとってガス抜きになるという判断があるのではないでしょうか」


    「今のところ人民解放軍に、デモを抑える意思はないということですか？」


    「今回、大きな反日暴動に発展した北ペ京キンと成せい都とでは、当局が積極的にデモを抑えに入っているようです。しかし少なくとも上シヤン海ハイでは、デモを容認しつづけたままですね。日本総領事館を包囲した群衆が壁を破壊したり、石や空き缶、ペットボトルを投げ入れたりするのを、警察も人民解放軍も一切の制止をしていないということですから」


    「なぜ都市によって対応が違うんですか？」


    「中国は広い国です。人民解放軍は、軍区が違うと、指揮系統がまるで違うのです。中国には七つの軍区があり、軍区ごとに司令部が存在します。彼ら司令部は同列の存在であり、指揮系統がひとつにまとまった陸軍というのは中国にはありません。たとえば北京なら北京軍区、上海なら南ナン京キン軍区という区分けがあり、同じ人民解放軍であっても、その性質は違うのです」


    　ふいにキャスターが研究者の話を中断させ、興奮を露あらわにした。


    「再び上海の暴動に動きがあったようです。現場から中継いたします」


    　モニタが切り替わる。


    　再び江こう大だい明めいのクローズアップ。


    　江大明は、戦車の上で泣いていた。


    　群衆の数はいっそう増え、戦車を取り囲んでいる。


    　涙ながらに江大明は叫ぶ。


    「今こそ誇りある中国を取り戻そう！　偉大なる中国人民は、長い長い歴史のなかで、常に世界をリードしてきた！　我われ々われには力がある！　私たちの民族の力を世界に示すときがきたのだ！」


    　まわりの民衆も、感極まったように泣いていた。


    　歓声を上げている者もいる。


    　俺には、江大明を取り囲む周囲の群衆に紛まぎれて、大量の軍人がサクラとして混入している可能性は高いように思われた。なぜなら、いくらなんでもガードなしで民衆の前に立つなんて危険すぎるからだ。しかし、泣きながら声援を送る中国の人たちの姿は、サクラではなく、本物のように思えた。


    　国家主席だったときの江大明は、印象が薄い政治家だった。いや、むしろ嫌われていたかもしれない。なぜなら中国共産党の偉大なる指導者──毛もう沢たく東とう、鄧とう小しよう平へいのあとを引き継いだ主席としては、あまりにも度量不足だったからだ。


    　しかしナショナリズム──とりわけ反日を持ち出すと様相は変わってくる。とたんに中国人は一致団結するのだ。


    　愛国無罪──それが愛国心から起こったことならば、どのような行おこないでも無罪になるという言葉もある。


    　こんな話がある。中国にとってのビッグスリー──日本、台たい湾わん、アメリカ──これらと戦争が起こったという想定で、ある中国人が応じた。「ぼくは台たい湾わんとの戦争なら、一年ぶんの給料を寄付する。アメリカとの戦争なら、兵士になって参戦する。日本との戦争なら、この命を投げ出す覚悟がある」


    　中国のナショナリズムは、この三つがすべてだ。ヨーロッパは眼中になく、近年中国と戦争を繰り広げたインドやベトナムですら民衆の関心は薄い。九〇年以降に中国を席せつ巻けんしたナショナリズムは、常に怒りとなって日米台に向かうのである。


    



    
      ◇

    


    



    　打ち合わせを続けていると、部屋に宋そうさんがやってきた。


    　一段落ついたらしい。


    　立たち花ばな社長が声をかける。


    「おつかれさん。要人の避難は完了したかい？」


    「ええ、問題ありません。祝賀会に参加していた役人たちは、郭かく首相から暴動を収めるようにとの指示を受けて、全員が地方へ戻りました。みな権力者ですから、地方での暴動はだいぶ抑えられるはずですが……」


    　祝賀会には中央政府の代表として、郭首相が参加してくれていた。本当なら中国の発展を人民に示すために、劉りゆう主席がやってきてもおかしくないイベントだったのだが、病やみ上がりでタイミングが悪かったらしい。代わりに郭首相が派は遣けんされたというわけである。


    　険しい表情で立花社長が口にする。


    「ニュースによると、店てん舗ぽがだいぶ破壊されてるようだね」


    「残念ながら……。しかし被害としては、ガラスを破壊したり鉄くずを投げ込んだりするくらいで、実害はそれほどないと思います」


    　宋さんの言葉に、莉り音おんがうなずく。


    「それがせめてもの救いよね。この動乱が落ち着くまで、店舗の再開は難しいだろうけど……」


    「アクアスに限らず、一時的に閉店する外国資本の店は多いと思います。この騒動が落ち着くまでの辛しん抱ぼうですね」


    　たしかに暴動のターゲットとしてアクアスが選ばれたわけだが、開店できない海外資本の店は多いだろう。とくに日系店舗は難しい。


    　俺は口をはさむ。


    「この暴動、裏にいるのはやっぱり江こう大だい明めいですよね？　テレビで見て引っかかったことなんですが、演説をする江大明を囲む人間たちは、整然と統制が取れてるんです。まわりの群衆が投石したりするのに、江大明の周囲だけは顔つきからしてなんか違う。軍人にしか見えなかった」


    「そうでしょう。人民解放軍の南ナン京キン軍区の軍人よ。そうじゃなきゃ、江大明が安心して表に顔を出すことなんてできないからね」


    「一連のデモはどうやって広まったんだい？　自然発生的ってわけでもないんだろう？」


    　立たち花ばな社長の質問に、宋そうさんが応じる。


    「デモはチェーンメールで広まったようです。うちの社員も、何人かは反日デモを呼びかけるチェーンメールを受け取っています。腹立たしいことに、アクアスに抗議しようという文面までついてたんですよ。よりによって、どうしてアクアスなのか……」


    「ぼくらの金銭的被害はない。ブランドについては、中国以外でのダメージもない。しかし国際商業銀行の方はそうもいかないだろう？」


    「……このままだと、確実に破は綻たんしますね。もちろん、できるだけあがいてみますが」


    　できる手など多くないことはわかっている。しかし俺は、そう答えざるをえなかった。


    　莉り音おんは苦く渋じゆうの面おも持もちで唇をかむ。


    「……」


    　ビジネス面での経営危機ならともかく、国家権力や権力闘争まで絡からんでくるとなると、どんな方法があるというのか。


    　ましてや中国は民主国家と違い、強権的な独裁国家である。日本などと比べものにならないくらい中央政府には権力が集中しており、昔の大中華の皇帝のような地位をめぐる闘争なのだ。違いがあるとすれば、マスメディアだけは商業化しているから、舵かじ取りを間違えばすぐに民衆の抗議行動に繋つながってしまうことくらいだろうか。


    　神の高みをめぐる戦いを前に、交こう渉しようや妥だ協きようなど簡単に通用するわけもない。


    　押し黙る俺たちに、宋さんは言葉をかけてくる。


    「みなさんは一いつ旦たん帰国した方がいいです。落ち着くまで、こっちのことは任せてください」


    「打ち合わせしてね、私と巳み継つぐだけは残ることになったの」


    　莉音が言うと、宋さんは泡あわを食った。


    「そんな！　この状況、今できることはありませんよ。むしろ危険だ」


    「ぼくもそう説得したんだけどね。聞いてくれないんだ。でも、ふたりの気持ちはわかるよ」


    　立花社長が苦しそうに言った。


    「ＫＫＣＳが大ダメージを喰らったままだと、私たちもっと危険なのよ。なにせ国際商業銀行がほとんどの資金を負担しているからね」


    「革命部グループが生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわですから、できるだけの手を打っていかないと……。かといって、できることは多くないんですが……」


    　宋さんも交まじえた長い打ち合わせを行おこない、ひとまずアクアスのメンバーは翌日、全員日本へ帰国することになった。もともと祝賀会のみの招待だから、こうなった以上、中国にいる意味はない。


    　革命部側は、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんが帰国。しかし、俺と莉音だけは残留して対応策を探さぐる。なにせ俺たちが莫ばく大だいな資金を投入しているのだ。できることは少なくとも、臨機応変に対処するにはこっちに残るしかない。


    　恒太あたりは残ると言い張るだろうが、強硬に言い聞かせてでも帰らせなければいけない。正直なところ、恒太が勝手に動かれると困るだけである。


    　立たち花ばな社長が言う。


    「それじゃ、ぼくらは明日、一いつ旦たん帰国だ。落ち着いたら状況を確認しに来るけど、とうぶん先になるだろう」


    「うん。恒こう太たと沙さ織おりと柚ゆずちゃんの三人、お願いね」


    「お手数おかけしますが、お願いします」


    「わかった。こっちのことは心配しなくてもいい。君らも気を付けてくれよ」


    　そう立花社長は請うけ負おってくれた。三人のことはひとまず安心だ。


    　宋そうさんは、俺と莉り音おんを心配そうに見やってくる。


    「もし残るなら、ホテルからはできるだけ離れない方がいいです。くれぐれも、身辺注意してください」


    　俺と莉音はうなずいた。


    　しかし、心配してくれていることはわかるが、ここでジッとしているというわけにもいくまい。できるだけのことをしなくては……。
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    　翌朝。


    　起きてすぐ、状況を確認しようとＣＮＮをつけてみた。このホテルは海外からの宿泊客が多く、国際放送は充実している。


    　映像は、日本の内閣総理大臣──大おお原はら英えい士じが、取り囲む報道人に受け答えしてる場面だった。五〇代半ば、その威容は堂々としている。


    　とっさに浮かんだのは、「おいおい、火に油を注ぐんじゃないか？」ということだった。大原はタカ派として名を馳はせている。行動も発言も右翼的。バランスを踏みはずすほど強硬ではないが、言葉の端々にその主張がにじみでる。今この首相が登場するだけで、中国の世論はいっそう硬化してしまいそうな気がした。


    　大原は渋じゆう面めんをつくり応じている。


    「昨日、中国で発生した反日暴動により、日本人数十名が暴行を受け、商店が荒らされた。我われ々われは中国政府に厳重に抗議する。今回の事態は、中国政府が長い間、大きく曲きよつ解かいした教育を行おこないつづけてきた結果が吹き出したものだと認識している。この事態は、世論が指摘するように座視できない」


    　暴動真まっ直ただ中なかの中国だけでなく、日本の世論も硬化しているのはたしかだろう。


    　もともと日本は、一九七二年の国交回復後、世界一の親中国的な国だった。世論調査では「日中関係は良好」と答える人は八〇％近くを占め、多くの国民が中国への親近感を持っていた。


    　しかし九〇年代以降、中国のナショナリズムが盛り上がり、日本・アメリカ・台たい湾わんに対する強硬な世論が中国の大たい勢せいを占めるにつれ、急激に親中国世論は減っていった。今では「日中関係は良好」と答える人は三〇％以下にまで落ち込み、中国を危険視する右翼勢力が台たい頭とう。親中国勢力は急激に支持を失い、ほとんど吹き飛んでしまった。


    　そこにきての暴動発生である。日本政府としても、難しい舵かじ取りに違いない。


    「中国政府には引きつづき抗議するとともに、アメリカとも共同して不測の事態に対応していくつもりだ。私としてはいかなる反対も押し切り、日米同どう盟めいのさらなる強化を視野に入れ、今後のアジア政策を見直していきたい」


    　大おお原はら総理は力強い調子で言い切った。


    　このタイミングで日米同盟の強化にふれるとは、いかにも中国が猛反発しそうな内容だ。


    　大原総理はもともと、政権スタート直後から親アメリカ路線を取っていた。加えて自衛隊の再編成にも乗り出し、日本の軍事プレゼンスを拡大しようと努めている。猛反発を食らいながらの政権運営であったが、今回の反日暴動は、彼の政策に追い風となったに違いない。


    　中国側の反応を見てみようと、俺は中国国内向けのニュースへチャンネルを回してみた。


    　幸さいわいにも、大原総理のスピーチは中国国営テレビでは一切報道されていなかった。まず間違いなく、中国政府がテレビ放送しないよう厳命したのだ。この一事から見るだけでも、中央政府は暴動の鎮ちん静せい化を図ろうとしていることは間違いない。


    　だが、ホッとしたのも束つかの間ま──。


    　再びＣＮＮにチャンネルを戻すと、映し出されたのは上シヤン海ハイ。


    　大原総理の写真を破いたり、燃やしたり、踏みげにしたりする暴動参加者の最新映像が幾いく度ども流れていた。中国政府がいくら報道を規制しようと試こころみても、インターネットを介かいして大原談話がまたたく間に中国の一般層に広まってしまったに違いない。


    　暴動二日目。


    　収まるどころか、確実に民衆は過熱し始めていた。
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    　沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんを日本に送り返す別れ際ぎわ。


    　気丈な調子で莉り音おんは三人に言う。


    「私と巳み継つぐは、しばらく中国で動いてみるから。日本本社はよろしくね」


    「本当に大丈夫なの、莉音？」


    　沙織が莉音の腕に手をやり、心配そうに尋たずねた。


    「うん。アクアスをどうにかしないと、革命部がピンチになっちゃうから。それに、巳継もついてるしね」


    「莉音部長、早く帰ってきてください……」


    　柚さんは泣きそうだ。莉音と離ればなれになるのが心から嫌いやなようだった。


    「安心してね、柚ちゃん。すぐ戻るからね」


    「帰ってくるのを、新しいジュースを用意して待っていようって思います」


    「危険なこと、しないでね」


    　腕を放そうとしない沙さ織おりに、莉り音おんは笑顔で応じる。


    「大丈夫だって。ほら沙織、そんな悲しそうな目しないの」


    「もしまたケガなんかしたら、絶対許してあげないんだから。私、また戻ってくるからね」


    　こんなときでも胸を張っている恒こう太たに、俺は口にする。


    「恒太も頼むぞ。正直言って国際商業銀行は経営危機だ。破は綻たん間ま際ぎわなんだ。少しでもマスコミに、ＫＫＣＳと中国暴動の繋つながりがわからないように演出してくれ……。つっても、かなり難しい仕事だろうけど……」


    「フッ、問題ない。実のところ俺のギガスは、この事態を完かん璧ぺきに予測できていた。それを知っていて、わざと放置していたのだよ。ククク、ここから鉄血頭とう取どり・春かす日が恒太の、華か麗れいなる大逆転劇が始まる……」


    「こうなると、恒太がマスコミに出まくってるのも、あながち悪いことじゃないかもな。恒太がいると、ギリギリの場面での宣伝戦で有利に立てる」


    「当然だ。国際商業銀行は任せておけ。この俺の経営手腕によって、またたく間に一〇〇兆円が集まる。一時的にＫＫＣＳがつまずこうと、俺の真の力の前ではいかほどのものでもない」


    　言いながら、恒太は髪をかきあげた。


    　たしかに、もし国際商業銀行の預金量が増大し、数十兆円の預金量ができるなら、ＫＫＣＳが少々つまずいたくらいで破綻はしない。


    　しかしそれは難しいだろう。なぜなら、ＫＫＣＳをあれだけ派手に全世界で宣伝しまくったために、大暴動でアクアスが日本の象しよう徴ちようとして狙ねらい撃ちされたことは、どのメディアでも大きく取り上げられていたからだ。今回の反日大暴動は、世界中のメディアを独占するほどのニュースになっている。


    　預金者たちは国際商業銀行に不安を感じ、逃げ出してしまうだろう。預金量が減少しないわけがない。預金量を増やすなど、ほとんど不可能なことだ。


    　それでも……万が一恒太が預金量をさらに引き上げることができるなら、ＫＫＣＳのダメージは相対的に小さくできる。破綻は免まぬかれ得るかもしれない。


    　もちろん俺も莉音も、そんな奇跡には期待していなかった。手を打たねばならない。
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    　莉音と俺はスイートにふたり残った。


    　朝からずっとテレビをつけっぱなしだが、どこの局に切り替えても反日大暴動のニュースが続けられている。


    　報道によると、北ペ京キン、成せい都と、それ以外の各地で広まっていた暴動はだいぶ鎮しずまってきたらしい。しかし上シヤン海ハイだけは、暴徒の過激化に歯止めがかからなかった。群衆の輪が広がり、江こう大だい明めいがテレビニュースの映像を独占し、先頭に立って扇せん動どうしつづけていた。


    　上海は、中国最大の都市である。人口も、経済力も中国最大だ。ゆえに上海の動きは中国全土を揺るがす。


    　中国共産党によって無理やり暴動を押さえつけられた各都市の住民たちも、心の中では上シヤン海ハイ暴動に声援を送り、その先頭に果か敢かんに立つ江こう大だい明めいへの支持は大きくなっていた。各地の人民解放軍の中でも動揺が広がり、江大明への支持を打ち出す軍幹部まで現れ始めていた。


    　あいかわらずテレビでは、動乱の模様だけがセンセーショナルに流れている。


    　しかしローザから事情を聞かされていた俺たちは、この暴動の背景を知っていた。反日暴動はキッカケにすぎない。江大明は、上海から連つらなる人民たちの支持を背景に、権力を奪い返す算段なのだ。


    　革命部やアクアスの他の日本人たちが空港へ去ったあとも、俺は今後の方針を思いあぐねていた。


    「ここでこうしていてもしょうがない。かといって、今は動きも取りづらいよな。外を歩くだけでも危険だ」


    「打つ手がないわけじゃない。昨日ね、お父さんにメール打っておいた。手助けしてくれって」


    「一かず馬まおじさん？　……たしかにおじさんなら、なんでもできちゃいそうな気もするな」


    「お父さん、超貧乏だけど、アレで顔だけは広いから。それだけで生き残ってる感じだし」


    　一馬おじさんとは、羽は月づき一馬。言わずと知れた莉り音おんの父親。


    　職業──冒険家という、なんとも破は天てん荒こうな人である。冒険を援助するような奇特なスポンサーは少なく、いつも貧困にあえいでいた。


    「しかし、いくらなんでもこの暴動、顔が広いってことと関係あるかな？」


    「いろんな危険な冒険ばっかりやってきたけど、ぜんぶ乗り切ってこれたのはお父さんのおかげよ。だからきっと、助けになってくれるはず」


    　莉音は疑っていないようだった。


    「ローザの情報によれば、この暴動は『劉りゆう立りつ昌しようVS．江大明』の権力争い。だからね、要は、この暴動を引き起こした江大明を封じ込めればいいの。ヤツがアクアスを狙ねらい撃ちしてきたんだし」


    「封じ込めるって言ったってな……。具体的にはどうするんだ？」


    「まずはその手を探さぐる」


    「……道のりは遠そうだ」


    「いろんな方法があるはずよ。たとえば江大明の弱みを探ってマスコミにリークするとか……中国のマスコミじゃ無理だから、日本か欧米のメディアに取り上げてもらうとかね。他には……むかつくけど江大明とうまく話をつける可能性もありえるだろうし、暗殺っていう選択肢も考えられると思う」


    「それ、一馬おじさんにできることってあるのか？　まさか一馬おじさんに狙そ撃げきさせようってわけじゃないだろ」


    「あはは。お父さんなら狙撃も成功しそうよね」


    　ひとしきり莉音は笑ったあと、真顔で言う。


    「あれでも裏事情にも精通してるのよ。だからね、きっと助けになると思う」


    　俺はため息をつく。


    「ビジネスを成功させるために、権力争いに介かい入にゆうすることになるなんてなぁ……開いた口が塞ふさがらないよ」


    「仕方ないじゃない。向こうが一方的に攻撃してきたんだから」


    「それだけ俺たちにも影響力が出てきたってことか……」


    　ふいに莉り音おんは、となりにすわる俺の手に、手を重ねて見つめてきた。


    「巳み継つぐ、聞いて」


    「うん」


    　俺は見つめ返しながら応じたが、莉音は押し黙ってしまう。


    「……」


    「どうしたんだよ。遠慮なんか莉音らしくないぞ。言ってくれよ」


    　うながすと、ポツリと莉音は口にする。


    「お父さんはきっと助けになってくれると思うの。でも今回は、事態が広範囲にわたって複雑すぎる。もしかしたら……もしかするとね……革命部、崩ほう壊かいするかもしれない」


    「あはは、改めて聞かなくても知ってるさ。覚悟はしてる。大丈夫だよ」


    　努めて明るく、俺は応じた。莉音を心配させたくない。


    　しかし莉音は俺の手をギュッと握りしめ、苦く渋じゆうの面おも持もちを強くする。


    「こんなこと、沙さ織おりたちの前では言えない。でももし崩壊なんてことになれば、巳継と恒こう太たが大バッシングを受けるはず。世界中からね。できるかぎりのことはするけれど、でもね……」


    「わかってる。どうせ革命なんて、端はなっから大おお博ばく打ちなんだ。失敗したら、またやればいいだけさ。死んでないだけ、マシじゃないか？」


    「……」


    　うつむく莉音の傍そばに身体を寄せ、俺は肩に手を回す。


    　すると、莉音は頭を預けてきた。


    　きっと莉音は、俺の想像している以上に苦しんでいるはずである。莉音は、俺と恒こう太たの絶対の保護者だという意識が、昔から強すぎるのだ。俺たちがダメージを喰らうと、莉音はそれ以上に苦しむことになる。それを知っているだけに、どう声をかけていいかわからなかった。


    　俺だって、莉音が苦しむ姿を見れば、辛つらくてたまらない。


    　このまま沈黙していると、余計に重苦しくなるだけだ。


    　意を決して、俺は口を開く。


    「今度はこっちから攻勢をしかけてやろう。俺も、何だってするぞ。アクアスを利用した罰ばつは受けさせてやらないとな」


    　場が明るくなるように、できるだけおどけた調子を装って続ける。


    「一かず馬まおじさんが来るまで数日かかるだろ？　だったらその間、アクアスを回ってみて、被害状況を確認しておこう。事態が落ち着いたら、できるだけ早くリスタートできるように」


    　突然──。


    　トントン、とドアをノックする音が聞こえた。


    　ルームサービスなど頼んだ覚えはない。それに用事があれば、フロントから電話があるはずだ。


    　間違いかもしれないと思いつつ、耳をそばだてた。莉り音おんもかすかに頭を上げる。


    　再び、トントントンというノックの音──。


    　莉音と間近で顔を見合わせ、うなずき合った。


    　俺が立ち上がってドアに向かい、手をかける。


    　チェーンをはずさず、ドアをわずかに開いてみると……見たことのない男が立っていた。おそらくは中国人。


    「羽は月づき莉音さん、羽月巳み継つぐさん。間違いありませんか？」


    　挨あい拶さつすらせず、単たん刀とう直ちよく入にゆうに男は訊きいてきた。


    　俺はうなずいた。


    　男はサッと左右に視線をはしらせ、ドアの隙すき間まに頭を近づけて口にする。


    「一八時、星せい河が国際大飯店、二一〇一号室に来てください」


    「どういうことですか？」


    　慎しん重ちように俺は訊いた。


    　──何かの罠わなだろうか？


    　しかし、俺たちを罠にはめるような意味もない。どう考えをめぐらせても、江こう大だい明めいが企き図とする革命に、俺たちはほとんど影響力がないはずだ。今回の大暴動の影響によって、突とつ如じよとして誰かから狙ねらわれたりするようなことも考えられない。


    「一八時、星河国際大飯店、二一〇一号室。それでは」


    　男は俺の問いなどに答えず、そう繰り返しただけだった。


    　そのまま男が立ち去ってしまおうとしたので、慌あわてて呼び止める。


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　チラとだけ男は視線を戻し、手早く念押ししてくる。


    「いいですか、伝えましたよ」


    「え？　あ、ちょっと！」


    　再び呼び止めたが、今度は振り向きもしない。そのまま足早に歩き去ってしまった。


    　チェーンをはずして廊下に出たときには、すでに男の姿は消えていた。


    



    
      ◇

    


    



    「どうする？」


    「星河国際大飯店なら大丈夫でしょ」


    　不安な様子もなく莉音は言った。


    「行くのか？　あからさまに怪しいけど」


    「なんらかの勢力が私たちに危害を加えるなら、とっくにやってるって」


    「まぁ……たしかに。向こうのホテルに呼ぶのも、こっちの部屋に押し入るのも、そんなに変わらないよな……」


    　仮になんらかの敵がいたとして、攻撃してくるつもりなら、俺たちの警戒心をかきたてたりするはずがない。


    　俺たちになんの縁ゆかりもない人間を使って呼び出すなんて、方法が怪しすぎる。こちらは準備万ばん端たん用意できるし、なにより危機意識を持って現場に臨のぞむことができる。それに、俺たちが向こうの指定通りに出向かない可能性だって大きいのだ。だから逆に莉り音おんは、まず安心だと踏んだのだろう。


    「下へ手たにスパイを張りつけられるよりマシよ。直接確認した方がいい。行きましょう」


    　それから俺たちはメールチェックなどを済ませ、軽い食事を取り、夕方にホテルを出た。


    



    
      ◇

    


    



    　星せい河が国際大飯店。


    　俺たちが宿泊している上シヤン海ハイ南なん華か大酒店と双そう璧へきをなす、上海の高級ホテルだ。


    　海に近い上海南華大酒店と違い、こちらは上海駅に近く、商業地域の中心に建っていた。辺りは超高層ビルばかりだ。


    　エレベータを上がり、男に言われた通り二一階で降りた。


    　すると、エレベータ脇にはスーツの男がふたり。


    　男のひとりが鋭い視線で、うかがうように声をかけてくる。


    「羽は月づき莉音さん、羽月巳み継つぐさん……ですね？」


    「はい」


    　俺はうなずいた。


    「お待ちしていました。ご案内します」


    　そう言って、男はスタスタと歩きだす。立ち居振る舞いは軍人のようにきびきびしていた。


    　この二一階の廊下には、定期的な間かん隔かくで男たちが立ち、警戒にあたっている。相手はこのフロアを丸ごと借りているのだろう。


    　警戒に立つ男たちは人民解放軍の兵士ではなかろうか。彼らが俺たちを見る視線は厳しいが、こちらに敵意を抱いている様子はない。


    　──俺たちを呼んだのは、いったい何者だろう？


    　不安がないわけではなかった。いや、不安だらけだ。俺たちを名指しで指定してくる勢力はなんなのか？


    　今、中国で起こっている騒乱に俺たちが関連しそうなものと言えば、せいぜいアクアスくらいだ。とは言っても、アクアスは暴動のキッカケを作るために最初に利用されただけで、もはや暴動は江こう大だい明めいの手の中にある。アクアス絡がらみでわざわざ俺たちを指名するのは不可解なのだ。


    　しかし俺たちには、手持ちのカードは多くない。少しでも突破口になりそうなものがあれば飛びついてみるしかなかった。革命部が崩ほう壊かいの危機にある以上、虎こ穴けつに入って自みずからを救わねばならない。


    　男が二一〇一号室の前で止まった。


    　トントン、とノックして、静かに扉を押し開く。


    　男は俺たちを振り返り、ただうなずいた。「入れ」ということらしい。


    　俺たちは、慎しん重ちように部屋へ入った。


    　そこに待っていたのは、老齢の男がふたり。


    　ひとりは、アクアスの祝賀会にも大物ゲストとして招かれていた郭かく首相。


    　そしてもうひとり……か、海かい胴どう総そう次じ郎ろう！


    　七〇歳の郭首相は立ち上がって俺たちを迎えた。中国共産党の中ちゆう枢すうを五年ごとに実質支配する中央政治局常務委員は、六八歳を超えると引退しなくてはならない。そのなかにあって、今の党中央のメンバーでは、郭首相はもっとも古巣の共産党員だった。次の共産党大会では、年齢制限に引っかかるため、引退が確実視されている。フロアを男たちが警戒しているのは、郭首相の護衛のためなのだろう。


    「待ちかねましたよ。どうぞすわってください」


    　慇いん懃ぎんに、郭首相は椅い子すを勧めてくれた。
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    「……まさか郭かく首相に招かれていたのだとは……こちらこそ、祝賀会に来ていただいてありがとうございます。感謝の言葉もありません」


    「おどろいた。なんらかの謀ぼう略りやくに巻き込まれる可能性も想像していたから、少し気が抜けちゃった……。海かい胴どう総そう次じ郎ろうはともかく、郭首相がいれば変なこともなさそうね」


    　莉り音おんは海胴の前で、ぬけぬけとそんなことを言った。


    「ふん。どうとでも言え」


    「どういう関係なの？」


    「とにかくすわれ。説明してやる」


    　海胴は莉音の言葉を無視し、面倒くさそうに俺たちにアゴをしゃくった。


    　莉音に続き俺も腰かけ、海胴と郭首相に対たい峙じする。


    「……今、中国で起こっていることは知っているか？」


    「テレビでは暴動としか報道されていないけど、私たち、ローザから事前に警告を受けていたから把は握あくはできてる。江こう大だい明めいによるクーデター……よね？」


    「ほう、スタインバーグの小娘か。おおかた、日中の対立にほくそ笑んでいるだろう」


    「そんなことなかったけど。あなた、ローザを誤解してるわ。むしろナショナリズムが台たい頭とうして、台たい湾わん危機に発展することを危き惧ぐしていたわよ」


    「しかし中国のナショナリズムが反日であるうちは、アメリカは容認するはずだ」


    「反米も容認するって言っていたけどね」


    「ふん……まぁいい。そこまでわかっているなら話が早い。おまえらにも協力してもらうぞ。もし俺に何かあった場合、貴様らが引き継げ。貴様ら自身、この危機を乗り越えなければ崩ほう壊かいするのだろう？」


    　莉音は心底意外そうな顔で、まじまじと海胴を見つめる。


    「き、協力……？　あなたと？」


    「そうだ」


    「……何を企たくらんでるの？」


    　海胴はみるみる怒りの形相になり、バシッと杖つえを打ち付けた。


    「企む、だと？　ふざけるなよ馬鹿が！　こちらの郭先生と俺は長年の盟めい友ゆう。俺としては、郭先生を全力で助けたい。おまえらなんぞどうでもいいが、鉄砲玉くらいにはなるだろうと思って声をかけただけだ。嫌いやなら帰れ」


    「……意外。あなたが中国のことを心配するなんて」


    「バカ野郎が。江大明が政権に戻ってみろ。日中間で、再び戦争が起こりかねない。それだけは避けねばならん」


    「私たちも対江大明で、できるだけの手を打つつもりだった。でもまさか、あなたが参戦してくるなんて予想外よ……」


    　俺は口をはさんで訊きいてみる。


    「ローザさんも、中国暴動によるナショナリズムの昂こう揚ようが、台湾危機……やがて戦争に繋つながる可能性を指摘していましたが……しかし日中間でも同じ事が起こりえるものなのでしょうか？」


    「戦争とは、お互いの国の指導者が誰ひとり望まなくとも、起こりえるものなのだ」


    　海かい胴どうが、ほとんどローザと同じことを言ったので、俺は面食らった。


    　江こう大だい明めいが政権に戻ると、一時的な混乱を押さえこむために、ナショナリズムが確実に利用される。不安定な政権を一気にまとめるには、中国政治のビッグスリー──日本・台たい湾わん・アメリカを利用して愛国心を駆り立てるのが手っ取り早い。たちまち中国人の心はひとつにまとまる。そのナショナリズムが行き着く先に、ローザは戦争の可能性を言及していた。


    　海胴も同じ危き惧ぐを抱いているのだ。


    　違いがあるとすれば、ローザは台湾危機を危険視し、海胴は日中間の戦争を心配していることくらいだろうか。しかし両者とも、出発点は同じだった。


    　郭かく首相が、おだやかな口調で話を受け継ぐ。


    「海胴先生の仰おつしやる通りです。今の中日関係は、最大の危機にある。今の中国人の心に刻まれた反日、反米、そして中台統一の感情は、もはやぬぐいされない。江大明が復権すれば、なんらかの危機が意図的に起こされるでしょう。クーデター後の政権の安定化には不可欠なのです」


    「基盤のもろい政権が、強硬な対外政策で国内を引き締めるのは常じよう套とう手段よね……」


    　莉り音おんの言葉に、郭首相は苦く渋じゆうの面おも持もちでうなずいた。


    「……八〇年代、中日間は極めて理にかなった関係にありました。しかし九〇年代以降は険悪化し、ここにきて江大明の扇せん動どうによって最大の危機が訪れつつあります。私は、自分を含めた共産党中央を守りたいのではない。中国人民を、不毛な闘争に陥おとしれようとする策さく謀ぼうを、防がなくてはならないのです。たとえ、この命に換えてでも」


    　海胴がため息まじりに言う。


    「……郭先生、手はひとつです。江大明を殺しましょう」


    「海胴先生、実はすでに我われ々われも手を打っているのです。しかし江大明も然さる者もの。なかなかチャンスが訪れない」


    　莉音が疑問を口にする。


    「でも、たまに群衆の中央に立って演説したりしてるわよね？　狙そ撃げきのチャンスくらいはありそうじゃない？」


    「江大明が演説するときは計算されています。ヤツの周囲を取り囲んでいるのは、一般人民に扮ふんした南ナン京キン軍区の人民解放軍将兵であり、狙撃ポイントになりそうな場所は上シヤン海ハイ市公安局によって厳しくチェックされている。もし怪しげな人物がいたら、たちまち逮たい捕ほされるか殺されてしまうでしょう」


    「まわりの群衆は解放軍かなぁと思ってたけど……一帯のビルまでチェックしてたのね……」


    「チャンスは一度きり。殺しきれない場合、党中央が非難の対象になり、逆に江大明を英雄に押し上げてしまう危険性もある」


    「南京軍区は完全に江大明が掌しよう握あくしてるの？」


    「……完全に、と言えるかどうかはなんとも……。南ナン京キン軍区の将官の中には、北ペ京キン政府に理解を示している者もおります。また逆に、他の軍区の将官には、弱腰に見える今の北京政府より、強硬な対外政策を取る江こう大だい明めいの復権を望む声も少なくありません」


    「そういう微妙な力関係だからこそ、江大明は反日暴動を利用して中国全土の心を掌しよう握あくしようとしているのね」


    「そういうことです。実際、上シヤン海ハイから始まった暴動は全国に広がりました。今は各地の警察や解放軍が押さえこんでいますが、情勢がいつ反転するか、定かではないのです。我われ々われは今、ギリギリのところに立っている」


    　郭かく首相は俺たちを眺め回し、苦く渋じゆうの面おも持もちで続けていく。


    「だからといって、こちらも手をこまねいているつもりはありません。数日中に、劉りゆう立りつ昌しよう国家主席が上海入りし、南京軍区の将官たちを説得するつもりです」


    「主席が上海入りするのは、危険ではありませんか？」


    　海かい胴どうが言うと、郭首相はうなずいた。


    「たしかに危険です。しかし危険は向こうも同じ。危ない橋を渡ってでも平へい穏おんに収めることができない限り、中国は混乱したままです」


    「江大明をサポートする上海閥ばつを根こそぎひっくり返せれば、ずいぶん情勢は変わりそうですが……」


    「そのために、上海閥の不正の証しよう拠こは公安部に密ひそかに調査させています。彼らは汚お職しよくで肥こえ太ってきた。だからいずれは不正の証拠を掴つかめるかもしれませんが、しかしすぐに効果があるようなものでもなく……」


    「ならば、上海閥の罪を手っ取り早くでっち上げ、ヤツらを悪人に仕立ててはいかがですか？」


    　サラリと海胴は言ってのけた。


    「しかし、それは難しい。仮に公安部に工作を依頼したとして……万が一それがバレれば、かえって党中央の威信が大いに傷つくことになってしまいます。公安部の中にも、上海閥の息がかかっている者がいないわけではありませんから、秘密工作を密告される可能性がないとは言えません」


    「郭先生、俺を使ってください。完全な部外者である自分だからこそ、しかけられる工作もあるというものです」


    「し、しかし、そんな工作に海胴先生ほどの大物を使うわけには……」


    「なぁに、自分は根っからの悪人ですよ。あなたのような君くん子しを、裏で支えるためにいるのです。汚い仕事をするためにいる。郭先生のために一肌脱げるなら、これほど嬉うれしいことはないのです」


    「か、海胴先生……」


    「上海閥の追い落としには、日中の未来がかかっています。郭先生、ぜひやらせてください。いえ、あなたがお断りになっても、やりますよ」


    　そう言って、海胴は莉り音おんと俺を振り向いた。


    「話はわかったろう？　貴様らにも協力してもらう。万が一、俺の身に何かあれば、貴様らが引き継いでやるんだ。事実上おまえらは、現共産党中央と運命を共にしている。江こう大だい明めいら上シヤン海ハイ閥ばつが勝てば、おまえらは破滅するのだからな」


    「上海閥の不正の証しよう拠こね……。なるほど、うん、わかった。私もやるわ。手を尽くしてみるから」


    　莉り音おんの言葉に、海かい胴どうは意外そうな顔をする。


    「ほう、ただのガキかと思っていたが、おまえらにも何か手があるのか？」


    「方向が決まれば手は打ちやすいわ。たぶん、なんとかなると思う。数日待ってほしい」


    「上海閥への打撃になるものは、あればあるほど都合がいい。おまえらごときにはまったく期待してないが、せいぜいやってみるんだな」


    「……な、なんかムカつくわね……。でも、あなただって、東京ならともかく……上海で工作活動なんてできるの？」


    　莉音が疑問を呈すると、海胴は鼻で笑う。


    「蛇じやの道は蛇へびというヤツだ。蛇には蛇なりの活動場所がある。……それに上海は俺のもうひとつの故郷。俺は上海っ子として育ち、青年期を上海で過ごしてきた。上海で余生を送るガキのころからの友人もいる。この街は、目を瞑つぶってでも歩ける庭のようなものだ」


    　言われてみれば、そうだ。海胴親子が活躍した海胴機関は、上海に本ほん拠きよ地ちがあった。以前読んだ『海胴総そう次じ郎ろう研究』でも、海胴親子は早い時期から海軍の肝きも煎いりで上海入りし、ここを拠点にしてアジア全域で工作活動を展開していたのだと言う。本によれば、海胴は上海の日本租そ界かいの剣道場にも通っていたそうだ。


    　郭かく首相に向き直った海胴は、居ずまいを正して口にする。


    「必ず成果を挙あげてみせましょう。悪事なら、お手の物です」


    「せめて護衛をつけさせていただけませんか？　海胴先生の手足となって動ける人材も必要です」


    「申し出はありがたいが、俺の動きは表向き、郭先生と無関係でなくてはなりません。なに、こいつらがいます。頭の方は激しくアレだが、腕うでっ節ぷしだけは誰にも引けを取りません」


    　莉音はコメカミをぴくつかせる。


    「……すんごくしゃくに障さわるんだけど……」


    「それから郭先生、無理を承しよう知ちでお頼みします。私にはもう先がない。どうか、こいつらを引き立ててやってください」


    「先がないのは私も同じですよ。しかし、ほかならぬ海胴先生の頼み。生きている限り約束しましょう」


    　郭首相は、柔にゆう和わな視線を俺と莉音に向けてきた。


    「どうやらあなたがたは、海胴先生の後継者であるようだ。改めてよろしくお願いします、羽は月づき莉音さん、羽月巳み継つぐさん。これからあなたがたふたりは、私の家族です。どんなことでも言ってきてください」


    「はっ、はい」


    「あ、ありがとうございます」


    　急に温かい言葉をかけられ、莉り音おんと俺は姿勢を正した。


    　海かい胴どうも頭を下げる。


    「よろしくお願いします。江こう大だい明めいが反日暴動の手始めにアクアスを狙ねらい撃ちしたおかげで、こいつらは苦戦しています。どうにか、力を貸してやってください」


    「アクアスのことも心配なさらずに。党を挙あげて、名めい誉よ回復を図ります」


    「俺のような悪党に、いつも変わらぬご厚意、感謝の言葉もありません」


    「何を仰おつしやいますか。海胴先生が悪党なら、私もまた悪党。お互い、いつ殺されるとも知れぬ道を歩んできました」


    「郭かく先生は決して悪党などではない。俺が一番それを知っています」


    「私は国こく賊ぞくですよ。どうすれば中国が台たい湾わんに侵しん攻こうせずに面子メンツを保たもつことができるのか、研究しているところです。こんな話が知れたら、家族一同みなごろしになるかもしれない」


    「そんなことを言ったら、俺なんざとっくに日本国家に対する大だい凶きよう賊ぞくです。何千回と死刑を宣告されても、この罪は償つぐなえない」


    「お互い、罪作りなものですなぁ」


    　海胴と郭首相は、顔を見合わせて笑った。
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    　俺たちと郭首相は、一緒に部屋をあとにした。スイートルームは、海胴が宿泊している場所だったようだ。


    　郭首相と俺たちがエレベータへ乗り込むと、廊下で待機していた男たちがぞろぞろと乗り込んできて、エレベータは満員電車のようだった。


    　一階に降り立ち、俺たちはどさくさから開放された。いち早くエレベータを降りた男たちは、ロビーで辺りをくまなく警戒していた。


    　別れ際ぎわ、俺は郭首相に訊きいてみる。


    「失礼ですが、郭首相と海胴は、どういった関係なんですか？」


    「海胴先生とは、もう四〇年以上になります」


    「四〇年！　ずいぶん長い……」


    「……かつて文化大革命のとき、私は家族とともに上シヤン海ハイへ逃げた。私はあと一歩で殺されるところだった。そんなとき、上海に逃のがれた政府要人を、逃げる手助けをしてくれたのが海胴先生なんです。そして私は香ホン港コンに逃のがれ、一命を取り留めた。海胴先生からはそのまま亡ぼう命めいすることを勧すすめられましたが、混乱が収まったのち、私は中国政界に復帰したのです」


    　楽しい想い出を振り返るように、郭首相は明るく言った。


    　しかし、文化大革命が楽しかったはずはない。有能な実務官かん僚りようらは若者たちからつるし上げられ、殺され、または自殺に追い込まれた。歴史ある中国の文化財は根こそぎ破壊され、跡形もなくなってしまった。病院では看護師が医者の役目をし、医者がトイレの掃除をさせられるような、常識が根底から覆くつがえされたメチャクチャな時代だ。有能な人材ほど蹴け落おとされ、逐おわれたのだった。


    　言葉では言い尽くせない労苦があったはずである。


    「かつてロッキード事件の首しゆ謀ぼう者のひとりとして名前が挙あがった海かい胴どう先生に、私が手を貸したこともある。アメリカからの追及、日本の検察当局からの追及を、我が国が全力を挙げて守ったのです。海胴先生と、さまざまなことを乗り越えてきました。いわば海胴先生と私は、生死を共にした戦友なんですよ」


    　郭かく首相はアゴに手をやり、ホッホと笑った。


    　ロッキード事件は、日本の総理総裁を追い落とした世界的な汚お職しよく事件である。アメリカの手を離れ、独自路線を歩もうとし始めていた日本の権力基盤を押さえこむためにしかけられた謀ぼう略りやくのひとつだ。背後には海胴総そう次じ郎ろうがいたとされ、アメリカは本丸である海胴の追い落としに懸けん命めいだったのである。


    　莉り音おんが疑問を投げかける。


    「でも海胴は超国家主義者でしょう。海胴は、強い日本を志向してる。それが中国のメリットになるとは思えないんだけど」


    「私も中国を愛している。その想いは誰にも負けない。だからこそ、海胴先生と心からわかり合えるのです」


    「……」


    「……」


    　言葉が見つからず、莉音と俺は押し黙った。


    「海胴先生は、あなたがたに大いに期待しておられる。そしてあなたがたの企業が、破は綻たん寸前にあることも把は握あくしておられる。海胴先生が本当に守りたいものは、あなたがたなんですよ。だからこそ私は、あなたがたを無条件に信頼できる」


    　そう言って、郭首相は手を差し出してきた。


    　莉音に続き、俺も郭首相と握手を交わす。郭首相の手は温かかった。


    「海胴先生も私も、いつ死ぬとも知れぬ身です。しかしこの命ある限り、あなたがたを守護し、あなたがたの行く末を見守りましょう。今日からあなたがたは、私の家族です」


    　郭首相の手を握り返しながら、なんだか俺は泣きそうになった。なぜだろう。


    「も、もったいないお言葉です……」


    「ありがとう……。私たちも、できる限りの手伝いをするわね……」


    「これから私は、私の戦いに赴おもむかねばなりません。あなたがたも、くれぐれも無理はなさらぬように」


    　そう言い残し、郭首相はロビーに散っていた男たちとともに、ホテルをあとにした。
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    　翌朝七時、ホテルのドアがノックされた。


    　ちょうど俺と莉り音おんは起きたばかりで、歯磨き洗顔を済ませたばかりである。朝食を食べに行こうかと思っていたところだ。


    　寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら、おそるおそるドアを開けてみると……杖つえを握りしめ、厳いかめしい顔つきをした海かい胴どうだった。


    「行くぞ。ついてこい」


    　それだけを言って、ひとりスタスタと行ってしまった。


    　俺と莉音は慌あわてて服を羽織り、財布などを掴つかみ上げ廊下へ出てみると、海胴の姿はもう見えない。


    　急ぎエレベータに乗り込み一階へ向かう。


    　すると海胴が、エレベータ前、親の敵かたきでも見るような目で、こちらを睨にらみつけながら待っていた。


    　エレベータから飛び出した俺たちを見届けると、プイと視線をはずし、そのまま歩きだす。


    　声すらかけてくれず、どこまでも行ってしまう。


    　──な、なんというヘソ曲がりな爺じいさんなんだ……？


    　昨日の郭かく首相の爪のアカを煎せんじて飲ませてやりたいくらいである。


    　朝食はなしだ。とにもかくにも、俺たちはただ黙って海胴の後をついて行くしかなかった。
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    　海胴がタクシーに乗り込んだので、俺たちは急ぎ転がりこんだ。下へ手たをすれば置いていかれてしまう。


    　ぼそぼそと海胴が行き先を運転手に告げる。


    　朝の上シヤン海ハイには暴動の影はない。ところどころペットボトルが散らかっていたりするが、それだけであの大暴動を連想させるのは難しかった。


    　お昼くらいから、再び群衆が集まり始めるのだろう。


    　海胴をのぞきこみ、莉音が口にする。


    「どこ、行くの？」


    「……」


    　まったく応える素振りも見せず、海胴は窓の外を眺めているだけだった。


    　莉音はなじる。


    「ねぇってば！」


    「ふん。ＣＩＡだ」


    　チラとだけ莉り音おんを見て、ものすごく面倒くさそうに海かい胴どうが言った。そしてまた窓の外を向いてしまう。


    「………………はあ？」


    　莉音は毒気を抜かれたように、まじまじと海胴を見つめ返した。
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